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建 築 と 社 会

1 9 6 0  6  日 本 建 築 協 会



「一一

理 想 的 な

室 内 空 気 を つ く る

)  :; . )  

J崎、

ゅ4 ι d叫 』

特 長

O既設の建築物内に簡単に設置できます

0 優れた集堕効果 大気中に浮遊する0.1/<までの壁壊

・細菌を90 以上の高能率で除去することができます

O 簡単な取扱と安全装置の完備

0 僅少な維持費 消費電力は120W

H B型 エ ア ー ク リ ー ナ ー

0 広い用途・ 工業用・保健衛生用として、空気清浄に

威力を発揮致します

T RADE 門A R K

地 下 鉄 道 、 高 架 鉄 道 の 如 き 激 し

い震動箇所でも弊社製品は完壁

の 防 水 効 果 を 発 揮 し て 居 り ま す

JfJ iA . 見本・1t : t 主 J

街l報 γ |

⑤ 路 拡 自 主 製 イ 日

，.;.， 7;"， :.. n l !i7k 

の補強非緋↓ Ｑ Ｂｬ ＳＰ 余与の経ｽｾ誇 Ｕ

目当DJ l i J l
却 で グ

ドッグ印 アスブ- ， } レトルーフィング

ア ス ヌ ア ル ト フ ヱ ノ レ ト

石 綿 ノ レ ー プ f ン グ

H  砂( ，t ) レ ー ブ ィ ン グ

メノレタイトノレーブィング

キ ン マ レ ア タ イ ト (r可級涯 131金麻布)

へ ソ ジ ヤ ジ ブ ァ プ リ ッ ク ( 漉 121:I立麻 (ji)

H  コ ッ ト ン フ ァ プ リ ッ ク ( 挺 ! な 綿 (ji)

1 /  (  I  J保 ブ ァ ブ リ ッ ク ( 漉 l' I"r*J . i麻市)

グ オ ン タ イ ト( 伸縮口地似)

株式会紅工英語土



米 国 u s ラ パ 一 社 と の

手支祢.ji是mに よ る

ビニールと 金 属 との積 層 板

新 発 " ' &.
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⑤ 中 之島裟銅採式含社

本 社 ・工 場 大阪T f j IH 区 弁 天 町 4

氾 ｦｾ ( 94)  5031・6031

東京事務所 耳[J，江崎;rll 火区間八丁桝4- 10

東 京 工 場 取点仰足立k { H tI刻h!U1f38

⑤ 八 幡 製 織 株 式 会 社

- 6  リノリ z
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軒

デ

サ

市

皆様の設計と施工に東洋 の床材

イルリノ

l : :ヲート'1イル

ヌ揃ンジシート

9  
da
b

s

a省

、

F

Y

東洋リノリユーム株式会社

本 社 工 場 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8  

1可話 1Jt P ] 代表3531 ・大阪@4490

東 京 都 '1'9と区銀凶 4 三和ピノレ

電話 ( 561) 1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 三和ピノレ

電話 (23) 0  3  7  5  - 0  3  7  9  

。ソフトな感触

。優秀な耐久力

。 美 し い 色 彩

東 京 支 広

カ

タ

ロ

グ

進

呈
大阪事務所



「

近 代 人 の 感 覚 tニ マ ッ チ す る

2 ・トピ? 叩

( 中心吊自由開型)

( ピポ ット・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタロ グ御入用の節は御申込下き¥， )  

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

布 総 市 横 沼 町 1 丁目 4 6 番 地 電 話 布損益(72) 839・7713 番

東京都千代田区神図和泉町 1 ノ11 電話 東京 (866) 3051- 2 番

⑩ 
特 許

統節減527万円ρ

利益を生も

女 高 性 能 ・ -輯 射 型

女石炭・オイル・刀ス焚

食 1年間 (7200時間) の燃料節約額

基

屯

s

l

a

t

平JI トMPボイラ

煙管式ボイラの「革命見現るノ

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

伝

望

株式曾枇平川鉄工所

J 時 tプて

右手ド F

m刀ス温度 l QTC

T x 30' ランカ ν ヤ ボ イ ラ と

比較して

527 万 円 益

可: 0 / 似し E. E.  2000kg/hr. ¥ 

ｾ＠ I  6000カロリ一石炭6000PJ I 屯 l

¥ 1  EI 241時間 1 月25日とし て /

中川 - /j( :nボイラ 、三IZ川~機関lli {¥1，l<イラ

<1営業科 目じ

えIL川~竪1( 1ボイラ 、外ボイラ全般 ・輸辺機械

本社 ・工地 大阪市大淀区大仁函2のl 電話福砧@ 1 9 7 5 - 8

東京営業所東京都中央区八 lfi 州6の7 電話 (281) 5総3 ・7787- 8

九 州 出 張 所 福 岡 県 小 倉 市 宮 野545 電 話 小 倉 ⑤ 13 6 2



S

F

'

-

d

E

-

d

小

一
4

J

J

 

じ

1
私

一
実
一

忠
一の

て

た
一

H

b

r

 

酬

l

a

p

あ
「

@ )  

型 状 優 美

敵 陣 絶 無

製 作 所
製造元夕刊r/cヲ工業練武曾詮

日・米・英・独、各国特許

u

a
h

d

d
r

 

日 本 霊 異

最高ゐ技術・絶対の信用

口、友司m句、ミ

電線管及 同附 属品

フ ロ ア ー ダ ク ト

電 縫 瓦 斯 管

構 造 用 鋼 管

J・

t  

東芝鋼管株式書紅|

Y  

-・・・・・・・・・・・・・・・・.................. .  .  ......... .  .  .  .  .. .. .  .. .  .  .  .. ..  .  .  .. .  .  .. .  .  .  .  .. ... .  .  ... .  
・・・・・・・・・・・・・ 4・・・・l '  •••• • ••••• • •••• ..  .. .  ...... .  .  ... .  ...... .  .  .  ..... ... .  

.. . .  •••• • • ••• •• • ••• I  

-・・・・・・・・・・・・・・・..... .  .  .... .  .  ...， .............• 
・・・..... .... .  

‘ ・・・・・・・・・・・-・・.......，......00.. 
.. .  .  0" .  .  .  .  .. .  

.. tI .. .. .. .  
‘・・.  

本社 ・工 場 川 崎 市 港 町 ワ 3 の ワ 号 電 話 川 崎 . . . . . . . . .  111代目

大阪営業所 大阪市北区堂島浜通| の1 1 . 1 堂浜ビル 電話 m 代 表 9 1  5  8  

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 宝 町 3 のワ 電話 1561 14668 ・4810 ，内 11141 - 5



厚③

必量6 為1- ｱ ＭｦＯｾ＠
(  1・5 事毛J享)

藤 森 建 材 株 社式
A

Q

Z

 
本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 1 ノ 2 ( 大倉ピノレ)

電 話 東 京 ( 271) 6  4  3  2  ｾ＠ 5  

大 阪 出 張 所 大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 1 - 1  ( 大同生命 ヒソレ内)

電 話 大 阪 @ ＹＴＱＷｾＸ ・ ＸＴＶ ＱｾＴ

九州出張所 福 岡 市 楽 院 大 通 2 - 73 電 話 福岡 0 1945 ・⑤3473

Ｎ 近代建築のでご ［ロ耐火 ＮｉｾＮ ，｟ｾ

. 塗 装 不 要 の 化 キ粧庄板 エ ス ロ ン ボ 一 ド . カ ラ 一 ド ボ 一 ド

判叫命目闘B扇 膏 70花干ヲ矛衣4管z一

- ア サ ヒ ト ー ン ( 1吸音 板 ) ・ 防 水 ボ ー ド ( 防 水 処 理 品 )

・ ラ ス ボ ー ド ( 壁下J l !dオ) ・寄 種 石膏 プ ラ ス タ ー

21世 紀のw材

- 社名 が変り ま した…・ ・・ 旧 大 阪 耐 火 ボ ー ド 株 式 会 社

日 本 耐 火 ボ ー ド 株 式 会 社

本 社 大阪市北ｾ絹笠町 ＵＰ 堂 ピ ル 包活 (36) 5453- 6 ・1141

東京支庖 点 京 都 港 区 芝 新 婦 4- 38 屯，Ｚｾ (431) 6  8  1  4 ・8417

大阪工場 大阪T I i 点従川区元今旦北通5- 24 氾活 (37) 8  3  6  1  - 2  

栃木工場 栃 木 i I i 平 柳 田J 1300 市 活 蛎 本 24 19 ・00 64

ｾ＠

b  

町
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主

&> 

最 新 の 設 備

優 秀 な 製 品

三和EJ "  '.:1 ':1・
甲種・乙種防火シャッター

電動式・手動式・スプリング式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

様試金5t:三和:1，，':1司・製作照

三組;;'11':1司・株式怠1ft

本 社 且 工 場 尼 崎 市 久 々 知 コ エ 2 3 番 地 ^ 阪 ( 40 ) 代 表 5 3  4  1  

東 京 支 広 東 京 都 新 宿 区 新 宿 l 丁目 6 0 帯 地 東 京 (341 ) 2  4  7  8.  9  6  7  8  

札 幌 支 庖 札 幌 市 琴 似 町 琴 似 5 2 2 番 地 札 帳 ( 5 )6873 ( 3  )7438  

東 北 支 庖 仙 古 市 土 他 1 1  2 帯 地 仙 台1" 3 ) 3  2  9  6  

金 沢 支 庖 金 沢 市 よ 胡 桃 町 3 6 金 沢¥2 )  1  3  8  7  

名古屋支底 名古屋市中村区広井町2丁目的八，州ヒル 名古屋154 ) 2  8  4  6  

九 州 支 庖 福 岡 市 底 辺 通 5 丁目; J 2 番 地 福 岡15 1  5  1  8  

営 業 所 全 国 王 要都 市に在 り
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驚異的近代感覚の吸音壁貼材料

新 製 品

拘ヲt i ?目- x
原紙に着色せる優秀製品

司t

J  

クロース

タローヌ

二ッポン

東京営業所

東京都千代田区神間猿楽町2の7

T  E  L  (291)  9  3  7  5  

名 古 屋 ・広 島 ・稲 岡

製 造 発 売 元

津 装 飾 株 式 会 社

大阪市北 区堂島上ーノ二四 T E L 大 阪@1351- 3

河

本社
所張- 出



且

経室、議勾配屋根氏

軽快た遁イゼ建築枚

Ｘｾｩ ヌー ｉｦＭ ｪＧ ｉｾ ソイド
日jJjf ｝Ｇｾｉｌ テン ＱＱ ，Ｍ Ｗ ＮＮｦ ￬ タ

伸 縮 目 地 材 工 牟 ヌ J ¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク本会 シー Jレセ〆ント

主

g

b

'

 

日 源 化 学 工 業 株 式 会 組

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T E  L  (807) 代表0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区掘上通り 3 - 39

T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079



の街生陶器ヒ付属金具

L - 2 2 0  

L - 9 2 にイモる

オ パ ー ル

ビル ・アパートはも とよ り一般住宅

に も御J案用 f員けるよう寸法や価格の点では従来品もよく

ミフ句 Ｕ おたｾ 御愛用頂い て いた製品しＭ 9 2 を基準として 考慮いたしました。

東 洋 陶 器 株 式 会 社

A 本 社
茅ヶ崎工場

小合市篠崎PIT 4  5  8  大 阪営業所 大阪市東区高ｉｩｾ Ｍｉ ，｜ｾ 5  - 32  T E L ⑫ 4518  - 9 神奈川県茅ヶ崎市

T E L ⑤ 2181- 5  各地営業所 東京名古屋 ・ 小企 ・ 広 Ｎｑ Ｎ 高松 ・札 ｉｾ ・ ｦｬｊｬ ｦ￬ ・山山 ｔ E  L  2105- 8  

定 価

陶 器 ( 1級 ) L 220 ￥ 2，750 

金 具 ( 品 開μ 印)

立 水 怜 T 2 0 5 Y

@￥ 600  ( 21閤) ￥ 1，200

止 水 位 T 4 A Y

@￥ 670 ( 2個) ｾ＠ 1. 340 

排水金具 T 6 P II 1. 210  

ノぜy クハンガ

IIJI 付木ヰゾ T L  220D ￥ 200 

ｾｴ ￥ ＶＮＷＰＰ＠

参 考 定 価

陶 器( 並級) L 220 ￥ 2，200 

金 具 ( . 77 1<- 印)

立 水 縫 K 2 0 5  Y  

@￥ 510 ( 21困) ￥ 1，020

止 水 校 K 4  A  Y  

@lI 570 ( 2 f回) ￥ 1，140

排水金具 K  6  P C ￥ 1. 030 

同シリウム ロシタイル
明 る い

モダンリビングに
品 質 随一 と定 評 ある

丈 夫 な 塩 ピ 床 張 材 で す

あ ら ゆ る 床 に 7 ，: ; チ す る

品質 ｩｩｊｊＵ の美しいフ ロアＭｾイル

保 車 線 柑

原ｾ 2. 5 IDIII 

品ｾ 27. 45m 

( 15坪巷)

憎 準 脱 枯

J車: ! > 2  ... 

30. 3cmf
r
J  

( 1 尺 1' 1)

.

4

 

J  

拍 '1，/似品

I11 9 6 t'T!l 

( 3. 17尺)

ｾ＠ 1 8 m 

(  5J 字曹)

蝋色 ・ニ色

フ ラ ノ

簡 単 に 貼 れ て 水 拭 き 出 来 る

i誌 も 進 ん だ 盟 ・傾目占村です 。



会 告

昭 和 35 年 6 月

E Z置E置E翠 ml 圏

勧 銀 ピ ル 竹 中 式 潜 函 工 法 見 学 会

、胴

、

i 洋画額面の寄贈を受く

乙のたび尾崎会長から，会長 5

5 自筆の洋画 1illi の寄贈を受けて 5

5 地下の談話室に掲げました。乙 2

2 乙に誌して厚く感謝の怠を表し 2

2 ます。 -

| 会 と 催 l

通 常 総 催 通 実日
4

2

 

開

本年度通常総会を下記lζ より開俄いたします。ど多忙中恐縮に存 じま

すが， 何卒お繰り合せ多数会員のご出席をお願い申し上げます。

以上会告申し上げます。

昭和35年 6 月 1 [1  

社団法人 口本位築協会

会 長 尼 崎 久 助

記

1  . 目 時 6月22日 午 後 4 11寺

1  . 場 所 近徽建築会館 4 階集会室

( 大阪市東区北浜 3 丁目 37)

1  .  会議の目 的事項

(  1)  11日和34年度事業報告承認の件 ( 会告 9 ー 12)

( 2 )  I附和34年度決算報告承認の件 ( 会告 5- 6 )

( 3 )  11l:J和35年度収支予算示認の件 ( 会誌 5 月号会告)

以 上

勧 銀 ビ ル 竹 中 式 潜 函 工 法 見 学 会

1 . と き 6月24 rI ( 金) 午後 3 11寺- 5 時

1  集 合 所 間ビ、 J レがj淀屋橋屯停IIH近

1  申 込 20 日までκ 電話で申込みの ζ と。

1  .  建築概要

設計 ・施 工 株 式 会社 竹 中 工 務 応

所 在 地 大 阪 市 東 区 大 川 町 1 番地

工 期 着 工 昭 如34年 8 月13 日

竣 工 昭 和36年 6 月30 日

規 i模 地 下 4 階，地上 9 階 培 屋 4 階

桃 造 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リート造

ｾ築面砧 2  • 088 ，820m
2  

延
1/ 26，228 .  673m

2  



工場と古建築見学会

高 砂 コ ン ク リ ー ト 工 業 と 鶴 林 寺 見 学 会

1 . と き 6月25日( 土) 午前10時( 出発) _ .午後 6 時30分( 解散)

1.  集合所 本会前と神戸三の宮駅前そごう東 ｾｻｉ ｊ

1  .  申 込 20 日まで』乙ハガキ に集合所( 本会前または三の宮駅前そ

どう) と住所， 氏名を記入申込みの乙と 。袖せんで参加

者60名を決定。 三宮集合の時間などを併せお知らせしま

す。

1  .  鶴林寺現地解説 野地修左氏 ( 神戸大学教授)

1. 鶴 林 寺 拝 観 料 30円( 当日持参の乙と)

1  .  昼食を準備いたします。

1 . 行 程

本会前出発 10，00 ( 高砂コンク リー ト工業ど提供の貸切パスを

利用) →神戸三の宮駅前そ どう点側 11. 00頃の予定→高砂コンク

リー卜工業着12，30ー( 昼食 ・工場見学) 一工場発14 ，00→鶴林寺

ＱＴ ， ＲＰ ーＨ見学Ｉー ＱＶ ， ＰＰ →大阪駅 ｬ 国口 ｾ ￭ｊＱＸ ， ＳＰ 解散

高砂コンクリー卜工業KKについて 同社は118和34年 7 月兵庫

県高砂市に， ) 也近代的な設備と全自動式機を中心として一大コンクリー

トパイル工場を建設し，最高技術の粋を生かし JJ Jffi 6，000 ton  (約 1) j  

坪) の生産自位、でわが国コンク リートパイルの優秀な工場として有名で

ある。同社のコンク リー トパイノレは，一校鉄板の母型で特許アング J レ式

を採用し，母型のまま蒸気→水中→自然養生の工程で品質が均等で，ど

のような型も製造出来る特色をもっている。またクイ直径 800 mm，長さ

16mのものも製造可能である。

鶴林寺について 山号を万田山といい，天台宗 lζ 属する名刺

である。寺伝によると，聖徳太子が奈川勝に命じて建立したという。す

なわち欽明天皇の 26 年 (565) 高腿より恵使という倍lが来朝したが，物

部氏の排斥にあってひそかにのがれて 乙の地に身をひそめてた。太子は

; む便の徳をしたわれ， しばしば乙の地lζ 乙られたが，物部氏討伐の後，

itt 阪により秦川勝lζ 命じて精舎を建立せしめたのであると。はじめ天王

寺と号したが，鳥羽天皇の時勅願所となり ，W)J 闘をたまわっ て鶴林寺と

改められた。境内広く，中世には寺巡隆盛にして，塔頭寺院も多かった

が，戦国時代から次第 iζ 衰微して，今はわずかに三院を残すのみとなっ

た。しかし本堂ぞはじめ国宝，重要文化財lζ 指定された古建築や彫刻絵

画の類が遺存し，往時の盛大をしのぶことができる。

なかんづく本堂は室町時代におけるいわゆる折衷様式の代表作として

学会に知られている聖観音や太子堂もまた秀作として著聞している。な

お太子堂と常行堂とが本堂の前面』ζ 相対して位置している点は，天台宗

寺院伽藍配置の上から重要な研究組目を提示しているものといえる。
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高 麗 橋 ピ ル 見 学 会
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ビ

( 大 阪 府 建 築 士 会 と 共 催)

1  . と き 6月28日( 火) 午後 3 時( 集合) - 5 時 ( 解散)

1  . 集 合 所 同ビ J レの正面玄関

1  .  申 込 屯話で23r I までに申込みのとと。

1  .  建物概要

設計 ・施 工 株 式 会 社 竹中工務庖

所 在 地 火 阪市東区南関橋筋 5 - 50

第 1却] 工期( 若工) 昭和33年 11月26日

( 竣工〕同和35年 7 月 3 口

規 模 地下 3 階，地上 P 階，塔屋 3 階

構 造 特 許竹中式潜商工法による鉄骨耐震構造

建 築 面 積 996m
2  

延 l面 積 11 ，910m
2

， 

川
11 1111 1111 111 111 1111 1111 111 11111川" '会 員 夏 の 懇 親 会川川1111 1川十 11 1111 11 11 1111 1川 1111 111 11 11 11 11 111 11111111 11 1111 1 7 月 の 会 と 惟111 11111 11111 111' 1111 1111 11 1111 111111 1111 11 11 11111 1111111111111

見 学 と 懇 親 会

、町

、 ドリームアルサロ ワールド

新築工事概要

建 築 主 帝国興産K，K，

場 所 大阪市北区兎我野町32

設 計 生設計事務所

施 工 佐藤工業株式会社大阪

支応

工 期 ィヲ工昭和34年 5 月

竣工 ＱｾＱ 和 Ｓ Ｕ 年 Ｕ 月

建築面積 1  ，452m
2  

延
1/ 5 ， 632m

2  

客 席 500 セット

概造 ・規模

地下室..... . 鉄筋コンクリート造

地上階 .. . ..欽'fl '造耐火縞造 3 階

M! - 部 4 附主主

A 目 F 2 階以上使用中

1  

見 学 と 懇 親 の

(会 員 夏 の 懇 親 会)

4

2

 

今年の互の会員懇親会は，最近大阪の北区K 竣工 しま した， ｾｏＺのアル

サロワールド子会場K して催します。 何卒多数の会員ど参加下さるよう

ど案内申上げます。 なお乙の懇親会の企画κ ついて施工者， 佐藤工業株

式会社大阪支庖殿および会員芦 田小 二 郎 殿 ( 佐藤工業KK大阪支庖次長)

ならびにワー ノレド関係者に誌上を通じて厚く感謝いたしま す。

記

1 と き 7月 9 il ( 土) 午後 2 時30分- 4 1時30分

1  .  と こ ろ ドリームアルサロ ワールド

( 阪急jji J曽線的小学校南)

1. 会 費 3 8 0円( 別{ζ 補助があります)

1  申 込 6 月末までに会授を添えてお申込み下 さい。 定員は 300

名にしております。

1  . 催 し 物 映画およびその他



欧 米 の 建 築 事 情 視 察 団 募 集

最近海外の建築事情を視察lζ 赴かれる方が大変増えて参りましたが，

本会会員の内にもそのど希望をもちながらなかなか好機を得ら れないた

め実現をみずにおられる方があるのではないかと存じます。よって木会

ではこの度，乙れらの方々のど希盟K 副うため欧米のijl 築事情の視察団

を編成する乙とに致しました。下記要項をご諒承の上知巳お誘い合わせ

お申し込み下さい。

募 集 要 項

1  . 募 集 人 員 15名以上

1.  申し込み〆切目 7 月15 11

1. 旅 程 案 別項参照下さい ( 9 月 5 11免， 10月19円出ii};m

1 . 旅 行 条 件

1 経 路

東京ーホノルルーサンフランシスコーロスアンジエルスーシカゴーバッフアロー

ーーワシンドンーーニューヨークーーロンドンーーパリーーーハンプルグーーベルリンーーフラ

ンヲフルトーケルンーデユフセルドルフージュネープーインターラーケンーチユ

ーリツヒーベニスーローマーナポリーローマー東京

2. 期 間 45日

3. 経 1r ￥ 1.020.000

( 現行の迎賓料金および15人以上を若僧とする。)

乙の費用 lζ 含まれるものは次のとおりです。

(  1  ) 航空巡質 : 金行程ツーリスト ・クラス航空巡質

但し，シカゴーバッフアローーワシントン聞は 1 等

( 2  ) 鉄道迩賃 : スイス圏内およびイタリ一国間の鉄道灰問 1等巡丘

( 3 ) 送迎パス運賃 : 各地における空港または鉄道駅とホテル問パス

賃

(  4  ) 観光料金 : 旅行日程K 合まれている各地における特別観光パス

料金，ガイド料金，入場料等

( 5 ) ホテル料金 : 各地における一級ホテルの 2 人室( 原則として前

室付) K  2人づっ宿泊料金および税金，サービ‘ ス料

( 6 ) 食事料金 : アメ リカ手除き欧州聞の 1 EI 3 食の食事料金

鉄道，航空機上の食事料金も含みます。

( 7 ) 手荷物巡倣料金 : 1人につきスーツ ・ケース 2 偶以内の手荷物

の金行程巡搬: 5 : (ITI:fil: iliI J l恨は20キロ以内)

( 8 ) 但し米国内の食事料金，超過手荷物料金，空港税，洗濯代，屯

話料，酒，果物，その他何人的性質のmn，サービス料等は合

まれておりません。

( 乙の賀用概算 180.000円)

1  者 ｾｉ 合により旅程立ｦ［ｊ｣Ｎ質問などに若干の変更があるととがあります。

1. 通訳は附添います。

. A.  
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フルブライト計画に i  

よる留学詮衡 E  

E  今般，スミス ・ムント法およ 5

2 ひかフ J レフヲイ卜出ζ 基く米国政 i

ｾ＠ J i ' J 全額支給による米国大学院留 5

2 学及び英語教員留学の本年度詮 5

Ｒ 衡ｾ領が発表されました。問要 Ｒ

2 傾は本会事務局にありますから 2

5 応募希望者は事務局までど照会 2

5 下さい。

J  



会 告 5

、.

‘  

日 本 建 築 協 会 欧 米 建 築 事 情 視 察 団 旅 程 ( 案)

昭和35年 9月5口発 昭和35年10月19日帰着

月 日 I PM 日 | 地 名 | 制 時 間 | 嫡 要 1 宿 泊 地

9 月 5 日 | ∞ | 事 ノ ル 努 i J Z:m I-11Aゐ£ぬ占}機

9 月 6 日 I (火) 1 ホ ノ ル ル 1  1  比 内 見 学 |  ホ ノ ル ル

9月 7日 1 ( 水) j ホ ノ ル ノ レ 1  1 自 由 行 動 | 続 中

9月 8日 1  ( 木} 1  3 J ラ ユ ス2 君 1  11g |  ji 航ττZ了 器 |  サ ン フ ラ ン シ ス コ

9月 刊 1 (金) 1 サ ン 7 ラ ン … i  1  市 内 見 学 |  サ ; τ Z

9月 10 日 | ω | じ2 2二2 1 2 1 !?2 1  2百 万 ; 瓦 広一 | ロス 7 ン ー ス

9月 日 I  ( 日) 1  ロ λ 7 ンヲヱルス 1  1  ｾィ ､ｌｚ ン［ぷ |  ロ ス ア ン三 三 ζ 二

9[j  12  R  1  ∞ |  ロ ス ア ン ジエルス |  1  1・! 日i 行 動 |  ロ ス ア ン ジエルス

9月 13目 1 (火) 1 アァ γ エル3 君 l ii 沼 1 DメリiZ咋 30覇 |  シ カ 7 -

9月 山 _1_(空_) 1 シ カ ゴ 1  1  ｾ日目語読 |  シ カ ー っ _ _  -

9 月 15 日 I  (木) I  シ カ ゴ 発 I  ｾｾ Ｎｾ ｾ＠ I  ア メ 百 羽 空 似 悠 |  ナ イ ヤ ガ つ一 一

|  |  パ ッ 7 7 ヱ ニ一流 I  11. 35 I  士イヤガラ 泌 布 見 学 |  ア イ ヤ 到 ， 

竺竺_8_ 1 (金) |  2 2 三7 よL U !?:il 1  ￓ ヤヤ航誇 必 Ｑ ｾ 1  シ ン 1 - /  

9月 円 し竺 ｾ ｟ ｉ ｾζλ バＡ ｼ !?1i l  r γ 幣制覇一一「てて- Jて7 -

9FJ 18 日 1  ( 日) 1  ニ ュ ー ョ - 9 し _ 1. _ 1:1 由 行 動 - 1  ｾ ーョ 士 タ

9月 19 日 |  ∞ |  ニ ュ ー ヨ - ?  1  1  市 内 見 学 |  ニ ュ ー ヨ ー ク

9月 初 日 |  ω  |  ニ ュ ー ョ ー ヲ I  1  自 由 行 動 |  ニ ュ ー ョ ー 空

9月 幻 日 1 ( 水. ) 1 ニ ュ ー ヨ ー ク 発 1 20 ∞ |  ぷ 長 32i f 品 |  滋 中

9月 22日 1 ( 木) 1 ロ ン ド ン 着 1 08 ぉ | 休 養 | ロ ン ド ン

9 月 幻 自 I (金) 1 ロ ン ド ン 1  1  市 内 見 学 |  ロ ン ド ン

9月 M 日 | ω | ロ ン ド ン 1  自 由 行 動 |  ロ ン ド ン

9 月 お 目 1  ( 日) 1  ユ ン リ ド と 警 |  iiZ l  r ン 品 航 者 凶 器 |  パ リ -

9 月 26 日 I ( 月) | パ リ ー I  1 市 内 見 学 | パ リ ー

9月 27 日 1 ( 火) 1 パ リ ー |  |  戸 竺 パ リ ー 見 学 |  パ リ -

9 月 28日 I Ｈ水 ｟ Ｉ ｟ｉ ｟ ｊ ｾ ー リ ー L 一 一 1- (1 了 行一 五 |  パ リ ー

9 月 山 I  ( 木) |  :  リ ー 発 I  ｾｈｾ＠ I  ，?， ラ ン ス 航 空 酬 |  
l  | ハ ン プ ル グ l L _1_ _  1_4ニ笠一 一 一I:J 山 行 動 |  ハ ン プ ル グ

9月 30 日 1 (金) 1 ハ ン プ ル グ L  _  _  1  市 内 見 学 |  ハ ン プτ 7一 一

10 月 1日 I  ( 土) I  ミ コ プ r5 君 |  ii :i i  |  パ長アメリカ ン航郵 OSF |  ベ ル リ ン

10 月 2日 1 ( 日) 1 ベ ル リ ン 1  1  市 内 見 学 |  ベ ル リ ン

M 3日 I  ( 月) 1  3 J タフリル 7 君 |  ii Z  |  γ メι : ?65: 1  フ ラ ン ヲ フ ル ト

M 4 日 1  (火) I  フ ラ ン ク 7 J レト 1  1  市 内 見 学 |  フ ラ ンク 77 ;

10 月 5日 1  (水) 1  ハ イ デ ル ベ ル ヒ 1  1  パ ス で 一 目 見 学 |  フ ラ ン フ ル ト

M 6  8  I  (木) | 3 V ℃7J レ 3 1 i 一 一 」 黙 ZLワ7Jf え |  ヶ J レ ン

M 7日 I  ( 金) 1  51Yγ rJ ヲ誇 |  ii ii 1i i szz ツ 竺単 一 竺 宮 | ヲ ユ ヰ ー プ

M 8  8  I  ω  1  ' " ユ ヰ ー プ J  _l  ，Ii 内 見 ｾ ｉＭ つーユヰＭ -;r- - I  

M 9目 1  ( 日) 1  包二三三ヶゴーし_ 1 卿… Ｍ ＷＭＮ［ＭＯ ｾ ｲ -1 ;:..- !I 二二ア-

10 月 10 日 | ∞ しらと三? 2 3 | !? ! ?371自主T 寸一二 J ッご-

1 771 11 日 I  (火〕 |  チ ユ ー リ Yι 1  1  r! i  内 見 学 |  チ ユ ー リ ツ ヒ

( -.&...' I  チ 3 アプ丁ヲ! : . m I  14 .25 I  一 一 一 一 一下 一一一一一一 一 一 一一 一

10 月 12日 I ( 水) I ベ ニ ス 孔一 I i;i:3s  I  ス イ ス 航 空 304使 |  ニ ス

1  I A '  I ペ ニ ス 発 I ｾ ｕ 取 でローマへ |  

10 月 14 日 I ( 金) I ロ ー マ n I I  rl 畦l 行 動 | ロ ー マ

川 町 | ω I _  ｴｾ 五ｾ ｾ＠ 1  1コc z wl ナ ポ ;

M 16 日 1 ( 日 _) _ 1_ 1"_ _土 リ 宛 i 一 一 一1 2 3 MFタト限後 | ロ ー ご-

10 H  17  11 J  ( 丹) 1 ロ ー マ I _ -1 市 「 見 学 ー ロ ー マ 一

二o J'J 18  D  1  ( : k )  _ !  ロ一 二 一 マ活 1  15.40 L  勾鍛えここトーニ」ー竺- 土二

10 月 19R  I  ( 水) I 東 京 お I 21. 55 I 解 散 |

a

F

，
e

e

 

、.
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昭 和 34年 度 決 算 報 告とと

ロ
昭 和 34 年 度 決 算 報

貸 借 対 照 表

財 産 目 録

収 支 内 訳 表

近畿建築会館特別勘定

貸 借 対 照 表

収 支 内 訳 表

定勘般

当
勘般

表
昭

対借

昭 和 3 5 年 3 月 31 日 現 在

方貸方借

"iI 

a‘  

世E

現 金

当 座 預 金

轡 通 預 金

郵 便 援 替 貯 金

定 期 預 金

未 収 入 金

仮 払 金

未 経 過 支 払 金

什 総

会 館 出 資 金

前 期 繰 越 金

金

28. 幻9

4ω ，ωo 

1. 247.268 

27. 118 

106. 3∞ 

47.672 

347. 3∞ 

210.107  

670. 920 

日

什 穏 償 却 郁 備 金

借 入 金

未 払 金

仮 受 金

未 経 過 収 入 金

基 本 金

業 継 仰 金

故日高府民司1); 資金

収 支 WJ IE 

科額

72. 228 

38.960 

29. 682 

11. 958 

20. 。∞

790. 108 

32. 613 

233. 965 

359. 814 

1. 0∞，∞o  

496. 196 

金自科

3.0邸 . 524針合3. 085. 524 計合

録目産財

昭 和 3 5 年 3 月 31 日 現 在

部

J  

乙償負部之産資

..ri  

J  

額

633.918  

670. 920 

47. 672 

347. 300 

28. 幻9

210.107  

1. 674.386 

金

金 4∞.0∞

金 27. 118

金 1. 247.268

106. 300 

要

引 当 勘 定

基 本 金

事 業 都 備 金

什 穏 償 却 !I'! ｾｮ 金

故日高Hf. 氏事業資金

ι 旦 4 笠

借 入

仮 受

未 払

左盆盗塁ム金

本年度収支勘定

摘

172.828 

32. 613 

790.108 

233.965 

359. 814  

金

38. 960  

29. 682 

20.∞0  

11. 958 

72. 228  

822 .721  

496. 196 

曹!il!!f 

国 定 資 産

什

流 動 資 産

当 座 預 金

普 通 預 金

定 期 預 金

郵 便 振 併 貯 金

現 金

繰 則 定

仮 払

米 収 入

未 経 過 支 払 金

且j 監笠 益金

近後建築会館出資金

総

金

金

摘

∞

一

皮

附

一

郎 3.085.524 3十合

ノ、

'-' 
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t  

|一般勘定 |

収 支 内 訳 表

昭 和 35 年 3 月 3 1 n 現 在

収 入 の 部

科 目 y!! 自 | 決 算 額 | 予 算 額 | 町1 6 減

正団地m 体方 会会 会会小 1EEE21  2  E  2  E  

3. 181. 270 3. 240. 0∞6  58. 730 

4.041. 550 4. 230. ∞o  16 188. 450 

会 :l' 1 収 入 170.980 144. 000 2旧. 980

239. 990 185.∞o  54. 990 

7. 633.790 7.7' ω. 000 16 165. 210 

一

号君割住越蹟 臨金3 R慣習Eaa 会収収fh位 入入λ  1  

10. 365. 550  8. 630. ∞o  
A I ，734O5，，650印o  

549. 400 590. 000 

725. 999 4∞. 000 325. 999 

'!1 1l 収 入

45. ωo 1ω. 000 16 55. 000 

357. 790 240.∞o  117. 790 

2. 434. 9印 2. 700. 000 16 265. 050  

52. 100 50. 000 2. 100 

小 野十 14. 530. 789 12. 710. 0∞ 1. 820. 789 

入 |
線 収 40. 759 

| 収 入 合 計 I 2 2 . 5 7 ω8  I  2州 問。 | 1. 696.338 1  

支 出 の 部

科 賛
同

回

Ii 

即

日

貨

資

資

質

問

問

山

口

会

…

一

行

間明

会

総

刊

会

曲

川

古

川

雄

L

山

p
a

C

F

 

J

前

，

t

会

部

委

維

檎

抽

出

図

淵

抑

H

間

…
剛
…
叫

ん川

姉

揃

馴

…
町

一

蹴

肪

脱

却

問

4

0

2

9
d
9

6

4

8

5

5

4

3

8

 

1

5

1

0

9

8

8

7

4

2

2

1

 

1

5

1

3

1

1

7

 

1

1

 

a

A

A

A

A

P

一
ム

側

…

側

側

側

側

側

…

州

側

…

側

側

側

側

…

脚

内

υ

A

U

向
。
内

υ

内

U

内

い

A

U

内

u

n

υ

n

υ

A

U

A

υ

n

v

M

5

u

m

m

m

m
山

川

判

明

山

崎

お

お

お

H

U

。

。

内

ノ

旬

。

。

n

u

a

u

Z

U

F

b

s

u

τ

q

d

o

o
勿

'

e

o

p
b

'

A

-

q
'

b

?

l

n

u

d

F
h
d
A
H
V
句

O

S

A
内

4

何

4

a

u

n

v

-

5

7

0

2

0

1

1

8

8

6

4

-

m

m
制

蹴

剛

山

制

服

捌

m
則

一

n

υ

n

4

p

o

-

-

-

一

計

金

金

計

小

付

助

小

交

柿

部

部

支

支質

一

一

部

一

一

文

一

業

川明

-

q

y

t

t

t

 

z

u

z

e

b
"ー

ザ

事

1

通

l
v

・
-
，

m
れ

交

A

M

制

移

m

 

山

M

m

地

通

旅

州

制

印

文

t

 

n乍

，

67. 240 

10. 923 

40. 890 

92. 549 

30. 930 

7. 445 

13. 臼7

159. 総8

線

。

刷

一

川

5

m

m

m
純

一

刷

。

刷

胤

品

川

ω

ぬ

凶

h

u

ρ

A

l

l

i

-

-
一

仏

「

|

|

、

ρ

A
「

|

「

1
ー

ー

-

A

鳩

山

別

協

鳩

山

川

一
川

綿

織

一
州

市

一
山

一
川

一
川

M

2

M

m

9

4

n

m

ω

ω

日

山

間

関

一

M

4

3

2

m

一

3

M

四

一

お

一

時

一

勧

ー

I

l

l

i

-

-

-

1

下

1

1

1

1

1

1

L

I

l

i

-

-

ぃ

抑

仰

別

間

抑

制

…

w

m

m
側

側

一

山

一

川

崎

…

刷

出

町

制

-

別

剛

一

蹴

例

議

肌

低

批

判

一
議

一

1

4一
肌

一
一

弘

一
向

十

引

引

司

引

引

一

|

|

「

一

|

一

川

小

F

F

小

険

噌

険

険

利

小

一

一

一

一

‘

ヨ

づ

九閣

内

-

-

-

-

d

保

金

保

保

福

一

一

一

一

:

郵

政

問

妥

只

一

-

一

一

一

出

一

給

創

設

第

失

労

駁

一

一

一

一

一

支

一

与

一

貸

金

金

一

金

一

授

一

一

一

、

一

立

一

一

一

一

政

て

/

一

積

一

一

一

給

一

生

一

一

線

一

当

一

備

一

-

-

一

賦

-

白

一

手

一

一

一

一

一

一

f

一

臓

一

一

山山

一

厚

一

緒

一

会

一

辺

一

予

一

f6 

i 1! 引剰余金 670. 920 

処 分

前 期総舗金納収 496. 196 

輪貝i!l 職手当期 間金 150. ∞o  

後期総局金 24. 724 

:n  670.920 



近 畿 建 築 会 館 特 別 勘 定 |

貸 借 対 照 表

昭 和 35 月 3 月 3 1 日 現 在

{昔 方 割j 定 科 日 貸 方

恕 築 会 館 法 金 530. 000 

16. 861. 095 m 物

m! 物償却l I ' ! <<ii 金 623. 083 

139. 400 m ff !i 百立 糊

1. 028.650 什 R時

1. 404. 455 銀 行 草i 金

65. 678 現 金

180. 000 司i f面 ;征 券

一 般 会 計 繰 入 金 1. 000. ∞o  

電量 m 金 309. 415 

f百 入 金 16.140. ∞o  

未 払 利 息 624. 283 

前 期 線 越 金 121. 086 

収 支 助 il:: 331. 411 

19. 679. 278  合 計 19. 679. 278 

表

-

在

一

現

1

・

園

寸

l

z

z

白

・

1

・

q

u

圃

寸

4

‘
J

内
一

j

田

内

d

-

下

「

・

4

支

一

5

-

内
。

一

和

収

一

昭

目
決 算 削 | 予 釘 額 I lI'l 6 減

960. 0∞ 960. 000 

1. 020.000 。

68. 400 100. ∞o  I  6  31. 6∞ 

31. 600 

第二，一 般 会 計 繰 入 金

J.l: 室 料

雑 収 入

昔十

支 出

科 目
| 決 算 額 予 算 額 lI'l 6 減

俗 入 金 利 子 809.146 817. 750 8. 604 

m 気 n  99. 356 102. 000 2. 644 

J;L wr 代 l H. 735 171.∞o  26. 265 

水 氾 ｩ Ｎ ｾ＠
9. 546 8.400 ム 1. 146 

イ昔 地 事l 181. 376  97. 700 ム 83. 676 

火 災 保 険 幸司 17. 100 21. 0∞ 3. 900 

o  諜 148.210 134.400 A  13. 810 

修 迦 Ｑｾ＠ 52. 860 50. ∞o  A  2. 860 

人 何 it 134. 940 128. 印O ム 6. 440 

雑 i¥' 119. 720 96. 000 A  23. 720 

音十
90.お9

差 引 剰 余 金 331. 411 

前 期 繰 越 金 121. 086 

昔十 452. 497 

処 分

建物償却制l時金 340. 0∞ 

次 期 繰 越 金 112. 497 

E十 452. 497

会 告 8

昭 和 34 年 度 決 算 報 告

司m

]  

川

願

川

お

ー

み

川

込

川

1

品

4

b
』費

4
一
品

6 月15 日付 にて本年度上

半期会費のど訪求申し上げ

ますので，本月号掃入の振

替用紙ど利用の上，至急お

払込み下 さいますようお願

い申し上げます。

口1111 11川 川 川 山 川 1111111川 111 111 11 1111 111 111 11 11 11111 1111 11 1111川



京 都 の 新 建 築 見 学 会

'

 

‘
町、

京 都 会 館 と 都 ホ テ ル 和 風 別 館 佳 水 圏 見 学 会

く 京 都 支 部 共 催〉

村野厳存氏( 佳水圏) ，前川国男氏( 京都会館〉 の設計され

た建物の見学会を下記により開催いたします。本 部又は京都支

部にお申込み下さい。

2己

1 . と き 6月23日 (木) 午後 1 時( 集合)

1. 集合所 京阪定車三条駅南出口の京阪パス車庫横

1. 申 込 18日までlζ 本部 (23) 9似 8't容。京都支部 ( 3 )  

4199ili o  1(. 電話でお申込み下さい。尚貸切パスの関係上1∞

名で〆切り ます。

1 . 行 程 集合所発13. 00→京都会館( 13. 30- 15. ∞) → 佳

71<図 ( 15. 10- 16.  40) →京阪三条駅前解散17. 00 _  

1. 当日の貸切パスは， 大成建設( 株) 殿 ・ ( 株) 大林組殿の

御従供をい ただ きます。

惨建 物 概 要 は 裏 面 を 怠 照 の こ と 。



京 都 会 館 建 築 概 要 都ホテル和風別館佳 水 園 建 築 概 要

設 計 前 川 国男建築設計事務所

施 工 大成建設株式会社大阪支出

位 置 京都市左京区岡崎最勝寺田J

建物面積 第 1 ホ ー ノレ 9，393. 1 mコ

( 収容人f ! 2，5∞人)

第 2 ホ ー ノレ 4，117. 8 mコ

( 収容人民 1，2∞人)

会 議 場 3，341. Ｖｭｾ＠

( 円卓会議2ω 人普通会扱5∞人傍聴!市90人)

設 計 村野 ・森建築事務所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

位 置 京都市東山区粟田 口華頂田IJ l

工 期 着工 l昭和34年 4 月20日

竣 工 昭 和34年12月20日

構造 ・規模 数寄屋風木造 ・1 部鉄筋 コy ク

リート 造平家建，およ び 2 階建。

屋根銅板立:

l 階 ロ ビー 2 階 宴 会 場

平 家 客 室 20室

延建築面積 1，638mコ

.
・

‘
.

，[ i  

延建築面積 16，852. 5 m
2  

構造 ・規 模 鉄筋 コシクリ ー ト造，一部鉄骨

造 ，地下 l 階，地上 3 階建。粁

高 12. 75m 最高26. 0m
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会 告

昭 和 3 4 年 度 事 業 報
会ヒ

ロ
書

自 昭 和 34 年 4 月 1 日一一至 昭 和 35 年 3 月 31 日

A .  

: l X 

( イ) 通 常 総 会

6月16日 於大| 坂建設会館 ＱＱ｜席お ＲＳ ｾ 乃

議 事 1  昭和33年度事業報告永沼、の件

1  附和33年度決算報告示認の件

1.  IIHR134年度収支予算承認の件

( ロ) 通 常 総 会

Ｒ 月 ＱＴ 日 於近滋建築会館出席ＮＨＧ￭ Ｇ ＱＵ ｾ片

議 事 1  監: JC 1 名，評議員39名選挙の

件

1.  役員重任承認の件

F E 議 員 会 |

( イ〕定時評議員会

Ｖ 月 ＱＶ 日 於大阪ｾ［没会館 山席委任状共

581'， 

議 事 1. IIH和331- 1・度事業報告承認の件

1.  HH和33年度決算. 報告承認の件

( 口) 定時評議員会

11月20日 於 近 畿 建 築 会 館 出 席 委 任 状 共

611'， 

議 事 1. II !:J和356ド評議員選出数決定の

件

1.  理事欠目の補選延期j ]kWの件

( ハ) 定時評議員会

3月29日 於近畿往築会館 山席委任状共

議 事 1. 議長，副議長互選の件

1. H封和35年度予算審議の件

62名

1. 会長及び副会長 1 '名，盟事13

名選任の件

1  役員重任承認の件

( ニ〕技術部門評議員恕談会 2 副

事 4z〉- |  

( イ) 定例理事会 12 伺

(ロ ) 編集理事会
1  11 

( ハ) 主d己主主事会
1  11 

( ニ) 主ロ己主計盟国ド会 1  11 

4  常 設 委 員 会

委員会 幹事会 ・小委員会

分科会 ・打合会

( イ) 事業委員会 12 回 26 回

( ロ) 編集委員会
12  11 12 11 

懇歴談代編会集委員長 1  11 

( ハ) 教育委員会
3  11 32 11 

( ニ) 住宅委員会
10  11 

( ホ) 災害委員会
5  11 5  11 

( へ) 法規委員会
3  11 

( 卜) 出版委員会
3  11 6  11 

( チ) 建材委員会
5  11 4  11 

5  特 別 委 員 会

( イ) 会館運営委員会 1 回

( ロ) 近代総築調査委員会( 幹事会共) 7 11 

( ハ) 表彰候補者詮衡委員会 3  11 

( ニ) 学会賞候補詮衡協議会 2  11 

( ホ) 会員名簿発行委員会 1  11 

( へ) テレビl放送実行委員会 1  

6  講 演 会 ，説 明 会 映 画 会 j

( イ) 誘 演 会

11月19日 於大阪建設会館 87名

「コン ク リートに関する最近の話題J

3 月初 日 於朝日新聞社諮掌 170名

創立心念I . : l r講演と映画の会」講演

i住宅と人間ー



¥ 

• 

( ロ) 説 明 会

9月17日 於大 阪正 ｾ 設会館 ＷＰ 名

「アタ リライト製衛生器具と新建材とし

ての接着剤」

10月 3 日 於大阪建設会館 50名

「ア ート ボンドとノ f イプシャッター」

( ハ〉映 画 会

6月16日 於人:1波及( 設会館 50名

「新しい鉄の l時代J ｾ 中尊 寺 ｊ

10月10日 於会航集会室 60名

戸 1: ;1;:の宝 J i ハウス 」

3 月初 日 於朝 U新聞社講堂

創立記念日 「講演と l映画の会J 映画

F 四天ヱ" ] ' 五Z立法再建工事」

「東京タワ- l l ; ;没工事」

P 五2新朝 11 ニュース 」

I  7 講 習1 二|

向6 月1611 1' 1  8  n与、ド

3 11 問

至 7 月14 日 至 12時半

於大阪主主設会館 18 1名

￭ｕ ｾ＠ 3 阿現J弘首班講1句会ー

I  8  地 方 に 今 け る哲 三一垣 E !

11月25日 於広島市住設会館 16 0名

「鉄筋コンクリート議演会J

中間支部と共催

11月27日 於福岡市町村会館 60名

「鉄筋コンクリー卜講演会J

九州支部. 沼岡県i ( ] 築土会と3刻l'rt

2 月2'1日 於私古屋市商工会議所 170名

「 欽什ｦｉｉ ｩ 迭 ｾ ｉＧ ｲ， Ｈ諮初公 」

愛知県建築士会. 同建設業協会と共催

3月11 日 於岡山市産業会館 70名

「欽'庁秘造計算諮習会j

岡山県姶築イ会と共{ 佳

. 6.  

コヨZ

5月30日 於会f l i ' - : 集会室長

「生産性における工業建築と建築技術のあ り

方についてJ

会 告 10

10月22日 於北水

「建築におけるロ ーカリテ ィ」

12月 9 日 於ホテルニュ ーナゴヤ

「伊勢湾台風について」

2 月 8 日 於会館集会室

「阪神都市闘の住宅問題」

2月12日 於会館集会 室

iru先住宅をめぐる 問題J

2月18日 於会館集会室

￭ ￌＧ Ｑ 畑正ｾ設工事ｾ j界|談会

3月14日 於三井物産大阪支応

「建設工事の海外進出について」

3 月24日 於伊藤忠商乍木間

「建設工事の海外進，'1'，につい てJ

|ゴ「若い竺 集い|

7  )J 23 I1 兄学と批評の会 於柿蔭学園 9名

8  J J  29 μ  互の懇親会 於有馬保世. I ! 指導所 17名

10刀 8 11 ホームタイノレのタイル絵創作の会

於会館集会主 23名

10月22 11 同 上 向 6名

1リJ 12 11 同 上 向 7名

11メJ 27 11 見学と批評の会 於香里同地 47名

1  Ji 11 11 小松益必氏の話を聞く会於北極左40名

己 主竺二竺 全 型 三|

7 月 16 [1 6 会長午餐会 於大阪クラブ 17名

7 J J 2 1 U  稗田住宅局長歓迎晩餐会 ( 3 会共催)

於大阪グランドホテル 34;$奇

8  ) い 口 立j閉会員懇親会 於生駒山上 97名

8  )J 26 U  @j( 什，: 1算/ 1¥1仮t記 念 会 於 南 京 飯 庖 2 1名

9 刀29 口 広j協建築部長帰朝歓迎午餐会 (士会共催)

於大阪建設会館 56名

10)':] 10 Ll 公飢開館記念 日パーティ 於会館 40名

12月 11 1::1 6 会長午宣言会 於綿業 クラブ 13名

12月 17 口 忘年懇親会 於大関園 270名

1 月 4 日 合同新年交礼会 ( 6 会共催)

於大阪建設会館 280名

1 月 12 日 新年午祭会 於大阪建設会館 5 0名

2 月 3 日 6 会長午餐会 於 クラブ関西 12名

2 月 6 口 五会々長午祭会 於東京ク ラブ関東

3 ) )30  n  創立氾念 日バーティ 於大;.:(

-t. 

J 、
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( ロ) 第 5 回工高生デザインコンクール

; 出! 出駅伝i]I こmつポリス ;1' ックス

Ｗ 月ｾｾｻＮね 9 月20 11 〆切り

入選作 10点lこ対し 10片 6 11 表杉式を行う。

同

ふザ 同ー

( イ) 新建築見学会

4 )J 8  11  大阪1iを梨会合' [ { 40名

4  jJ 17 11 )，j 犀山111奇工湯 33名

4  )J 21 11 明治製薬大阪て均第二JUj[こ曹j五 30名

5  )'J 20  LI 花民数コソレフクラブハウス 30名

6 月22 1J 大阪市中央体育trl": ( 仁公共催) 100名

7  )J 13日 必i酎奇ビノレj島断工・j ト 43名

7  )J 25 11 ぷ 千 家 裏 千 家 44名

8  )J 20  11 ロート製薬 K.K. T. l号 20名

9  JJ 22 11 住友原子ノJ 研究所 85名

10  fJ 21  iI 大阪市長公飢 ( t 公共f HD 80名

II )J 1
4

11 ニッカウイスキー凶'ι 工場 65名

II )j 18 11 ｾｉｬ 戸市灘 ｬ 又総合庁令と

神戸中華同文学校 60名

3 ) ] 3 11  住友病院 100名

2  )J 2311 電通大阪支社( 上会共催) 180名

3 )J 15 1J 大阪国際民主占センター

( 仁会共催) 70名

3 月2311 大阪資生堂ビ J レ 33名

.... 

3 刀26 11 東本願寺岡朋会館と

大徳寺の茶宅 43名

、
3 刀29 LI 宝酒造伏見l沫淋工湯 20名._ 

( 口) 古建築見学会

5 刀12  11 ， 20 iI .  21 日

修学院離泊 延55名

5 月19 1J . 20 11 ， 21 日，22  iI 

桂再住吉' 延35名

6 月14 ij 1;モ良の古 建築を見 るプミ 21名

12月 l lJ ，2 U ， 3 日

校高jt 宮 延18名

12月 9 11 ， 10 日

修学院出佐官 延28名

12月 5 ij 大徳寺の茶宅を見 る会 15名

( ハ) 工場見学会

4 月23口 大! 友金属工業堺製作所 30名

5 月23 口 松下電工 K.K. 工場 80名

9 月26ロ サン エス 石仔 K.K. 工場 45名

10月19日 住友金属工業和歌山製造所と

和歌山減( 支部と共H l D 50名

2  ) J 25 1J 専売局茨木たば乙 工 場 25名

3 月12日 住江織物工 ｉｾ 55名

( = ) そ の 他

4 月9 日 新建材展示会

於大阪木材センター 70名

4 月19日 観能会 於大阪能楽会館

I  14 会 誌 「建 築 と社 会」

4 月号 様式ーデサ、イン特集

5 月号 学校建築特集

6 月号 都市計画特集( 大阪の湯合)

7 月号 第 6 日青年建築家特集

8 月号 工場特集

9 月号 設備特集

10月号 病院特集

11 月号 建材特集( 工事別主s材* 成)

12月号 地方建築特集

1 月号 モニ ュメント特集

2 月号 原子力利用施設特集

3 月号 建築，}j ・画特集

I  15 -e o  1m I  

( イ) 会長 と支部役員との懇談会

5 月25 iI 兵庫支部

5 刀26日 和歌山支部

8 月10口 京都支部

11月25 臼 中国支部

11 月26日 九州支部

2 月27 日 東海連絡所

( ロ) 建築材料の審査

本 年度審査受付 3件

本年度優良認定書発行 1件

審査継続中 6件

( ハ) 図書の発行

「鉄骨構造計算 と実例J B  5  1j!IJ  272頁

「床の仕上 J A  5 判 144頁



( ニ) 団体会費の値上げ

|辺休会'd' 1 口2 ，0 00 門を3 ，0 0 0円に改定

( ホ) 会計監査

4 月21 日- 2 4 [j 住友信託銀行によって昭

和33年度の会計監設を受く。

( へ) 友好団体の事務受託

日本建築学会近滋支部の事

( ト) 他団体 との共同活動

建築間際連絡協議会

一級建築士試験委員 会 員 元 良 勲氏

同 会 員 鳥 国 家弘氏

同 会 員 棚 橋 諒氏

I  17 本 会 が 入 会 川 る 団 体

大阪商工会議所 関西経済連合会

大阪府住宅復興促進協議会 材料試験協会

大阪不燃部市建設促進協議会

北区納税協会 大阪府社会保険協会

18 後 援 ま た は 賛 助 し た 会 |  

1. サーリネン氏講演会

主 催 京都 ア メリ カ文化セ ンター

4 月 2 日 於京都アメリ カ文化センタ ー

会 告 12 

1  ， 照明の講演会

主 催 電 気 工 学 会 民!凶支郎

10月 2 日 於関西電 }J 南サービス センタ

1  .  日本建築学会近織大会

主 催 U木君主築学会

10月2 4 [ 1 - 2 6 日 於京初及大阪

1.  DA S  59年展建築部公開座談会

主 催 総 会 デ ザ イ ナー協会

1 1  jj 2 0  LI 於毎 日大阪会館国際サロン

司.. 

1.  i今後の照明は如何にあるべきか」公開座談会

主 催 照 明 学 会 関I山支部懇話会

12月 4 1J 於近級電気工事 K. K 諮主主

1. A B C 毛ダンリビングフ ェア

「現代のすまいとくらし展」

主 催 朝 日 欣 送 株 式 会 社

2 月 5 日ー10 日 於大阪 「そどう 」

1. 高速ダクトに関する講習会

主 催 衛 生 工 業 協 会

2 月27 日 於大阪市大型学部sr; 一教室

1  .  建築基準法改正講習会

主 催 建 築 行 政 協 会 大 阪 市 支 部

3 月 3 日 於西成区役所講堂

1  .  防火上の取級いを主とした

軽量鉄骨構造講習会

主 催 建 築 関 係 法 令 普 及 会

3 月2 5 日 於大阪府職員会館大講堂

f  

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

昭 和 35 年 1 級 建 築 士 試 験 の 施 行

昭和35年 1 級建築士試験を次のとおり施行さ れ るので

お知 らせします。

1  . 試 験 地

札幌市， 青森市， 仙台市，新潟市， 東京都，横浜

市，金沢市，静岡市， 名古屋市， 京都市，大阪市，

神戸市，鳥取市，広島市，高松市， 福岡市， 熊本市

鹿児島市

2.  t式験日および時間割

8 月初日 ( 土限日)

午前 9 1時 一午前 11 時

午前 1 1時4 5分一午後 1時4 5分

午後 2 1時 一午後 4時

8月21 日 ( 日曜日)

午前 ? 時 一午前11 時

商

工

規

計

施

法

築

築

築

建

建

建

建 築 構 造

'，. J  .  

午前 ＱＱ 時 ＴＵ 分一午後 邸 時 ＱＵ 分建築設計製 ｾｉ

3， 受験申込手続

( 1) 受験申込書提出期間: 6 月20 11 ( 月曜日) から

7 月 5 日( 火限日) まで

Ｈ Ｒ Ｉ 受 験 申込 書 提出場 所 Ｚ 住所地の都道府県建築 ｬ ｾ

務課

( 3  ) 受験申込書等の交付: 受験申込書，受験案内等

は 6 月13 [ 1  ( 月曜日) から各都道府県建築主務

課で交付する。 なお，郵送で交付を求める場合

は，郵便切手( 8 円) をはった宛先1!T4記の封筒

を必ず同封する乙と。

4.  合格発表: 合格者の発表は 12月上旬の予定。

5.  その他Ｚ ｾ築設計製図の設，， Ｑ 課題は Ｖ 月 Ｒ Ｐ 日付宮

報で公告する。
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関 屯 ビ ノ レ デ ィ ン グ 設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

11 



関 電 ピ ノレ デ ィ ン グ

磨 き ブ ル ー ペ ー ン 使 用

日 本 板 右両 子株 式

. 6.  

=  
社

'・

， 

小 野 田 セ メ ン ト 使 用

小 野 国 セ メ ン ト 株 式
.6ー

ヨZ ネ土

12 



関 電 ピ ノレ デ ィ シ グ

‘  

d  

ア ル ミ ニ ウ ム 製

ステンレス・スチール

'  

サ ッ シ ・ ド ア 工 事

設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

東 示 鋼 板 工 業 株 式

. 6-

τ"" 
ネ土

13 



電 気 設 備 工 事 施 工

14 

4 "  0  V 川 7U 54 亘 に お け る

気 '1' 迷 断 日H m 

J t 持 1U 圧 6 0 0 V  

主L t九五 i玩 1， 3 0 0  A  

および 3，0 0 0  A  

遮 断 容 .w: 5 0， 0 0 0  A  

近 畿 電

関 同Z ビ ノレ プ

堂 lJb 川 対 出 よ り ま! んだ 夜 長

気 工 事 株 式

イ

b .  

=  

ン

社

グ

'・



|珂 屯 ビ ノ レ デ ィ ン グ

冷 1日 ノド 供 給 1:): ri 装 ;;i' l:

J令 i1111 水. i 5i 1]( ｉ ｾ ｊ 竹淀川

冷 暖 房 換 気 設 備 機

ターボ冷泌機 300冷凍屯 x 30 0 KW 2  ｾ左

.  

工 業 株 式
. 6.  

τZ玄 ネ土

15 



関 電 ピ ノ レ デ ィ シ グ

包気ボイラ ーならひ、KI 作湯村i

急 速 jPifi!J 部

給 排 水 衛 生 設 備 工 事

須 賀 工 業 株 式 会 社

a、 ， 的 ポ ン プ

16 



関 電 ピ ノレデ ィ シ グ

ク ラ ブ 化 粧 宅

給 排 水 衛 生 設 備

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

i liぷ ・)1 水 ・1M水およびi I 1 化ポシプnr

-， 

‘  

17 
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|主! 屯 ビ ノ レ デ ィ ン グ

フロアーヒンヂ

全 館 ユ ー ト ピ ア 印 、 使 用

ヒポ ッ トヒンヂ

敷 島 金

リノリ ュ ーム・リノタイル・ピニラー卜タイＩｾ .  

N タイル全館使用

物 株 式

. 6.  

=  
ネ士

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

J  



関 電 ピ ノ レ デ ィ ン グ

ニュースタ ー印ドア ーチェ ック( 新型)

全 館 使 用

[  日 本 ド ア ー チ ェ リ ー 社

シ ヤ タ ア 工 事

株 式 会 社

司、

鈴 木 シ ヤ タ ア 商
. 6.  

τD ;  

19 



関 電 ビ ノ レ デ ィ ン グ

ヨ ド ウ ォ ル 使 用

株 式 会 社 淀 川 製 鋼 所

0. 6叫 ヨ ド ウ ォ ル (25句 チ γ プボ ード 芯)

1. 0ステンレススチールヘヤ ー ライ ン

エ ハ ラ タ ー ボ 冷 凍 機

3 00t on， 3 0 0 k w Ｈ ヒ ー ト ポシプ ｊｾＩ

株 式 会 社 荏 原 製 作 所

20 

p  

.  



-、

ｾ＠ .  

関 電 ビ ノレデ ィ ン グ

予 備 京

プ ラ ス ターf I ; J: 

全 館 下 地 石 膏 プ ラ ス タ ー 塗 り

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

空 調 な ら び に 衛 生 設 備 用 操 作 盤 監 視 盤

グラヒックパネルならびに電気工事施工

森 井 電 業 株 式

空調ならびにWi'l :: 設官iHJ日

グラヒ プクノミネノレ

.c.. 

コ""

ネ土

21 



旭 硝 子株 式

h .  

コz ネ土

関 氾 ビ ノ レ デ ィ ン グ

鉄 骨 松 尾 橋 梁 株 式 会 社

P  

.  
、

タ イ ル j炎 陶 株 式

h .  

τ'" 
ネ土

石，擬石工事 株 式 会 社 熊 取 谷 石 材 J苫

セメント防水 ( 口ータス) 株 式 会 社 関 城 化 学 工 業 所

22 



.‘ 、
圃ザ

関

，司 p

Zも ビ ノレ
プ イ ソ ゲ

内 部 造 作

内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

大 理 石

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

会 館 ゾ ラ コ ー ト l次 H

エレベ ー タホ ー ノレｾりラ ブ カー ｈＺ ｉ ＧＮ

名 部 住 地 ラ ッ カ ー イ1: J  

木 塗 装 rn 

エ レ ベ ー タ ホ ー ル

28 



大 阪 府 農 林 会 館

位 計 k  k 東 畑 建 築 事 務 所

ノ

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社

24 



大 阪 府 農 林 会 館

3  

サ ッ シ 工 事 大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

磁 気 タ イ ル 日 本 陶 管株 式

. o.  

コ'"

ネ土

-
九

25 



「

全 館 ア ス フ ア ル ト タ イ ル 使 用 回 島 応 用

以li -1、

26 

化

大 阪 府 農 林 会 館

l也 卜 食 主

エ 株 式

. 6-

=  
社

J  



大 阪 府 農 林 会 館

機 械 室 ボ イ ラ ー

冷 暖 房 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 瓦 斯 設 備 工 事

株 式 会 社 大 阪 電 気 商 会 大 阪 暖 房 商 会

機械五三 Ｑ ｾＱ i，m 機

、

27 



自 家 発 電 用

クボタ E 0 3  F 型 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン ( 大阪府農林会館納入)

久 保 田 鉄 工 株 式

大 |坂 附 山 林 会 館

有 国 タ イ ル 使 用 有 国 タ イ ル 株 式 会 社

28 
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住 宅 美 素 工 事 の 創 始 者

。 ビ } ( . ， デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

。 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事

。 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

。 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 水 工 事

。 月 極 め 清 掃 工 事

。 木 造 建 築 洗 浄 美 素 仕 上 工 事

戸庁業工棄美
株 式 会 社

電話@4938 ・5888 ・⑪8050
大阪市東区五町二丁目 ( 三和ピル)

‘-
， 

テ パ ヤ シ 商 I苫

京 m 市 下 京 区 大 宙 通 四 晶 下 ル 旬 結

田 建 材 株 式 会 社

名 古 鹿 市 西 区 西 菊 井 町 2 ノ 1 2  Ｑｴｴ ｬ 誕 ｾ ＰＱＲＱ ・ ＲＰＵ Ｗ

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 1呈 市 中 区 富 山 町 4 1 ノ 2 屯 1誕] 11329・21師・ 2817

@  4 4 6 8  

タ

岡

株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖

大 阪 市 岡 区 江 戸 綱 開 通 5 ノ 3 5  

電 話 @  5 4 0 8 ・5 ・8 6

久 保 商 庖

市 北 区 真 砂 町 5

電 路 @  0201- 8 ・岨36- 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 間 峨 江 上 通 1 ノ 3 5 旬 結 < 9 6 1 6 1 - ‘

株式会社

大 阪

日 東 物 産 株 式 会 社

本 社・ 名 古 尽 中 区 東 瓦 町 3 9  電 ! 1i ⑮ 6 1 7 6 - 9' 

暗 阜 出 強Fn ・ 帥 阜 市 竹 厄1 町 2 7  ''I!I.反ID2 2 0 1 ・2 3 6 0

合 名 会 社 利 倉 孝 商 庫

大 阪 市 南 区 品姻 楠 筋 2 ノ 20(泊似刷電悼tl 旬)

電 話 ⑮ 刷 71 - 2・0371 @  76白

京 都 営 揖 所 京 都市中京 区 河原 町応 J WF ，. 1II !l， @  3  2  7  7  

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 広 山 市 鉄 仰 町 1 0  8 電"."② Z 2 8 1 - 4

岡 山 ・岡 山 市 東 田 町 3 tnfti崎 7 9 1 1 ・8 1 6 9

福 岡・ 担 問 市 万 行 寺 川 町 1 4 電 話 ③ 1 2 2 5 - 6

@  3 2 8 6  

泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 附 区 日 本 機 筋 2 ノ 3 6 電 話

辛口

井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1

電話 ⑤ 2  6  9  7 ・2 1  4  0  

関西三星タイル会員

石
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庁五五む 東 洋 レーヨン株式会社
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車レカーペット姥売元→ ほ )辻回文平蘭底( 大阪市住吉区南住吉町 4 の5 9)
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ピニデラ ック スは当社の技術| 絡が久しく鋭迫: 研究を続け て

完成した新しい型の合成樹脂ラテックスペイジトで，他の

ラテ ック スペイジ トに比べて ，多 くの優れた性能をもっ品

質優秀なアクリノレ系合成ゴムを主成分とする 塗料です。

ピニテ. ラ ック スの用途は主lζ コンクリ ー ト・モノレタ J レ・プ

ラスタ ー面などの塗装 に好適な塗料で，建築内外部用塗; 14

として発売以来好評を博しております。

・ピニデラ ックスの特徴

田 作 業性が非常によい

ノ、 Ｗｾ トノ ミキが非常に軽く，乾燃も 普通のエマ ノレジョ ｙ ペイ ｙ ト

より速くて， 作業能 率が よろしい 。

・ 耐久力 がよく' やけ' がない

アクリノレ系合成 ゴムを 主成分 とす; ; ; ため，イ自の ラテ ックス ペ イ

y トにみられる ' やけ ・がなく ，耐久力に優れています。

・ 耐水性 ・耐水洗性がよい

乾燥塗 肢は非常に強靭 で機水性があるため耐水性がよく ，特 に

塗 股の: 汚れたときには石総永で洗うと ，たやすくきれいになり

ます。

・ 優雅な光沢ある仕上り

主主面 はエ 7 ノレジョ Y ペイ y トに 見ら れない俊明t な光沢があ りま

す。

・ 付 着力が よい

コテ仕上のよい 平滑な塗函や， ハー「ド プラスタ ー，剥合ペイン

ト塗 而にもよく付着 し， ν ー ト状にはげ ることがあり ません。

・ 耐薬品性がよい

耐アリカリ性が強< . 稀薄な酸にも耐 え，又カピが生 え ません。

・ 色見本付カタログご希望の方は当社宣伝課 Z 係までお申付け下

さい。
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砧築 IP
f
tr1、が大 l i J (uX !l' : され ，11' 1イ1./k 12) J  23 11 から胞1ｩ されたことにより ， ｾ

＿Ｇｾ設。刊 行 はもとより ＱＮＧｊＨ ｊｦｬｬｩ 1・九 I. 'J; IぷJ1!! r， ，村*'1.; たお ， ｾｾたぷｦｊ ｈｩｗｊｉ ［￭，［ｲＡＺ内およ

び ＱＡ＿ 殊辿築物の ｊｩｦｩ イ ｪ お ｬζ 対して ［ｪｾ ｾｍｾＮｾ するととが多いと盟、われる

ｾｾ定以内 Ｑ｜ＱＱ 、は ， ｾ築物のｾｾ地 ， 椛 ｩｴｩ ， ぷ ｉｬｩｩｩ およびＡ日 ｪ 釘乙ｼも ｬ する ￭ｬωｊｾ の主権」

を定めて ， ｉｱｾ の 生命 ， 他L山I i およびび11財1-1イp爪;布本I主:の{仇似H以:』1必並箆-を欧附lることを| 川11'れv的i'-内') としたものでで ，

ｴ必辿 ｩ主ｾ ｾ築定 ｉ以閃共刻 ｈ 係系パ』 κζ と つ ては」

ζ のI法Jム4訓f行仲iドTと二不干不、肉峨Itト一{休本とな 〆丹3 ているもの lにζ ， ｾｾ奈川 ｌ ｾ，没業法などがあり ， /11¥ IIJ 

において郎 di 計阿関係法がある とくに位築| て i Hi. II{j 和25イ1，5 ) 124 11 (ζ 往築 lL

準法と同 11与に公布されたペそくの姉妹法であり ，すでに制定後10イ| になる

I'{I:. - ， ｾ ， Ｇというが ， 来して ， ζ れらの ［Ｑ 、呪令市がその ＱＱ 的とする ＩＺ，行ど おり｝Ｑ Ｑ

問 般で迎用し ，活用されているだろうか 必築関係業者は不本以ながら ，施 ) :

の1!!l 即刻fj砲に !t1¥している現状ではなかろうか

品近はＯＱｉ ｉ￯ｬＱ におけるピノレブーム ｬζｻＧｉｾ ない ， K11111の不燃化 ，行1¥111の円1m発が II Ij ば

れている

K11111不燃化の促進対策としては ，I山火帯主t 築造成トIli JJ) J ，W と金融公wの '1
'
1台:j 11'守

主t 築制! h，{ i ニ宅公FiIの 111街 地 j庖投 f.J'fi :' U. t 築造成などがあり ， K1¥ IIJ 再開発の一端

としては ，( _ i 宅地区改H l 1、本が11i 1会で事 uふされて近く公( j j の] 勺正であるなど ，徐

々ながら行Ui されてい る ζ の機会 ｬζ 住築物の小燃ｾｌ［ ｪｪｲｩ Ｇ ｩ 化 ｬ 乙対しては ， Ｑ Ｉ￭Ｎ ｾＱｴｾ 築

からん I，i m築化 ， ｪｾ ｉ Ｂ ｊ ｾ 築から民 Ｑ ， ＱＱ 造成へとＺｉ ［ｉｊ 必の Ｇｬ､Ｚ 点 ｲＨ｟ ｊＮｾＱＡＩ 1  J  I乙つとめるべきで

あると l'iJ II NK. ， ｾ築関係削，，｝ 1: の! ! 日益の競争を厳につつしむべきである

え ｴｾ 没，ｩｊＧ r，' または I"J 内，':".PI'. ｾ￭ が ， 良心的 ｬζｾ 築を ｩ 遂行するにあた っ て ， 擁護と

な っている佐築 l:i1 ; があるにもかかわらず ，;，f ，) りされていない 1(11が多い また辿

設業行の他全な発注 (c. ｨ すべき ｊ ｾ 設業 ￬Ｑ［ が ｴ￬￭ ， ｬζ 本鉱業務 ｬζ 終 っ ているのでは ，

寸 'J(の迎 il 施 |ーも悶71[[ ，であろう 。

ウＡ日ｼの占 ｐｦ ，ｦＡ［ ￬ Ｑ［の改 ｉ 卜で ， 特例［ｾ築物の ｪ リ ｲ (J r " 竹下I! ，-れは主主築物の hl'i J U，設fliii な

どのｩｪＺｦ ￭ 十 Ａｪ 保全の状況を ， 定 ｊｾｉＨ 乙 ， ｴｩｩ 築 ー ＱＺＱ ζｪ 凶作させて ， そのれ ｩｩ 出を Ｑｩ 政 J j'( C. #A ;1; ， 

すべき (I;I J岐にな って住築物の自の良否が公文，!? に残る乙とにな った 位築物の』没

計の泊予i ， 1'， 'J (1，:;{;:]1_rr のH粁または ー1，' jf Ｑ 泡 ｉＧＮＮｻＧ￭ Ｇの Ｑｾ 心が山われることも多かろう ｮ

ζ れを契機として挫築 ー ｼー は ， その業務を ｴｩｬｴ た寸 Ｚ ￬ ム ｬι 定めてあるとおり ， ジ ｾＱｪ ー すべ

きである すなわち辿築 _l: ll; ;:rns条 ，19条， ＲＰ 条の規定を縦 Ｉ｟ｊζ ， ｾ築 ＱＧＮＱ 乙徹氏

さすべき花務が ，kii 築士にあるのではないだろうか また施工業行は ，あくまで

利潤 のみを出及すべきｬｉ ［ｩｦ｜ｾ ではない 。

今では ， ､ｪｦｬｪ 地ｋＮｾ 築される ｟，Ｎｪ￧Ｎｩ￭Ｎｊ ｾ築物の外 ｬＺ ， ｴ が ， ほとんど欽制モノレグノレ冷で

Jflli -Iーされているのが，社会 ー般の '1;¥' 識とな っていると" 朴正K. ， K1111dζil l 築される

ｾ物の大部分も ， Ｑ 河川 ｉＨｕＮｴ 火ｾ築物でなくてはならない の

ーねj lズ 'Rl l 物とい った〕払または激術1:><を |可l地とした総{ ' ; - ( I ' j ，没， tj ーになるス ー

ノ4ー プロ ックJUJ 点が ，なんら 二本部作でない 11年代が ，}I い将 - *( U' I ] ; 1とする ζ とを念

願するものである 。

Rll築 1::を初j め0. ¥築|長J { 系行が，い4以の主t -Gii ，l! -1 J! ( の{与し: J Qの j'(f i J 成計であると 1，，] lI !j( ζ ， 

とくに K11Tli ｒｬｬ築の今後のあり Ｉｪ を ｊ 行場する技術行として ＱｾＱ ＺＧＱ ｔ ーされるべきである

v'  

- ｬｾｬ ｦＱ Ｑ＠ 35 ifo  4  Jl 25 日 ( 1¥ r. .  Ａ イ Ｇｾ ｰ ｩＡＮ Ｇ ｊ ｲ ・ 大 ｲｚ Ｇｦｩ 処祭課長〉
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関 電 ビ ル デ イ ン グ

、a

工 事 監 理 関 西 電 力 株 式 会 社

臨時本庖社屋懲役担当室

顧 問 竹 腰 健 造 ・村 野 藤 菩

位 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

気設備工事投計施工 近 畿 l!t 気 工 事 株 式 会 社
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'一 一、-

4良品_，弘、ー.

建 築 概 要

地物ｻ古川大阪 ｩｬ￯ＮｬｲｖＧｉＧ と，Ｇ［ｾ 3  T  11 5 市 JiI!

1! (地 II，i f/i 4，736.  567m"  ( 1， 432.  805円. .)

生l ! 雫 rrn h'l 3，091. 412mコ ( 935. 148伴)

止] ! 犠延 ffJi fL'( 36，825. 867111"  ( 11， 139. 7891↑ )  

ｬ 勾 ， ｊｾ j也T 3 Wi 日， 705. 152m"  

(2，935. 807坪)

地上 12附 25，734. 555m"  

(7，784.668内')

活 用 4 陪 1，386. 160m"  

(  419. 314月)

ｾ物件部の Ｉ，ｾ礎 ｄ ｩＺ而 G . L ー12. 400m

ｾＧＺｉ＠ さ 軒 ＨＺｾ＠ G.  L  + 45.0∞m 

五立高キH :， G. L ι 57 ∞Om 

鉄t苦尖鋭 G .  L .，. 90.∞0111 

ユ 月l 着 工 町{ 向132 年 6 )'1 2 0 11

竣 工 II{{ HI3 5 年 3 月 3 1 11 

ＩＮ ｾ礎工 ￬ＱＺ サンドドレイン ， ウエルポイント

併用軟弘i地級友;g-': i去の上 ，IE人

抗地業

主 体 構 造 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト Jial

外 枝 朕 恨 ア ス フ ア ル ト 防 水 ， ず

リンカータイ J レlI' i

34 

H 聖'1 Ｑｾ＠ 1，刈 {i 前 j.n

IJ 王及び腰 アルマイトＱｮ ｮｾ ， 7'  1レ

ミリププレー ト ＱＱ ｾ

窓 7 1レミサッシ ， アンチ

サンガラス人

l 陪 外1控 大 }ll! 石 貼A ひ' ステンレ

スガラススクリ ー ン

関 電 ピ ル 設 計 に つ い て

仰 rlj 改 2:5の - 1¥1として ，大11，uli 、可 1，，; において

1i ' ; 州されている中之，I ，" j (，':i 刷 j也械の i川端 IC{ir.れ

するこのＱｬＡＧｉＡは ， Ｑ 均 Ｑ Ｑ ＴＧ ，日Ｉｊ本山判Ｇ［ｾとして ｩι

全な険{ 止を fili える乙とはもちろんであるが，

1:1:.(. における川桝I l ! 築の y" り}j の解IVl が一 つ

関 電 ピ ノレデ ィ ン グ

Ｈａｾ ＧＺｦｮ Ｎｲ ｬ ｛ Ｎ 前 内 Ｕ 宮崎 の Ｑ ［ ，Ｍ， Ｚ ， ;11'1日の際の安全

tl とともに木内情況訓節の経済刊をl珂柿リζ 解

決するとともに ，外災 7 1レミ村とJ E I ，材引の色

調の羽 ＼＼Ｑ をあわせて， ζ のｾ築の絡調をＮＮＮ，め

る乙とに ¥'( {. 0: したものである。

構 造 . 調 ｉｈＺｾ い地上部分と ， それを受ける ＧＱＯ

Ｑ Ｑ［ｾ、 ｉ 世 ド 部分の結合された形態は ， 容 ｷ ・ ＱｬｩＺ

r. l の平 衡 と. ｱｲＹｾ コアおよび匝ｾ i?: よき耐震噌

とともに ，合 PI !(f; な憎ぷ 14 となっている。深

さ25Mにおよぶ軟ゆj 地 検IC対処して， シート

パイルの打 fH . ，ウエ J レポイン卜 ， サンドド

レイン工 i1: の併nliCより IE街倣『化 l ，将米の

沈下を 号l直して 513本におよぶlE入 杭 ICよ り

そのy ; ) i ! を計勺ている 。

E量備 熱i!!ii、を地下水 ICよるヒ ートポン ププJ

J'¥とし ，深夜余剰; r r ) J 利 n J のため地下 折 熱1)<

榊を，［ｾけた 。 τ ｉｬｦｨ ＪＭＧＢ 調はれ隣 Ｔ 簡の空調ユ

ニァト IC より ，'JI 阿 南 1'- のゾーンコントロー

ルができ ， とくに伐n関係i ' ( ICはレヒ ートに

よる ('r' .t;'( 調幣鈍 iFi を悩した 。

氾掠として 6，6∞V 変Hi ，九l桝ICは南北 2 ケ

所のプスダクト ICより 440V を過し ，一般照

明川は254V ICて供給され ，l iH与問11)'は 4001レ

タスを 11 t : ! としている 。 件スイッチはリモー

トコントロールによる ζ となどが主なf年徴と

な勺ている 。

内部 ・ ｾｊＺ＠ II 食 常 Jlk 干 2慨分を吹抜と

し ， 一同 ＱＱζ 誠 ｉｾＧｾＧ ＭＧｩＢＺを附附するゆっ た りしたｾ

1111と，保，，' rfいた芥1111:'¥は判 D のレクリエーシ

ョンの均として呼えた 。

l閣Hi ホー ル 事 11的 IC. ，しじてよく，1止{!，Uされ

た4331，?;の E のホ ールは， 主; 席よ りも広いロ

ビーを持ち， ｾｉＺｮ はもちろんー舵にも利用で

きるヨl J 年のよい怖行な小ホ ールとなるであ る

つ。

11桝正問 。 市 ItI ζ 通ずるエントランスホー

ルは ，一部にI / f ! 般的な P R引ならびに 小 照合

引を j!j ち，訪れる 九々の也、いの均となるよう

11>閃した。

2  fi!'i l悶屯会館 大 小 8 本よりなるほ会議弔

と， それ IC附属するロビー ・食常 ・パーから

l点っている乙の部分は ，一般に公II I l された会

，，/ i ' ，，センターともいえる竹村干のもので ，近隣

l写会判にも利 '11 されて1出利な ( UIーとなるであ

ろう 。

ゐli務 官 似則的 ICは 4 ツの太郎町と与えた

が ，明，J <: された1: 11仕UJ は，全fiir 品t陥統ーした

鉄投Il lI t UC，t : 税バ不ノレ|配込パとし ， 移動改時f

ｉ ｃ 対札 、 できるようにした 。 Ｗ ， Ｉ Ｑ 下地は料 ｉ ｬ ｴｾ Ｍｴ

の If ( " . : : : なテー? となった 。 U，"しI'IC刈ってf [ ，述 什 thプラスターボード fl の-'-.7 コスティクテ

は ， Ｇ， ｬ￬ｽｊ 会 ｾ ｉ という公共 ＨｉＧｊ 性的より ， 公 共 ヘ ックス J幸治とした 。窓アルミサ γ シは大部分

のｾＧｦ ｬ ・と ， f助く人々のためにより民き用問を 吸偽ガラス l配椛 L . ＱＢ，窓ＧＨ， Ｍ Ｅ をｊＱＢ ｾ Ｑ 二 市そ

告1I り111す己と IC 主|授 を お い て 培 え た の で あ へヤのエヤ タイト とした 。 ｾｌ 配院は窓 ｉｃ 吋し

る。 て) ，: 光線のスクーノレスタイル とした 。

基本計 画 敷地一郎 に31M川のI l ! 雫をした

均 fT とほほ [! iJ容積のものを ，45Mとする乙と

により Ｑ ＮＧＮｬ ｉｉｈｉ こ充分な ｾｮｮ をあける ζ とができ

る。 ドlui は中央コアゾステムとし，四日，jlc' ll

防本部分を配することにより ， ｃ のＱＩ［ ｬ ｦｬｉのＮｬＮｾＮ

!ι を隣' 主とともに亨イ1することができる 。

また主慨は IJ ，j 側 2 がの 自動 il( 通 路，歩行/ ' i J I l

ア ー ケ ー れ な らびに広喝などに駅地I師怖の

60もを提供し ，1也の大郎分は開放的に扶い ，

ピロティ の 存え JJ を強調する 。

ζ の 号え } j l C より ，判 向45M12附 の地上 附は

その主防の扱い ，mji1，容 fl l. '; '.1白川It のJ ¥1

ｾなとにより ， 大目ｲＡ ｬ ｬｬＡ雫寄演会の ＢＢＺ￬ 立を ｭ

て ， 1I { {W32年 7 月 5 rJ IC ' " 認されたのであ

る。

外 観 11 ｾｾ ，え条 ｲｬＧｬ｣ 対してわが悶伝統の深い

此の古川! と広 1[[ を法測としたポ現は ，ｾｾ匹の

:< 予〈

かくして 4 ヶ年I C. H る主] ! ，; ; t の展開を絞て ， ζ

のI l ! 築は '1・まれでた 。 そして幣備された膨大

な陵情は; 型転を 11! 1始 L ，わが同の大動脈の原

動Ｉｊを凋幣するＩ ， ｾＮＧｾＮｩＮとして活動を続けてい

る。

私たちは乙の脳動する I l ! 築をよ永く兄七j って

行き . ￭ ｩｾＧ Ｑζ 反省し前准して行かなけ ればな ら

t，i l 、。

己のぷ II f ' I らしいチ 4 ンス をリえていただき ，

，lJ_t 巧l ，H 論 L ，よ"l ' t したみい年月の IHI ，終

始ごｊｉＧｩ［ 草とど協Ｉｊを闘 った ｉｬＡｾ臣主な らび ｴ ｃ ｉｬＡ

，]，l:j1I.吋宅の方々 ，また弘たちの未熟なぷ現IC

対しこ' 教示を日目った竹腕 ・村野両先生 iζ 対し

l引く感謝の尽を. J < するも のであり ます。

(小川正 記)

I  
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'¥. 

上 ｉ 階 ホー ｊｾ

下 1 階 P R 室

11、 : J I; 1，刈T i 荒ずり チ tl ラスウ ール人)

け' 1' : ，:: 1;土1 fi t.:: ff 干き ス ク リ ン ス テ ン レ ス ドι 8 '¥wT ンチ

'it ): l'R 行 サ ン ガ ラ ス

ｴｴｾＧｉ Ｚ＠ iE 1;刈 li 旋 ず り ノ、 ｉＱ 附 ｩｬｊｊ 仲 ｔｊ レミ押Ｏｉ ｜ｾ ＧＡアルマイト ｉｴ

K iI' :  II イLアルミス J マンドレル ， アルマ J: ，プラスチック J レミヰ ー ショ ン

イ ト ス チ ー ル ウ ー ル 11:-': ( 1 イン

35 
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関 電 ホ ー J 1- 客 席

!I、 ｾ＠ . . . リ ノ タ イ ル

通路市; 分 泌 っ き ビ ニ ー J レタイル

け1木 PJ J也 ク リ ヤ ヲ γ カ -

ｉ｜ｾ＠ 松 ベ ニ ヤ ク リ ヤ ラ y カ -

Y、;1 出 l也 渦 っ き ベ ニ ヤ タ リ ヤ ラ γ

カー

関 電 ホ ー J 1 - ロ ビ ー

n、 ソ フ ト タ イ ル ( / ' { ' 3.2弘)

rIJ+: : Jt[ J也 ク リ ヤ ラ ッ カ -

'if :  ｊ 担地理ｾＺｪ［ Ｑ LI およひ松ベニ今タリヤラッ

カ -

X} I  出 Jtl! {J イL ベ ユ ヤ タ リ ヤ ラ ッ カ ー

ギ 4 ラリ ス ラ プ コ ン デ リ ー ト 打 般 し

.  

.  
ゅ



社 員 絞 居 室 ( 地2階)

11， 4 .. リ ノ タ イ ル

rlJ ｾ 、 1'1 ラ ワ ン タ リ ヤ ラ ッ カ ー

構 内ラワン li イLベ ニ ヤ ク リ ヤ ラ y

カーおよひ- f { f ) 紛ベニヤタリヤ

ヨソ カー

) :  11- 1' 1ラワンコベンハーゲン リヴ打

クリヤラソカ - 11: 1- 1 インチ

カ ラ ス ウ ー ル 人

社 員 食 堂 ( 地3階)

卜 It¥ ( 4 . . m -フ
ビ

k
-

F
い

れ

H

ド

惚

怯

1' 1 ラ ワ ン ク リ ヤ ラ ァ カ ー

1'1 ラワンベニヤタリヤラ γ カー

お よ び 色 へ γ シ 4 ン ク ロ ス 貼

(/，' 側〕

性'I' ! 松 ベ ニ ヤ お よ び 1'1 ラワンベニヤ

クリヤラ γ カ一

天井 1'1 ラワン IJ イLベ ニ ヤ ク リ ヤ ラ ヅ

カー ， 1 イ ン チ ガ ラ ス ウ ー ル 人

スラプ コ ン ク リ ー ト 打 政 し

関 電 ビ ノ レ デ ィ ン グ

、，
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関 電 ビ ノ レ デ ィ ン グ

1. 関 電 会 館 入 ロ ホ ー ル

11、 4 鳴 リ ノ タ イ ル

ｲｬｊｾ ド大 Pll ii 

ｾ大 ｦｒ ii 

天 )1' :  7  J レ ミ ， マ - レ タ イ ル

入門スクリーン 7  J レ ミ j'l' 111 'I 'J 付』キ

2. 関 電 会 館 3 階 ロ ビ 一

体 じ ゅ う た ん

巾 本 ウ オ ー ル ナ ッ ト ベ ニ ヤ

情 ウォ - J レナ γ トベニヤ ，一部ク ルミベニ

ヤタリヤラ γ カーf . I : 上

天 I1 海 地打上げ，一目Iliil l1i附l知事分の匁引は

ウォ ー J レナ γ トおよびベニヤクリヤラッ

カー

3 関 電 会 館 3 階 集 会 室

!ギ 6 " ゴ ム タ イ ル

rlJA、ウオールナットベニヤタリヤラ γ 力 一

川町 ー 1，;1 J  

7<Ji ' :  1'1 ラ ワ ン イI イL ベ ニ ヤ ク リ ヤ ラ ' ;!iJ ー

4. 関 電

ι  

冨
館 食 堂

l ド 6 鳴 ゴ ム タ イ ル

rlJ 本 ド1 7 ワ ン ク リ ヤ ラ ヅ カ -

t畳 ｊｌｉＷ ワン司 ｾ Ｊｉｉｉ および一部クルミベ ニヤ

クリヤラァカー

天井 1' 1ラワンすじっきベニヤタ' } ヤラッカー

恨の部分のライトウインド 5" 乳 1'1 アタリラ

イト蛍光 tl 人り

、

I  

.  



"  - 民

・.

地 下 2 階 平 面 図

1. エレベータホ- ) レ

2. 談 話 京

3. 7 ァ ン 市

4. ｾｊＺ＠ U 企 堂 上 部

5. ;{; ｾ￭ 五 上 部

6. 機 械 室 上 部

7. 予 WI 五

8.  U  W 

9. 機 械 係 民 事 務 室

10.  ｾｻｉ 京

11. ス テ ー ジ

12. 1児 m ホ - )レ

13. ロ ピ

14. コーラスポ γ タス

地 下 1 階 平 面 図

1. エレベータホール

2. 光 山

3. 郵 便 局

4. 術 品 倉 時

5. P. l ! 髪: : t . :

6. 111  ，y( 者 位 式

7.  1児; n ホーノレ上部

7. 映 'lj : :ii 

9. ロ ビ ー 上 部

10. 7 ァ ン 宝

11. 1/( W 

12 巡 転 手 控 室

13. '.j・ 衛 宝

特 殊 施 股 概 要

ｾｊＺ＠ U  食 堂 ( 地下 3 階)

大食立 4∞1，'1，' ，第二世5r

60昨 ，談 J占宅56附 ， ライ

トコ ト

|月 U ホ ー ル ( 地 F 2附)

聞記! 品433 附，舞台 ，映

' IP.ゼ，来 1; 1施 l没完備

ガ レ ー ジ ( 地 下 11時)

収作台数50台

l喫 茶 木 ( 1 1明)

ＵＲ ＱＱ ｾ［＠

サービスルーム ( 1 階)

P. R Ji J¥'i 料 . ￭ ｛ｩｾｾ拠品

ｾｾ列 ， ミニチュ 7 } A示，

小郎会主

l児 '， { ; 会 館 ( 2  階)

ロビー ，Jll会主 8 を，グ

リル601，9，' ，l'r ?ll 関 係 諸 宝

;(.<<11 

|児 1日 会 館 ( 3  階)

ロビー ，集会主 3 五，柏l

主 2 j i ，屋上低図

そ の 他

郵便}.J ，理l ! t ，光山等

60m 

55n1 

50向、

-45111 

40m 

35m 

30m 

25m 

20m 

い15m

10m 

5 m 

5m 

10m 

悶 m

関 電 ビ ル デ ィ ン グ 断 面 ・平 面 図
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関 電 ビ ル デ ィ ン グ 平 面 図

40 

1 階 平 面 図

1. ホ ー ル

2.  '" ｾｾ京
3.  " ス ダ ク ト

4. 'Ji f賀 市

5目サ ー ビ ス ル ー ム

6. 小 集 会 主

7. 喫 茶 五

8. J刻 15 ホ ー ル 人 11

9 ア ー ケ ー ド

10.  '1'. j目

11 ラ ン プ ウ ェ イ

12. n 転 'J; 位 場

13. j ; a 込

2 階 平 面 図

1. エレベータホール

ＲＮ Ｇｾ＠ ; : ¥¥1五

3. . 1< ス グ タ ト

4.  '1' ，ffi 市

5.  1則;lii3; ¥'!. 19: U 主

6.  1則¥Il>t; 1; cJ > 務室

7.  J刈 H1 ｾＢｺ町 ｦ

A. ク ロ ー タ

B. ロ ビ ー

C. 会 館 'Ji 防 当

D.  IJf li} Ｇ ＱＱ 防ｾ｜

E .  IJf IJ} 

F .  1刻 Hl グ リ ル

G パ

H.  ｾ Ａ 会主

1. 配 腕 五

J. 台 ] l j {

3 階 平 面 図

1. エレベータホール

2. :2' ＢＧ，ｾ従

3. パ ス グ デ ト

4. 'Ji 1宮 市

5.  1悶 ; 日 会 向l

A. ロ ビ ー

B. 'H ｾＧ＿＠ '+: 

C. 茶 目

D. 自i 司'

E. 晶J 腕 屯

F. ) j { 上 告 工 凶

4 階 ー I 0 階

1. エレベータホール

2.  ! l < 湖 南

3. ノ 〈 ス ダ ク ト

4. !J) -{- 1

'

見 19;

5. 女 r- ｉｊｾ＠ 19; 

6.  i括 部 出

7. 'Ii ! 担 当

r  
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大 |坂 府
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林
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設 計 kk 東 畑 建 築 事 務 所

Eま 理 大 阪 府 建 築 部 営 繕 腺

施 工 鹿 島 建 段 株 式 会 社

南 面 一一ー 正 面 外 観

盛 一一 2 丁掛テラコッタタルイ ( 1:1) ( 芋

"I J也即; )

繊'iI' ill 地一一 2T 掛 磁l制タイ J レ( 総) ( 竪i砧1段)

監 円 I也一一24" PJ 金銭金モザイクタイル( 金)

( 竪似; l 列)

i立 位ノ、! } ， di 'Ii 1正 法 円 以

:I!(!也 l面w 1， 8  2  5. 6 7 m
2  

純物i師w
附。 ))IJ ロ，2

j也 附 L  1  4  6. 0  2  

Wi 1. 1 9 1. 0 3  

Wi 1， 1  3  O. 9  8  

Jlff j  1. 1  3  O. 9  8  

附 L  1  3  O.  9 8  

Wi 1， 1  4  8.  1  8  

R  l  日号 1  4  9.  2  1  

R  2  階 1  4  9.  2  1  

ｾ点、 e  
7， 1  7  2. 5  9  

ドライエリヤ 3  4. 1  2  

軒 llJj パラペゾ トノょ叫iまで 19. 6∞m 

市 川 . x . 叫 : 28. 1∞m 

l血"(! ド以 i品1'-，まで 7. 050111 

' UI' hYl i '， 鉄筋コンクリート );1 j血F l lli' i  • ｊｉｾ＠

l: 5 1?'i .  ￌｲｩＩ［ｾ＠ 2  Wi 

J: ｊｾｊ 起工問自 Ｑ 3  4  11' 3  11 2  7  11 

竣 ユ ; 附 向 13  5  if. 3 月 3 1  FI 
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大 阪 府 農 林 会 館

段 計 kk 東 畑 建 築 事 務 所

監 理 大 阪 府 建 築 部 営 繕 課

施 工 鹿 島 建 段 株 式 会 社

設 計 者 の こ と ば

乙の大阪府農林会館の十・耐は ，丸II 途上では

コP I ' ! あるいはロ下砲などの平[ 町も提示された

が，結局乙の l 梁 !f [J 6. 6mの正 Jj 引を 1 fl¥f立と

する 1辺!33mfiJ の平商に決定された 。' j'. lfli の中

央西寄りに長干のコ アーを tl Ul l l ， ζ のJ，' ;J凶に

廊下，事務室を配置する Jj 式IC よっている。た

た， L . のひとつの組物 IC焔込まねばならなかっ

た渡来が H務室以外 IC紡妨式ω関係のJ荷主 ，府

立生活改岳相談所，大小閉会話および食立のど

とく k ii ¥i c多岐にわ た った ために ， これらの配

分とコア ーのl!x りプJ など IC ， ｾ ｩ［ 心を 傾 けた。

なお ，調主( ，没仰は '1' 火式 とし ，1干陀H出リ| ダク

トは本ｾ物が鉄 ＱＧＨ をｊｉｪいていないのでダクトを

ｴｾ 下 ｉｃ 過すためにち栄 ｾｴ ハンチ Ａ Ｎ ｴ として栄の ＧＱ Ｇ

火成を減じ ，廊下部分もフ、Jfl;:i 2. 4mを伺1保 し

た( 隣向3. 6m) 。

また ， ｾ物の外観立 Ｑｭ に つ いては ， 正 ｽｪ 担 Ｑ ＧＮ

I&i を外観にら示す窓味で ，窓を大砲の，EJ i1' !と

して ，全H のテーマむ匠と号え，等 Jj 刊のIlt 純

な干ffu型iこ従って4 i 酎Jt ほとんど! 日lーの立耐と

し，かつ 1 階から 5 隣まで' ! 2 = ぷを幣PI l してでき

るかぎり [， 'J じよう IC扱い ，とっしりと縞ち府い

た外観をぷJ J I . するようにし た。

外出(I ;J 材はほとんど全仰をタイル比!i 仕上と

し1'1舷色の! 立に九階緑色の叩f を1"[ わし窓の1:111ζ

は世ｾｾ金タイ ｊ レ 日 ｪ 也を貼り ， 中間合陶に つ いて

ｊｩｾ 川の，ｑＮ匠のひとつといはれる金 ， ＪＧｾ ，＠ ＱＧ Ｑ のｬＡ ｾ

HI をこれ 1[ 'li ＱＮＢ ζ のｾ築が大阪城 ｭｬ のＧＨＨ公ＩｪＧ

ｾ棋界の Ｑｉ Ｑ Ｑζ 在って ， 将米ともその 品怖 を保持

するように む図した 17: 郊である 。

( J I ! 畑処築'J'務所 鈴木洋也)

西 面 屋 外 階 段

組 物 !畳一一 2 丁餅テラコ ，;t ? !I イル( 白)

(子 111也貼)

Wi r止 ! 立ーーソリヂッ ト・スクイン j世話し

パルコニ一端一一人造抗日fil¥し

)( tI ソリヂッ ト・スクイン，! ) ，; !.t

H  下 I i i - 鉄別オイルペイン ト!t 1:  

ート 西 面 外 観

r  
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19  同
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10. 小 使 宅

11. m ru 引
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10  ( 邸位m )
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大 阪 府 民 林 会 館

階

1. Ilil 五

2. 止，/刻 ホ ー ル

段 針 kk 東 畑 建 築 事 務 所
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監 理 大 阪 府 建 築 部 営 絡 楳

4. ，，;/ 」二 施 工 鹿 島 迎 般 株 式 会 社

専 務 ｾ ｴｬ Ｇ ｬ ￭ 当証

5.  j，1  迎右: 棺1

6. {，1  i生

7. j，lili ，i:.:I皇官

8. i島 持F

9. 1;; 
"'， 

10 廊
ード

11. 御 下 洗

(リIJ (-) 

12. 御 下 洗

(!I: (-) 

13. ｊ ｊ ｾ 心 当

14.  '，j・ 術 主

15. 休 也 当

16  経 j汗辿.o- w

17.  -.rc w  

18.  ff t 化 情

19. ポ ン プ 出

20. t， 他

21. H匝fi 焼却炉

1 断 。l' 防 'ゼ

13.  ;，; /1-. .]1務 不

14. 1，; 1上 合同{

15. 光 砧

16. PI ! 笠 凶

17. 食 'it Ili l 五

18. tt 
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22. 脱 K 五

23.  (II :n 

24 御 下 洗

25 御 下 洗
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10  

o  5  10  

-

2  階

1. エレベータ

ホール

2. 必金協会室

3. 向上応接室

4. 線m:盤話交宝換配

5.  / <; J 上機械室
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13  大同府立1 = .
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19i 

じ『【ムーー..... .! .o ('i ¥fす111)

15. !I! .tぇ j，
(!JJ -f  

16. 東 衣 宅

女 子 )

17. 、!l /!I l  

18. 休 徒 五

19. jJ 述会長室

20. 同上応接室
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述
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23.  ＱＢＱ 上 会 ｬ ｾＧ ＭＧｩｻ

24.  );:)協 J U汗辿
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12. 御 F 洗
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13. 土地改良述
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ｾ ・戸 ￐ 平 司 ｲ｡ＮＶ
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島
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-
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建 築 の 眼 と は ?

ついぞ編集子にも ，きいた ζ とはないが，- ，(4: ， 111えと

は，どうゅう［也、 ｬ 沫なのか 。 我流で‘品ｾ ｜ 下げてみると，め

は，なま って，まとなる 。ま つ げ ( 11 の毛) ，まなこ( 目

の子) ，まぶた( 自の益) ，前 ( FI の) j ) のごとし 。窓は，

!i n戸( 孔を閉ぢるとと) からきているから， Hとはl I ' Hi

の関係はないようだ。めどは伺途( あて) である 。 しか

し，自には孔という .0: 味もあるから， ; 窓を II F ' とも，す

なわち ，1根は窓とも考えても ，門の色をかえる乙とはな

いであろう 。

とすると建築には多くの目があり， HIζ 止まるものに

は，全く自のないもの，また顔" ' ，FI の建築もある 。人

のl以は自然法則によ って左右κ 二つ，弘ゃいと調和的に

つけられているが，誰れ独り， 11:11じ下| っきというのはな

い。みな倒似を表わしている 。 13立つもの ，み iオ夫しい

もの ，目ざわりのもの ，目にあまるものなど。辿築の| 恨

もそれと目と品の問だ。|百l じ門をつけても ，同もあゃな

もの ，自の正月，自を円くするもの ，1= 1 も当てられない

ものなどある 。やはり目が物をい っているのだ。自の配

り} j 一つ』ζ も，目先きを利かすととがIrF張。 (0s)  

全 天 候 施 工 方 式

建築工 ｌｊｌ の生 ｲＺ ｦｩ ｽｪ よと般工場生 ｬ 立 ｽｪ よとの似〆 ￞ＺＨ ｩＧｾな

中1=1異条件の・つに ， [" ～Ｈｾｉ ｃＮＮＶ ａ｜ される」という ζ とが

ある 。 とのため工れは不 ｩ ｆＮ ｬ￬ｻ ｕＮとなり，ジ ＺＩＢＱＧｩｬｾ 当の収入は不

安定となる 。経済的な不利が大きいばかりでなく，従業

員のお天54次第とい った気持や，時には工事遅延や怠け

休みの逃げ 111ニにすることなど，勤労な欲の低卜の; ; 引時

が馬鹿 lζ ならない とにかく生産位向上のA . きなネ ァク

である乙とにはまちがいない。ことで全天候のlilli 工}j ムに

があ っ たらｾ築生産に大きな変午をきたすだろう 。 とい

っても別に変 った魁l何があるわけではなく，ただ作業場

のス ッポリ入る 10 ' ぷをかけようというだけの ととであ

る。そんなばかな 活と 笑 lζ 附さないでほしい 。近頃は

車11立匁椛技術も包. i i l i lζ 進歩しているし，化成のプレート

やν ー ト材も u々新しいものがでている 。近代的な大規

模の仮設J : :.'#がコマ- i / -¥' ノレベ ースにの って活脱するの

も，あながちジのような認ともいえないと思う 。述 uの

@c . 参 っている今 11ζ の頃 ，l i J HU?んだ一つの夢物語で

ある 。 (YT)

... 

よ ｊ 己担当行 ｬι よる ｲ ｩｊＡ築の ｬ 恨 」 は本付で終りです 。 米 ｊｊ りより Ｒ カ Ｉｊ ごと ｉ ｃ 胃 ｉ 執ＧＱｾ e，.を予定しています。

洗 濯 屋 の 敵 ?

新築の白壁が半)J でよどれ，カラーが、ド uで外nl'J から

!Hくなる，乙れが今の日本の大 fflidj " の姿である 。

匡洗i{l! 屋や家屋洗い業の敵だといわれるかもしれないけ

れど，もっと空気を清らかにして人の{ 上みやすいと乙ろ

にしたい。大煙突の煙や口動車のほこりなど，お金持ち

は平気だろうが，道の片似をとぼとぼＺＡｊ，Ｎ＼き ， 別院 ｊｾｩ 上の

Ｚｭを払う身にもな っ てほしい 。 乙んな ＯｾｩＢζ 乙そ ， 辿築法

規は社会法ＨｊＧＺｊ ｴｾｬ 絡を主張して ， 人々を公Ｇ占から巡るべき

fこ。

iJ UIii 屋さんには ， 洗Wi > ，詰のある米がよい li l l ' i 告とのと

と，約 ｲｬｾ になるとより災しくしたがるから 。 住みやすく

働きやすくした方が，人をＭￚｅぅ Ｗｪ も ｾ｜ＧｩＱ Ｂｊ はモーカリマ ッ

セ。

煙を1mくして樹を植えよう

自立Eの殿1主が 緑ｦｌＡ｜Ｈ｜えるｾを五 ＳＮ みて

' もっと緑を _/ "

、
j

M
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流 れ 行 く 社 会 と 建 築

「乙のｒｬｬ物は ｉｴＶｾ がノ Ｇｫｾ 'J とか i) ; Q1 t リとかよくいわ

れるが， ζ れは耐久 Ｉｊ の ζ とばかりでなく，建物のｬｉ ｾｦ 代

適応刊をも 合めてい ったものである 。

私達がR l l 物を投，i J ーするときには一定の凶 lull C. 計画設計

した結来を，ic人して，ある 定の時j切にその設計| き| どお

り唆工することを，) どぶしている 。ととろが主t物f L 対する

要求は刻々に変化する 必物をもとJIJ する側の人々の要求

も変化するが ， そのｾ物をとりまいている苅川 ｩ 状態が変

化する 。またド| 会終済状態の変化，科学および文化の発

達はその泌物 lζ 刻々に児 った斐ボを山してくる 。

|時間的f L 変化する 12ボを J，I，jf E した建物 lζ 感込んでゆく

とζ ろに，われわれの設，i J の{1:' JHC . は始めから対立した

矛盾をはらんでいる 乙の_ { ' 1 I ' i をいかに総築設計の発展

に結びつけて 1j・くかというととが，進歩の激しいれ会に

生きるR l l 築家のイ工必ではなかろうか。 ( Is)

F  

-
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建 築 基 準 法

稗 田

今回の建築基準法の改正は，1 l s 市 計画関係，防火関

係，構造関係などの実体規定をはじめとして， ).主反f昔置

の規定，手続関係の規定などに至るまで，ほとんどすべ

ての条文にわたっ ている。乙れらの改正は，級和された

点もあり ，強化された点もあるが，要は建築基準法を現

実の姿にあわして守 られやすいものとし，その代り i込反

者に対してはI I ' 世tJi jをもってあたり，法を守る正直者が応

践をみ ないように改めたものである。

以下，今回の主裂な改正点と，その改正の巡旨につい

て簡単に述べよう。

。 都 市 計 画 関 係 規 定

自nl 市;11ー画関係規定の改正で最も問題とな ったものは，

31m の高さ n日l限の緩和と， ζ れに関連して考えられた作

松fljlJ の採用の問題であ った。

乙の 31mの高さ IliI l限の緩和については， ｭｾ 花器準法改

正調t f . 会K もかけ，いろいろと芯見の交換を行ない慎重

に検討したが，結局 31 mのII;I J限を引 きあげるという乙と

は，現在の大都会の交通混乱のx仙を見ても逆行であり

当を得ていないという乙とで大 巾な緩和は見送る乙とと

した。ただ，乙れまで但し書迎用によって持 IUしていた

純凶を従来より鉱大 し， D ¥築物の周問の空地の状況によ

っては相当松皮まで 3 1mfl 日1I 浪を絞和できるものとしてい

る。

界l ' J 'l I ] i リについても種々 検討を亙ねたのであるが，まだ

調査不充分であり，改正を今後にまつ乙ととした。

ｄ｜築物の高 さに 関連して， 正 ｬｬｾｩｬｩ￮ｬ￬ｾ の敷地而車 ｾｴ ｣Ｎ対す

るおl合，すなわち述ペイ Ji1の緩和も今同の改正の=仁裂な

問題であったが，乙れは住居地峡，準工業地域，工業地

改 正

2・h
'口

の 趣

ｾ＠

日

域の ＳＰ ｭ Ｇ 天 ｾ ｉ の 規定 ｬ 乙つい てと くに地域を ｼ吸 って，過

少宅地が多いなど土地の状況K よりやむを得ない窃合の

み建ペイ部を緩和し 3羽0;明ポ2 の天引を行

ている。乙れについては，都市計画関係方面より種々異

論のあったと乙ろであるが，実的やむをねないとして緩

和κ ふみきったものである。もちろん，乙うした4α;主Eペイ

z率4私tの改正lは立 "克たた肘』↑的1

者都!B:7市打のm理!泡恕H的内な j形彰別1態虚よりすれば後退であるといわざるを

f得5ない。したがって，各特定行政庁とも，乙のD l ペイ率

の絞和を行なう地域の指定については特』ζtuill: tc.行な う

よう展望している。

なお，乙の怨ペイ率の緩和と同級な，色、l味での緩和が，

道路 巾員の規定について行なわれている。すなわち，法

ｾｮ ＴＲ 条では， rTD 4m 以上の道路を建築基準法上の道路

として定め，とくに法胞行の際，現に存していた道路に

ついては最少巾口 1. 8m 以上のものを建築基準法上の道

路とみな して収りあ つかっていたのであるが，今回とく

に，がけ地その他土地の状況によりやむをえない場合に

は， 巾 民 ＱＮ Ｘ ｭ 未満の既存の道路も ｲｵ 築 ［ ＱｩＩ［ｩ ｉｾ ｩＮよＭ上の道路

として取扱う乙と ができるものとし，その境界線は 中心

線から Ｑ Ｎ Ｓ Ｕ ｭ までのおｾとする乙とができるものとして

いる。したがって，土地の状引によっては， 巾旦 2 .7m

の線まで止 ｬｬｾ 誌できる乙とに な ったわけである。 ζ れも，

もちろん，とくに土地の状況によっ て， どうしても将来

道路 rt 日を 4m まで拡 r]l するととが不 IU能であるといっ

た場合にのみ，地域を桁定して緩和できる乙ととしたも

ので，乙の絞fi l規定を乱用する ζ とは J)i訟にいましむべき

ととである。

何 ｴ 市ｊｬＢｩ ｬｬｩｩ 関係規定の改正でｴＮｾなものは以上のような

ものであるが，乙のほかにも，斜線 ［ｉｾ ｊ｛Ｇ肢の道路 巾 員 ｋ よ
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る高 さ11; 11限の但 し書緩和の追加，あるいは空地地区にお

ける外壁などよ り敷地境界線にいたる保有距離制限の緩

和， 用途地域内の建築ftj ll限の改正など，いろいろな規定

の改正が行なわている。

なお，現在新聞紙上で論議を l呼んでい る相i妹関係、の問

題，すな おち，住居地域などに突然高庖のアパー トが建

設さ れ，そのために高層 アパー トの北側の住居に全然 口

が当 らな くなり ，かつ見下ろしのために プライパシ ーも

な くなるという とと。乙ういった乙との解決を建築基準

法で行な う乙とについてもいろいろと検討 したのである

が，相隣関係の規定を行政法である建築基準法にも りζ

む乙とはどうして も無理な点があり，乙 れは今後の研究

問題として見送る乙ととしている。最初の構惣では特別

用途地区に特別住居地区を設け，乙 ζ でアパート 地区と

一戸建ないし二戸建地区に分けて建築11i11限を行な うよう

に し，こ れによっ て前記の高胞 アパー トによる日かげの

問題も解決しようとしたのであるが， 法1I i 1J 局でこの規定

については法Iljl l上疑義があるとして，今後の問題に譲っ

たわけである。いずれにしても， 近い機会になんら かの

形で乙の問題をと りあげる必裂があると考えている。

。 防 火 関 係 規 定

防 火 関係規 定 の改正については ， ｾ築 材 料， 五 ｴ 築技 術

の進 歩 ｋ 応じて早急に改正する必ｾを認 め ，数年来建築

学会などでその改正案について検討していたものである

が，今回乙 れを大 巾lζ 改める乙とと した。

改正の方針としては，強) ] 1ζ 都市不燃化をすすめる乙

ι そのため ICは多少の緩和があっ ても，このため lζ 防

火規定が充分に守 られるよう になれば，結果としては効

巣的であるという考えにたっている。したがって今回耐

火建築物 と木造建築物の中IHHI' J IりJ火性能を有す る処築物
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として簡易耐火建築物を設け，乙れ IC よっ て法第27条の

構造制限，法第一61条，法第62条の防火地域，準防火地域

の制限を規定したわけで- あるが，乙 れは以上の考えによ

ってステップバ イス テッ プに少しずつでも都市を不燃化

し，火事による災害を米然に防止し ようという考えにた

っているわけである。

今回の防火関係規定の改正は，簡易耐火建築物の新設

にみら れるように，建築構造ないしは建築材料に中間的

防火性能のものを認め，段階的な防火制限を行ない，こ

れによっ て都市全体の不燃性を確保するといった点に主

眼があったわけである が，乙の代表的なものが準不燃材

料と難燃材料の規定である。従来までは，防火上は不燃

材料のみが法第 2 条で定義されていたが，今回不燃材料

l乙準ずる防火性能を有するものとして，準不燃材料，可

燃 材 料にｩＮｉｩ￭ｾ燃 処 ｬｬｬＡニ を 行 な い ， 乙のため燃えにくく な った

もの として難燃材料を新たに政令で定義 し， 不燃材料と

可燃材料の中間的防火材料を規定 している。 EI主不燃材料

は簡易耐火建築物IC使用 される材料であり ，また，乙の

後で述べる内装制限に関連して地下室などの内部仕上げ

に使用さ れ る材料である。難燃材料はl決函館などの内装

制限に際 して使用さ れる材料である。いずれも昨年の 12

月23 日の建設省告示第2543号で，その材料指定が行なわ

ている。

申しおくれたが， ｭｬｴｨ 耐火ｾ築物は耐 火 構造の建築物

と木造の211築物の中間的防火性能を有するもので 2 種

類のものが考えら れている。 t法第 2 条第 7 号の 3 参照)

すなわち 1 つは外壁が耐火構造，屋板が不燃の通称外

壁耐火構造といわれているもの，他の l つは，柱，は り

が鉄骨で， 階段，屋根，床な どの主要構造都が不燃材料

あるいは準イ4燃性材料でつ くら れている通称不燃構造と

いわれているものである。 前者に該当するものには公凶

や公' 自で造 っているフロック 造のテ ラスハ ウスがあり .

モ ダ ン で す

火; に雰囲 気 をつける

各 色 透 明 、 半 透 明 の

プ ラ ス チ y ク ス の

ナ ミ イ タ

t カ タ ロ グ贈 呈 )



後者に該当するものにはｾ，自の工場 ，軽量 鉄Ｇ円ーの住宅，

J占舗などがある。いずれも， 91築物自体は燃えるが， 他

lζ 延焼を及ぼさない構造のものである。

準ィ、燃材料や簡易耐火建築物の新設ICよっ て，中間的

な防火i!il JI恨の体系をととのえた点が，今回の改正の大き

な長であったが， ζ れ止ともに大き な改正 として内装備IJ

限の規定の新設がある。

乙の内装命1] 1 浪の規定の検討は，先年東京で起った鉄筋

コンクリートの建造物のひんびんたる火災に紛を発した

ものである。すなわち，相1
1回の共立講堂の火災，明治座

の火災，JU宝劇場の火災， いずれも鉄筋コ ンタ リートの

堂々たる耐火構造の建築物で起っ てい る。特 fC，有楽町

の東宝劇場での火災においては 3 i-'，の死者を出し，内装

ｦｦｾ ｊ 限の早 急 な ｩＱｩｬｾ ｊ 化が 袈望さ れたものである。

乙ういったｾｾにしたがって ，今 回法第 ＳＵ 条の Ｒ で内

装iljlJ 限の規定を新し く設け，またこれに基いて政令で特

lζ 一立を設け，特妹建築物，地下建築物などの内装を制

限する乙ととしている。( 令W 128 条の 4 ，令第 129 条

参照) 。制限の方法は，主主Eな用途の居室な どの天井，

壁の仕上げを，不燃材料，司自不燃材料，梨t燃材料阿波っ

たものである。また，とくに地下室は制限を厳しくし，

難燃材料の使用をも禁止してい る。いずれにしても，耐

火建築物などの内部仕上材料のj J j lJ 限は，画期的な乙とで

あり，今後の述斤! と ζ れによる防災効果がJUI 待 されてい

る。

|釣火関係の規定は， このほかにも地下室なと・の椛造制

|狼， 耐火椛造，防火構造， I妨火戸， I坊火区画などの改正

があり， 全般にE主築技術の進歩に応 じた新しい体系のも

のに再謎Il IIi されている。

なお， I約火に関連した規定としてj壁紙関係の規定があ

るが，乙れも地下室，地下建築物などに対する避難規定

の強化，小さ く区画された耐火構造のアパートな どに対

する避難規定の緩和など，多くの点で改正を行なってい

る。

<>徳造関係，違反措置関係，手続関係，その他

桃造関係の規定は主として，政令で乙 れを定めてい る

が，建築技術の進歩に応じて今回相当の改正を行な って

いる。木造建築物の柱の小径および軸組の制限の合理化

補強コンクリートプロック造の耐力壁などに関する規定

の追加 3 階建以上の鉄骨造の建築物に対する柱の防火

規定の新設，建築物の構造強度lζ 関する規定の合理化等

々，すべて急ピッ チで発展する建築技術に応じて改正し

たものである。

以上，都市計画関係，防火関係，構造関係などの実体

規定の改正について触れたが，乙のほかに確認 l事前下数

料の引き 上げ，特妹建築物 lζ 対する定朗報告制の規定，

舛降 機 な どの工作物 ｬζ 対する定 ｊｾｉ 検査の規定 な ど手続関

係、の規定についても かなりの改 正を行なっている。ま

た，従来とかく 7( ! l 築基準法の巡反について， そのR: . i Et，'S

置が手ぬるい乙とが指摘されていたが，今回i主反ill3誕の

よ{.L1ミ措置規定を強化し，逃反する乙とが明 らかな工事 l.t

の建築物について緊急の必笠ーがある場合は，時ii 問などの

手続を経ないで直ちに工事の胞工の停止を命ずることが

できる乙ととし，さらに，乙れらの工事施工停止命令に

迩反する場合は最高半年の体刑を課す乙とができるな

ど，l込反建築に対する規定の強化を行な っている。

いずれにしても今回の建築基準法改正の趣旨κ そって

正当な巡用が行なわれ，乙れによって住みよ いII IJ がつ く

られる乙とをJUI 待している。

< : { l 者建設省住宅 /，J 良)

純 国 産 多 彩 塗 料
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「 大 阪 市 に お け る 特 殊 建 築 物 の 定 期 報 告 お よ びー

建 築 設 備 の 定 期 検 査 に つ い て

越 田

1 . ま え が き

との特集号が読者の手に渡る乙ろには，もう既』ζ 大阪

市の建築基現在法施行細則 も改正されて施行になっている

と思うが，現在その立案中であるので，乙の改正細則の

なかで最も中心にな っている特殊建築物の定朗報告およ

び建築設備の定期検査について，市として実施したいと

考えている概要をど説明したい。

乙の定朗報告および定期検査は，改正建築基準法第 12

条第 1 Ｚ項 ，努ｾ 2 項および同法施行制UiJ Ｈ省令Ｉ郊 Ｕ ｾ 長，

貨ｾ 6 条lζ 規定されている。乙の規定は，勉築後の建築物

の維持保全状況を行政庁 ｾＱ Ｑｈ ζ おいても把握すべきである

という趣旨κ 由来するものである が，ーブ' J ，建築をむ泊l

するぞ; のOl IJ にあっても，自己の建築物の現況を認識する

乙とによっ て不測の事故の招来を未然lζ 防止す るための

有効な手段とな っている。もとより，法第 8 条には，建

築物を常時適法な状態』ζ すべき義務がその所有名などに

諜せら れてはいるが，乙れはむしろ紛争11規定的な性格が

強いものである。今改正の定期報告および定期検査は，

建築物および建築設備の適法な維持を現実的に期待する

ためのものである乙とはもちろんであるが， さらにもう

一歩現実的に考えて，事故災害lζ 対する不断の窓識を植

えつけようとするための規定であると解していただき

たし、。

詳細1I をど説明する布i]f C ，あ らかじめ了知していただき

たい乙とをつぎにあげてみる。

① 定期 報 告，定期検査ともに，建築物またはｾ築設備

の所有者あるいは管理者の義務として規定されてい

る。

① ｾ築基準法により許可または確認を受けたｾ築物 ｬ こ

限らず，戦前からの既存のものも対象になっている。
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① 国または郎道府以および建築 主事をおく市 町村の ｾ

築物は対2長から 除外 されている。

@  定期報告は，建築物の規模により . ill 築士の淵1i 結

果に基づかねばならないものと，所有名などの状OC報

告でよいものとにわかれている。

2.  特殊建築物の定期報告

定朗報告を ｾする特妹辿築 物は，建築基準法 ＡＺＨ￭ 6 条第

1  : 頂第 1 号に示されている特殊建築物のなかから特定行

政庁( 大阪市では大阪市長) が倍定する用途と規模のも

のという乙とになっているが， 大阪市としては大体次の

ものを細則で指定したいと考えている。

① 劇場，映画館，演芸場の用途 lζ 供するもので，その

用途 lζ 供する郎分のl末面獄の合計が 150m
2

を乙えるも

の。

① 病院の用途に供するもので，その用途に供する部分

の床面秘の合計が 200m
2

を乙えるもの。

① 公衆浴場の用途に供するもので，その用途に供する

部分の床面秘の合計が 150m
2

を乙えるもの。

@  百貨后の用途IC供するもので，その用途 lζ 供する部

分の床面秘の合 ｾ Ｎ ｉ のま Ｑ ， ｏｏｏｭ Ｒ を乙えるもの。

，1] すまでも な く，乙の① ② @については，主として火災

などの場合の避 難を考慮したものであり ，①について

は，湿気による木部の j尚蝕を考えたものである。その

他，学校，共同住宅，旅館なども指定したいと考えたの

であるが，基礎資料がやや不十分である点と，市の) ; の

事務能力の限度とを考え併せると，一応、百l愛せざるを符

ず ，結局 不特定多数の人を収作するｾ築物 ｩ こ主点をおく

乙と IC したわけである。
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大阪市術生局の統計1( ，よる昭和341 f 末現在における市

内の劇場，映画館，演芸場の数は 364 ( 区別では最高が

北区51，最低が大淀区 2 ) ，病院数は 166 ( 区日IJ では最高

が西区，点成区各 15，最低が大淀区 1 )  ，公衆浴場数は

1，222 ( 灰別では最高が東淀川Iヌ11 8，最低が東区 19)

であり，また百貨庖法の適用を受ける百貨庖数は 9 であ

る。乙れらのうち定期報告の対象となる規模のものは，

百貨庖は 100% であるが，忠IJ 湯など，病院，公衆浴場は

約 ＹＵ ｾ ぢ程度では な し、かと恩われる ｰ

報告の1! 1. 式κ は一定の綴式を定める予定であるが，報

告' j i : 項としては防火，避難および桃造関係がrtJ
心にな

る。 防火については内外波，J切火戸，J勿火|叉画などの状

況を，避難については階段および廊下の配置，敷地内の

通路などの状況を，椛迭についてはis築物全体および郎

材のj肉蝕，老朽. fu裂，傾斜，協IJJI. 沈下，風化，雨漏

などの状況を，さ ら に 劇 場 などにおいてはその他に客

席. 舞台. n! k : 写室，非常口または防:火設備などの状況

を，報告用紙Iζ 記載して，大阪市長あて報告 していただ

く乙とに なろう。

報告用紙K は，建築物の竹理者または所有才; の氏名の

ほかに，調査した建築士の記7 ' ，捺印が必要ーである。ただ

し公衆浴場でその用途 lζ 供する部分の床商績の合i 1 J・が，

150m
2

を乙え 200m
2

以下のものについては，建築士の調

査による報告ではな く，竹理手'i ーまたは所有名がその状況

を報告するのみでよい乙とにな っているので， ζ の種の

ものは上記とは月IJ の報告様式を定める予定であ り， その

報告事項も素人でも記入できるよソに，たとえば階段の

巾と数，構造材の傾斜，腐朽. 1( 1 裂の有無といった程度

に限定したいと考えている。

定朗報告の時j切については，木造のものは
2
年lζ 1回，

その他の構造のものは 4 1，
刊こ 1

同程度の予定であり，毎

作互ごろに市長の告示によって実施される乙とに なる。

3， 建築設備の定期検査

建築基準法第
12条第一 2 項では，昇降機と特殊建築物 lζ

設けられるその他の建築設備のなかから特定行政庁が桁

定するものK ついて，年一度illi 築主' f C の定期検査を受け

なければならない乙とにな っているが，大阪市では，一

応定期検有の対象として昇降機だけに限定し，大体つぎ

のものを細則で折定したいと考えている。

① 建築設備としては，采用エレベータ ー寝台用エレベ

ータ，エスカレー タ。

①工作物としては 観光の用 K 供する乗用エレベータ

エスカレーヲ。

ただ し，①②とも ，乗用エレベータでは人荷共用エレベ

ータを介むが，そ のうち核政能力
2

トン以上のものは労

働安令術生規則で揚宝機として定期検究の対象となって

いるので，霊位を避けるために建築蕊準法上の検査の適

用外とする予定である。また， ①の工作物としての昇降

は，法第88条第 1 : 項において建築設備の定 JUJ
検査の規定

が準用 されてい るものであるが，一般交通用に供 される

ものは除外されている。

昭和34年現在における検査対象昇降機の推定台数は，

乗用 エレ てータ( 寝台用エレベータを含む) が約650台，

入荷共用エレベータが約70台で，何れも東区，北区，南区

に集中してをり ，エスカレータが約70台で，南区， 北区

がそのほとんどを占めている。合計台数は約 790 台! ( . 達

し，一日 あたり少な くと も平均 3
台が検査を受ける乙と

になるが，昨今の↑iT勢から推定する と，年間 100
台程度

ずつ増加する乙とが予測されてい る。

定期検校の対集としては. 他! (. 避冨針，保安灯( 予備

屯i Di lを有する照明設備) . 電動ダム ウェー タ， 積載能力

2 トン以下の荷物用エレベータ，遊 戯 施 設( 飛行地な

ど) . 興行場などの機械換気設備なども将来指定したい

のであるが，避' ; r ; 剣，保安灯などは，法第 12条第 2
項に

おいて特殊建築物 lζ 設けられるものに限 られると規定さ

れているため一般高層事務所建築には適用 されず，74i i l l J J

ダム ウェー タ以下の ものもその数が今の市の処理能力の

限度を乙えていると思われるので，当分除外する乙とに

したわけである。

昇降機の定期検査は，従来東京都では安全条例によっ

て実施さ れており，ほとんど慣習化されてきているが，

その他の都市でははじめてのととでもあるので，竹君! 名ー

側の積極的な認識を要望したい。まえがきにおいてちょ

っと触れた ように，昇降機などの維持保全の百は，終極

的』ζ
はその符理者側にある ものであっ て， 乙の定期検査

の実施により行政庁側が一切の維持の義務を負うもので

はないという ζ
とは，確認行政を主旨とする建築基準法

の精神からしても，また現実の
-m.

識からしても当然であ

るので，乙の点誤解のないように願いたい。 定期検査は

定期的IL5lJ 待機などの状態をチ ェックすることによって

ｾｮＺ 理者 ｩＧ￟ｬｉｊ の維持保全の怠識を新たにしていただ く ための

ものであっ て， ちょうど身体の保健状態について定期検

診を受けるのと同様のものと思っていただきたい。した

が って，定期検ft K 関する市の細則も，従来の東京都で

の規定のようにW( ; 細にわたる規制まで設けることは法的

にも 困難であり， む しろ定期総査を受ける に際しての手

続き K 関する規定f ( . 限度されるであろう。

まず， 検査を受けようとするときには， あらかじめ

市の建築課の方へ検 ft 申込書に検有を希望する口 l時そ

の他を記して辿給していただき，双方の仰合を考聡し

た上で市の方から検干F口H寺を指示するので，その日 |時ま

でに検査を受ける ための所望の整備( 整型.1¥，m拐，手l問

者への衆知など) をしていただきたいと思う。検ヂtがお

われば， 何月何 n Ａ ＨＮｩｬｬ 築基準法第 ＱＲ 条第 Ｒ ｾ 誌に法く定期
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検査を行な った旨を記した検査済証を交付 する乙とにな

ろうが，念のため｛ｾ 上 げたい乙とは，乙れは検査合絡罰 ｦ

の性質のものではない。極紛にいえば，検査の結果不適

合の箇所が発見された場合でも，検査済証を交付しでも

差支え ないのであるが，実際問題 としては，不適合箇所

の存在を指示した検有音寺前Eとと もに要補修箇所を記した

注意書をお渡しする乙とに なるだ ろう。検査済証を公衆

の見やすい場度 lζ 表示さ れ る乙とは 自由である が，市 と

して は で きるだ け こ れを 行 な っ て いただくようｾ裂 し た

し、。

定期検n の手数料はfl 下手機一基について 1，000 円の予

定であるが，乙の手数料は，検n 後lζ 市の方からお府け

する納傾告知舎によって納入していただくか，あるいは

検ヂモ申込の際に市の収入訊: 紙 f[. よっ て納入していただく

かのいずれにするかについて目下検討中である。

なお，昇降機を廃止 した場合や，修理などのために相

当期間にわたって使用中止する場合，またはその使用中

止 していたものを再使用する場合，あるいは事故を生じ

た場合なども，その際1[，市の方へど連絡いただくようお

願いしたい。( 昇降機を既存の建築物に新設または附設

する場合には . l l そ築主11H乙確認申誌をしなければならな

いように法が改正されている一法第87条の 2 ーので，つ

いでながらど注芯申しあげたい。)

4. む す び

以上が大阪市における定期報告および定期検行の実施

案の概wであるが，最後に特K お闘いしたい乙とは， ζ

れらの規定の趣旨が効果をあげるか否かはひとえに乙れ

らの特殊建築物 または建築設備の符理者あるいは所有者

すなわち建築法規に関してはほ とんど知識のな い方々の

自覚如何によるという ζ とである 。したがっ て， 乙れら

の人 々が，建築法規の細かい規定はとも f (l として， 乙う

いう制度が生まれたゆえんを十分κ 認識していただく乙

とが 最 も肝ｾであり，そのためには 民 間建築士の方々の

喜1四5鰻区大阪E会位奥村重練式

ぷロ』

防 耐 採 iまを 天
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積極的など援助がなければどうにもならない。昨今のよ

うに建築物門体が非常に複雑化，高度化されて くると，

もうそろそろ符理建築士というものが誕生してもよいこ

ろと思うが， ζ ういう j診が生じるまでの過程としても ，

社会における建築士の地位をたかめるためK も，建築士

の方のー庖の向党の |向上および一般社会 lζ 対する啓蒙活

動 上 非 符 ｾ ｋ 有効 な 方策とし て ，乙の定期報告および定期

検査が活用さ れて しかるべきであろう。

建築基準法が建築物の正|画についての確認制度という

骨格を有しているために，確認さえもらえたら後は実体

が少々変っ ていてもかまわないという誤った印象を一部

の人 l乙与えているようであり，また，雌認当時とはかな

り異なった実状にある建築物がある乙とも否めない。定

期報告および定期検有の制度が乙の稀の弊舎を是正する

ために活用される乙とは当然であり， したがって，定期

報告および検有の結果によっ ては建築基準法ili 反の事実

が明らかに なって，行政庁から違反建築物として処分を

受けるようになる乙とも起り得るわけである。

しかし，乙れを恐れるあまり報告がJl 突を欠いたり検

有を受ける乙とを怠ったりするようになるとすれば，せ

っかくの趣旨も百害あって一利ないわけで，乙の点も建

築士の方の建築主あるいは ｦ￬ Ｚ 理手 ｾＧｋ 士、ｽする ご 努力を期待

する次第である。乙の芯味から，定期報告，検n 即違反

摘発 と受取られることは，決し て 乙の制度の木ｾｾではな

く，も し報告または検有に際して不適合なτ113足が判明 し

たら ，行政庁の指示を待つまでもなく，むしろ建築士が

その是正がたについて努力される乙とが. 乙の制度のj f .

しい活かし方なのである。

￯ｉ三年から乙れらの新しい ｾｉｾｉ 度が大阪市で実施されるに

あたり，さし当つては市としても乙の仕事のための態勢

が十分とはいえないので，建築士の諸団体をはじめ，興

行協会，病院協会，浴場組合，エレベ ータ協会などの多

大のど援助を仰がねばならないであろう。乙の託、上を借

りて，重ねてど協ノJ がたをお闘い申しあげる次釦であ

る。 ( 1960年 4 月) CI ! 者大阪市i I ! 築局主II 築謀長)

キ充

株式会社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ノl l (井池筋) 旭洋ピル 3 階

電 話 ⑧ 3606 ・4089

-.  

〆



確 立 文
』 幸民れ

景 山

1 ま え が き

今回の建築基準法の大改正で，既存主t 築物の定 JUI 報告

と，建築設備の定期検査 制 度 が 創 設 さ れた。乙の;1日l度

は，ζ 乙十年来，われわれ第一線の者が，その必T . ! tt を

唱えてきたも のであ るだけに，建設作当局が との報告な

らびに検n:lill 度実施に ふみきっ ていただいた乙とに，大

いに感謝申しあげる次第であります。

2.  この制度の必要性

従来，R J l 築物をm築する場合，建築基準法の定めると

乙ろによ りまして，建築確認申請訟を提出し，所乳1;の建

築主事の建築確認を得て着工，工事が!i在工されるのであ

るが，竣℃後の維持m翠! は，建築主向身に委ねられてい

るのであります。竣工後，相当の年月を経過した建物l主

主変e14h車11材が腐朽したり ，建築当時の必盟条件であ った

避難通路が閉塞されていたりしている乙とは少な くない

のであります。わたくしどもが市内をまわっ てみて，ま

乙とに寒心にたえないも のが散見せら れます。それも占

有者個人のみが使用しているものは )]11として， 不特定多

数の人を収号号す る公衆用建物の場合は，そのままにして

おけない場合があります。それで当神戸市では， "百和32

4下度に，公衆周辺. 物( 劇場，映画官11，演芸場，集会場，

公衆浴場) 調布7' 1 として十数万円を計上し，建築諜技術

吏員によるいっせい検査を実施したのであります。調査

の結果はつぎの とお りであって，その効果は十分認めら

れたのであります。

調査件数

( イ〉劇場j，映画館類 85件

とヒ

ロ
検 査 制 度

.  

正 日月

(ロ〉 公衆浴場

そのうち

(  1  ) 幅h組材の補強を命じたもの

( 2 ) 庇な ど補修せ しめたもの

(  3 )  IVi 火戸を設けさせた もの

(  4  ) 避難通院をli(U尽させたもの

( 5  ) 浴室の天井を修理さ せたもの

160件

2件

6件

3件

21件

2件

(  6  ) 配電線の修迎を命じたもの 18件

その後数ヵ月を経て， 映函館の火災が発生したが，午後

3  Ｂｾｦ＠ 30 分どろであ り 6 ｾ ｉ 対 程度の入湯者ーがあったが，来

いに 1 人の事故者も な く，建物は企焼した。乙れもi T rJ述

のいっせい検査のとき，ュ世襲F oi並路を1i ( U果していなかった

場合のことを考え合せると，このよう な検n は， 4 - 5' '1て

ごとに，定期的lζ 実胞せらるべきだと 痛感した次第であ

ります。乙の|映画宮山の火災原因が，配電線の短絡による

ものであり，部Ji &の検査によっ て. 配線の不備が指摘さ

れ，その整備を消防署より命ぜ られていたも のである 乙

とも皮肉であ ります。

3. 定期報告について

m築益準法施行規則第 5 条には数多くの用途と規模が

掲げられているが，神戸市では一応つぎのものを「建築

士による調査報告対象物」として桁定しています。

(  1  ) 劇場，映画官i!¥，演芸坊の用途lζ 供するもので，そ

の用途tζ 供する床面積の合計が 150 平方メ ート ノレを超

えるもの。

( 2 ) 公衆浴場の用途Iζ 供するもので，その用途に供す

る郎分の床面積の合計が， 200 平方メートルを超えるも

建禁抑思待孟新鹿尉餓3錠定定ιし一一一一.一一-一一J .一.

Ｚｉｾ剖邑勾 ｡晶ＱＮＮＺＱＮ旦回Ｎ，矧 ク

日本 住 宅 公 団・ ム 云正 三御 指定 f53ンホJJJ ダ-2

お 谷 山 製 作 所 辺 見 込

大阪市来ｾ川区三津屋北通四丁目電話 Ｈ ＳＷ Ｉ 3117.  5871. 7724 
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の。

(  3  ) 病院のm途K 供するもので，その用途』ζ 供する i部

分の床面砧の令: 11ーが 200 平) ) メートルを超えるもの。

(  4  ) 百貨庖の用途lζ 供するもので，その用途 Ir . 供する

床而私の合計が， 1.000 平方メ ート ノレを超えるもの。

なお，公衆浴場で， 100- 200平方メートルのものにつ

いては，建築主による報告を要求しています。 ζ の報告

の時期は，木造の建築物は 2 年どとに，その他の; 構造の

建築物は 4 年どとに，規定しています。

乙の報告によって，神戸市内の予想せられる定期報告

対策件数は次の辺りであります。

(  1  ) 劇場， Iりと間航の類

( 2 ) 病院

( 3 ) 公衆浴脇

(  4  ) 百貨応

96f ' I'  

56f 'l' 

165f' I' 

41' 1ニ

現在の建築課員では，乙の程度しかできないが，今後

定員の増加をはかり，報告対象物の用途の増加，規模の

格下げを考慮して，建築物の安全確保lζ 努力いた したい

と考えています。

4.  定期検査について

定期検査をうけなければな らない建築設備は，次のよ

うに指定しています。

建築設備では

(  1  ) 乗用 エレベータ( 人荷共用で2 トン以上は除く)

( 2  ) 荷物用エレてータ

(  3  ) 寝台用エレ t ータ

( 4 ) エスカレータ

工作物では

(  1  ) 乗用エレてータで観光用のもの

( 2  ) エスカレータで観光用のもの

以上のものは年 Ｑ Ａ￵ｬ必ず Ｎ え ｴｾ 主事の検 ｦｴ をう けなけ

ればなら ない乙とに なっている。いままで，昇降機など

による事故はＧ， ｉｾｉ 合 ｬζ 少ないが，建築基準法でも，乙のよ

うな動くものに適用されるようになったので，われわれ

もいろいろないままでと勝手の迷う機械や電気の勉強を
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しなければならなくなりました。

現有: ，神戸市で予定1している只降機の検査の対象件数

は

(  1  ) エレベータ

( 2 ) 荷物用エレベータ

( 3 ) 寝台用エレペータ

(  4  ) 人荷共用 エレベータ

( 5 ) エスカレ ー タ

であ ります。

105基

57基

7基

30基

13基

乙の検3 ' i Xは，検査手数料が q まについて 1，000 円を

裂し，検究の結果，検干l ' が終った旨の検査済首Eが交付さ

れる乙とにな っています。

5.  建築士の任務とその誠実性

定期報告は前述のとおり，建築士に調査をさせて，報

告することにな っているので，乙の調査に当るm築士

は，誠実lζ 業務を履行し，立任ある報告書が提出されな

ければならない乙とになっています。建築士法が昭和25

'1' .1乙制定公布されて以来，建築士の品位と社会的地位は

漸次向上しつつありますが，いまだ理想の状態にはほど

速い感がいたします。われわれが乙の制度を唱えたの

も，建物の安全性が第一の目的であるが，さらに姑築士

の業務の拡大も考慮しての 乙とであります。

昨年の建築法準法の大改正に際し，建築士11i 11度を大帽

に活用した案( たとえば，工事監理者ーが証明すれば，そ

れによって建築主事が検査済証を発行する ・・…・な ど) が

数多くあったが， i 時期尚早」という乙とで，今回は見

送られたのであります。いずれ遠からず，建築基準法の

上lζ も，B l 築士制度が大幅に採りあげられて，建築士の

社会的地位がれ実とも lζ 認め られることが予感せら れる

ので，との定lUl報告制度による建築士の成績如何は， 今

後の問題を左右する一つの試金石となるのではないでし

ょうか。われわれ建築士は，その任務の重大性を自覚し

て. 誠実に業務の履行をはかりたいものです。

( 常者神戸市建築周辺策課長)



消 防 法 改 正 の 要

t::=. 

日 に つ い て

恩 田

昭和34年 4 月 1 日法律第86号 lζ より消防法の一郎改正

がなされ，とく lζ 同法第 3 : 4' 1の危険物 lζ 関しては大巾な

改正があった。

. 改正の主な目的は，従来危険物の取締りは，国家消防

水部よ り示さ れた条例準則にもとづき，各市町村の定め

た条例によってなされていたため，取締行政上の全国統

一が望めなかったので， ζ れを危険物の規制 l乙関する政

令，総理府令( 以下政令. 総理的令という) により統ー

した取締りを行なうことにあった。

乙の政令，総理府令の内特は結果的にみてru築物の位

置，構造，設備などの考え方，技術上の基準も，以前と

大同小異で，従来の条例が政令に名称、を変えたに過ぎ

ず，むしろ実際面では壁体の構造などは過去にくらべて

絞く なったと乙 ろが多い。また一方既得権については，

その位置，構造，設備など改正法の技術上の蕊準1(. 適合

するよう維持しなければならないという強い而もあっ

て，極々の問題を残しているが， ζ 乙ではとく lι 建築物

lζ 対する規制lをとりあげ設訂 ，}i在工の参考 lζ 資するもの

としたい。

危険物の規 ｾｬｪｬｊ をうける対象物名を従来の名称と比較す

ると別表のようになる。乙の対照表で明らかな通り，ほ

とんどは単に名称、が変ったに過ぎないが，従来塗料など

の販売庖舗は小丑取扱物として，その取扱畳を消防法に

いう指定数量以下K il;11限していたが，乙んどは指定数量

の 5 倍までの販売取扱所として許可される乙とと，舟そ

うを危険物の規制から除外した点が異っている。( 以下

乙れら対象物伝称を総合して製造所などという)

しかしそれぞれの位置，椛造，設備などに関しては，

過去のものと相逃するところがあるので，以下その主な

ものについて建築基準法と政令，総理府令の関述を逐条

的lζ 説明を加えてみたい。

員IJ

1  .  製造所などの位置に関する問題

イ 製造所などの設置位置の制限について

政令第 9 条 1 号の製造所の位置に関する規定は同時に

尿内貯蔵所，尽外タンク貯蔵所，F京外貯蔵所および一般

取扱所の位置について 適用 される。ただ し ｾ ｉ ｾ 石灰および

第 6 類については適用されない。

すなわち，同号イ ~へまでの規定はそれぞれ定められ

た建築物の壁体から製造所などの外壁' または工作物の外

側，屋外貯蔵場では同敷地までの距! 維を示したものであ

る。このように規定は一応建築物の壁から壁になってい

るが，製造所などの位置，構造，設備に変更はなくと

も，製造所などの設置後乙れらの距離内 K 住宅などの建

物が増築された場合は，製造所などの移転を余儀なくさ

れるので，一応敷地境界線までの距離として考えておか

なければなら ない。 ζ の乙とは既得;甘il のものでも，適用

をうけるから注意が必安である。

ロ 用途地域内の制限について

建築基準法第 ＴＹ 条 ｋ もとづく地域 ｾｉ［ｉｉ 限に関する危険物

の貯蔵，取扱いについては建築基準法の改正でその飽聞

が多少緩和され，それぞれの地域における ｾｉ［ｉｊ 限の枠が広

くなっているが，消防法も乙の制限をそのまま適用して

いる。したがって建築基準法施行令第 130 条の 3 1[. 規定

する数量を超えるものがililJ 限対象となる。

2. 不 燃 材 料

政令にいう不燃材料とは，建築基準法第 2 条 9 号で定

めるもののうち，ガラス，瓦などを除いたものをいう。

3. 延焼のおそれある外壁

延焼のおそれあるとは，建築基準法第 2 条 6 号にいう

部分のうち二以上の建築物( 延べ而私 500m

2

以内をーの
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危 険 物 製 造 所 等 名 称 新 旧 対 照 表

危険物の規il ilHc関する政令 ! 日大 阪 市 条 例 摘 要

危 険 物 製 造 所 危 険 物 製 造 所
|  危な肌すもの り 他 の 危 険 物 ま た は 危 険 似 造 を

危 険 物 貯 蔵 庫 旧市条例では ，t行定数量以上10倍未満と 10倍

危 険 物 屋 内 貯 蔵 所

以上とによって区別されていたが，危険物の

規i ! ;ll f Lは関区す別る政令においては，指定数量以上

危 険 物 置 場 の貯蔵 がな くな った。

危険物屋外タンク貯蔵所 危 険 物 屋 外 そ う

屋ま外に取あるタンク K おいて危険物を貯蔵し，

たは j及うもの。

危険物屋内タンク貯蔵所 危 険 物 屋 内 そ う |  号 内 山

たは取扱うもの。

危険物地下タンク貯蔵所 危 険 物 地 下 そ う

地危盤険而物下 lζ 埋没さ れてある宇ンクにおいて，

を貯蔵し，または取扱うもの。

危険物問易タンク貯蔵所 危 険 物 移 動 そ う

ポータフツレタンクにおいて，危険物を貯蔵し

または取倣うもの。

危 険 物 屋 外 貯 蔵 所 危 険 物 屋 外 貯 蔵 場

屋は外第の類場所 におい て 官ｾ 4 類の乙麗危険物また

(i tn 6  の危険物を貯蔵し，または取扱うも

の。

危険物移動タンク貯蔵所 |  危 険 物 運 搬 そ う

m両 lζ 闘定 された亨ンクにおいて危険物を貯

ii i & し，または取扱うもの。

危 険 物 給 計li 取 扱 所 危 険 物 給 油 場

固定した高按福車fi設備によっ て一般市両の燃木下友一

ンク』ζ 直 給 北li するため危険 物を取扱うも

の。

危険物向家給 itli 取 扱 所 -1 危 険 物 向 家 給計jJ 場

|円百料訂町向向向叩吉刀碕耐加語給制削合的釧直n剖11般設訓制仇侃備11κμζは よ つ 一 叫

タンク ｉ｣ｾ Ｑｴ給対 ｬ す るた め危険物を取扱う
もの。

危 険 物 一 般 取 扱 所 危 険 物 取 扱 場

危も該険物当製造所以外， またはその他の取扱場lι

しない場所で危険物の使用，加工詰替

その他取扱いをなすもの。

危 険 物 販 売 取 扱 所

応定舗において符器入りの まま で販売するため

桁 数 量 の 5 倍以下の危険物を取扱うもの

危険 物の規ｾ ｉｩｉ ｈ 乙 関する政令によっ て除外 され
危 険 物 舟 そ つ

る。

危 険 物 小 畳 取 扱 場

危 険 物 仮 設 護 所 危 険 物 仮 rlIR 「扱を 均

建築物とみなす) を除いたものをいう。したがっ て乙れ

K 必要 な距離のな い場合外壁. は耐火構造としなければな

らない。ただし，第 6 類危険物を取扱 う建築物の場合は

耐火構造とした外壁のうち， I1民蝕 され るおそれある部分

をアスファノレトその他の防蝕材料で被ねする乙とができ

るζ とに なっている。

4.  電気設備について

電気設備については，電気工作物規定による外政令第

9 条 17号 lζ 定めるものとしなければならない。すなわち

可燃性蒸気または微粉の浮遊するおそれのある場合は，

火花を発したり， ?d しく杭度の上昇する おそれのある電

ｾ･＠

気設備を設けてはならない。乙の問題について，電気工

作物規定では，引火点40度C 以下の油類を取扱う場所と

規定されているのに対し，消防法では可燃性蒸気をいち

じるしく浮遊してい るので，たとえば引火点40度 C 以上

の油類の場合でも可熱されるなどの作業工程を経過する

場所においては制限を受ける乙とになる。

5. 避 雷 設 備

危険物製造所などのうち，避電設備を必豆とするもの

は，危険物のj市域取扱E が指定数量の 10倍以上の製造所

一般取扱所，屋内貯h役所，原外タンク貯Jt1t. 所である。 た

だし生石灰，究ｾ 6 類の危険物のみを取扱い， 1庁i i : 反するも



のは除かれている。乙れら避宙設備の設置悲準は J IS A  

Ｔ Ｒ ＰＱｾＱＹＵＵ によるとととし，それぞれ有効 ｬζ 保持しなけ

ればならない。

6.  危険物製造所などの建築物の構造設備について

イ 製造所，一般車級所

改正iiiJ の危険物製造所の構造は，危険物の取扱畳が指

定数量( 消防法) の 1ｏ ｦｾ Ｂｩ 以上Ｈ乙種危険物を除くＩの場

合は耐火構造，乙積危険物または ＱＰ 供未満のものは主ｾ

部分を耐火椛造，壁体を防火構造とする乙とができた

が，改正法では 9 条 5 号 6 号でいう不燃材料でつくり

R 板ぷき材は軽ID: 不燃材とすればよい。ただし延焼のお

それある外壁2 は耐火構造としなければならないのは前述

のとおりである。また関口 gsの防火設備については，原

則として外壁が耐火構造の場合は中郡防火戸を. 防火構

造の場合は乙種防火戸とする乙とにしている。

乙れら ｬζ 必ｾな保有空地は，従来取扱丑 ＱＰ ｦ ｴＧ［Ｍ 以 上 のも

のは 5 m，10倍以下のものは 2 mであったのが，それぞ

れ 5 m，3  m となり， 10(た未満のものが 1 m : f 1Y: 加されて

いる。乙の結果先に述べたように， I勿火椛造で保有空地

Ｒｭ のものの移転，改築が必ｾと な ってくるが，迎合さ

せるため Ir.は，乙のl ' 1 i の作業停止を余儀なくされる対象

物が生じた乙ととなる。

なお保有空地は防火上有効な州墜を設けた湯合は，何

時できるようになっているが，乙れは総四1) 仔令第 13条lζ

いう場合Ir . 限って適用されるもので，乙乙』ζ 掲げる以外

のものには一切適用されない。すなわち製造所，一般取

扱所で作業工程が他の工程と述結していて，規定の空地

をとった場合，いちじるしくその作業に支障を与えるよ

うな危険物を取扱わない作業工程の工場と建物が繋がる

ものにあっては，その聞に小尾哀に逮する抗日i監を設け保

有空i也を省略しうるということである。

また製造所は改正前においては危険物の製造，使用，

IJ r J 工を含めて考えていたが，改正法では製造以外は一般

取扱所においてな される乙とと なり ，実際 lζ 危険物製造

所から一般取扱所に名称の変更されたものが相当多数

ある。

危険物を貯蔵または取扱う建築物は適当な保光，換気

設備をしなければならないが，採光lζ 用いる天窓は総て

ワイヤーガラスを使用し，プラスチック製， mfg燃材料で

はいけない。また換気設備は可燃性蒸気または微粉の発

生却に応じ，ベンチレーターや強制換気装置を設け，必

EEな場合はダ ク ト式に排気する など施設の規模や状況に

適したものとしなければならない。

! 室外lζ 設けられた設備のうち，液状の危険物を取扱う

ところは地盤T I i i をコンクリートその他不良- 透性の材料で

おおい，適当な傾斜をつけ仙ためますを設け，設備周囲

lζ 15 c m 以上の高さの囲いを設け， さらに危険物が直接

排J]<fl! it ζ 流入しないよう，ためます( r . 制l分離淡町を設け

なければならないなど改止法に新しく規定している。

ロ 屋 内 貯 蔵 所

貯蔵については従来消防法に定める指定数i i J : の 10ft';- 未

満のものは，危険物置場と呼び指定数量の 10併以上のも

のを貯蔵庫と呼んでいたが，改正により . これをすべて

斥. 内l斤政所と呼ぶように なった。

屋内貯蔵庫は平家犯とし，建築而私は 150m
2

を超えて

はならない，ただし貯蔵する危険物が同類の場合は 150

が ごとに不燃材で構成された隔壁を設け 1. 000m
2

まで拡

張するととができる。また危険物が乙積のみの湯合は，

隔肢を設けなくても 1. 000m
2

までは拡張できる乙とにな

っている。

m築物は尽板および梁を不燃材料でつ くり，ほかは耐

火桃迭とし，天井を設けてはならない。しかし貯蔵品が

桁定数量の 10倍以下のもの，または乙種で延焼のおそれ

のないものの場合は不燃材料でつくることができ， 第 6

努iの危険物を貯蔵するものにあっては， ) 潟蝕のおそれの

ある部分をアスフアルトなどにより被被する乙とができ

る。

製造所，→買取扱所をｾみ，乙れらの椛造については

建築基幣法第27条との調整ができ ているため矛盾する ζ

とはない。

保有空i也は政令冴n O条 2 号の表で定めるとおり従来 lζ

比べて短縮されている。また二以上の貯蔵廊を隣接する

場合の空地については総理府令第 14条に示す最少限度ま

で，それぞれの 1( 3 まで減ずる乙とができるようになっ

た。なおセルロイド類を貯蔵する場合は，安、rh-;t の上昇に

よる室内温度の昇るのを防ぐため，不燃材もしくは難燃

材料でつくった天井を設ける乙とができるとともに，収

納されたセルロイ ド類が ｆｉ 然発火を起す ￬ ， ｉｍｾＱζ な ら ない

よう，逆風をよくし，場合によっ ては冷 房 設 備 を 設 置

し，とくに室温の竹琵! をよ くしなければならない。1 ' 1然

発火を起す温度とは一概κ いえないが，通常 30

0

C 前後

を超えないものと判断すべきである。

尽内貯蔵庫の関口部，採光，換気などについては. iii i  

述の製造所の規定K 準ずるものとする。

ハ屋内タンク貯蔵所

貯蔵するタンクを屋内に設けるもので，建築物は平家

m専用室としなければならないが，ひとつの建物内にタ

ンク専用室を設け乙れに変える乙とがで きる。ただし生

石灰 ， 釘ｾ 4 類乙および第 6 類などの危険物を貯蔵する場

合は平家m以外の建築物内に専用室を設置するととがで

きる。

尾内タンク貯蔵所で貯蔵し得る数量は指定数量の 10倍

以下である。ただし，乙れは専用室どとについての規定

であり，専用室を二つ以上作るときは ζ の限りでない。
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専用室は壁，柱，床を耐火構造と し，梁，尾4艮は不燃材

料でつくり，天井を設けてはならない。

lI i入口 には 0. 2m以上 の敷居を防対I!)( の役目をするよ

う設けるほか，関口部， j : ; ト" ためます，採光，換気など

は製造所の場合に準ずるものとする。

タンクと専用室との間隔は 0. 5m以上 とし，通気rr-の

先端を屋外の地上 4m以上の高さに導き，建築物の窓，

出入口な どの関口部から 1 m 以 上 離 さ なければな らな

い。簡易タンク貯蔵所は原則として屋外に設置しなけれ

ばならないが，乙れを尾内 Iζ 設 けようとする場合は，庭

内貯蔵所と同等の構造をもっ専用室をつくらねばな ら

なし、。

ニ 移動タンク貯蔵所の常置場

常置場所として建築する場合は墜，床，梁およびMH良

を不燃材料もし くは耐火構造 としなければな らない。

ホ 給 油 取 扱 所 。

給油取扱所の空地は間口 10 m，奥行 6 m を保有し，乙

の空地内 lζ は給制11ζ 直接必? f な設備以外は設けでは なら

な い。乙れは紛れ Ｂ をうける ｬ￯ ［｟ｲ ｾＩ￯ｬ｜ のための空地として確

得する恕 [11にある。 したが って 給 油 場 K 附属した事務

所，オートリ フト などのものは，乙の空地以外 lζ 設置し

なければな らない乙とに なる。たとえば給油湯の竹更J IK

必ｾ な 宿直室などはやむを得ないとして，事務所内にｻ主

府を構えるなどは不適格なものである。給油取扱所に設

ける建築物は耐火構造または不燃材料でつくり，関口 部

』ζ 叩種または乙積防火戸を設けるほか力。ラスを用いる場

合は網入ガラ スとしなければならない。したがって給油

場事務所のウインドウにオイ ノレ，グ リースな ど化粧{ J j を

並べているが，このウインドウのカ、ラスも納入ガラスと

しなければならないこと κ なる。

給油取扱所をru築物内 Ir . 設置する場合は，地盤而以上

の階 lζ 設け，建築物が平家建または最上階に設けられる

場合は，その部分の壁，柱，床および5誌を耐火構造とし

屋綴を耐火構造または不燃材料でつくり ，上| 併のある場

合は，その| 併のl 1 t ，柱，床ならびに梁および直上併の床

を耐火構造とし，その他の|併は耐火構造もし くは不燃材

料でつ くり，壁の二方は通風のため開放としなければな

らない。 また直上下階に通ずる階段なと‘ で泊蒸気が部潤

するおそれのある凹部などは設けてはな らない。

固定給制i設備は屋内外を問わず建築物壁休から 2m以

上離さ なければならない。ただし壁体中関口郎のない而

については 1mの距離まで縮めてさしっかえない。

向家給il1l湯および飛行場，鉄道の給油場については総

理府令第26条- 2 8条 Iζ 特例が設けられるほか，紛れ" 取扱

所の諸規定を準用している。

へ 販 売 取 扱 所

主として塗料類の販売所舗を目的としたもので，危険

物を容器入りのまま取扱うものであって小分，話替など
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の取扱いは一切認めないものである。

庖ti官専用の場合は控を不燃材料でつくり ，その両而を

建築基準法第 2 条 8 号の防火構造とするか，耐火構造と

し，梁を不燃材料でつくり屋根を耐火構造または不燃材

料で，天井を設ける場合は不燃材料でつくらなければな

らない。

イ也の用途と併用する窃合は底舗とその他の部分とを小

屋哀まで，または二階の床面に達する耐火構造の間仕切

りをしなければな らない。また上階のある場合は二階の

床を耐火構造とし， 上院与のない協会は不燃材料でつ くら

ねばな らない。 また塗料の色合せをするため配合室をm

舗内 lζ 設備する場合は耐火構造または不燃材料でつくっ

た峨で区画し，換気装置を設けるよう規定されている。

なお，乙の規制lは改 iFl こより新しく指定さ れた対象物

であり過去のｾ例がないため，乙れが設計 ｬ ζ は充分考 ｬ 台、

し関係当局と連絡する ζ とが無郊である。

ト 映 写 室

l決写室は建築基司立法と同様に考えて支障がない。

7.  消火設備について

政令第20条，ならびに総J l I' 府令第29条~第36条にそれ

ぞれ規定されている。

政令第20条第 1 号 lζ より，いちじるしく消火困難なも

のについては，固定消火設備を設置しなければならない

と規定されているが，固定消火装置は建設当初より考慮

する必要があるので， 乙の面に ついてのみ簡単に説明す

るに止めたい。製造所 ，一般取扱所にあっ ては，建築物の

床而結が 1. 000m
2

を超えるもの，または取扱う危険物の

数量が指定数量の 100 倍以上のものについて，屋内l市役

所にあっては折定数日の 150 倍以上を貯蔵するものは，

建築物および取扱う危険物K 適する第 1 ;障から第 3Wの

消火設備を必要とする。したがっ て第 1; 障と第 3 積，ま

たは第 2 種と第 3 f 1 j というように設備の併用をする場合

もあるわけである。との他屋外者ンクおよび固定消火設

備の設計ーなどについて説明する必安があると思うが，乙

乙では '(i 略させてもらう。

8.  警報設備について

指定数量の 100 倍以上を取扱う製造所，一般取扱所ま

たは 200 倍以上の第 1類 ，tri 4 類もしくは 100 倍以上の

第 2 類，第 3 類， ｴｲｾ＠ 5 類の危険物を貯蔵する屋内貯蔵所

κ は自動火災報知設備を設け なければな らない。 ζ れ ら

の設備基準については，昭和34年 12月初日 付官報号外第

115号国家公安委員会告示を参照 していただ きたい。

以 上 簡単に危険物規 ｾＱ［ｉｈ ｲＮ関する訪問題について述べた

が， いまだ怠をつくし得ない乙とは残念である。紙而の

都合もあるので， 2平細は関係法令により足らざるを柿っ

ていただく ζ とをお願いして杭を終る乙ととする。

(̂ fl 干T 大岐市消防局型車防部指導i現! l l ! 築係良)



駐 車場

河 キサ

1 . ま え が き

わが国における 1' -11sJ I主主主録台数は ，11(1和34年 12) J 引在

277 万台に達した。 しかも毎年明加の傾向は激しくなっ

てきている。乙れらの ｉｾ i/Jl! [の大部分が係市 とその周辺

lζ 集中し， i ' I動車交通の混維をー阻止IJ 1えせ しめてい る。

とくに大都市の中心部κ おける 1'1勤111交通の混雑は，放

置すると とを許さ れな い状態にたちいたっ ている。しか

も都心においては大規模の迎物が ￦ｾ し，道路の拡帽に

よる交通容量の増加は望めない。 か か る 現 状lζ 対処し

て， (.1 i/J車の駐車施設の整備を迎じて道路交通のr ' J 1 f ' ] を

はかり ，もって公衆の利便l乙資するとともに，都市の機

能の維持および: 1 11進K 寄与する乙とを目的として，さき

にI l l II1場法が制定 された。法の施行lζ あたっ ては，各占s

市の 実情 』 ζ 適合した条例を ｾｬｪｬｊ 定し ，最大限の効果を発事ｩｉ

するととを望んでいる。

2.  駐車実慾と需要

大阪市内におけるi ' I 動車の! ド極lJIJ 登録台数を調べてみ

ると ，表- 1，図ー 1 のどとき: f 1" ' : J J [ I 状況を示し，怪 r1動

車のどときは手!I 出ζ 入手できる点もあり，止まると乙ろ

を知らない。 l' Ii/Jlf[ の保有台数が増えれば， 当然それ

以上に交通が芹" 11mするもので，大阪市内にお ける平均交

差点交通量は，必近 10 ヵ年のf HHι :k IC 11 似 κ もなり，

43 ，160台の多きになった。そして，乙れら増加する交通

量を処理するため，道路の新設，改良など，道路整備に

最大の努力がは らわれてい るが， 交通E の僧加が， 乙れ

をはるかに越しているため，交通混雑はますますひどく

なるばかりである。そのうえ細い道路は路上駐車で占用

されて，あふれだしたと なると ，交通事的は最悪の状態

におちいってくる。抜本的な改良計画が早急にたてられ

なければ道路は閉2 M状態になる。

最近大阪市と道断公団に おいて，都心部約 6 平方キロ

( 図- 2) について駐車実態調fi を夫bi ! i したが，その結

果，地域的lζ は多少異なるが，全区岐について考えると

最大駐 'II 現象の起るのは ，121昨30分前後で，調査区域内

には約 7 ，000 台のi ' l 31IJ l II が問H与に駐 '!( している。それら

のうち約40% は采用車であっ て，駐屯時間も平均40分前

関 す 問る 題

重俊

図- 1
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図- 2 大 阪 市 内 駐 車 災 服 淵 抗 区 域 図
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延百五!i にして約
1096が駐車場に必必である乙とを怠味す

るものである。すなわち 10階建のヒソレであれば少な くと

も 1 断分全床面積をガレージに提供しなければいけない

乙とになり，外来客の車を考慮するならば，その約 2 倍

の函革ｾが必要と な る。

また都心部の駐車需i J 2 台数の 7. 000 台を収作するため

には都心部の道路 巾員 6 m ないし 8 m の紺lい道路では路

上駐車 ( パーキングメ ーターをたてる方法) は困難と思

われ，駐車可能な ものは御堂筋，堺筋，松屋町筋など向

1i)J車交通の激しい幹線街路であって，むしろ駐車を禁止

すべき場所である。乙の怠l床で路上駐車によって徴まねし

た料金を財源にして路外駐車動を建設する方(1‘ は，大阪

市の湯会不可能と考えられ，駐車問題を解決するために

は一挙に路外駐卓場を建. 設する以外lζ 方法はないと恩わ

れる。しかしいまかりに駐車ビソレを造り 7. 000 台全部の

1' 1勤取を収容す る と す れ ば ， 新 大 ビ J レ( 延面積28 ，000

ｭ Ｒ Ｉ と同じ大きさのビルを ＱＰ 棟もｾでなければな ら ない

乙とにな る。しかも年々明加する駐車需去に対して，路

外駐 'Il : l : b } の建設だけでは追いつかない。当然大規模建築

物は駐 'Ii 場をIlH置 して， 自己の! 底上II f T. } 2J _ ーだけでも満たす

べきである。

大阪市内における大規模建築物の駐 '11施設の現状は十

分とはいえないが， 図- 3のようにある程度は雌保され

ている。しかし全体からみればき駐車施設をもたない小

規模の建物の方がはるかに多く，乙れら規般の小さい建

物は1 ' 1己の保有する向{ i J J卓が長11寺聞にわたり駐車をする

後と な ってい る。一昨年 10月 2 ，3 のビ J レについて，や

は り駐車実態調査を行な ったが，そのときの結果では，

ピルテ ナントの車と外来客の車とでは平均駐車時闘が非

常に異な 弘 前 者 は67. 8分，後者は2 5 . 8分で，これを平

均すると 40. 3分となり ，地区平均駐車時間と一致する。

すなわち，乙の調査からわかるとおり，地区平均駐車

1時間40分のなかには，相当ガレー ヅの不足による路上駐

車が含ま れているものと椛定できるのであって，保有自

動車に対する ガ レージの充足が，まず第ーに検討されな

ければならない。そ乙で各事業所は，何台ほど 1' 1動車を

もっ ているのだろうかが同組でーある。業砲によって車の

もち方も非常に巡っているが，事務所系統のピル』ζ つい

て， 30年 8 月と 32年 11月の 2 回にわたって行なった。大

阪市 内の大規模建築物駐車状況調査κ よれば 1 台あた

りの延床面積が， 30 年に 830m
2
/ 台であったのが， 32 年

K は664m
2
/ 台lζ 減少している。乙の32年における調査対

象と な った29 ビルの 1 台あたり延床面積別分布は， 表-

2 のとおりであって，こ のうち し000m
2
/ 台以上の 3 ビル

を除いて平均値を求めれば605m

2

/ 台と なり ， ビノレの数に

おいても 40 0 - 7 0 0 m
2
/ 台の分布が中心と な っている。乙

れ らの値から極めて近い将来に平均が400m

2

/ 台程度にな

るだろう。す な わち ＴＰＰｭ Ｒ Ｏ 台の Ｇｧｾ ｊ 合 でカ ｯ レージを確保

しなければいけないという乙とであって，もしかりにピ

ルの内部に乙の ガ レージを設けるものとすれば. 通路な

どの面積も含まれるため 1 台あたりの駐車場面航は，か

なり 大きく な り， 約 4 0 m

2

/ 台が必1 t となる。乙れは建築

( 昭和34年12月末現夜)

| 型 | 大 … i 普 通 自 動 車 |  小 型 自 動 車 i  
年 度 率 五 総台数 Iil'.l!税台数 合 計 I乗刑事 I貨物111 I乗合111 合 計 I四輸血 I三輪車 I二輪車 I粧自動111 特妹単

問26 27. 801 7，550 2，810 4. 653 87 19. 949 3，669 9，455 437 6. 388 302 

27 60.187 i  45. 175  39. 468 8 .660 3. 735 4.760 165 30. 519 4. 632 13. 052 1. 100 11. 735 289 

28 80. 603 61. 430 60. 758 11. ∞1  4. 767 5. 816 418 49.434 5. 421  17. 246 1. 375 25.392 323 

29 107. 112 81. 426 74 .410 11. 461 4. 679 6. 275 507 62. 141 7. 053 20. 270 1. 781 33. 037 808 

30 123. 110 93. 810 83. 185 11. 513  4. 556 6. 388 569 70. 664 8.鵠8 20. 646 1. 930 39. 4∞ 1.∞8  

31 143. 459 1ω .315 95. 412 12. 655  4. 763 7. 201 691 81. 304 11. 714 22. 751 1. 989 44. 850 1. 453 

32 165.841  124. 380 107. 740 22. 513 4. 927 16. 863 723 83. 734 8. 415 24. 811 2. ωo 48. 418 1. 493 

33 189.762 137. 162 126. 484 28. 682 4 .901 22. 987 794 95. 917 12. 908 25. 558 2. 162 55. 289 1. 885 

34 235. 071 142. 495 34 .344 4.986 28. 495 863 106. 038 16. 174 25. 968 1. 982 61. 914 2. 113 

26年比 日6 513 455 177 612 992 532 441 275 454 969

1  

700 

大阪市 内自動 111 n 録台数淵荻- 1

本安は大阪市内における毎年12月末現在の登録台数でJI 諜償分を除いている。

1) 特殊車とはm偲ill . 放送立伝耳1. ブルトーザーはど。

2)  昭和32年1 月から小型四給貨物事は普通貨物111に合む。

備? 号

(33i f- 11月)ピル保有自動車1台当りi ! f ば i面積別 ピル数表- 2
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図- 3 大規院建築物附鼠駐車場( 東京郎条例) ( 大阪市災例)

ため，来客の自動車が駐車するスペースがな くなり， 自

分で自分を苦しめる結果となっている。乙のよう な地区

には当然路外有料駐車場が，需要 f( 応じて自然に生れる

もので，大j見紋建物附置駐車場の存在しない区域K 多く

分布している。なかでも誘致距離の短かい駐点場は昼間

11寺もよく利用されており，駐車問題の解決に大いに貢献

している ζ とから，現状ではまず小規模の空地利用程度

の駐市場でもよいから，手近な純聞( 誘致距離300m以内

程度) で大いに建設を奨励すべきだろう。

3.  駐車場関係法令

駐車場法

駐車場法は昭和32年 5 月 16日法律第 106 号で制定され

たもので，その概ｾについて少し ｾｩｇ し て みよう。

乙の法律は次の 3 つの規定から成立っ ている。

1  ) 駐車場整備地区の決定

2 ) 駐III 坊 の 設 置 路上駐車場

路外駐車場

3  ) 大規般の建築物における駐車胞設の附置

S  1.  ｾ設大臣は商業地域 ｬι おいて，自動車交通の著し

くふくそうする地区について，都道府ー県知事，または指

定都市の長の中山にもとづき，都市計画法の定める手続

lζ よっ て都市計画}j 在設として駐車場整lijl i . t t l ! 区を指定する

ことができる。

S  2 .  i  駐車場整備地区が指定された場合においては，
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基準lζ 従い，その地区内にある路外駐車場によって満さ

れない自動車の駐車需要に応ずるために必要な路上駐車

場の設置. 11' 画を定め，建設大臣の承認をうけなければ

ならなし、。路上位III 場設置計画の承認があった場合は，

道路竹政省である地方公共団体が乙れを設置する ζ とに

なる。

ii 建設大臣は駐車場整備地区を指定した場合において

は，その地区内の長時閣の自動車の ｩ 駐車偏 ｾｦＨ 応ずるた

めに必1 t な路外駐車場の配置および規模を都市計画とし

て決定しなければならない。地方公共団体は乙の都市三l

闘にもとづき，路外l駐'II 拐の整備に努めなければな らな

し、。

iii 路外駐JI1拐で|礼動土|王のi駐車の用に供する部分の面

積が 5 0 0 m
2

以上であるものについては，構造および設備

について ，ｾ築基準法その他の法令の規定がある場合に

おいては，その法令の規定によるほか別K 技術的基準が

定められている。

また都市計画区域内で乙のよう な規模の駐車場を経'宮

しようとするものは，定め られた必! 民事項を届出なけれ

ばならない。

IV 知事または折定都市の長は路外駐車の構造および設

備が技術的基準lζ 適合せず，または業務の迎営が法作も

しくは命 令にｾ反し ているときは是正のための必ｾな措

置を命ずる乙とができるようになっている。

S  3  地方公共同体は駐 'Ii 場整備地区内およびその周辺

の条例で定める区域内において，延面積が 3，OOOm
2

以上
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のｾ築物を新築または胤築しようとする省 ｬζ 対して，そ

の: u l 築物または，その建築物の敷地内に II fJ Jのl註'j ( 胞設

を設け なければならない旨を条例で定める ζ とができ

る。

以上が駐車場法の概必であって，乙の法律を施行ーする

ため昭和32年 12月12 日政令第 340 号で駐 '11場法施行令が

制定さ れ技術的基準などが定められている。

駐市場条例

点京都においては，駐車場j去にもとづき「東京占s駐' 1¥

4見ー条例」を昭和33101"- 10凡:1日l定した。それによると 路上

駐車場の利用1I . ' i 1日] ，駐車料金，徴wのブj j去を規定すると

ともに，駐車場整備地区に接続する 1. 000m 以内の商業

地域を周辺地区と定め，また大;焼以li J ! 築物日H置駐 'Ii 胞設

規定を ， そのｾ物の用途により分類し，劇協，演 ＱＩ お，

制位以， 展示場， 公会堂， 集会4L;， キ ャパレー， ｴｗ ｾ ｩＱ＠

場，ホテノレ，Ｉ炭官，，［，料 ｪＺｾ ，，Ｕ ，百貨庖，I決函館および)j文i送

事業の用途lζ 供する建築物で，延面秘 3. 000m
2

を乙える

ものに つ い て は ， その乙える部分の副主 ｾｉＨ 対し ＴＰＰｭ Ｒ 以

内ごとに自動 '-11: 1 台分の駐が施設を設けること . また事

務所， 応鋪， 新聞す工業の用途 lζ 供する住築物で延|師政

手. 000m
2

を乙えるものについては，その乙える部分の liI i

五 ｾｦζ 対し て Ｖ ＰＰｭ Ｒ
0，内ごとに臼動車 l 台分の駐点施設を

設けねばならないと規定している。

特例としてとくにやむをえないと認めた場合は200m以

内の敷 地 であ れ ば同一建築敷地として， 駐 ｬｾＨ 胞設の ｉｉｈ 位

が認められる乙とにな っている。

* 京都以外の都市では，名古屋市が昨年条例を;lilJ 定し

たが，まだ施行されていない。その内谷については，大

たいＪ京都のものと同じである。 ｩ 改近神戸市と ｊ［ｾ 自 ｩｬ ｓｔ 行 が

相 ｉ ｪ￭ ｪ 後し て 条例をＺｬ ｩｬｊ 定したが，制 ＧｴＧ 市では大規政ｾ物附

世 ｬｾｊａｉ 施設の ｬ 副知乙おいて，リ Ｎ ￼ ［ ｸ 占 ｾ ｉ と少し異 な った総で

ｊ ｊ，｜Ｚｉ ｾ ｊ するそうである。大阪市においても適切な胞行ので

きるよう， ｾＨｊＺＺ河 ｾ Ｇ， ｾｭ をむいでいる。

4. 駐 車 場 計 画

引在大阪市I( おいて計画されている路外駐車場は次の

2 ヵ所である。

長堀駐車場

長堀川の東横掘川分流点から凶繍掘川合流JJ1までの，

延長約 1.200m を埋立て. 河川の右伴を東凶に i並ずる都

市計画街路，九条深江総を巾員 49mf( 鉱幅 し，その道路

の一部と道路敏の地下を利用して， 駐車場を主iト設するも

ので ， 郎 市 ｾ ｮ Ｇ ｩｩＡｬｩ事業とし て 行 な う。乙 の 事業は ，日 本道

路公団に特許する予定で，おそらく本年度から 3 ヵ年で

完成する予定である。

ｾｈ￯ ｊＺ［， ｪ 延Ａ日武

収作台数

桃 造

エーF 1'1 

大阪駅前駐車場

40. 000mを

ヲ00台

市路 巾 Ｗｭ 柱 ｉ ｆｉ 心 ｉ ｾ ｊｩ品 ｊ

111 庫 6mx 6mIHJ隔

Iド路勾配 1/ 8  

約20{

現在の大阪駅前に約 25. 000m" の郊市ml!! i広場がある

が，大| 沢市の表玄関として，送迎関係の向 IiJ J!li の駐車が

多く，また附近ー刊にも駐JI:; 話2 t が多く，乙 れらの半を

収作するため，駅前広場の地下l乙駐車場を建設しようと

する J汁匝iで，ステーションビルのA画 と一体をなすもの

である。

車t l J，i 場延 liIH点

収容台数

5. む す び

約 20 . 000mヨ

約 400台

道路交通上の困難な問泌を解決するための手段として

道路交通取締法にもとづく各磁の交通規制lを行ない，交

通の陣去を i以り除いてきたが，すでにその方法f ( よる脱

出 ｉｊ も限度となり ， 乙れ以 上 の規［ｉｩｊ ｊ を加えることは，れ ｾｉ 市

機能をかえって阻: ょするおそれもあるので，乙れら交通

川J泊をw! 決する新しい方法として駐 'I( 場の盤怖を急がね

ばな らない。乙のことは公Jtu;lA場の正t; 没によるだけで

な く ， 大 Ｊｪ ｍ ｾ のｾ築物日 ｈ ｩ ｛ｴ駐 ｬ ｬｩ 場 についても ー ｼ 分汚 ｬ 位さ

れたい。 なお大阪市においては「阪神首s市高泌道路協議

会J f( も参加 して おり ，高速道路の計画をた てて駐車場

問題とともに交通上の諸問題を解決する方針である。

( e I t 者大阪 di3-I'i 商品;計脳部 長)
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行 政 上 か ら 見 た 建 築 構 造 設 計

芹 出

ま え が き

最近木造にかわって耐火構造の建築物がどんどん建て

られ，また工場なともほとんどが鉄骨造にかわりつつあ

り，都市の防災上または高価な土地の高度利用な どの而

からも非怜1乙好ましい乙とであると思し、ますが，それだ

けに構造計算や胞主などで新らしく下がけられる建築士

や施工業者の方も増加して来ているようです。わたくし

たちが平常役所にあって書類の審査なり現場の配筋検任

等をしていますと，いろいろと面白いケースにあい，ま

た考えさせ られる乙ともあり ，それらに対する対策など

もたてなければな らないと思っていますが，乙の険会に

つぎの 2 点について，ど報告な らびに希望をしておきた

いと，思います。

ひとつは構造行政述絡協議会の乙と，もうひとつは構

造計算書のありブJ についてのふた つで=す。

“  s1  構 造 行政 連 絡 協 議会 に つ い て 砂砂

イ. 発足までの経過

最近流行の0 0協議会ブームに乗 ってできたわけでは

ありませんが，乙の協議会も発足して以来約 2 ヶ年を経

過し，やや体制も整ってきましたし，うすうすながら乙

の協議会の乙とを ど存じの方もおられるかとも思います

ので，乙の機会に乙の会の内1伐についてと紹介をしてお

きたいと思います。

乙の協議会は全同の郡道府県の構造組当rf が_t 休とな

っており，行政的なI師からみた構造程度関係、のi制改方の

繊の統ーをはかろうとするのが目的となっています。同

じ建築2基ま4準L法の官而'(IUl認忍7亨1折許1. 務の中でなぜ4椛花造寺締i存干干祈f のみが乙の

ような体il市似制!じM附]1川11をとる必必、2必t があつたかと l中いしますと， ご存知

のように ill 築基準法のなかの構造規定としては，法第20

条でミ建築物は，荷亙および外ノ1) 1こたいして安全な構造

である乙とまたその安全を雌かめるために一定の鋭敏桃
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正 隆

造のものは ， 設汁図書の 作 成にあたっ て椛 造 ｡ Ｍ ｉ Ｎ ｴＷｾ をする

乙とミに な っています。そして外力，荷重および許容応

力度といった基本的事項が施行令Iζ 規定さ れているだけ

であって，応力 ｊＭＡＢ ｴｩＱ ｾ や断面計算の過程 ｬζ おい て は，建築

学会の各種構造号|算規準があるとして も，そのほかにさ

まざま な解法や償将的な方法があるわけであ り， ζ れ ら

の点の多くは設計者の判断にまかせら れて いるのが現状

であ りますので， な んらかの収扱 上 の 統 ーをはかる必ｾー

があった乙と。また従来各行政庁間の械の連絡も構造関

係では少な く， したがっ て審査の規懲も不統ーであった

感もあり，審査を担当する吏員の主w l . や個人的見解で左

ｾￎ されがち な 場合も多いのでは な いかと思わ れ ます。

乙ういう乙とは確認事務即 ち穂子日ζ 当るものの主慨を

はいして基準に な い乙とはｾ求し な いという精 神 ｋ 反 す

る乙とに な りますが，只体的に乙の原則lを行な う乙とは

一般の務u の場合ととと な り，はなはだむつかしい乙と

になります。極端な場合 lζ は隣接府県で配筋の接下長さ

やアン カ一長さの11対決方がちがった りする乙とがあるか

もしれま せん。また最近のように各種の新 しい椛tt や新

材料がどんどんででき て構造材料 と して使用さ れて きま

すと，皆野放しで認める乙ともできず，またわれわれの勉

強も必必と な ってきますが，もうすでに0 0! f . 1では認め

てもらっ て確認に な っていますなどと，設計者ーから尖込

まれてとまどう乙ともあり，乙 れ ら新材料，新構法lζ 対

する取扱ブJ も早急に企図的に述絡をはかる必裂があった

からであります。わたくしたちは近幾ブロックだけでも

桃の述絡をとる必去があると痛感しておりましたが，ち

ょうど行政協会主催の全国構造関係担当者のゼミ ナ-) レ

が行なわれた さい，その最終日 l ζj 羽せずして構造行政の

指導に関し て 全国的 な 械の述絡をとる必ｾ が あるという

乙とが決議され，その後建設行の指導課や在京委員( ! ; f [

京何¥. 布¥1ぶ川県，横浜市) の方々の非常 な努力κ より 構

造行政述絡協議会が ｉｾｮ 可 Ｑ ＳＳ 年春 に 発足したわけでありま

す。

a、



ロ. 協議会の機構，議事内容等について

協議会の機構としては建設省の建築指若手課1[. 中央委員

会を置き全国を 7 ブロック lこわけ，東京都，北海道，古

城県，愛知県，大阪府，広島県，福岡県がそれぞれ幹事

県とな って年 2 回会合をしております。そして各幹事!尽

から指導上の問題点，疑問点を持ちより検討しまた幹事

l Q会議で定まった事項を各ブロックに流し指導行政の統

ーをはかろうとしているわけです。幹事県会議で取り 上

げられたおも な議題と しては， 構造計算磐様式の統ーと

いうζ とがありますが，こ れはのち程もうす乙 しくわし

く説明 してみたいと恩います。その他に構造容ft をする

!C当って1t-¥.，ζ 問題と なる疑問点，注意点などを各府! 日か

ら芯見を11¥してまとめましたが，乙れは設計者の方々が，

われわれ審有する 側がどんな点K 注な しているか，また

どういう点を注意せねばならぬかという乙とを知る上lζ

参考ーに なると思いますので， 下記に構造別f [ 7 "IJJ 己いたし

ますが，何かの参考K していただけば結構だと思います。

構造審査に当 って，常に問題となる疑問点，注意点お

よび誤りやすい点

(  1  ) 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

一飯事項

構造図面と構造計算書がくい巡っているのが多い。

基礎地業

1  )  地総耐力および杭iffi f ) ] 決定f [ 当っ てはボーリングと

か誠荷試験などを行なって決めるのがよいが，それが

でき ないときは|術近の資料または予定綴伐成まで- の掠:

姻lζ よっ て慎屯 lζ 決定すべきである。

2)  隣家対策を考慮して基礎を設計することが望まし

い。たとえば地下のないDト物を設計する場合，隣地lζ

地下室を工事さ れる乙とを考慮してー コンク リート杭

打工法にする など。

許容応力度

3)  コンク リー ト F 2 s= 180k9/ cm
2

が多く用いられてき

ているが，施工
lζ

難点がある場合とか，施工者を会面

的』ζ
信頼でき ないよう な場合は F

2
s =  135- .150kgl cm

2  

で設J Iする など安全を期したい。

4)  新材料については文献および実験による資料にもと

づいて決定する。

荷 量

5)  大栄 ｉ ｾ ｉ 重を単 位 而 政当 りに換算する場合に Ｑ ＲＰｫ Ｙ Ｑ

が程度を一律にとっ ている例がよく見受けられるが，

一般には 150- 叩 Okg/ m霊位に なる乙とが多いので注意

する。

6)  小然1' 1:ill: を考泌l しないm;r例がよくある( ラーメン

日1.t 1 時および断面: 1 j. y; r時)

7)  倉庫，工場，およびその他特殊な用途の積載荷重は

実状をよく調査した上で決定すべきである。

とくに念庫ではラーメン 11寺と地震11与の荷重は殆んど

差がないものと恩われる。

震 度

8)  地下室を有する場合，その階の震度を急lζ 一般階よ

り減ずる伊lがあるが，特lζ 隣家』ζ 接して，地下室のあ

る切合とか軟弱な地維のときは注芯したい 0. 2 をと

っているのが一般的である。

応力算定

9)  柱脚固定と仮定して応力計$ ; 1 : する場合には，つなぎ

ヨミの阿11比は柱剛比の 3 倍程度を確保しなければな らな

し、。

10)  iili 磁荷重t1!1¥1ζ 当って，最下階の下町M重量を考lむし

ない場合が見受けられるが，当然ながら注意したい。

11 ) 偏心基礎による応ノ1処理を考慮しない例がある。同11

なつなぎ梁によって1111げおよび! J Y! t f r IC耐えるよう設汁

しているのが一般的のようである。

12) 地下室m5分がn仰l土j主を受けるにもかかわらず. そ

のラーメンへの影響が考慮されていない場合がある。

13)  J J<J F. は地下ノ州立の変動を考l起して，地下外壁および

2まl謎は安全(JlI]l C設JI したい。

14  ) ブロック帳墜に地震11寺珂断力をu 担させてよいかど

うかは今後の研究にまたなければならないが. 乙れも

安全側 lζ 考えたし、。

15) 耐震壁の地震) ] 分担係数は建物の平田および立而的

な而からも当然考慮されなければな らない。

16) 荷屯の部分的減少が割合lζ 大きくお乙りうると思わ

れる場合には，その影響も考慮した し、。

断面決定

17) 短期柱荷重は (D. L::t H.  L) となるが，その( 一) の

j易合を忘れがちである。

18) 口 乙 い な 柱 配 筋 と す 山ζ は 胞 工上

のtT l 失を考慮して，相当程度安全fJll ll C，11.t ; [ したい。

19) 大スパンの場合，泉中央部で，引張鉄筋比が釣合欽

筋比以下に なるとは限らない。

そ の 他

20) 隣地建物および工作物の影響，平而町i築および屋上

増築計画などについて，なんらふれていないものが多

いが，乙れらは構造JI 岡lζ 大いに影響するので，明示

したい。

現場における配筋上の注意点について

1  ) 配筋上の基準

建築基準法

a .  鉄筋の継手および定着Ｈ令 ｴｦｾ ＷＳ 条Ｉ

b  柱のフー プ ( 令知77条)
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C.  梁のスターラップ ( 令貫1] 8条)

d・ 鉄筋のかぶり l立 ( 令第79条)

鉄筋コンクリート学会. l J i 準

o.  WJ 坂 主筋 9 mm 以上 20cmω 以下

冨リ筋 9 mm 以上 30cm @ 以下

b .  ｾ＠ 主筋 13mm 以上あき 2. 5cm 以上かっ

1.5 d 以上主筋 2 段以下

c  柱 主筋 13rrm 以上あき 2. 5cm 以上かっ

1. 5 d 以上

2  ) 配筋上の注意点

。) 深

(  1  )  し一一一

内示

)¥1 

( 2 )  一 ｾ ｊ ｊ 柑関与す γ

( 3 )  ｾｪＺｬ ， ｩ 郎下町 ｩｩ 筋といえども引張力がかかる場

合 lζ は40d の定着をとる乙と ，特に下l併の索。

(  4  ) 史 2 段筋の位置が確保されていない。

( 5 ) スターラ y プは l 型が適当である o

U昨 日1ωL U K 1350  

必ずとる乙と。現場では

U  

。
= 90。のまま

の状態が多い。

b  ) 村i

(  1  
) 白 な 胤 フ ー プ 山 川 の が 多

く見受けられる。

ド.
': 1  乙のような配筋形式の場合の鉄筋

( 2 )  
1.  

比 4 位置。

( 3 )  ｾの成が 十分ありながら柱筋の定約 不足。

突の成が不充分な場合の柱筋の定才河、足。

c  ) 床版

(  1  
)  

町ー=主
主 … 刷 筋 合

t下 山 }

中央部は錨部と逆に伝る。

るす

。

を

る

爪

な

に

と

.

っ

け

応

よ

不

〉

h

u

t

〈

s

t

乙

被

一

、
i

ノ

n

，
ι

 

，，‘、

d  )  ｾ，ｴＮ＠

1  ) 定行の少なすぎるものが多い ・引に桃筋

e  ) 恐慌配筋 I  I  

1  
) 矧 馴 f . kJ5. I1人1 川 鉄 筋 の 位 置
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2  )  

¥L _  

パラペ y ト壁縦筋は梁主

|  筋内 sll j(
ζ

配る乙と( 被絞

「…)

3  
) 階段ー… l 1 i 1 i 場配筋図不足の乙とが多い

4  ) 既存部との取合い - 増築ｬｉ ｾｦ における場合の

鉄筋の継手。

5  ) 配n ( パイプ) による不足断而の補強ー・ ー・梁

床版

2.  
鉄筋を止むを得ず 1111げた時の処理

1  ) 引張り力の加わる位置でやむを得ず [111
け. る

l時

は柱の内部とか大きな剛体の
l'

で1111げる乙と。

2  ) やむを得ないときはスターラップ，フープを

充分Iζ 特lこ1111 り部分に念入りにかける。

( 2 ) 補強 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ック 造

1. 設 計

計 画

1  ) 用途
2

階または
3

階を工場，倉庫などの砧戟荷

A のm: い用途lζ 計画するものが多い。

2  ) 構造 3モー郡和i巡と f)j:fIJ (' Ic而 (1'- 11こまたは ¥'r_ 体的

l ζ) するのは好ましくない。

3  ) 規 模 高 い 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 椛 造 ( 例 え は 4 附

m の最上階を柿強コンクリートブロック造で設J I

するととがあるが，乙れは
;1汗高， 1桝数の規定に適合

しない，また特に関口の大きいもの，分引l而献を超

過したものを設計する
ζ

とがある。

仮定事項

4  ) 地耐力度 ブロック造の4町民は浅いのに 15t /m
2

( 長期) などの高い耐力で設計するが，設計のまま

で板伐では所要耐力のない場合が多い。

5  ) ブロックの積別 ブロックの A，B， C ，の別，ま

た
BT，BS， BM 型のどれを使うのか明記していな

し、。

耐 力 壁

6  ) 耐力壁がつりあいよく配置されていない。

7  )  60m2  毎 l乙耐ノ1壁で分割してない。

8  ) 上階の耐力壁で下壁の耐ノJ 壁の上lこないもの。

9  
) 耐) J 壁の長さが関口部高さの30

9ぢないもの。

10) 耐)J ほの厚さが高さの h/20. h/ 16 以上または対

|弥日E間の 1/ 50以上な いもの。

耐力壁の配筋

11 ) 横筋の問削が正しく ない。

12) 縦筋を隅 i( l ｬｾ￭ で Ｒ 木以 上使 うものがある。

13) 有Ii 強筋を忘れている。



司-

e  

14) 接手定着が正しくとられていない。

ま ぐ さ

15) 安全かどうか検討していない。

16) まぐさ受節分が 20an 以上ない。

がり ょう

17) 大きい関口部での計算をしていない。

18) せいが耐力壁の厚さの 1. 5 倍以上ない。

19) 岡IJ でない床の場合有効巾が少いものが多い。

2 施 工

基礎配筋

1  ) 設計図と異り偏心基礎となる場合の検討がされて

し、なし、。

2  ) ブロック縦筋をコンクリート打方 IIIHζ ブロック拘l

! こより正し くR t 込んでいない。

プロック品rr :fJ'(

3  ) 耐力峨の長さ，位置を設;n と災り勝下 lζ 変更す

る。

4  Ｉプロック縦筋横筋が空 ｉｉｉｾ の ＧＱ ｊ 心 ｬ こなくて被りがな

いもの。

5  ) 縦筋が短かくがりょう内で定行またはj ] i 下が正し

くとれない。

3  特殊な場合の取扱方

1  ) 補強コンクリートブロック造設JI ・基準釘 5 条第 2

羽』 ζ 脱定する上ｼ併の耐 Ｉｊ 肢を下ｼ粧の耐ノ Ｇｊｾ ，Ａの上 ｋ 配

円しない場会，同! ながり ょうえ与をmいるときの取扱

K ついては次のようにする ζ とが望ましし、

ただし 31耕ill の湯合はできるだけさける乙と。

「一一- l 一一ーイ

e， 

1， or  Ｑ 孟 ＸＰ ｾ ｬｏ ｏ｣ ｭ

1  + 1.，孟 1/3

D孟D'

IBし. 1 : 耐 jJ' 曹関の距雌

1[ /2  関 口 部 両 側 の 耐 力 堕

長さ( 下階)

D: 剛' . ! がりょうのせい

D'  基礎総のせい

2  Ｉ向上穿ｾ Ｕ 条第 Ｕ 項に規定する鐙丑の数値の ｾ［ｾ ｊ 増の

取扱 !Cついては. 乙の規準は壁のつり合よく配鐙さ

れた住宅，小事務所等が対象であるから，著しく壁

の偏在したものや積載荷屯の大きなものは適当でな

いが，やむを得ない場合には次のようにする乙とが

望ましい。

イ， ｾ ， ｾの偏在 ｬζ 対しては峨の少い方の日 ＱＱ 分の ｱ 厚を

前Nす。

ロ， fl1積荷主の大きい場代は笠J ' l . . ! l t . 長をともに閉

す。

4.  補強コンクリートブロァク造と累積構造の併用立

体的lζ 叉a 有l構造とのi J Hfl すなわち，下| 約が鉄筋コン

クリート造上l締ブロック造のような 11与の扱い方。

1  ) ブロックの耐ノJ 監は下の大栄の上l乙i l l : ねる乙と。

2  ) 関口ある大梁の丈はスパンの泌~始以上 かつ60an

以上とする。

3  ) 柱は25と同程度の剛性を持つ乙と。

4  ) 大史 fCは上| 絡のブロック造の各階合せた分の霊E

を受けかつ水平力によるブロック壁よりの反カを加

算させて検討する。

5  ) ブロック造部分の持つ壁畳は余裕を持たせる。

6  Ｉ蕊磁の不同沈下 ｬζ 対してはＧ持 ｬζ ヨ ｾ￯［ 位する。

(  3  ) 鉄

外力および荷量

骨 ."" 
1旦

1  ) 鉄骨造ill 物は他の構造 lζ 比して，粧品であるから

風荷主となi雪荷重の影響が大きい。

2  Ｉ鍛尾股などのどとく展般市の谷のある場合は紅 ｬｾ ァ，

H寺』ζ 吹きだまりとなるから特に注なすべきである。

( 母屋，小屋組)

3  ) クレーン荷主は長期とし，応) J の合成lこ注g 。現

行の凪π:)J とクレーン荷主を考慮して，知JUJ応) ] の

組合せを行なう場合， 1001以上となると設JI ・上非常

識な断而となったりまた一年 fC数同しか吊らない荷

を長JUJ とするのも非常識なものとなろう。

前;('i' は吊荷を低減して考えるか，風rUJ を低減して

組合せを行うか，実状lζ 応じて適当に行政庁で判断

すべきである。後半Tは長期とする乙とが望ましいが

現行の短期とはその時間まで明記されていないので

設計者の良識K まかせたい。

柱脚の固定条件

4  ) 柱脚は R.C 造にして埋込み，基礎と充分 lζ 一体

となるようにする。

5  Ｉ五 ｾｬ 泌と地維の関係が大いに影響するので光分剛性

のある幣! 裂を入れるか，基礎底而 fC引張を主t じない

ようにしたい( 基踏底而が廻転を起さない乙と)

柱の設計

6  ) 俺廊長さは材尚iの支持状態により異るが，特K 方

杖のある場合 ， およひｾＪｓｪ ｌ 移動のある場合に注意。

7  )  S pon 方向は風作ーできまり桁行方向は地袋できま

る乙とがあるのでtt %: t する。

8  ) 桜; 子村: はラチス f Ul . ずるモーメン卜の検討をする

梁の設計

9  Ｉ梁のメｾ，ま ｄ ］ 町 削Ｏ刊 ＮＮＮＮＮＮＮＮＱ Ｚ，が望ましいが それ lユ

外はJJt みの検討をする。
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10) 断而計算は a = Mj Z のみでな く圧縮，引張lζ 対

して安全にする。特lζ 挫屈長さに注意する乙と。

11) 検力および振りを受ける梁には三角またはボック

スｾまたは水平フＧレ ー スを入れるべきである。

仕 口

12) 出来るだけ通しガゼットを用いたい。特 lζ ボ Iノク

ス柱K I 型ヌミを取付ける場合はかならず，ガゼット

を通すべきである。

13) 熔接と鋲接合のH{ : 用はさける乙と。

14)  トッ プアンクVν lζ はかならず， リブを熔接する。

乙の場合，引張鋲の耐力はフ J レ|ζ 仰Jかないから適当

に割引くべきである。

小 屋 組

15) 剛比は hj 3 の部分でとるのがjffi 例である。

16) 方杖のある場合は鉛直およ び、水平荷主時にその影

響を入れて解く。

17) 各節点において，偏心のお乙らぬようにすべきで

ある。

18) 圧縮材の綴り鋲を忘れ勝ちであるから t Hましたい

ＱＹ Ｉ 合掌材のモーメントは連続ｾとして解く，また母

屋が欽什の場合はilli 外挫屈は押えるものとする。

ハ 近緩ブロ ックにおける構造行政連絡協議会につい

て

近畿プロックでも乙のような会議を行なっていますが

近級ブロックは大阪府，大阪市，兵庫県，神戸市，京都

府，京都市，ぶ良県，滋賀県，和歌山県の 9 つの行政庁

からなっ ていて約 3- 4 ヶ月毎K 会合を持っています。

会談内符としては大別しますと . ( 1) 幹事県会議で問

題となった事項， ( 2  ) 近後ブロ y クで取上げた問題，

( 3 ) 新材料，新税法IC . 対する説明を聞く会， (  4  ) 見

学会の Ｔ つ ｦ 立に分けられるようであります。検議内 ｦｾ の

細かい事項は，またいつか機会があれば発表させていた

だきますが，乙の協議会を継続してきて気づいた点を申

上げますと，各府Ｑￇｾの内科がわかるにつれて一様に何で

も統ーしてい乙うという乙とは中々むつかしい気がして

きています。たとえば役所の機構からしても構造専門の

係が置かれていると乙ろもあれば，一つの係で一般1s''ft

から構造関係その他の仕事まで企部一人で受持っている

と乙ろもあり，出先機関を置いてあると乙ろ，ないと乙

ろその他事務内界が様々ですので，今後は単K 技術的な

問題だけでなく，機構内界の但握を充分にして今後の述

営ならびに折若手方針の統ーなどについても考慮していき

たいと思っています。しかし現在までの会訟により一応

械の述絡がとれ，近級ブロック内の各府県附における孤

立 ｪ ぶというものが な く なり ， 他府県の ｾｪｊ ＧｨＧｩ がわかるにつ

れて相互の殺陸が;]1 られ，おたがいに何でもすぐ気劫く

述絡し合える気分になってきたととは大きな収狼だった

と恩っていますq

ee 

‘ｾ＠ ｾ Ｒ 構 造 計算書 のあり方について 砂砂

イ. 構造計画について

乙れは前 lζ も述べましたように，構造行政述絡協議会

の幹事県会議で議題となったものであります。現行の構

造計算が建築基準法および日本建築学会の諸規iflJI C. 則っ

て計算されているのが現状であ りますが，先程も申し上

げましたように建築基準法では法第20条lとより，建築物

の構造がすべての荷屯や外力に対して安全でなければな

らないとする規定と施行令第36条の包括的規定に対して

さまざま な構造安全上の只体的基準が施行令K 定められ

ており，また告示やji ! i ) 採で政令とおなじ効果をもっ基準

が示されています。

しかし ζ れらの例々の基準K 適合するかどうかのみを

検討すれば，法釘¥20条lζ 規定 した建築物の安全が確保さ

れるわけではありません。 構造計算については荷重，外

力および; f f : 千平応力度といった基木事項の他に杭極的な構

造計画的な規定たとえば隣家対策，不同沈下対策，ある

いは耐震壁のあっかい方ならぴ lζ 建築基準法に規定さ れ

ていない極々の外 ) J たとえば水圧，土日: などのあっかい

方が明確に規定されていないので乙れらの点の多くは設

:n朽の判断κ まかされているため，吉I.tl 上の仮定如何に

よって計算結果lζ 大きな差が出てきて同じ正t物であって

ら結果としては非常に危険な建物が設J Iされる場合も

生じてくる乙とがあります。

すなわち，構造設計のための構造計釘ーで・はなく，単な

る計算のためのまI.t，rとなっている乙とがあります。乙れ

は設JI 才; が不馴れな場合もありますが， ＧＩｾ際の ｩｬｬ 物と ＺＱ Ｑ

鈴: 上の仮定建物との結び付きをよく考える必法があると

思います。またその他l乙設計者が設計しようとする建物

が，どこに正tつのかまたどのような立地条件かすらも知

らずに，設計する場合がある乙とに起因している場合も

あると恩われます。そのために建築物の桃造の安令さは

構造ci"l.tl をやったからといっ て必ずしも完令Kli{l 保され

るものではなく，計算以外の構造の常識，計算以前の構

造計画の技術に大きく左右されるといってもよいと思い

ます。

口 構造計算書の様式

以上のような現由で設計者はもちろんでありますが，

行政桁却にあたる建築主事の立場としてもそういう点に

重点をおいて筏読をし，細かい個々の計算については，

建築士の方におまかせするといった方針で進むのが良く

ひいては大きな事故を防止するということにもなるかと

思います。

実際の構造計算f!El を見ても千差万別で，構造計画およ

び計算仮定の面についてなんら明記されていない乙とが

多く， したがって設計者ー以外の者がその内科を知るため

に，非常な1時間ををすることはもちろん，計算した本人



、3

ですら僅かの月日の経過で，どのような仮定のもとに計

算したのかわから な くなってしまう場合があります。ま

た屋上増築，用途変更，設計変更などの場合に育iJ の計算

がどのような考慮が払ってあったかを知る乙とが必裂な

ことも生じてきます。乙のようなことは構造設計方針を

ｉ ｬｪ ｊ ［ｩ ｣ しておけばすべて解決する乙とです。乙のため 正 ｾ設

干? でも構造計画の重要性を認め，今度の建築基準法の改

正にあたって従来の規則に定められている添付書類の中

で構造計算書の項の中にと構造計画ミが追加されており

ます。では幹事県会議で決まった構造計算書のうち構造

汗| 聞に関する様式κ ついてその項目のみを列記してみま

すと，

機造計算書様式

目次

ｾ＠ 1  構造計画

(  1  ) 構造設計概2 f および立地条件

( 0  ) 建物概要

0 構造，階数および各階用途

0 構造スケッチ，立地条件，出来うれば敷地およ

び周辺建物状況を合める。

0 基本平而図( 柱梁およひ' 床版記号) および断而

図( 階高)

( b ) 将来増築の有無( 位置，用途および階数〉

( c ) 隣接建物との関係

( 2 ) 設計方針

( 0  ) 基木計画 (  1  ) 解法の方針

( 2 ) 不同沈下対策( エキスパン

ションの問題など)

( 3 ) 耐震壁

(  4  ) 将来旅築に関する処置

( b ) 日午窓応力度

0 材料の許容応力度

O ifl 代地i ! uq- 力度または抗耐力

( 3 ) 計算仮定

( 0 ) 荷主項 固定荷重，秘載荷重その他( 水品li

広告応など)

( b ) その他計算上採用の適正約百( 問IJ 妓の考慮K

よる Illl げモーメントの軽減，地下水位lζ 対す

る考慮など)

以上ですが，乙れら項目を挙げたのみでは内特がわか

りにくいかも知れませんので. あまり良い例ではなし、か

も知れませんが最後に参考として例を挙げておきます。

上記のような項目は必裂のないものはもちろん暫く必要

もありませんし，例題の中の数値なども，乙れらにとら

われる必必もありません。あくまで参考として見ていた

だけば結構ですが，構造計算をするにあたって考慮を払

った点を計算告の最初のページにす くな くとも 1 頁位で

おさまる程度でもよいか ら明u己してほしいと思います。

ζ うする乙と n体が構造計画を前進させる一つの方法で

もあると思います。今後構造計算書の作成にあたっては

ぜひとも実行していただきたいと思い，また行政庁側と

しても建築基準法の規i I IHL : も規定された事項でもありま

すので，作成例などもっくり構造行政述絡会または建築

= 会などをiill じて，機会あるどとに指噂して行きたいと

思っております。

記鍛例

0 0アパー卜新築工事

桃造計算書( 伊i J )

1 級建築士事務所 0 0建築事務所

1 級 建 築 士 第0 0 0号 0 0 0

( i ) 正t物名称建築主氏名

( ii ) 敷地. . . .

( iii ) 設 計 者 … ー

( iv ) 設計年月日ー

目 次

ｾ＠ 1  構造計画 ｏ ｐｾ ｏ ｰ＠

ｾ＠ 2.  準備計算 OP- u P  

p .  応ノ1算定 ｯｐ ｾ ｏ ｐ＠

¥i 4 .  断而設計 ｏ ｐｾ ｏ ｐ＠

ｾ＠ 5.  ｩＡま ｉ 飴設ｾｩｉＧ OP- u P  

9
6  

細部設計 ｏ ｐｾ ｏ ｐ＠

¥i 1. 構造計画

1. 1) 建物の概要

( 0 ) 構造種目IJ 鉄筋コンクリート造

| 約数 地上 3 階

用 途 共同住宅

( b) 仕上げの概要

アスファノレト防水層，シンダー，抑えモ J レタ

アスフアルト防水間， シンダー，事11えそ J レタ J レ目 IX切

各 階 * ' u' 敷( 居室)

壁 内部プラズター仕上げ外部モ ル タル陰 り

天井 プラズター仕上げ

( c ) 立地条件( 基準平面および配置)

4

u
円

通

路

・

・

4 M遁絡
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( d ) 伏図および断固

5  6  

( e ) 将米地2誌の有j1!(

屋上焔 ｳ 築については主制 ｾｉｉｊｉｊｉｉ 艮 ｬζ より ｩ 科築で

きなし、。

1. 2) 設計方針

70 

( 0 ) 基本;11回

( i ) 解法の方針

イ，日 1.t;r K 当っては建築基準法および同胞行

令，学会計・算規準による。

ロ，応ノJ の計算は鉛直荷重l時は固定モーメン

ト法を，地震! 時には武Ji 長博士の略t : r i.t (ζ よ

る。

ハ，断而算定i法は旧土問Eの図表による。

( ii ) 基礎工法およびイ、同枕下対策

イ，丸) ! 自在はボ ー リングによれば G .  Lー 1. 9m

i与は友上であるので基礎底は G.  L- 2. 0m 

と決定する。なおj 山市J ノJ 試験結果およびボ

ーリングの結果を ｙＺ ｩ Ｉ，ｾＨ して ｪ 也耐ノＧｊ 2 .0t /m"  

と し ｾＱ｜ 立必礎とする。

ロ，ィ、同沈下κ 対しては 1 ｉｾ ＺＧ￭梁より必悦染ま

で各位 ｉｍ ｊ を充分 ｉｘｾｉｉ なるｬＡｴ体』 ζ てえｬＡ結しィ、同

沈下を防止した。

( iii ) 耐震計画

イ，震度 名|桝 1l = 0. 2

ロ， ifriVJ 位 1. 4 .7 通りに充分厚い剛な1m

開口墜を設けたが， A  日通りは壁がすく

ないため、建物 全体として振れが生ずるの

で，耐民1笠の分担係数を柱の 2 {たl'.ll殴:1ζ 低

め，仮れを最少|仮にするよう考 jぶした。

( iv ) 将 米11 " ' : 築およひ' 隣接建物に対する考慮は

特別に行なわない。

Ｈ ｢ Ｉ 材料の清Ｚｾ応 ＩｊＩ 支および地耐点

。) 荷重項

i ) 床荷車

問同消サ品辛

il ;l  l j  

S  :  1末版用 G .C . ラーメン問

E  : 地震用

小染i ' 1:ill: 2. 4t / m3X O. 3mX  ( 0. 5- 0 . 12)  

m/ 3. 5Mと 80kg/m
2

大梁 !"I 丞 2 .4t /m
3

x  {0 .3 X  ｾ ＰＮＷ Ｍ ＰＮＱＲ Ｇ＠ x 3. 5 

+ ¥0. 25- 0 . 12)  x  (0 . 7 - 0. 12)  

x  4 .  2}  / 3. 5 x  4. 2 =  150kg/m
2  

ii ) 壁

耐力壁 ( t = 20cm)  600kg/ m
2  

一般位。 = 12011)  400kg/m
2  

パラ ペ ット 270kg/m
2  

iii ) その他

屋 上水村li 5. 0 t  Ｈ鉄板製作 ｾｾｪｴＩ

b  ) 計算: 上採川した j必正措置( 仮定JJflj'.i)

i  )  L .  L の柱 ;Iql ! 方向ノ1における低減は行なわな

L 、。

i  i  ) 剛域の考lぷによる応、)] の 低 減 は Il' なわな

し、。

iii ) 附11比の算定にあたっては矩形lζ 対して T Ｉｾ＠

の場合は2. ｏ ｬｾｾＧ ，寸 ｪ 診の均 ｦｔ は Ｑ ＮＵＱ 出 とする。

柱は T 形の場介も矩形としてお[ 出する。

l P 準備計算 ( 以下行加持する)

Ci!者 構造関係行政迎絡協沼会近畿プロック ・大阪府主s築部指導

. l ' . I ! 防災強度係)

気，



火 災 保 険 料 率 規 定 に つ い て

建築家が建物をmて られるとき，

建築基準法や消防法の乙とは熟知し

ておられるが，火災保険の料率規定

となると知 らない人が存外多い。

と乙ろが建物ができ上 っていざ保険

をつける場合ちょっとした乙とで高

い保険料を払わされる場合がある。

それならはじめから 判 っていたらそ

うするのにといっても，でき 上 って

しまったものを改造するのは なかな

か大変だ。 みすみす高い保険料も我

慢するという乙 4こになる。乙れは考

えようによっては施主に対する建築

家の不親切ともいえる。建築家は火

災保険の料率規定も知っていて同じ

手間やj J j 用ならなるべく安い保険料

ですむよう設計するのが親切であろ

。

・
つ

乙乙 lζ 建築基準法と料率規定およ

び消防法 と火災保険にわけで，その

差異点をのべてみる。

1  .  建築基準法 と料率規定

同じ防災という目的の建築基準法

と火災保険の料率規定とはし、ろいろ

な相互関係のもとに発達してきたが

両者の規定は必ずしも一致していな

い。一般論的 lζ いえば，真理 lζ 二つ

はないはずであるから ，rnr. 防火的

または耐火構造とはどんなものであ

るかについては，ひとつの結論が1[¥

なければならぬ。物の防火性とか耐

火性とかは物の自然科学的性質のひ

とつであり，乙れは一応社会の基礎

条件たる生産力や生産関係とは無関

係のものである。火災保険の どとさ

資木主義経済機構内の営業上の規定

ら建築行政という幾分社会政策的

な法制の規定もくい逃いがあってよ

中 キサ

いというものではなし、。しかし乙の

両規定の聞に現実的な矛盾があるの

は同じ目的のもと に生まれたもので

も，いったん発生するとそれぞれの

条件により自己発展する から であっ

てτ 乙れは調整せねばならぬ問題で

ある。

基準法と料率告ーとのくい巡いの筒

所は全部で52 ヵ所ほどあり，乙れを

分類してみると次のどと くであ

る。

1. 蕊準法では詳細な規定があるが

料率磐では不十分なもの- ・…・ 7

2 .  ; 1 i l ; 準法ではー率であるが料事警

では細分されているもの・0 ・・…・・ 8

3.  基準法・11:. 1立記載されているが料

I f i N- には明記なきもの・・・ ・・・ 9  

4  基準法よりさらに詳細な規定が

料率告にはあるもの・ ・ …  11 

5 .  蔀慾法より料率暫の方が厳格な

もの・ ・・・・・ ・・...".・・・・・・・ ー・・・・・・・・・・・・・・ 10

6 .  基準法より料率舎の方が究大な

もの・ ・ー・・ …・一. . . ...... ... . 5  

7  元来料率書は基準法 lζ 一致して

いたが，のち改正により相ｾを来

たしたもの ・・ ・・・ ・・・・・ ・・・ ・・・・・ 2

くい巡いの主な点を述べるとつぎの

どとくである。

1. 鉄骨・コンクリート造またはモル

タノレ壁の壁体

基準法ーでは両市の厚さが 3 セン

チ以上の場合は耐火構造と 認めて

いるが，火災保険においては乙の

杭造は 2 級であり耐火構造とに認

めていない。かつ蕊準法で両面の

塗j写を規定している乙とは内部か

らの出火一自火に対しても考慮が

払われている ζ とを示している

が. 料率蓄には内面 lζ 関する規定

はない。

諸問

2  事T h筋コンクリ ート 造， t31瓦造，

石造の壁体

基準法では壁厚については防火

上はなんら規定がないが， しかし

構造強度の上から延面松 20m

2

以

上の建築物で- はつぎのどとく定め

られている。

堕長 5 米造 ll.l1長10米迄

階数 2 以上 30センチ 40センチ

階数 1 20 30 

ゆえに20センチ未満の煉瓦造壁休

というものは延面積20m

2

以上の建

築物 fr . は存在しないはずである。

火災保険では監厚により特級， 1  

級 A， 1 級 2 級と 4 階級に分け

ている。

3 .  欽網コンク リート ， ｾＩ［網モノレタ

J レの屋根

基準法では欽網コンクリー トと

モルタ J レの} 壱恨は塗厚 3 センチ以

上のものを耐火構造と認めている

が含火災保険においては，鉄網コ

ンクリ ート で鉄' 1 " ] がコンクリ ー卜

で耐火的 1r . 被被されている場合の

みを耐火構造と認めている。

4 .  土蔵造

基準法では一律に防火造とみて

いるが，料率容では関口部に規定

の防火戸があり， ｾ重厚が Ｑ Ｕ セ ン チ

以上あり，かつ木骨・外側の塗土厚

が 9 センチ以上 あれば 1 i級該当と

し て ある。ｾ重厚が ＱＵ センチ未満

3 .5センチ以上であれば 3 級， 3 .5  

センチ未満の場合は 4 級となる。

5 .  土塗tl 壁

基準法では裏返塗をしたものは

防火構造と認めているが，料率

では 4 級に落ちている。乙 れまた

基準法では内部からの出火を考え
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ている。 な くてはならぬと規定しているが 水源とともに耐火造建物延 500m
2

，

6.  鉄製防火戸 料率替では甲種防火戸の場合は不 木造建物延300m
2

につき 1個J とな

防火戸IC関しては基準法では， 燃材料で織成し，乙丙の場合は不 っている。 ζ れに対して火災保険

甲，乙二種に分けているが，料寧 燃材料で構成または被覆せねばな の防火設備規定では，筒先圧力消

普ーでは甲，乙，丙，丁の四積 l己分 らぬ ζ とに な っている。 火栓では 2. 5 キロ以上，可搬動力

けてい る。 9.  防火壁の突出 ポンプでは制限な し，放水量消火

基準法では骨組を鉄製とし両面 基準法では屋根面および外壁と 栓ならば 900 リット J レ，可搬動力

にそれぞれ 0.5 ミリ以上の鉄板を も50センチ以上突出していな くて ポンプなら 1. 800 リット J レである

張ったものは甲車E防火戸とみてい はならぬ乙とに な っているが，料 ( 消防法は 132 リット J レ. ただし

るが，料率mでは; 両面の鉄板は欽 E字詰ーでは屋綴面45センチ，外壁30 これは一日放水)

製の骨組へ鋲綴または熔接したも センチ以上となっている。 7]<板、は消火栓で90分分，可搬動

ので，その心部に石綿または岩綿 基準法では ｉｾ￭ 火壁の中心線から ) J  ポンプで40分分と規定されてい

を充填したものは甲穫とするが， 距離 1.8 メー トル以内にある外壁 る( 消防法では 10分分) 配置も規

乙の充i貨のないものは乙種と なっ および軒哀または屋線下地が防火 準が異なっている。

ている。また基準法では鉄製で鉄 構造で，かつ乙れ らの部分κ 開口
2.  スフ。リンクラー

板の厚さが 1. 5 ミリ以上のものは 部がない場合 ｬζ おいては，ｾ出は 消防法では「放射圧力 5 ポンド

甲種， 1. 5 ミリ未満のものは乙種 10センチでよい乙とになってい 以上，放射: i i l : 毎分 12ガロン以上の

となっているが料率書では鉄板の る。料率蓄では乙の場合は防火皇室 もの 10m
2

につき 1個以上」 と 規

厚さ 1.5 ミリ以上の捲上戸のみを と認められない ζ とに なる。 定されているが，火災保険ではも

甲車Eとし他は乙種としている。
基準法では，防火壁より 3. 6 メ

っと詳細 lζ 厳格に規定している。

7.  木骨鉄板張防火戸 ートル以上外壁および屋板が耐火
3.  消火器

基準法では骨組が防火木材で鍛え 構造で，乙の部分に関口がないか
消火器は国家消防庁で検定して

板が両面張の場合乙種防火戸と もしくは防火戸，または防火木材
いるが，火災保険では損害保険料

しているが，料率書では特殊な構 製網入ガ ラス入りのはめ殺し戸が
率算定会でさらに厳格な試験をし

造のほかは乙種と認めていない。 設けられてある場合には突出の喜E
て優良なも のを認定している。料

そして防火木材であっても普通の がないと規定されているが，料率
率の割引は算定会認定品でなけれ

木材で あっても，また鉄板が両面 書ーでは外壁が特級， 1 級 A，1 級
ば認めない。

張であっても片面張りであっても ( 土蔵造を除く) の場合および屋
4.  建築物の防火設備

( J ¥- 面張りの場合は外側 lζ 張ると 根が耐火構造の場合は尖 11'，の要が
消防法では煙突，ストー ブ. か

と) 丙種防火戸と している。料i { -'¥ ないとされている。
まど，乾燥炉( 器) ，こんろ，ア

書で乙穏とみている特殊な場合と
イロン，火鉢，熔接作業，ガス.

は心部 2 枚以上の木の重ね板( 板
ｩￜｉ 類の容器，残火，喫煙 ｾ，Ｎ｜ Ｚ P. J! _.  ＧｾｇＺ＠

は実矧としその継目が直戸! となる 2.  消防法と火災保険
気器具について詳細に防火上の花

ょう釘打としたもの) でその厚さ
火災保険においては規定によって

f ( を規定している。

が 3 センチ以上のものを両国を回
設備された消火設備された消火設備

5.  危険物管理

続して厚さ 0.5 ミリ以上の鉄板を
lζ 対しては料率の割引をしている。

消防法でははじめの危険物保安

張りつけたものだけである。乙の
乙れが消防法による消防当局の指導

条例で詳純! に規定しているが，火

構造は基準法では乙穫のなかK は
とくし 、巡っ ている場合がある。乙れ

災保険においてもその危険に応じ

列挙されていないが，建設大臣が
また原則的には一致していた方がよ

て料率をきめているが. 分類方法

国家消防長官の意見を聞いて同等
いと恩われる。現在くい巡っ ている

およびその数日は相違している。

以上の防火性能を有すると認めて
主な点を示すとつぎのどとくであ

指定すれば防火戸と認める乙とに
る。

な っているから，乙れは乙極防火
1.  消火栓，可搬動力ポン プ

以上のどとく多くの相違点があるの

戸と認めるべきであろう。
消防i弘ーによれば 「ポンプその他

で，建築設計されるときは十分注芯

8.  防火戸を取付ける関口部の枠 の移動放水可能の機器具で，筒先

していただきたい。また呉倒 的 こ疑

基準法では鉄骨鉄板張り，欽 圧力25ポンド以上，毎分35ガロン
問のある方は荘、のと乙ろ へ問合せら

製，鉄と網入ガラス製のもののみ 以上を1i j ( 水するものは，それに要

れた い。

粋は不燃材料 または防火木材で する 10分間以上の放水量を有する Ｈ ｾ ｦ￮ 者矧 留保険料率 算 定会大阪Ａ ｉｬ 務ｩｙｲ足Ｉ
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建 築 基 準 法 ・ 同 施 行 令 等 に 関 し て

内 容

法 文 の む っ か し
さ....

-・・・・・・・空 地 つ て

パ ー キ ン グ ス ペ ー ス に つ い て・・・・・・・・・・ ・・・・

・・ ・ … … ・ ・ ・ 建 物 と 消 防 に つ い て

簡 易 耐 火 建 築 物 に つ い て ・ ・

… … 地 下 の 居 室 ・ 地 下 街 に つ い て

設 備 関 係 ・…・

- … … 違 反 建 築 の 問 題

確認審査を早くしてもらいたい ・

・・ ク ー リ ン グ タ ワ ー の 問 題

基準による統一と地方色について・ .. .

… … … … ・・・設計 と 確 認 の 問 題 に つ い て

基準中のアンバランスについて… ・

…...・ H ・. . 新し い 構 造 と 審 議 会 に つ い て

学会の規準との関係について… … … . . . ・ H ・..

・・ ・・・・・・図面および計算書の保管について

矯 造 計 算 に つ い て ・・・

.... 避 難 施 設 に つ い て

定 期 検 査 に つ い て…・ ・… …・・

… ・ ・ 都 市 計 画 関 係 に つ い て
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塚本 今回m誌lJ;司Ml 、がノミ II J に改正. されましたが，ま ですか。

だまだ多符多織の問題点を合んでいると思います。乙れ

らを本; 直に述べていただくため，あえて役所の方々には

ごilibぷ願うことにして. 持政) J にお集まり l伺ったわけで

す。司会は壬［［Ｑ先生 司 ￮ ｊ［ ｬｩ 先 生および ｉｮｬｾ Ｑ 先生にお願い

して，乙の ＡＧ ｉ ｾ 淡会を 進 めていただきたいと 作 じ￡ す。

| 法 文 の む つ か し さ

宝置 それではご指名によりまして司会をさせていた

だきます。昭和2S{ドにアメ リカの Il j 傾ドにn ; 叩= 決がつく

られ，その後，少しずつの改正はありましたが. 今回待

望 の大改正が され ました。ととろがフタをあ けてみると

予期 していたものができたかと、うか，い ろんな方 のお話

を聞いてみると，ど不満も多いようです。一つざっくば

らんに皆株のお話をうかがっていきたいと思います。私

が乙の改正をみせてもらったと乙ろ. 条文の文句の難か

しいのにおそれいりました。何が高いであるのかさっ 11

りわかりかねるといったと乙ろです。同民に ζ のi1:1ドを

守ってもらうために占いたのか，条火; を作成する ¥f. i.t 技

術(' i ' が i'I 分の組l沫で 」i いたのかわから ないのでーす。 ζ れ

を守れ というのは 1!t t }'Jl な 話です。その}，¥i" 駒さんと‘ う

と き H日和35年 4 }:j 2811 Ｈ木Ｉ午後 Ｒ ＱＱｾｪ Ｍ Ｕ ＱＱｾｩ ＵＰ 分

ところ 近畿建築会館 41結集会室

出席者 ( /1貨不問 ・敬称略)

司 会( 計画) 玉置豊次郎 ( 大阪工大教綬)

11 ( 締法) 鷲 尾 健三 ( 阪大教綬)

11 ( 投{柑) 田中良太郎 (di 大教綬)

(構逃) 宮秋 利厚 (口鶴設計℃必K K政Jt 部1 D

(  11 ) 長田 正 雄 (K K大阪処制協所胞築，W反)

(  11 ) 平固 定男 (平問建築UIl 治研究所所良)

(  11 ) 陶浪 貞彦 Ｈ消水 陸 投 ｋｋ 大阪支 Ｑ ，ｊｦｪ ＮｬＡｾ ， ｗ 艮Ｉ

( グ} 竹村 吉高 (K K大林組汲Jt 部都二課)

(  11 ) 石田 正 ( 竹中工E革路設計部情造第 2.課長)

(  11 ) 枝、代 仁朗 (事11大助教授)

( 計画} 駒 敬 三 (駒建築lJi J' 置所所長)

(  11 ) 小林 得 志 ( 小林j (l志m築事務所所長)

(  11 ) 井上 龍雄 (K K竹中工務l占設計部長代郡)

(  11 ) 中村銀之助 ( 大成砲般投K K大阪支h! i計係長)

(設備) 宮古志乃武 (日犯般計工あK K設計部長)

(  11 ) 石黒 次郎 (K K竹中工あ庖設備部長)

(  11 ) 東出 道 明 ( 高砂熱学工業K K)

編集側 塚本 猛 次 (自主E設計工? 6K K常泌取締役)
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駒 もっと誰が読んでも ，すぐわかるよう K 平易な

占きブJ をしてほしいと思います。字イリをどう 解釈して よ

いのかわから ないですね。

玉置 111，f .tさん‘ 簡劫耐火建築物の項はどう なんです

か。

中村 そうですね。法令の解釈は非常にむつかし くて

わかりにくいですが，解説書は ある程度わか るのではな

いでしょうか。法文 n体を解説者:のよ うに図表化す ると

かグ ラフにするとかいった方法もあると思います。

玉置 解説はお役所でやったんでしょう。

中村 乙の解説警は担当. ( 5 ' の私的立見であって， 乙ま

かいと ζ ろには条文解釈に奨った点があるかも %Jれな い

と古いであるんですが，そう な るとますますわから な く

な ります。

玉置 問題に な ったとき，法文の解釈は裁 判官が決定

するもので. 行政官のするものではないのですから，い

くら解説書ができても . それが全知全能だというわけに

はいかないと思います。乙の基準法は民法や刑法にくら

べると . 比較にならないくらいむつかしい。もっと平易

に 九 いてもらわなくてはね。いま町には ｪｾ 反往築がはん

らんしていますがー これは法11tがむつかしすぎるからだ

と夜、は思うんですが。

井上 %は平l、， この 前，ｾ ｲ Ｈ， 品」 ｩ を十九 市 した処 ， 没 ｴ￬ の技

ＧｊＧＺＧが説 ｊｙ ｊ する ｊ ｎ ｴ ｩｬｾ ｬ 会に 出席 したのです が ， 解説古Ｚ を 己 ｩ い

た人 i'I ，J ; ，J - も; 1 : 文がむつかしくてわから ないといっている

のを聞 きました。ところが法文というのは解釈のしよう

によっては . ζ うもとれる . ああもとれるという書き方

をしているのではないですか。

駒 そういうむつかしさだけではないのじゃないで

すか。結局役所へ行ってどうですかと聞かなければ答が

出ないのが多いのではないでしょうか。

玉 置 私がね ， 筒劫耐 火 ｾ築物の床や附段を 何 でやっ

たらよいかを表 lζ しようと したのですが， 1 11年間 もかか

りしかも結局そのぷl沫がわかりませんでした。、徹底的に

ti  き答えてもらわな くては ダ メだと 思います。まあいろ

んな問題を次々に出していただきたいと思います。

空 地 に つ い て

玉置 空地の問題 は 乙 ん ど 少 し 緩 和 さ れたようです

カf。

駒 事実は緩和されていないといってもいいと思い

ます。一番大きな問題は非防地核で 30m

2

引くという乙

と，乙れがなんとかならなし、かということなんですが。

ζ れは実際にはなかなかむつかしいだろうという役所の



品

'  

.n見なんです。 ζ の問題は大阪市内に )1:1的地減がたくさ

ん存在するのに| 問題があると私は疋l っています。乙の怠

味で大阪市の市役所が地域指定の方で 30m
2

の絞和を考

えていかなければ建築規権訟の上での緩和という乙とは

むつかしいだろうと思います。

井上 早〈乙の指定| 烹域をきめてもらいたいですね。

駒 それはなかなかひまがいるようです。

玉置 むしろ 30m
2

引く乙とをやめてもらったらいい

んじゃないですか。

駒 それは希望しているのですか，どうも学者がJ!l!.

煙、論lζ 走りすぎる感でどうもむつかしいのですよ。

玉置 法作というものは，守りやすいものをザーっても

らわねば，守りにくいものを作ったって，それは罪人に

追い込むだけです。守りにくいものはあっきりひっこめ

たらいいんですよ。

駒 空地の問題で，もう一つ進めてゆきたいのです

が. 商業地域で防火地域の耐火構造では空地の緩和がな

いというのに対して，非防地域の耐火構造では空地がい

るというのはおかしい。防火的見地からすれば. 耐火椛

造であれば非防地域でも空地の緩和が相当あってもいい

のではないかと思うのですが，簡易耐火構造についても

いくらかの緩和がほしいと思います。

玉置 木造などの場合では明築で空地がどんどん少な

くなっ てゆくのに耐火構造ではそのような ζ とはまず少

ない。したがっ て木造の方が逃反が多いわけで，耐火椛

造ではそういった途反か少ない。

駒 木造では最初から巡反をしているが，耐火位築

では検資があるから途反ができないですよ。

パ ー キ ン グ ス ペ ー ス に つ い て

玉置 乙の空 ｩ 也の問題 ｬζ 関ｾして乙んと‘パーキングス

ペースが問題なのですが，実際にやっておられる方はど

うお考えですか。

井上 われわれがヒルを設JI するとき，パーキングス

ペースをどう扱かうかという乙とが一番問題なのです

が，乙の蕊準l乙は1i(fi とした規定がないわけで，現在では

勧告だけです。将来取の数もふえる乙とですから，はっ

きりとした必慌をきめてもらった万がよいと思います。

駒 J . I 羽〈ではありますが，大阪ではぎだありま せ

ん。いま作りつつあるという状態でしょう。

井上 われわれは東京のを参考にして設. i l しています

が，パーキングスペースをとると ili の Ii'，入りのため歩道

を市道できり込まなければならないのですが. 切り込む

場合市の道路諜ではなかなかそれを許可しなし 、。乙の

ような矛盾が多々あるのです。

駒 iJ、m委日会でも 2 1，下問ぐらいパーキングの問題

を絞ったが，結局きちっとしたものは出てきませんでし

fこ。

玉置 役所同志の五li 絡を笹川乙してもらって，変な矛盾

をなくしてもらいたいですね。

建 築 と 消 防 に つ い て

鷲尾 必絡がよすきて困るのは消防じゃないですか。

消防局にプランをいじられてというような乙とがあるん

でしょう。

駒 法の改正のとき lζ 消防局lζ 問芯を求めるのをや

めてもらってはという案が出たらしいのですが，それも

消されたらしいですね。というのは消防の勢いがつよい

のですよ。

鷲尾 おかしな話ですね。消防というのは家が燃える

からあるので. ｉｾｈ 帯事業みたいなものでしょう。それが

主人顔するのはおかしいですね。

井上 消防の方にも消防法ではっきりきめであればよ

いが. 消防局の内規で一般に発友しないものがあって.

その内規で押しつけてくるのが多いのですよ。もっとは

っきりしていただいて消防署へ行かなくてもわかるよう

2基準を発点してほしい。

田中 9J l 設行の rt でね. 消防の問題は基準法でやらね

ばならぬという説と，消防の方は9 J l 築関係のJ引ζ はわか

らぬといわれて，なるほどという説とに分かれていたの

ですが，結局 ｪｦｾｉｖ￭ の方の芯見 ｬ こ負けたわけですよ。

駒 ＹＱｾ 諜口と消防とは街接 ｬζ いっていないです

ね。

田中 一つは建築家の方で消防の研究が足りないので

す。

簡 易 耐 火 建 築 物 に つ い て

玉置 乙んどの改正のうちで大きなものに簡易耐火池

築物というのができたのですが， ζ れに対するど! 必惣は

どうですか。

駒 木造と耐火構造との中間的なものとして， ζ れ

はあってもよいのじゃないかと思います。しかしもっと

すっきりしたもので‘ あっ てほしいですね。

鷲尾 ｬ り ｪ 火関係のものは家の 一 軒 ー 粁がＱＮＨｾだという

ものでなく，もっと都市全体の角度からみて，少しでも

燃えにくいものを早く作ってほしいですね。作りやすく

て防火性能のよいものを作って， lifl 市を不燃化する方向
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へ行ってほし L、です。

地 下 の 居 室 ・ 地 下 街 に つ い て ，

玉置 つぎに，乙んどの改 11，:で， J也下室の保光が人工

限切j だけでよいととになった。 ζ れは設計の上で大いに

助かるのではないですか。しかし，乙れも換気の問題が

からんでくるのでよっぽどしっかり換気をしてもらわな

いと弊害が起るでしょうね。… 一 乙んど大巾に認められ

た地下道の乙とも関連してくるでしょう。

田中 的: か! こ乙れには換気の問題がぬけてますね。ど

うしてでしょうかね。

井上 ζ れには複雑な問題があると思うのです。換気

設備をしなくてはならないとわかっていても，それなら

排気筒をど乙に; J j すかという問題ですね。勢い道路の下

にできたものは道路に; 1 : ¥なくてはしょうがないのです

が，そうすると，道路課， 1当察|まl係の問題になって許司

しでも与えない。するとど乙へも 11¥しょうがない。それ

なら n然にある程度のにとでこまかさねばならなくなっ

てしまいます。

鷲尾 すると乙れもやっぱり建築と他の欧関の述絡の

問題になりますね。

駒 採光K ついて地下だけでなく，上郎も問題なの

ですが，どうしても採光面積がとれないとなると，結局

内部間仕切をごまかさねばならぬという問題が相当ある

と思うのです。私はもう天然の保光でなく人工的な採光

でよい11寺代がきてるんじゃないかと思いますがね。

井上 法規改正で私は乙の採光の問題を一番期待して

いたのです。竣工のl殺は間仕切りなしで， 1/ 10をとって

おいて，その後，間仕切をしてしまうなんて抜け道がと

られるような法行対立ダメですよ。

玉置 j也F街の問題へ行きo l ' しょう。地下街でど乙か

の人が換気をすると，ゃったところへ巧ーない笠公がみん

な待ってきて，ゃった人がかえって拡iをするという乙と

になるのですよ。乙ういう乙と乙そぶ当( ( . 規則で平等に

いくようにきめてもらわないと困ります。だから光の方

よりもむしろ換気の方をしっかりやってもらわなくては

と.mうのですが司田中さんどうですか。
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田中 乙の換気の問題はいま衛生て業協会で換気の規

絡を作っているのですよ。と乙ろが換気の』去年というの

は非常にきめにくい問題です。換気は第一段階は術生

上、次lに乙文化のj進佐股にともなつて不↑ 愉命快でない状1態返を作

る換5タ気F己‘ が変

をひいたらよいか，はなはだ困難です。換気の問題とい

うのは，生存 lこ必2f なM低限度を法規でおさえるだけで

はうまくいかないのです。だから今の衛生工業協会のや

っているような規絡というもので進めていきたいと思い

ます。ささほどの地下街の乙とですが，現在の地下鉄の

換気をなんとかしないと，地下街で換気を一生j懸命やっ

ても . みなそっちの方でくわれるのではダメですから ，

もっと線本的! こ- 0 える必要があります。

長田 ちょうどいま私どもの事務所で栴囚の地下街の

，n闘をしていますが，条文に具体的な規定がないので図

っています。具体的な換気の基準を作ってもらったら ，

最初からJ l " i i ! i iするときにそれにあわせてできて一応はっ

きりしたすじの通ったもの f(. なると恩うのですがね。

田中 やはり換気についてですが，とくにエア ・コン

ディショニングをやった部屋は春秋の中悶 Ｉｾｊ の換気がど

うしてもうまくいかない例が多いようです。

井上 むしろ設備ができていても管理が惑いのではな

いですか。 AI I yeor 剛 nd のつもりで設，，'1したら中閥均1

には換気の足らなくなる乙とも起りますね。

設 備 関 係

玉置 乙んどは住築物のなかに設備が含くまれる乙と

になりましたから，設備関係の問題をどうぞ。

田中 さきほとの採光の乙となのですが，大阪市の未

聞i 沼，!? 類の少なくとも 8096は採光の問題でひっかかって

いるのです。採光l回以の緩和 lζ よって，乙の未官YCJ ，t!.の巾

;18j ，l i 獄はずい分以るでしょうね。

駒 それには空地比の問題もあるのではないです

か。

田中 採光という定義はすでに変っているのですか。

駒 111I，( { でなく光という乙とですね。兵庫)11では 11

照という乙とをやかましくいうのですが，大阪はそうで
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もないですね。

田中 どうも探光の問題にも守あいまいな点があるか

ら逃反対1築も多くなるという乙とでしょうね。

中村 機械換気でよいというのに保光のプJ では人工照

明では一応ダメだという乙とになっているが，同じfE気

で ｾｖｊ くものを ｮ ・方は信用して ｮ ブ ｊ で ｈｃ［ 川しないという

のでは矛刑したものではないですか。もう・つセットパ

ックの規定ですが，乙れは道路の採光規定だと思うので

すが・・・ … 乙れと居室 ｬζ 対するｾ物の Ｑｾ 光規定と大変数ｦｴＯｉＺ

がちがいますが。

井上 セットパックの問題は建物の繊の道路を歩く人

々に与える精神的なものもあるでしょう。

中 村 採光だけと考えると，ｾ物の ｉ 号室に対する採光

制限と前面の道路Ie対する fljl ! l 浪とは巡っていますね。採

光f1j IJ限の方が少なくてよいと思います。機械設備の方で

換気設備を認めているのですから，もう府主の明るさの

方も機械照明でよい時代ではないでしょうか。

田中 採光という言葉があいまいなわけでしょう。

中村 住宅地域の衛生上の採光と . 商業地域の最小限

lζ 近い採光とを; 1 I IJ 然と分けないと矛盾ーがあるように恩い

ます。

富吉 屯気がとまったときは換気も機械換気ではとま

った状態が続くのですから，常時DJ くものでなくてはな

らぬという考えで進むと予備発電機などの設備が要る

という乙と! L なりますね。

玉置 田中先生，採光という乙とは太陽光線を必要と

するのですか，それとも明るかったらよいというのでし

ょうか。

田中 それは学問的 ICははっきりいえないのです。文

化の問題ではないでしょうか。もう衛生的な意味だけで

考えないで，照度とスペクト J レだけでいったらいいのじ

ゃないですか。

井上 現在では，窓がありながらブラインドをおろし

て屯気照明で仕事をする方が能不はいいらしいてーすね。

田中 照明に|犯しては太陽光線の術ft" 戸( ( J な; 立味は自

に対する問題だけです。

駒 結局，円照と採光を別 lζ 吸えばよいわけでしょ

つ。

違 反 建 築 の 問 題

平田 ささほどの' l ) ; 1 J 1 T . 問題に関述しているのですが，

建築法不法にｪｦｩＵ反して空地を残さずにｾ物を述てている

幼令. 民fl 、の所( i fii の方が優先して，裁判をしてもその

家を取り乙わせないという ζ とをI l fl いたのですが，乙う

いうことは認められているのでしょうか。

駒 ただ裁判所において口 木の国怖から取り乙わす

という乙とは酌だから，基準法はあくまでも認めるけれ

ども. あまりかわいそうな乙とはできないという乙と な

んですね。

平田 乙の ｢ｾ 準法で無法な建物をも取り乙わせないの

は困ります。

玉置 結局監督が足らないということですね。

確 認 審 査 を皐くしてもらいたい

玉置 乙んどは確認rti 1. ;'1の手数料が値上りしました。

ζ れに比例して' {H'J iの審査を早くして くれと要求するの

は当然の権利だと思いますが，乙れは建築協会あたりか

らも，乙の乙とをお願いレたらどうですか。

駒 一部の人がそういう嘆殿書を出す準備をしてい

ます。とれはぜひ悠築協会も動いてほしいものです。こ

のfIIJ，書類の寝査が半年もかかるというのがありまし

Tこ。

井上 という乙とはですね。今度設備が建築物 tc含ま

れるという乙とになったため. 設備係というのができ

て. ζ 乙でも審査をしますので. 実 lζ 長くかかるわけで

す。ですから確認をうけずに着工するというのがほとん

どの現状です。

駒 いや， ζ れはむしろ構造計算の商にあるようで

す。だから役所では構造;; 1・} ; ! : 関係の人をふ予すように要

請したいですね。

田中 基準法の怠味がよくわからないのですよ。述条

t というものを作っておいて，それを信用しないのです

からね。乙んなととは五. 1 l 築士 lζ まかしてしまって，あと

は取締りばかりをやっていてもよいように思いますが。
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駒 建築士のいう乙とを建築主がなかなかきいてく

れない時代ですから，全部まかされても，また建築士向

J
rも困ってしまうのではないかな。

鷲尾 結局，われわれ建築関係のものが，もっと一般

の人に理解してもらうよう K 働きかけねばならんのでし

ょっ。

駒 われわれがみなで 1' 1 t 的にそういう方向に動か

ねばならない時代がきていると思います。しかしー郊の

者が出しゃばるとたたかれてしまいます。

鷲尾 施主lζ むりをいわれて. 何とかならないかと

そのとばっちりが大学などの方にくる乙とがよくありま

す。建築上の方が向分でしっかりそれをうけとめていた

だかないと ‘ とんでもない方へまわってきます。それを

どまかして強引にやるという将が結局うける乙とになる

のでしょうか。逃げるのでなく . なんとかみんなで押し

返さねばダメですよ。

駒 大きな建設業者ーではそういう乙とはないですが

小さいと ζ ろでは多いようです。建設業関係の方はもっ

としっかりしてもらいたいと恩います。

田中 もう一つ. 乙れは本質論になるかも知れません

が. 基準法は建てるまでの立任で，あとはほったらかし

では・・・・その責任の範聞に問題があるようですね。

駒 とんどから特殊池築物では維持符殉を報告しな

くてはならなくなりましたよ。

玉置 つぎに地下水を汲んではいけないという条例に

関してですが. 地下1]<を汲んでいけなければ司どうして

もクーリングタワーを屋上にあげねばなりませんが. そ

の場代. 屋上' 失出物の面干i'l に対する緩和が「ドなわないと

どうしても設計ができないのではないでしょうか。

宮古 いままでの 1/8の;lilJ 限では，エレベーターシャ

フト lこ若干の機械需をとっただけでー とてもクーリング

タワーのスペースが足りません。必i変だと判定されたも

のは. たとえ 1/8を超過してもよいというように改めて

ほしいですね。とくにサク ;) j : の然 lト. されたような j 山lヌで

はその必袈を感じます。
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つぎに敷地が大きくてそれ一杯に建物を建てなかった

境合，その敷地に建築できる建築面積の 1/8の椛展は許

されていいのではないでしょうか。今後駐車スペースな

どを大きく取った場会， ζ の問題は大きなネックとなる

ような気がいたします。

井上 乙の問題は 1/ 8 を広げるか 12 mをのばすかしな

いと新しい設備を要求されたビ、ノレは91てられなくなり

ｾ築の進歩を阻Ｚ与されます。

田中 乙れが設備を主要視するためなら結構ですが.

主として耐用年限の問題で司建築物と設備を一緒にされ

ると非常に困ると間L ‘ ております。設備が全部建築物だ

というのではまずいですよ。

中村 クーリングタワーの諾は，高さ制限があるから

11 ' ，てくる問題でしょう。 31m の高度制限がなければ問題

ないのです。地下は無制限なんですが，実際には地下を

深くする乙とは困難でしょう。地下には な くて地上にだ

け制限があるというのもおかしな話です。

鷲尾 いや，地震の函から考えれば地下へ延びる方が

楽なんですよ。とにかく. クーリングタワーが必1 . l ! ! こな

ってきたし. それをやらねばならないのに片方では制限

しているという乙とで，やっぱり現状l乙よく合うように

改正してもらわなくてはという乙とですか。

基準による統一と地方色について

玉置 乙の基準法が. 日本全国でただ一つのものであ

るというのは行総レことなんですがねえ。アメリカでは

それぞれの州や市でi l ; 作が異なるので. 非常' にやや乙し

いらしいです。 [ I ，f : でも設備などの商では地方によって

少しずつ巡うのでしょう。

駒 ｩＧＱＢ 化 ａＱＱ などだいぶ ｩ 主いますね。少なくとも ［ｾｕ 仮

神ぐらいは互いに述絡して統一しでもるいたいですね。

富吉 そうですね。府県によって人口算定の1 & 准が巡

ったり，構造( 予備i Pil ! ! J 桝と沈澱椛の配置) が巡ったり

するというのはおかしいですね。流入するものも処理す

るものも，流11' ，するものも同じで， ｾｾ面松も閉じもの

で，人口がj ! J i うというのはおかしいと思います。工業標

准の案もできたようなので，早く統ーしてもらいたいも
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のです。

鷲尾 1'Yi 造関係では2月に 1皮ぐらい述絡会をしている

そうですが。

駒 1m造だけでな しに他でも述絡協議会があるらし

いです。

鷲尾 j也ブJ によっ て解釈とか取扱いがちがうし， それ

に学会の: ' 1 1 " : 1 ，7 ‘ 規準がからんできて，まちまちだというの

は困りますね。

玉置 とんどの改正で地方が思い思いの条例を作って

もよい部分が大部ありますね。 ｴ Ａｩの ｌｉ ＮＴｾの町は 各々 地方

色があったんだが，いまは全然 な くな ってしまったの

で，面白 味がな くなり ました。乙んどは少しだけ地方地

方での巡いがあるのですが，あまり近いと乙ろで変られ

るのは困るから，近鎌一円ぐらいで統ーしたものにして

ほしいです。

一 一構 造 関 係一 一

設 計 と 確 認 の 問 題 に つ い て

• •• 
1

 

鷲尾 それではそろそろ構造関係の，f ，l i ! こ人ってもらい

主しょうか。

宮秋 構造の問題ですが， r!l ，ll 'jのf J ! 物が1J ; 準法の定め

ている 'J ｾ項に抗触するか否かを止 ｬｬｾｬＺ Ｂ Ｇｆ が餓泌するとい

う¥L脇でやってほしいですね。どちらが t没，n" fi" かわから

ないような' } f 求をされる坊のなどもありますが. 確認と

いうな味で. もっと簡単な処刊をしていただきたい。平

たくいえばもっと建築上を伝則してもらえないかという

乙とですね。

鷲尾 乙れはｾ築士法にも深く関係してきますね。

宮秋 非常に細かいと乙ろまで立人られると， 1I 由な

設計ができ な くなります。筒t j 1" なWiむほどうるさく尖っ

込んで乙られる乙とが多いのです。これは位築主 'Fの方

にもよくわかるからかも知れませんが. 地) J ! ζ はとくに

こういう乙とがあります。

鷲尾 しかし今の構造の試験で一級住築士lこなれるん

だから，どうかと思います。

駒 健かにそういうと乙ろも問題があるわけです

ね。

宮秋 建築主事というのは，指導して詳可する立場な

のか設計必の出したものを確認する立場なのか，どちら

なんて' しょう。

駒 確認する立場ですね。

宮秋 そうすると法律lζ 抵触するか否かをチ ェックす

るだけでいいんじゃないですか。

鷲尾 器準法に関しでもっと他にあるんじゃないです

か。

長田 蕊!1. L(去にはまだまたあいまいな点が多いようで

す。 J H，;!: の基準としては荷豆と許容応) ] ) 支のみしかあり

ませんが，もっとほかのと乙ろも具体的にi見定していた

だくか，設計- l j -!ζ 全面的にまかせていただくか，どちら

かにはっきりしてもらいたいものと思います。9 J l 築学会

の ｾ Ｑ Ｂｴｈ 見 ｩＡｦ｜ をうまく ｩｬｩ 則すれば，ある程度乙れ ｬζ よって

トラブ J レが少なくなると思うのですが。

鷲尾 学会の規準は学問的に最高の規格なのですが，

法11¥のみ・では最低の規準をというので，そ乙にくいちが

いが山てくるんですね。

長四 千i、は'γ 会のl見i!t の主旨をくんでいただきたいと

思うのです。

平田 計算方法K いろいろあり過ぎるんですね。

鷲尾 計算ブ ｾＢ￬ ょにいろいろあるといわれますが，まだ

まだまとまったものは何 もないのじゃないですか。

基準中のアンバランスについて

鷲尾 構造のなかで基準の規定 lこアンバランスがある

ようですが。

宮秋 例えば木造の項ですが，乙れが実際に守られて

いるのでしょうか。

鷲尾 計算占。によらないで，すまそうとするからやや

乙しくなるんでしょうね。

駒 そうかと思うとこんな乙とがあります。構造計

r ，t " 占をつけ. それによって図面ができているのに，もっ

と断! 日を大きくせよといわれる乙と なんです。

平田 それは鉄筋コンクリート造りで，いっぱい鉄筋

が入っていてポント. ストレスが確保でき ないような小 さ

い断Tffi で設dl している場介がありますね。そういう点で

大きくしなさいと勧告される乙とがありました。乙の勧

告というのは大‘ ｊｾ な乙とだと思います。

駒 私の湯合はそういうのではなく 司ライトゲージ

で姶設行から法市ーがでているのですが，構造. 1 1"r / : 上は差

支えないのに，もう少しj亨みをましてくれといわれるの

です。乙れはサピなどの問題があるという乙となんです

が，それならそれでもっとはっきりした斐求を発友して

ほしいと思います。発Aもせず，計算していったものに

ついて，ああしろ. 乙うしろでは困ります。

鷲尾 ｩ 決行の場合 Ｎ 最少厚さの ＱＱｾｊ 限というのは，われ

われも検討したのですが， 品!J から最小f ' J . さをきめる な

ら，塗装などの関係もあってーちょっとすじがj主うので

はないかという戸もあったのです。乙の市111吸をするとい

う問題は軽量鉄什必築協会とかで自発的にやってい乙う

ではないかという乙とになって. 今準備中というと乙ろ
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です。 それから私が乙乙で思う のに，いままでは基準法

で計 ｦ［ｌ ｩＭＡｊ Ｚ をＡｉ￬ｾ視しすぎるのでは な いかという乙 と で

す。設計 をするときの段階で5安全だからと いうので，耐

久性 とか. j f 命とかを考えないのもどうかと思います。

計算のみをする のではな く，変化してい く泌物の保全を

考えてい きたいものです。

新 ら し い 構 造 と 審 議 会 に つ い て

鷲尾 と乙ろで新らしい技 術の問題はどう なのです

か。

平田 特殊な構造で設計 した場合，本省で審議す る乙

とになっているのですが，地方でも饗議会ができ ないも

のでしょ うか。

鷲尾 審議会を作 るに して も，その構成 メンバーの問

題がありますね。

陶 j良 大総会な らいざ匁1らず， j也) I ではメンバーの選

定がむずかしいでしょう 。

鷲尾 乙の新しい構造に対する審議会を作るという の

はいいでしょうか。

長田 そういう乙とをしてもらったら (f 炊いですね。

またそういう乙ととは別ですが，主II 築 1・'J;:と i没，; r 者と; 立

見が異なった場合，判定 して もらえるよう な中立的な険

関が地ブj にもあればよいと思います。

平田 審査がながびくのは，t . I i 準法に構造社算方法に

ついてのよりどころがなさすぎるからではないでしょう

か。基準法にないものは，建築主 'J j : の主観を入れず，設

計者のJ5え方を尊重するようにしてもらいたいですね。

学 会 の 規 準 と の 関 係 に つ い て

竹村 新 らしいJ主税法ができて，私が残念に思し、ます

のは構造の函で内容的 l乙とくに新しくなった点がない乙

とです。もう少し変るかと期待していたのですが.... 。

それから学会の計算規準と法の関連ですが. 規準は法で

はないのですから ，計算占ーの作成の場合，細かい点まで

規準の，11.t; [例 lこしばられるのは司少し困るのです。実際

の計算にはいろいろ特殊な幼合が非常に多いものですか

ら，その点 i去の純閣内で適宜判断していただきたいと

思います。

鷲尾 構造の方は大々的に変えるつもりはなかったら

しいです。もっと新らしい灼皮で 整理しなおして改正

してもらいたいですね。学会の規司[ の取倣いも i去と混同

されるのは困ります。どうですか. 石田さん. 何かおっ

しゃりたいようですが。
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石田 計算書のなかに 書いてある数値の乙と なのです

が，乙れまで，-t' fi : の方が立任を もたな くてはならんの

はどうでしょうか。そ れな ら ｩＧ ｾ 分 で計 算 する の と同じ程

度のH初日jがかかるのだから . 多く の主r類を 2. 3 人でみ

るのは飢ぷな話ですよ。

玉置 たてまえからいけば，やは りAlitおセ'JI:' よj i 任が

ありますね。

陶j良 ;nt;L過程から許作応力をみなければ結論は出な

いでしょうし. fI 任問題は別で、すが，数値的問j込いを訂

正されることもあるという ζ とは取締り上‘ 結構な こと

だと思います。

宮秋 まあ構造の確認は，最後の答えをみただけでも

できる のだという ようなと乙ろまでいってもらう のが理

想ですね。

鷲尾 大き な問迎いがあれば，罰則を適川するという

のもいい じゃ ないですか。

宮秋 ul 祭主11の立任とい うことですが，いまか りに

地震があっ て，ある建物がj珂域でも した場合， 五II 築士t. 'p:

はどの程度の立任がある ので しょう 。

玉置 そ乙で砧築学'.'F は学会のJ i.t;r規咋でチ ェック す

るのですよ。そうしたら学会の方に立任があるというわ

けです。

鷲尾 そういう際は，学会のぷ任だとしてもかまわな

いと思うのです。古いものはその当時の技術水幣ではダ

メだったが，今はそのおかげで研究が進み，乙 れほ ど進

歩しているという風になればいいのです。 fこだ点任を回

避していては進歩というも のはないと思います。

、

図面および計算書の保管について

鷲尾 それから図面とか計算書:を永久 lι 保代すべきだ

という義務はないのですか。

玉置 ないですな。

駒 府の火占: 規定では 5 年間保 (1すべきだとある

ようですが。

鷲尾 その 5 年陪間l ぐらいでlはま' その必要は実際上ない

のです。 主述E築主

筑算E主芯i@の{保深i竹Tもやつてもらわなく てはと恩います。

玉置 お互いが丘任をもっという乙とにならな くては

ダメですね。

て
つ

算計造構

鷲尾 それでは構造の方で，細かい条文や何かで是正
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を要求するものはありませんか。基準法のなかの極々の

細かし1あやまりや，木構造の規定なども，さきほどのク

ーリングタワーの問題とかいろんなものと閉じように.

今の建築の全般の技術水準に合わすように大分整湿して

もらわなくてはダメですね。

宮秋 特例がなくなったというのはどういう意味があ

るのですか。

玉置 それはね。前の構造計算の特例というのは市街

地建築物法の式でずっと計算しなれている人がいたんで

すが. 乙ういった人たちがだんだん年をとって現役から

ひいてしまったんですから，あの特例を残しておく必要

がなくなったんでしょうね。

鷲尾 それより私は，前の長期，短期の区別のない方

法は当然やめなければならんという乙とははっきりして

ますけれども，暫定的κ 残してあったので，極力早く変

えたい，やめたいという芯志はあったとみているのです

が. やっと社会的にそういう時代になり機が熟したので

撤廃したのではないですか。

宮秋 いま問題になりますのは，前のH寺代にできた建

築物の制改築の場合の計算をどうするかという乙となん

ですが，そうするといまの基準法では既設の述物ですら

もたない。それを増改築するなどとはもってのほかだと

いう答が出てくるのですよ。

鷲尾 それは必塁手法のあるなしにかかわらず，あぶな

いですよ。福井の地震の場合などでも， iii Jの日 j.t?: で行く

ともつはずだったんですが，つぶれてしまったのです。

いまの乙の基準法でもまだ足りないと乙ろがあるかもし

れません。その地震の安全率というものですが，これは

またみかけの安全率と全然巡うのですからね。安全率が

あると思つでもなかったり，建物によってE いのがいい

とともあります。

駒 案外もつのではないですか，先生。

宮秋 もつから因るのです。

鷲尾 乙の lii Jの台風でも山のかげになったと乙ろで

は，完全 lζ 飛んでしまうべきものでも飛ばずに残ってい

たりします。そうなると一般の人たちは，乙れでももっ

ているのだからいいじゃないかという風にちえます。こ

れではわれわれとしては困るのです。火災や地震でやら

れたものを復旧する場合，よく調査して当然とり乙わす

要のあるものはとり乙わすように，処理しなくてはなら

ない時代になっていると思います。

玉置 地震がゆれば，はっきりつぶれるとわかってい

る建物にも多勢の人が住んでいます。と乙ろが学者が調

査してつぶれるのだといったら ，みんながあわてて大変

迷惑するといった場合，それをいうのがよいのかどうか

が. わからないので困ります。乙の辺はむつかしい問題

ですな。

鷲尾 全然フラフラ 1(. なっているものでも残っていま

す。なぜつぶれないのか不思議ですが. 乙んなものはや

はり早く撤去すべきですね。

石田 乙まかい問題なのですが，政令の 107 条では鉄

筋コンクリート造りの柱や梁の最少巾を 25an 以上にせ

よと苦いてありますが，乙れには被覆や仕上げ材料の厚

さを含めてないように思います。小規模の建物 lζ は少し

酷だという! 蕊じがしますが， Wal l  Garder ができなくな

ります。

宮秋 墜式構造が認められているのですから， ζ れは

矛盾しますね。

鷲尾 薄いものだと熱や何かの問題も出てくるんです

ね。だから乙れを数字で表わしておくと問題処宛が楽に

なります。とにかく仕事の上での便宜も大分管えられて

いるようです。

石田 仕上げを入れると被覆が 4 a n ぐらいになるの

ですから . ある程度の耐火能力があるのではないです

か。

鷲尾 私こんど恩ったのですが，東京の方では改正を

するための研究がいろいろなされているのですが. われ

われの方では乙れがなされていない。疑問だという段階

では，もっと (rt' 聞の間へそれを持ち出して，もっともっ

と検討したらいいのではないかと思います。

石田 それから， ＸＵ ｾ 長の秘， ｩｾ 荷重のことなんですが，

大梁と柱と1 . ) ; 1礎をひっくるめて積載荷主をきめています

が，大L廷に対するものと基礎 lζ 対するものを区別する必

要ーがあるのではないでしょうか。

平田 学会の規準では区別しようという乙とでいまつ

くっています。

鷲尾 iHt! できまれば，もう i減らすととはできないで

しょう。子lやす方ならいいだろうけれども。

平田 まあ Dead l oad の占める割合が非常に多いから

いいのじゃないかと思いますが。

鷲尾 学会としては門分たちが一歩先にいっているの

だ， tikiVJ i 1 、はわしらについて改正して乙いという風な態

度もあるんです。

玉置 えt 設i ' i は構造に関するかぎり学会におんぶして

いるんではないのですか。

鷲尾 そうすると解説省というのが問題になります。

乙れは一部の人がやったものですから，その人たちだけ

の考えが押しつけられる乙とになる。それから鉄骨の話

ですが， 67条のボルト接合の緩和ですが，折f1J 絞和があ

ったのに肝心のナットがゆるむとか，ゆるまないとかい

うことをあまり考えてないような気がするんです。それ

から 68条のボ J レト穴の径の乙となど，乙れは乙のままで

いいんですか。正直にやったら大変な ζ とでしょう。

駒 鉄'Fj. は役所の方ではでき上りをみにくるだけだ

から司どんな穴があいているのかわからんわけですね。

鷲尾 ですから私は計算舎をみるひまがあったら現場
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施工をみていただし、た方がよほどよいと思うのですが。

平田 熔接の場合などそういう乙とはとくに必ｾじゃ

ないかと思います。

駒 施工省が誰かという ζ とによって大分見方も巡

ってくるんですよ。コンクリート強度のことなどもね。

鷲 尾 研究省の方からいうと基準法ではコンクリート

強度のことなどやはり J I  S の試験をしたらいいのでし

ょうが 温度の影響などでも現場とは相当注うのですが

ね。

駒 テストピースなど何にもならないですよ。

鷲 尾 結局現場でのチェックが行なわれないと芯準法

の精神は生かされないのじゃなし、かと思うんですよ。大

切な ζ とは現場をみるという乙とでしょう。

宮秋 構造のブJ はとくに法の巡' 討の{I:)i というものに

問題があるんでしょう。

避 難 施 設 に つ い て |

玉 置 大分時閣が過ぎたようですが， 乙の規定に避難

施設の項があるのですが. 乙 れ は む つ か しL、問題です

ね。設計をおやりになる際. 大変困られるような場令が

でてくるのではないかと思うのですが。

宮古 救命袋の話ですが，消防の方の裂求があって，

やれやれというのですが. これは消防の内規にあるので

すがね。乙れはもっとはっきりさせてもらいたいです

ね。
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玉置 この救命袋の準備は建築屋l乙11'1接関係のない乙

とで，建物に入る人のやるようなことまでさせられると

いうのはどう なんですかねえ。はっきり断わる乙ともで

きませんし。

駒 それをしないと許可にならないのでしょう。

富吉 私たちの業務はすべて夜、街を守っておりますの

に，設;rr 中に消防署から聞いたからたのんで乙いと，メ

ーカーがいってくる乙とがあります。慈く汚えると消防

署ーとメーカーがタイアップしているように感じられるこ

こがありますね。消防署からいわれたとなると考えねば

仕方がないという乙とになります。

玉置 これは規則が悪いのではなしに，係の人の不心

得でしょう。

駒 木造のアパートなどではよく焼け死んでいます

ね。これらはみんなｾ反建築だというのですがＮたとえ

述反していても避難施設だけはよくしておけばだいぶち

がうと思います。

定 期 検 査 に つ い て

玉置 それから今度定期検査の規定ができましたね。

これはどうなんですか。設計 ｅ 主管する ｾｉｉｊ としては。

駒 これはねえ守検査の依頼をうけたとき. どうい

う方法をとったらよいかという乙とに問題があるので

す。お若手のアラを出すわけ K もいかず，といって，いい

かげんのこともでき ないというところで，姶築士の方で

-、
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もいたしかゆしなんですね。

玉置 これはl l ; 築土の新しい仕事ですが. どうでしょ

う。さきほどの鷲尾先生のお話にもありましたように，

年数がたてば鉄筋コンクリート造りも鉄筋が次第にさび

てきたりしてダメになるという問題は。

駒 それはやはり，報告しなくてはならないでしょ

う。それとまた，すごく迩反している泌物があるのです

が，そのiS反をそのままさらけ出していいかどうかも問

題になりますね。

玉置 ζ れは建築士会の方で考えてもらわなくてはな

らない問題ですね。

駒 役所の方でもいろいろと与えているらしいです

が，あまりきっくあたらんようにしようという旨はある

んじゃないですか。

小林 強度的な問題だけで，ただ安全かどうかの: 潤査

が主になるでしょう。

中村 まあなんですね。いままでの話は大きい建物ば

かりのととですが，小さい泌物の方に迩反が多いです

ね。不良姶ゾごり住宅なんかで. 乙れを白った人がj♀反建

築を知らずに買って. その後その逃反をなおせといわれ

たら，だれがその 'l!( 用を持つかも問題でしょう。

玉置 J r i 則を適用するときは一応それを建てた施工ぷー

なり，ゾじったJ長名なりによti 任があると思います。

| 都 市 計 画 関 係 に つ い て

• •• P

I

l

l

 

玉置 まだまだ問題もあると思いますが. 都市計画の

話がまだfll ていませんのでなにかありましたら一つ。

中村 ささほどから一番私が気になっていたことです

が. 高度 ;WI 阪のことで 31m ラインのことでなく. 前面道

路による高度:1;11限の件ですが，今のように側々の主主築物

について: 1 i I 1 I 浪するのではなく，道路で悶まれた敷地内の

高さを制限する方向にもって行ったらどうかと思いま

す。

玉置 乙んどそういうふうなことができるようになっ

ていますね。

中村 そうだったんですか。

玉置 大阪の船場，hdの内など，それに入れるとよい

でしょうね。

中村 いやいや. 乙ういう乙となんですよ。かなり立

派な道践でまわりを全部囲まれている 1 ブロックの全部

の敷地を使う場介，一方の道路ともう一方の道路とで.

うんと高低差があるとき，いまの必準法では高低差どと

に前面道路をみて制限するようになっている。ところが

高い方の前面道路を，規定の前面道路として，その他の

道路に援する最少限の敷地はそのｾ物 ｬζ 使用しないよう

な形』ζ すれば，高い前面道路の規定をうけることになっ

て有利になりますね。まあ ζ れは極論ですがね。はっき

りブロック制限にした方がよいようですが。

玉置 1 ブロックにして有利な湯合と不利な場合とが

あり，手I利な場合を認めてもよいが，不利な場合は困り

ます。塚本さん，いままでたくさん設計なさっていろん

なことにぶつかってこられたでしょうけれど，どうです

か，乙んどの改正で，とくにこれは必要だといわれるよ

うなものがありましたらどうぞ。

塚本 大体出つくしたと思うのですが，まあ改正とい

うかむしろ運営の方ですね。たとえば高さ制限の問題で

すが， ζ れを Vol u時 制限 lζ してもらうとか，また家を

建てる人の身 K なって基準法を巡営して もらいたいと恩

います。

玉置 ヨーロッパあたりでは，もう高さ 11;11限でなく

ｖｯｬｵ 問 ＱＱｾＱ 隈 ｬζ 変ってきましたね。世界の状勢が乙うなっ

てくれば，やはりその方lこ転換していかねばならないか

もしれませんね。

塚本 一つの小さい敷地を独占するというような乙と

はしないで，l l ; 築協定をもっとうまく使っていき. それ

による特典なども考えたらと思います。

玉 置 乙んど地域が大分細分されましたね。乙ういっ

たものだとか. いまのお話の建築協定なんか. これは係

りの人の熱意によって，指導したり迎営したりしてくれ

なければ，三文の値打もないんです。確かに今のお話の

ようなことは必要な乙とですね。

さあもう H与問もきましたし，まだ問題は山ほどあるん

ですが，一応 ζ れで打切らせていただくというととにし

たいと思います。

塚本 きょうはみなさん大変ありがとうどざいまし

た。私ども編集委員会の方できょうのような集まりをも

ったわけでーすが，法規委員会の方でもまた今日のような

問題をいろいろ検討していただきたいと思います。 また

まとめた結果をみていただきまして，いろんな誕祭とか

また大いに辺助されるとかしていただいたら粘椛だと思

います。この5ij まりがなにか一つの導火線になって大き

なものに発展すれば2 基準法の改正の大きな助けになる

と思います。ではどうも，ありがとうどざいました。
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新 刊 紹 介 一一 日 本 近 代 建 築 史 の 三 種

① 

日本近代建築史の研究は近畿の方

も盛んで，本誌に本年 1 月号から述

滅されている。東京の方 も日本近代

建築史研究 会 が 発 足したとか聞い

た。 日本建築学会の大会における研

究論文に しても数年前まではただ 1

f.iiも なかった日本近代建築史の論文

が，昨年度は 8 編の多きに達した。

日本近代建築史の研究は学会の一風

潮とならんとしつつある。

近畿の近代建築史の研究家が比較

的年訟の方々が多いのに対して，東

京の研究者が比較的若い人々である

のも比絞になる。 文献の多い東京に

住む方々が，笠宮な資料をつかって

通史を述作される乙 とに敬意を表し

fこし、。

① 

最近出た通史三穫を紹介したい。

. )  村松貞次郎氏著 日本建築技

堀
士

ロ

i  ) 日本の近代建築ーその成立過

程ーと乙の副題に示すように日本近

代建築の成立の過程の追求という点

IC叙述の焦点をしぼっ て，前後一貫

倫理の追求を実証的に述べられてい

る。

ii ) 研究資料を22日にかつ公平に

取り扱っ ていられる ζ とに敬意を表

したし、。

口 甚

c)  建設経済セミナー編建設生

産の歩み 〔上〕建築文庫 103 東京

都千代田区平河町彩国社 4 ・6判.

228 頁， 本容の著- f i ・は古川修，放谷

豊，巽和夫の 3 氏で建設行建築研究

所勤務の方々である。本の題目「建

築生産の歩みj はいささかむつかし

すぎる。明治，大l Ell 築史年表とで

もいえばわかりやすい。明治元年よ

り大正 15 年までの詳しい年表であ

る。各年どとに一般市項，政治. 経

済| 建設行政，ｾｬｩｬｊ 民災害ｼ団体 Ｎ

術史 東京都文京区春 日町 1の1 地 工学部勤務の方である。本訟の内界 企業，技術，人事1 J : : i } 1 工事，作JJ1

人m飴 4・6 判 まえがき2 ]: [， 目 は， Ｑ Ｎ 明治時代文化の形成のセ ￈ 絡 ｉ の欄にわかち ｩｉｾ 刻 Ｑ ＱＮｬ ｣ 入があり Ｎ 下

録 5頁，本文 280頁 ，付録 日本技術史 2 西洋建築の移植過程. 3 .m 築生P_E 欄にはフ ートノート 式!C主致事「項! こ

年表 9 頁，索引 10頁，定価 350 円。 機構の新時代への対応 4 明治時代 っき注記がある。主要工事建物の

本舎は日本技術史薦書 8 冊中の 1 f荷 の建物，5 市区改正. 6. 耐震構造の 図，写真も入っている。

として刊行されたものである。著者 導入， 7 .建設企業の成立， 8. ll 築総 ① 

は東大生産技術研究所勤務の方で日 式確立への道. 9. 新しい自尽! として 以上三舎は現在発刊中の明治大正

本建築学会でも盛んに論文を発表し の者s市と住宅 10. 建築家による倫 日本建築史の参考3 で，沓応に注文

ておら れる。本誌の内容は第 1 立西 浬性の追及， 11 帝都復興の経過， すればすぐ入手できる。本協会の近

洋治築技術の移組，第 Ｒ ｾ 政府機構 12 建築の合理化，13. 近代建築迩WJ 代建築調査は ， 編年Ｈｉ ＧｾＡζ 発表されて

による近代化の開 始 ，第 Ｓ ｾｾ Ａ 瓦の の展開 14. 建築の統:1日l ・図上の再 いないので，発表の泌物が，どのH年

松築 ， 到 ｾ Ｔ ｾ 木造建築 の近代 化 ， 編 15. 合理主義の方向転換 ・注記 代の，どの建物と同H寺代のものであ

j;fS  5 立大工の技術，第 6 1; t 新建築材 ・紫引 るかがわかりにくい。乙れらの 3 極

料の生産の開始と展開，第 7 :4!: iJd守 口本建築荻術史が実証的に技術史 の書物をみる乙とによって乙れらは

および鉄筋コンク リート 構造の導入 的lζ 苦かれているに対し，本容は文 はっきりとする。購世おすすめする

と発展，第 8 $: 建設業と施工技術， 南主的l乙様式史的に苔かれている。本 次第である。 ( 1960 . 5. 2)

第 9 : 4 ! : 今日の建築ー技術とデザイン 舎の特色として (筆者大阪工業大学助教授〉
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となっ ている。

本舎の題目が日本建築技術史とな

っているので，上代からの建築技術

史を取扱ったものと誤解される方も

あるかわからないが，冨IJ題にも 一一

近代建築技術の成り立ちー- e 記さ

れているよ うに近代を取 り扱ったも

のである。いわゆる日本建築史なる

類舎は多いが，技術史の面からとら

えられた建築史となると全く未開の

分野に属する。本警はこの不毛の原

野l乙鍬を打ち込んだ画期的な建築技

術史である。私は第 5 2E ・二 ・の大

工技術の教育の章に多大の奥l沫を覚

えさせら れた。i I D読をおすすめ致し

fこし 、。

b)  稲垣栄三氏著 日本の近代建

築 その成立過程。東京都中央区日

本橋通 丸善株式会社 4 ・6 判，は

しがき 4 頁. 目次 8 頁， 本文 346

頁，家百 16 頁。著者l立東京都立大学



r  

-.  

伊窯の

カタログ送呈

タイ ルマーク

。〉

設計 ・市営繕諜

施工 ・大成建設

納品 ・C C  l30  

衛陶マ ー ク

良 質 と 量 産 を 誇 る

I  ...，、 許可苦手号，第6428号

-F 衛生陶器は J I S 表示の伊奈の製品を

伊奈製陶械式曾紅

本社及工 場 愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新聞 電 ( fl::) 7  0  0  

東 京 事 務 所 東 京都中 央区西八丁婦2- 8 r.l (551)5261- 2・5921



J  1  S 規格合格品

一酷酸ビニール合成樹脂防水防湿剤・

ユ、ニロン

ユニロン

ユ ニ ロ ン 湾 事

ユニロン防水フィルムJ

ユニロン

8* 2二ロン械室長会私
ユニロユペコーキン

東 京 営業 所

大 阪 事 務 所

本社、工場

東 京 都 中 央 区 銀 町 内 /  位 争 会 館

小野田セ メ〆ト 四 号室 T E  L  Ｉ ［ ｾ陥 Ｈ ＵＶ Ｑ Ｉ 44 11 ・4331

大 阪 市 北 区 憾 f+1 IIIJ 

小 野田セノ ン ト大阪支 1;li l人l

東 京都 江 東Iヌ深川j 孟UI耳目l

ｾ＠ - 生 命 ピ 11

T E し(36) 1261  (代表)

T E L 東 京 (64 1) 0992 

ユニロン. .

汁 ｉｊｉ ンヲ ｊＢ Ｚａ ＹＩｾ 製造株式会組
T( 1，1，' 県 尼 崎 市 長 州 才 稲 川 新 F1 II I/ J 4 4  a_;: 話 ( 48) 4  9  4  7  

1市 玉 県 以 dJ 大 手 塚 越 1 6  2  0  -;- ::;; 話 以 3 2  5  2  

Ｑ｜ＱＱＱ ＱＱ ・ 八幡 ・ ＺｹＢｊ ￮ 屋 ・ ｽ ＱＱ Ａ的 ・ Ｎｻ Ｇ ｈ ｊ ｾ ・ ゴ刊 Ｑ ・ ｩｩｬ 阿 ・ 敦賀 ・ 二 ｊｲ［ ｩ ・ 徳島

-、



く・白宣画面通〉

八 年創 業 大 正

製

ω川

旧凶

本ド3マテZ・0製油株式会・t- 7.L 1:/ 1'. /_a.，*i¥i i 帯

取 締 役 社 長 出 向 井 啓 蔵

! 本 社 工 場

紋 工 場

東 京 支 応

訴 岡 出 世主 所

、名 古 産 出 版 所

い

つ

も

適

温

し

づ

か

な

住

い

コ
E

四

W

E

T

-

J

粛

E

ド

天

井

か

ら

床

ま

で

優

れ

た

特

性

と

耐

久

性

の

あ

る

保

温

・

断

熱

・

防

音

に

す

ぐ

れ

た

・

イ

ン

シ

ュ

レ

l

シ

ョ

ン

建

物

か

ら

家

具

ま

で

用

途

が

広

い

-
ハ

l

ド

ボ

l

ド

木

材

よ

り

も

美

し

い

木

目

を

も

っ

-

プ

リ

ン

ト

ボ

l

ド

(
新

雲

ん
)

間

仕

切

り

用

に

効

用

大

-

サ

ン

ド

ウ

ィ

ッ

チ

ボ

l

ド

日本) ( ; ドホ-ドヱ業椋式曾私⑪ 

本 社 名 古 風 市 地 区 抄 止 町

班 軍 出 蝿 聞 東 京 間 中 央 区λ 亜 酬 5 の I ( 平 二 期 聾 ピ ル 〉

大 回 出掛 間 大匝 市 西 区 剛 岨江 大凶 り 1 の 19( 三 宜 ピ ル }

四

季

を

通

じ

て

快

適

な

居

住

性

を

造

る

建

築

材

料

で

す

経

済

的

で

仕

上

り

が

美

し

い

の

で

住

宅

・

オ

フ

イ

ス

・

工

場

等

に

広

〈

用

途

を

持

っ

て

い

ま

す

令 λ ⑮ ⑨ 代

住 三 安 伊 理

友 菱 宅 藤 底

商 高 産 歪

事 事 業 里

線 株 株 i

式 式 式 式

会 会 会 会

社 社 社 社



ム
日 共 冷 熱 機 材 株 式 会 社
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本 社 東京出張所
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建 築 基 準 法 ・ 同 施 行 令 等 を め ぐ っ て

昨年末 Ｎｲｵ 策法郁法および Ｑ 司施行令が かな り大 ＱＱ ＡＱ ｾ改正吉れま した ので Ｎ c の rru築法規特

集号」を組む I t あたって，別記 アンケート( ! ! ! 面容! 日{ ) ｉｾ ついて ，各界 のと恕見をきいてみま

した。設計IJ{ iJl月rr. ｾ，Ｇ負会社 ， 学校 ， 官公庁の方々ちＮ約 Ｑ ∞ 名 ｉｾｃ 依頼申しあげましたと ｅ

ろ，下記の26名の方から回答をいただきました。いずれも: l ' <ill なと意見をおよせ下さいまして

厚〈お礼申しあげます。

回答者 { 順不同 ・敏称略)

大 倉 三 郎 ( 京加工芸繊維大学) 香 取 礼 三 ( J l ! 畑政策事必所)

川 辺 真 (日 建設計工fhK K) 中村 登ー ( 中村犯築研究所)

玉 置 豊次 郎 ( 大阪工芸大) 日置 興一 郎 ( 大阪市立大学)

越智 隆晴 ( 兵廊県教育委貝会) 山肩 邦 男 ( 京初工芸繊維大学)

森 倣 朗 ( 大阪郵政局) 長田 正 雄 ( 大阪建築事弱所)

三国 一 男 ( 三田建築設計事務所) N.  Y. 生 (T 建設K K)

橋 本 良 介 ( K K大林組) 宮 野 手火彦 ( 名古原工業大学)

浦 辺 錬 太 郎 惜敗レイヨン K K) K. M.  生 (M U築事務所)

佐 々 木 保 ( 東畑建築li f 6所) 大 津 敏晴 ( 大阪府ru政課〕

諌 阜 信 夫 ( 住宅公団} 層、周 一 貝1] ( 大阪市消防局)

松 浦 邦男 ( 京都大学) 竹内 博文 ( 大阪市建築局)

1. K.  N. 生 ( Or u築司I務所) 三 品 哲 夫 ( 大阪市指導;課)

光安 義光 { 兵此I県建築. l ' . I ! ) 恒岡 俊行 ( 大阪府姉導源)
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法 規 ア ン ケ ー 卜

建 築 基 準 法， 同 施 行 令 な ど が 一 部 改 正 さ れ た 折 柄， 建

築 関 係 法 規 に 関 す る 貴 下 の ご 遠 慮 の な い ご 意 見 を， 何 な

り と な る べ く 具 体 的 に 詳 し く 承 る こ と が で き れ ば 宣 言 い で

す。 ご 重 き 考 ま で 下 記 に 一 応 問 題 点 を 若 干 列 挙 し て み ま し

た が， 全 項 目 ま た は 任 意 の 項 目 に つ い て お 書 き 下 さ っ て

も， あ る い は 全 く 別 な 見 地 か ら ご 執 筆 下 さ っ て も 結 構 で

す。

ω  建 築 基 準 法， 同 施 行 令 な ど と 他 の 法 規 と の 関 係。 た

と え ば， 病 院 の 設 計 な ど に 関 し， 建 築 基 準 法 と 医 療

法 の 双 方 に 規 定 が あ り ， し か も た が い に 矛 盾 し て い

る こ と な ど。

(B)  建 築 基 準 法 の 規 定 に 精 粗 が な い か。

(c )  効 果 の 疑 わ し い こ と が 規 定 さ れ て い な い か。 た と え

ぱ， 採 光 面 積 の 規 定 が あ っ て も， ガ ラ ス の 透 過 率 は

問 題 に さ れ て い な い か ら 実 質 的 に 採 光 で き る か ど う

か 疑 わ し い。 木 造 床 の 床 下 換 気 口 の 大 き さ の 規 定 は

有 効 な の だ ろ う か。

(司 法 令 の 文 章 が わ か り に く く は な い か。 あ る い は 条 文

の )1頂 序 に も う 少 し 工 夫 は で き な い の だ ろ う か。 た と

え ば， 階 段 に 関 す る 規 定 が あ ち こ ち に 分 散 し て い て

不 便 だ と い う ふ う な こ と は な い か。

同 学 説 と し て 不 定 な こ と を 一 方 的 に 規 定 し て い な い だ

ろ う か。 杭 の 耐 力， 地 盤 耐 力 の 規 定 に 異 論 は な い だ

ろ う か。

(F)  規 定 が あ い ま い で， 無 理 な 解 釈 が 強 行 さ れ て い る こ

と が あ り は し な い か。 た と え ば， 応 接 室 は 居 室 で あ

る と い う が ご と き に 無 理 は な い だ ろ う か。

(G) 当 然 施 行 令 な ど に 含 め て， 全 国 統 一 規 定 で よ い こ と

が 各 府 県 条 令 に 委 さ れ て い て 困 る こ と は な い か。 た

と え ば， 浄 化 槽 の こ と き。

岡 市 街 地 建 築 物 法 が は じ め て 施 行 さ れ た と き に は 意 義

が あ っ た か も 知 れ な い が， 今 日 で は す で に あ ま り 価

値 を も た な く な っ た 規 定 で， い ま だ に 残 さ れ て い る

も の が あ り は し な い か。 改 正 の つ ど 条 文 が ふ え る ば

か り と い う 気 は し な い か

(1) 法 規 の 執 行 に つ い て 不 満 は な い か。 正 直 に 確 認 を 求
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め た 者 が 馬 鹿 を み て， 法 規 を 無 視 す る 者 が 得 を す る

と い っ た 傾 向 は な い か。



法 規 ア ン ケ ー
ト川

法 規 と 運 用 の 問 題 点

京加工笈繊維大学教俊 ・工1司

大 倉 l! s  

法は上から天降ってきたもの，われらの活動を拘束す

るもの，といった考えをもっ人は，もはやいないであろ

う。しかし，いったん現実の問題につき当って，法の頁

をくるとき，乙のような考え方の残浮がn J び覚まされる

乙とはないであろうか。そうなると，乙乙 [ζ 法の盲点さ

がしや末節の隙聞をぬって， うまく無理を通さねば損

だ，といった勘定1[. 追いやられてくる。やはり，乙れは

町人綴性というものであろうか。

一方，法を守る監理の倒1) を推しはかつてみると，乙の

ような隙間さがしが，追しょせれば，それだけますます

眼を光らさねばならないし，事務の煩雑化は増大するば

かりでなく，停止問埋めのために，法はいよいよ微! [ . 入り

組1をうがって，むつかしくなり，またいやいやでも，法

の圧力下に取締るといった形をとらざるを得ないはめと

なるであろう。すると，一方では地下にもぐるといった

傾向に陥りやすし結局は， いたちごっ乙が落ちとな

る。

以上の乙とを建築基準i訟に当てはめるとすれば，私は

乙乙 lζ ，す乙ぶる惑い場合を，神経質に考えている乙と

になるようだ。基準法の運営がいま乙んな状態にあると

は，もちろん考えられないが，乙のような心配が，皆無

であるとは，だれがいい切れるであろうか。

一体，法とは秩序ある社会生活のための人間相互間の

規制にほかならない。基準法は建築を通じて，それを遂

行するための規範江のだ。もとより法の技術的操作のた

めには，一定の公的機関を要するが，それはしかし，単

なる法の応援聞に過ぎないもので，主客は，われら個々

人であり，社会であり，法関係で結ぼれている共同生活

体そのものなのだ。

乙の怠味において，法は天下り的規制ではなく，市民

相互のもの，お互いの生活関係を秩序化するための申合

せにほかならない。市民共同の，つまり相互の扶助と公

益のための 111- 111( [ . 過ぎない。スポーツのノレ - 111は，だ

れも進んでl波ろうとするものはない。と乙ろが，法律と

か規日IJ とかいうと， ｉｾｾｴ 閣をくぐらねば，限度ぎりぎりま

でやらねば，といったけちな考えになりやすい。法はル

ールにしたいものである。

法への関心は，要するに共同社会への愛が基礎となる

べきだ。向分中心の利害関係でみられては困る。せまく

住みK くい世間だが，互いに譲り合って，気もちよく住

んでい乙うという気持ちが，法を支えねばならない。

とすると，法はその精神において守らるべきもの，条

文の末節l乙乙だわる乙と，むしろ細かい条文のある乙と

自体が，おかしい乙とにもなる。というのは，建築物の

ような多機な要紫を含む対象をば，すべての細部にわた

って法文化する乙とは，およそ困難なばかりでなく，ま

た固定した法文が，飛躍的に進む建築技術の万般をとら

え得るものでもないからである。法もまた時代とともに

進まねばならなし、。従って，条文の末宣iHζ 固着すると

き，ややもすれば蕊本趣旨が曲げられるきらいも生じか

ねない。そ乙に法の意図精神を中心とする良識ある判断

が重んぜられる現自がある。

私は乙 ζ ! ζ 理想社会の ζ とを述べているかもしれん。

しかし試みに，歌州諸国の建築法規をのぞいてみると，

各都市のそれに数々の差異はあるが，共通してみられる

乙とは，制定; な具体的条項は，案外少ない乙とだ。そし

て，それぞれの目的による趣意を明示して，設計者と施

工者の良識に訴え，またその適否は監理公暑における専

門家の判断 lζ 委ねられているものが多い。その判断 lζ

は，一貫した監理方針の裏付けがあるほか，能力と識見

ある専門家の大局からみた公正な見解が支えとなってい

る。もとより他の力が，その判断を i也げる乙となどあり

得なし、。

実際には公暑の方針に基き，設計者の申出による話合

いを経て，相互J l l i 解の上に進められる乙とが一般となっ

ている。主妥道路に面する建築にあっては，事前1[. 話合

いを求め，公暑の妥当な要請を容れるべき ζ とを規定し

た条文をもっ都市もある。

ζ れら法規の底にあるものは，監理当局と市民および

設: n - 者との聞の相互の信頼と協力である。信頼があれ

ば乙そ. 法文は簡略で，大綱に止まり，細部は任す乙と

ができる。人聞は信頼されれば， 乙れを裏切れないとい

う気持ちになる。そ乙 lζ 法人の協力が生まれる。法は

市民のもの，下から盛上った民主社会のノレールだという

理解が，それを支えているのだ。なかには信頼をよいこ

とにして，裏切るものも出るであろう。乙のとき，裏切

り者が全体の何% あるかが問題となる。僅か何% のため

に. 後の大多数が能率の犠牲を強いられるのは，たまら

ない。もちろん裏切り者は厳罰! [ . 処せられるべきだ。乙

れが，ほんとうの社会人権の尊重なのである。

i法が市民のものである以上，法文はだれにもわかりや

すく平易にせiかれる乙とが第ーだ。乙の点，いまの基準

法は少し煩わしいさらいがある。例えば，施行令第20

条， f采光行効l商事!i の第 1 : 項にある。その表し方が問題

だ。乙の似合. R l l 物F直面を主K して. 直上町i分から，境

界まで・の水平距縦の何倍と書き表す方が. 実際的だし

わかりよくもなる。他! こも. 乙のN! . 難解に業員するもの
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法 規 ア ン ケ ー
ト竹川

医 療 法 と の 関 係

日建設計工務K K 名古屋'11あ所

)11 辺 真

建築基準法，同施行令が改正され昨年末より実施され

ているが， 乙の機会 l乙医療法 「病院，診療所の構造設備

の基準」のうち問題と なる。

l  精神病室としての病室床面積

2 .  階段の規定について、医療法基草と建築基準法施

行令との相i主

について述べてみる。

病院の 1 人あたり床面積については. 医療法 「病院，

診療所の梢造設備の基準ｾ i:i} 16条 3 に規定されており，

精神病室のぬ合も 一律に乙の適用をうけている。

精神病税の特殊性より考えて一般病院と同一に論ずる

ζ との矛盾について. まず精神病棟のあり方より述べて

みる。

(第 16条 3

病室の床面積はき 内 法 lζ よっ て測定する乙とと

し，患者 1 人を収容するものにあっては 6 .3 平

方メートノレ以上，患者 2 人以上収容するものにあ

っては患者 1 人κ っき 4. 3 平方メートル以上とす

る乙と。)

昔の精神病院は患者の看謎よりむしろ社会 lζ 害をおよ

ぼさ ないように監禁を主としていた。 従 って建築も牢獄

的なものであった。しかし最近は治療看護の著しい進歩

によって，明るい開放的な傾向に なっている。

病棟の形式としては寝室とデールーム {ζ 分ける方向 lζ

進んでいる。

(前頁より )

は少な くない。法文の書き方lζ は，専門的な手法がある

かもしれん。しかし そのために法が宙に浮きあがら な

いようにしてもらいたい。

法文をわかりやすくする乙とは. 市民と公署とを親密

! こする乙とだ。市民の支持がなければ. 法は生きない。

一方，法の P R も大切だ。わが国でも ，建築法規の P R  

迩! E}J が行なわれているが，歌州諸都市のそれには，到底

およばない。例えば，西ベノレリン 市では， 市の建設局の

大広間l乙図面や線型などを大規模に隙亨IJ して，一般市民

[ 乙自由にみせ，数名の技術者がいつでも親切に指導説明

をやっている。 市内の広場や街角にも，周辺の日1・間模型

を展示している。楽しみながら部市計画やm裂を理解し
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寝室のベッ ドにするか，タタミにするかに ついては，

その地方の民度および症状にもよるが，一般に タタミと

されるとと が多い。

病棟は治療上の病室と，治療がすんでからの生活指導

の患者の病毒lζ 分けられる。後者は病室というよ りむし

ろ，寄宿舎の絞室と考えた方が妥当で，乙 れに一般病室

と同じ基準を用いる乙と lζ 大き な矛盾を感じる 。

労働基準法事業附属寄宿舎規程では，寝室に ついて，

床の間および押入れを除き 1 人につき 2 . 5m
2

以上 ( 1 室

16人以下) と定めている。

精神病室のタタミ! 放き寝室の多目的性を考えると，寄

宿舎と同一に論ずる乙とはでき ないが，病棟を タタ ミ敷

き寝室とデーノレームlζ 分け. 両者を同一看護単位内 lζ 設

けた場合，その寝室の 1 人あたり床面積について第16条

3 の規定は 当然緩和されてよいと考える。

緩和案として上記タタミ敷寝室の床面積は 2 人以上を

収容するものにあっては患者 1 人につき

寝室面積Ｋデール ー ム面積 ｾ Ｔ ＮＳ ｭ Ｒ

( ただし 1 人あたり寝室面積は 3 . 3m

2

以上とする)

を提案したい。

つぎに 2 階以上の階! C . 病室を有するものの階段につい

て (ただし各階における病室の床面積の合計がそれぞれ

50 m 以上のもの) ，医療法基準( 第 16条 8 ) ではー2 以

上の屋内直通階段，建築基準法施行令( 第 12 1 条 2 ) で

は 2 以上の直通階段を設けるとあり，それぞれ規定が

異なっている。建築認可申請の場合，医療法基準lζ よら

なければ許可されない。

また 3 階以上の階に病室を有するものにあっ ては，医

療法基準( 第 16条10) においてのみ 2 以上の避難階段を

設ける乙とと規定さ れて いる。病院の性絡より避難を主

lζ 考えるのは当然であるが，階段などという根本的なと

とは建築基準法施行令で決めるべきだと考える。

{標阻は編集者が附す)

法規への関心を呼びかけているのだ。

法そのものも . 大らかな良識の上( ( . 乗っ ているから，

その監理のしかたも . 大 局 目 的 l乙直通している。例え

ば. 建築物，工作物，広告物，設備類などの区別はあっ

ても. 一括して造形の対象とされ. 関連して扱われてい

る。わが国のように対象別によっ て，法がわかれていな

l 、。また，乙れらのすべては，風致や美観なども含めて

H佐一つの窓口で. 受付けられ監理されている。 運営はで

きぱきと合理的だ。 そ乙I乙は生きた法の営みと 能率があ

り，所管の争いや，煩雑な書類のもちまわり . やj 乙の行

予IJ などはない。かくて，共同社会の J レールは円滑に進め

られるのだ。少なくとも建築法準法は，かく運営されて

ゆきたいものである。
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首・，安述謙造さんが内務大臣のときの乙とである。全

国の住築監仔官会議が{ 産されたのを機会に，大臣が日ど

ろのみなの労をねぎらってやろうというので一席が設け

られた。乙のとき大臣の話に， ＱＱ ＭＱ ｾＡζ おそろしくむつか

しい法律が 2 つある。それは鉄砲火薬頻取締法ーと市街地

主II 築物法である。専門の法律家が説んでもなかなかわか

らないという| 並; w だ。銃砲火薬矧取締法は特定の人を相

手だからまだよいが，市街地姶築物法は一般の人々が相

手だから，乙れではいけない。なんとかして読んでわか

るような法作にしてもらわねばいかん。大休乙ういった

趣旨の乙とであった。私はまったく同! ぷであった。当時

擦がi @; 反を告発しでも，検事さんが起J f するのを大変

いやがる。私はたびたび説明に行ったが，どの検事さん

も， 少々読んでもわからない。あっちの条文を絞った

り，乙っちの条文とつなぎ合せたり，とても一本調子に

はっきり違反だと踏み切れない。どこかに絡し穴があり

そうで自信をもって起訴できないというのである。そ ζ

で，若い学校出たての大いに張り切った検事さんだけが

ともかく各条文を研究してくださる。つぎにわれわれに

好窓をもってくれる人が大丈夫でしょうねと念を押して

起訴される。大部分の検事さんはむつかしいからとは L、

わないが，大抵不起訴である。おかげで町の逃反者は大

助りという乙とになる。

しかし以上は市街地建築物法時代の話である。 i以後建

築基準法に変ってからは格段にむつかしいものに なっ

た。法文; を読んだだけではもちろんわからない。いろい

ろな解説書が出てもときどき !日j巡 っていたりする。それ

が今度相当の大きな改正となったので‘ あるが，いよいよ

迷路に踏み込んだ形だ。さっぱり何が占いであるのかわ

から ない。 まず政を冷静に一切の雑念を去って，念を押

しながら つぎの条文を読んでみてどろうじ。

第 3 条 乙の法律又は乙れに基く命令若しくは条例の規

定の施行，又は適用の際現』ζ 存する建築物若しくはそ

の敷地又は現に建築，修絡若しくは紋様替の工事中の

丈ｾ築物若しくはその敷地が乙れらの規定に迎合せず ，

又は乙れらの規定 fC適定しない郎分を有する場合にお

いては，当該正t築物，建築物の敷地又は建築物若しく

はその敷地の部分 lζ 対しては，当該・1見定は，適用しな

前項のk見定は，次の各号のーに該当する建築物，建

築物の敷地又は建築物若しくはその敷地の部分に対し

ては，適用しない。

乙の法111又は乙れに基く命令若しくは条例を改正

する法令』ζ よる改正( 乙の法徒 lζ 必く命令又は条例

を廃止すると同時にすfたlζ 乙れに相当する命令又は

条例を制定するととを合む。) 後の乙の法1-lt叉はと

れに1&く命令若しくは条例の規定の適用の際当該規

定 ｬζ 相当する従前の規定 ｦｃｾ 反している建築物，主ｾ

築物の敷地又は建築物若しくはその敷地の部分

ニ イ，ロ，ハ又はニ fC掲げる地域，地区などがそれ

ぞれイ，ロ，ノ¥又はニに掲げる他の地域，地区等

[ 乙指定されたことに因る乙の法律又はこれ fC; !&く命

令若しくは条例の規定の適用の際当該規定に相当す

る従前の地域，地区等』ζl 渇する乙の1 MIl又は乙れに

基く命令若しくは条例の規定』 ζ ｩＡｩｲＺ 反しているｾ築

物，主主築物の数地又は建築物若しくはその敷地の部

分

(イ， ロ，ハ，ニは略〉

三 工 ・JI の若手が ζ の法律又は乙れに基く命令若しく

は条例の既定の施行又は適用の後である地築，改

築，大規模の修繕又は大規模様替に係る建築物又は

その敷地

四 前号』ζ 該当する建築物又はその敷地の部分

五 乙の法律又はこれに基く命令若しくは条例の規定

lζ 適合するに至った建築物，建築物の敷地又は建築

物若しくはその敷地の部分

以上をひと iill り読んだだけですぐ条文の蕊味をつかめ

る人はまずいないのではないか。現Iζ 私の知っている法

律学者もカプトをぬいだ。乙れには検事さんも往生する

だろう。

と乙ろが以上は乙んど改正になったトップの条文であ

るが，後』ζ 続く全部の条文がととどとく乙れと閉じ調子

だから鴛く。もう条文を乙乙に再記す る乙とは控える

が，いま新たに特妹建築物などの内装の規定ができた。

法律の35条の 2 と胞行令の 128 条の 4 および 129 条であ

る。どの泌物lこ適用されて，どの建物が除外されるのや

ら頭をひねります。平易な書: き方がいくらでもあるの

に，なぜ乙うもMi J ! りくどく沓かねばならないのか合点が

行かない。 i叩 E いろいろな建築の雑誌が出ていて，そ乙

で若い人がさかんに建築論のメートルをあげている。わ

れわれがよく{ 中間で乙れは何が書いであるかわかるかと

聞き合いをするが，みながわから ないということがよく

ある。乙んどの改正法令も乙の若い建築家のメート J レ( C

よく似ている。こういうのをある人が 7 スターベーショ

ンだといった。平l、はなるほどと思った。そうするとマス

ターベーションローという乙とになるか。

乙んどの改正で新たに簡易耐火建築物の制度ができる
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ζ とになった。早速どういうものであるか調べる乙とに

した。と乙ろが驚いた。簡易耐火建築物の定義が法 2 条

の ? の 3 号にあって，イとロ IC分れている。ロの構造を

知ろうとしたらいろいろの用語が出てくるのでそれをま

ず調べねばならない。防火戸は令 109 条と 110 条，主要

構造部は法 2 条 5 号，不燃材料は法 2 条 9 号，政令で定

める準材料は令 109 条の 2 の 2 項と令 1!条 5 号，延焼の

おそれある部分は法 2 条 6 号，政令で定める防火性能を

有する構造は令 109 条の 2 の 3 項であるが，このうち外

壁は耐火構造が令 107 条 1号， I坊火構造が令 108 条 1号

および 2 号， 屋械は不燃材料が法 2 条 9 号， 1末は 1 2  

階のとき不燃材料が法 2 条 9 号， 準不燃材料が令 1 条 5

号，床は 3 階以上のとき耐火構造が令 107 条 3 号， Iり1火

構造が令 108 条 1号および 2 号， ζ れだけの条文をみな

ければ簡易耐火必築物の構造がわからないのである。

と乙ろが以上は法 2 条 ? の 3 号に出てくる用語だけで

あるが，乙のほかにまだ防火区画の制限が令 112 条 3 項

にある。乙の全部の条文を反事2説んでみたが，読んだだ

けではわからないので一覧表にしてみた。一覧表にした

が，まだ全貌がつかめない。なんだろうと思って建設省

の係官の解説書をみたら鉄骨スレート造だという乙と

だ。それだったら，なぜはじめから鉄骨スレート造と脅

かないんだろうか。もちろん鉄骨スレート造に限ったの

ではなく ，まだいろいろな構造の場合も出て くるのであ

ろうが，それにしても条文だけをみていると木毛セメン

ト版の床ができたり石膏板の階段でよかったりする。町

では全然みられないお化けのような建物が簡易耐火建築

物である。読めば読むほど気i @い病院へ入れられたよう

な気にさされる。

法規の改正にたずさわった人は何年にもわたって考え

てきた事柄であるから，頭のなかにおのづからイメージ

ができているので，文章がどうであろうと問題ではない

のであろうが，われわれ始めて読む者は実際ど肝を怒わ

れる。

法87条』ζ 用途変更するときの規定がある。用途変更と

同時K 増築，改築，大規模の修繕または大規模の段綴替

をする場合には，防火構造の規定も耐火構造の規定も

採光，換気，日 j煎，地階の居室禁止，その他諸々の規定

は無視して思うままの建築勝手なるべしと実にはっきり

窃いであ る。それにしても用途変更のときに限って無法

状態を認めるのは変だと思ったら， 実 際 K は許さ ない

そうだ。それでは条文は信頼できない乙とになるのでは

なし、ヵ、。

夜、は長い間，B ¥築行政に携わってきた。役人をやめて

からも名古屋工業大学や大阪工業大学で建築法規の講義

を毎年やっている。日本の建築法規に関する限り，荘、は

一番の古狸だ。その私がというとはなはだ失礼である
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が，その私が ζ んどの改正条文を読んで面l喰った。 ζ れ

で法規を守れといっても金輪際無理である。私だって何

十四と読み直さないとわからないのであるから，町の大

工さんや左官さんには無理だろう。現協の人々が法規の

ことを人さま任せになるのはもっともな乙とである。わ

れわれが! 町を歩いているとき，交通信号灯に西日があた

って赤やら青やらわからんときがある。信号を守るにも

守れない。法規』ζ 何が書いであるかわからんときには守

りょうがないではないか。乙れでは第一線の建築主事が

かわいそうだ。検 'j( さんはいよいよ敬遠するに途いない

私の家の近くに，いま木造三階のアパートがドンドン建

っている。 ζ れからは一層百鬼昼行するだろう。安達謙

造さんが生きておられたら， ζ んどはなんと訓示される

乙とか。成文は法 ｾｉＩｉｊ 局がやるので建設省の全責任でない

ことはもちろん明瞭だ。しかし法制l局の成文を少しは読

んでみて，乙れがalJ の人κ わかるかどうか考えてみても

よかろう。

「国会を通過してからはじめて知ったとして改正点に

ケチをつける能しかない人」があるらしい。せっかくの

努力にケチをつけるので私も最初は気がひけたが，私一

人だけでないらしいので安心して執筆している。

建設省住宅局指若手課の人身は私の乙の文章を読んで怒

髪天をついているだろう。人の苦労を察する乙とを忘れ

た不均な男 と断じているに迷いない。しかし私は悪口を

いうためだけに乙の文章を書いているのではない。私は

日本の町をよくしたいというのが中学時代からの念願で

あった。今日だって乙の気持は人一倍強いだろう。だか

ら心配したくなる。

事前』ζ 改正点も発表されたらしいので，いまどろ文句

いわれる筋合いではない らしいが，その考え方も 7 スタ

ーベーションだ。地方のほとんどの建築家は改正点の片

鱗もみた乙とがないのである。東京だけが日本ではあり

ません。

もし当局が建築基準法の成果を本心期待されるのであ

れば，全条文をだれが説んでもわかるように即刻書替え

の作業を開始すべきである。夜、は切に乙れを希望する。

わずかな法の抜け穴から脱法行為が生れるのでそれを

防ぐために縄でがんじんがらめにしばりつけようとする

気持はよくわかる。そのために法文をいろいろむつかし

く書き替えねばならないのであろう。しかしそれが仇と

な って何が書いてあるかわからん乙とになったのでは全

く虻蜂取らずである。一人よがりの法文はぜひやめても

らいたい。いま日本で一番守られていない法律は建築法

規だという ζ とはすでに世論になっている。それは難解

だからだ。当局の方 ICぜひ虚心坦懐な気持で，私の苦言

を聞かれる乙とを切望する。



らかの規範的な原則が背後にあって，その原則を適用す

る目的で，立法がなされるわけである。

乙の騒の背来的な社会規範を指して，乙れを 「法」

( Law.  Recht.  Droi t) といい，それか ら流出した個々の法

規を指して，乙れらを「法 律」ま たは「法規J ( Laws.  

Gesetze. Lois) という。

ト 噌川 川 川 川 川 川 l川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 11

識良

兵庫県教育委貝会施設謀長

と

2量 規 ア ン ケ ー

規法

X  X  X  

法は，宗教規範，道徳規範などの社会的規範と並んで

やは り一つの社会規純である。ある社会規範を法として

行なわしめているものは，そのi去の存在する社会に一般

化していると乙ろの共通の意識すなわち社会ぷ議 (社会

的に規定される思:tu ・!t創立 ・理論 ・見解など) である 。

と乙ろで，一般社会の内心において形成される社会窓

誠は，決して同質的に統一されているわけではなく，そ

のなかに対立がある。 [l 、は，この社会也、識の対立の聞に

晴隆智越

前 文

1  建築造形の過程において， i 人間と断絶したと乙

ろで伝統や民族性を表現」しようとするデザイナーより

も， i良識と断絶したと乙ろで法規を論じ」ている人の

方が，よほどあわれで， ｾＱＱ が深い。

2.  ｾ築家が法規ｉｃＮ ｜ ￎｾ いといわれるのは万国共通の ζ

形成さ れ，発展してい く。

そして，法が，そのように形成されてい く過程が，あ

る一定の段階κ 達すると，そとか ら法 規 が 生み出され

とか も ｾｕ れないが， しかし，良識の欠除や法の認識の乏

しさの放に福祉国家の建設を誤まるような乙とがあって

る。

すなわち，法が人々に一定の行為を要求し，あるいは

一定の行動を禁止しようとするとき，その規定は成文の

形をとり，文章によって表現されるが，そのように表現

( 立法) されたものが法規である。

〔注) i 法律」は国会の議決を経て，また「条例J は

地方公共団体の議会の議決を経て，立法さ れ，政令

や規則すなわち 「命令J は議会の議決を経ない法規

であるが，乙れら法律 ・条例，命令をひっくるめて

「法規」と 呼ぶ ζ ともあれば， i ・法令」 ・ 「法律」

または 「法J という文字で表わされている窃合もあ

るので，乙れらの字義は，個有の場合lζ 応じて理解

されなければならない。

X  X  X  

法規は前述のように，一定の生成段階に達した法が，

成文の形で表現され固定されたものにほかならないので

法規も法の形態の一つには相逃ないが， 法が法規として

閏定されても，なお，法そのものは止まる乙と な く生成

発展をつづけていくものであるのに対し，法規は固定し

た火宝主であるから，流動する社会生活の現実とともに: 助

く乙とのできない宿命的な制約の下におかれている。

乙のように，法規は固定的であり，法は進展するもの

であるから，法規と法との聞には，やがて大なり小なり

はなら ないであろう。

3 .  一般に文化水準が高く ，良識が尊ばれる国では，

法を形式的に画一的に適用するよりも，個々の場合に応

じて自由法学的な立場をとる方が，終局的には法の目的

を達しやすいとされている。もとより，このよう な背景

には，その国民の五正大の道徳とも知恵とも称すべき節度

のM事11が流れているが，乙の流れを支配するものは権力

でもわがままでも な く，突に良識 (G∞d Sence.  Bon 5聞の

そのものK ほかならない。

4.  そもそも， i 建築確認は法規裁量であって，自由

裁量の余地がない」などといっても，乙れはもとより設

計者や建築主事が法の解釈をするという乙とを妨げるも

のではない。むしろ，法を目的論的に解釈せずして適用

する乙との方が違法の行政処置となるという乙とが，法

の本質からいって当然であって，行政の職にあるものは

乙の立場を見失っては ならないであろうし，設計者など

も同l剛ζ 乙の辺の条理は心がけておいてよい。

5  乙乙で，法規や基準を経IC. ，それ以前の良識を緯

IC. ， 2， 3の事例を掲げて，世上』ζ 函かれている地検械を

眺めてみよう。

容ーー

( 1) 法規ゃ法問匹以前の良識について

[茸11 府] 訟と法規

cm 2筋〕 滋岡田 ICついての考え方

一一内

.• 
・

の距向性が生じてくる。

それにもかかわ らず，法規だけを法であると考え，法

規の背後において進展しつつあ る生きたJ去を顧みない こ

とは，法の認識 (法の解釈) において大きな誤りを犯す

(  2 ) 法規や器削の背後にあるもの

cm 3 脂) 2， 3 の事例

i  配位 ・形餓 ii JIl途 ii i  I揖逃 i v h値工者の貨任

ゆえんである。

X  X  X  

法と法規との聞には，いろいろの怠味で聞 ｉ ｾ ＺＡ がある
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法規や基準以前の良識について

〔第 1話〕法と法規一法の認識ー

そもそも，法規は，なんらの恨拠もなしに突如として

社会に示さ れるものではない。人間の理性につながる何



が，乙の間ｼ羽 ｉ を充足する仕 Ｇｪｾ をするのが「法の解釈」で

ある。よし 「文字の末K 抱泥せず，法のf . ¥味に着服せ

よ」といわれるが， r法の解釈」とは，結論的にいえ

ば，法規の意味を通じて，法の規範を学理的に認識する

乙とである。

「法の適用」は，行政の窮極の目的を迷するための下

段であるが，法の適用にあたっては，法規の表見的な条

文の規定をそのまま適用する ζ とではなく，法の1l ぷ味

を理解し，法の解釈を行なった上で適用されるべきであ

るという乙とは，法学者および行政学者の定説とされて

いる。

そして，上に述べたような| 剖| 政は，主として次のよう

な関係において見出される。

第1 言語または文章の不明確

第2 規定の概括性

賀 ｾ Ｓ 規定と規定との倒的11

究'; 4 法と法規との聞の間隙

まさに， ζ のように，法と法規との間には. いろいろ

の意味でギャップがあるが，乙の法規のなかK 存在する

矛盾を去り，欠陥を埋め，霊複を除き ，疎略を補い，不

明を明らかにし，不当を調整するなどの ζ とは，良識の

問題であって，乙のように法と法規との間際を充たす仕

事をするのが「法の解釈」である。

×  ×  ×  

しかし，上掲の第 4 の場合のように，法規はあって

も，それに内在する法的意義が，実際の社会関係を合理

的lζ 規律する IL は相当のズいを生じていると考えられる

場合などにおいては，速かに法規を改正する必変ーがあろ

う。( もとより，企業者個人にとって，部合の悪いズレ

だけを改正するという意味ではない。〉

と乙ろで，建築家は，日常; の業務を通じて. 法の解釈

や法制の問題』ζ 関与する機会が多いはずである。

それ故，法の進化に向って，不断の関心を寄せ，正義

および公共の福祉のための，より科学的にして，より客

観化された立法に対する松極的な助言や協力を惜しむべ

きでない。

行政の迩営も， 乙のような社会的な蕊盤に立って，は

じめて， ｊＮＧ ｾｉζ 民主的なものとなり得ょう。

〔第 2話〕基準についての考え方一良識に基く設計一

乙乙では，学校建築 IC例をとって，良識にもとづく設

計態度が，いかに要求されているかについて述べよう。

特殊建築のなかでも，その件数と坪数において圧倒的

に多く . 主(立を占めているのが学校である。乙れがどの

ように実現されていくかを，単純な一例として木造小中

学校の日本建築規絡 ( J ES 1302， 1303) について1考えて

みたい。

① たとえば 「校舎本屋と| 胤也岐界線または道路の向
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う側境界線との距離は 10m以上とする。」というのであ

るが，乙れに対し‘ r10m 以上」とあるから，乙れをも

って直ちに最下限の 10mだけあれば満足されると考える

誤った風潮iは日本人の通弊であろうか。

試みに騒音の点だけについて考えてみても，今 U の交

通・ ｊ ｾ Ｇ ｗ ［ￒＩら，件線道路沿いの学校は，自 ｩＱ｜ 市といわず ｬ 出村

といわず， 一線l乙騒音 IC 悩まされつづけているのであ

る。

80 - 90ホン』ζ 達する騒音のため曹教室内での言葉の了

解度は低下し，生徒は先生の口許をみてやっと判断して

いるようなと乙ろもあり，学習は騒音・で絶えず中断され

るので先生は同じ ζ とを繰返さなければな らず，そのた

め学科の進行迷皮も遅れ. 疲労度も大きい。音感教育な

どはとても不可能で、また大きな戸を強りあげる乙とが

;I>，'tl't となって自然と性質が粗暴になり，深い思索などは

続けられない等々で，学習能率の低下は惣像以上のもの

がある。

校j也の境界線での許容騒音度を70ホンとすると，通常

の衿線道路と教室との距離は30- 100mを裂し，なお90ホ

ンという述統音が総音曲 ｪｩ と な って流れてくる主ｾ国道沿

いの学校では. その校地はもはや全然不適格ともみられ

る現象を呈しているのである。

わが国の都市計画は，校地の確保を忘れていた。ネイ

ポァフッド ・センターおよびコミュニティ ・センターと

しての学校を忘れた郷市計画一一都市建設ーーというも

のが，成り立っか否かは説明するまでもないが，現状は

上述の事情で，校舎敷地の狭小K 加えて，騒音の増加に

より，校舎の耐用命数よりも，加速度的に拡大しつつあ

る校地の 「老朽化」の方が問題になってくる。

乙のように思いをいたすとき . さきの i 10m J はもは

や木造防火だけの窓味しかもたない乙とがわかるであろ

う。基準も，やはり社会の変遷につれ，動的な盗におい

てとらえるべきであるという一例である。

① また r教室の主採光窓は. 床面上 0 .8m 以上を

有効とし，その有効窓面積は教室床面秘の 1/ 5 以上とし

なければならない。 」というのがあるが， ζ の 1/ 5 とい

うのは. 人間の眼が教室内で50)レタスを最低燃準として

いた lI !j 代のもので，いまでは 200 ) レタスでも満足しな

い。 ( J IS Z  91 10限度. M; 準参照)

問機の規定は基準法にもあるが，さ らに同法胞行令2 1

条の 「天井の高さ 3m以上」が誤って解釈され乙ともとも

なって，教室の照度は概ね満足なものがない。

その上さらにいろいろの反射率を考慮しないで下当り

次第 lζ 材料や塗色を決める乙とが，室内側皮 lこ少なから

ぬ影轡を与えている。たまたま蛍光灯をつけたのはよい

が，その: I i i 貝の方| 旬を誤ったため生徒の般に「まぶしさ」

を! 必ぜしめたりしている。 (後光灯は. ｬ ｾ 予の方向を正

面』ζ 1")って l自.角 IC配列すると著しくグレアを感ずる)

-.  



.  .  

さらに特別教室に目を転ずると，艶出しのデコラなど

を机面lこはったりして，その鏡のような強烈な反射が，

H音い室内でグレアを生じているといった有機である。

( 教室内では，いかなる場合ふ合成樹脂系の板などは

艶消しを指定すべきである。)

類似の例は枚挙/ [ . いとまない有秘であるが，本n命から

それるので，この辺で省略するが. 人生の脱芽時代 lζ あ

る児童. 生徒の人間形成の場で，実は乙のようにかえって

人聞を痛め傷つけている ζ とに深い) ; C(i が)J [ J えられる必

要がある。

×  ×  ×  

叙上の ことは，法修もまた静止的なものではないとい

うととで，個々の基準にあてはめる乙と以 前K ，まず建

築家の良心の確立が問題とされる。かくて，i J ! 築家はつ

ねにｾ築技術の良識』 ζ もとづいて，新しい悠築ｻ象を求め

聞かねばならぬとされるゆえんである。

2  法規や基準の背後にあるもの

〔第 3話) 2， 3 の事例

i  配置 ・形態

① 公庫の分譲住宅のソパに公団の高岡アパートが近

接して主j I ; てられようとして，その分譲住宅の飢IJから苦悩

が出た。そのいい分は，もとより，居住性を悪くし，環

境を ζ わすというにある。

もと . 公庫も公団も，同一主務官庁C ! U l 設省) のもと

で，一織に住宅建設の合理化を. 都市計画的な配慮のも

とに行なっているのであるから，両団地のつぎ目で，乙

のような紛争が生ずる乙とのないように与えられるべき

は当然であろう。

同様のすI例で，住居専用地区的な環境をもっ住宅地の

ｾＧｬ中 Ｑ｛Ｎ ，突如として公庫融資の Ｔ 階建のアパートが建て

られた。東側の住人は見下されるといい， また北側の住

人は眺望と日 j取を遮られて嫌気がさしたといって，後者

は，ついに時価800万円の家屋を 400万! J ) K満たない価額

で売って移転してしまった。

一般に，住宅地では， ζ のようなが伊l が少なくない

が，いまもなお，乙のような非文化の象徴が跡を絶たず

にifl.j 函されつつあるのはどうした 乙とか。とれを法規で

規制するとなると，高度地区 ｾｬｩ ｩｊを設けて高さや距離や斜

線jljlJ 限を加えなければならないが，まずもって社会意識

がその方向に盛り 上 ってくる乙とが先決であろうか。

②高度地区で思い出したが，建築物の絶対高 lζ っ

ち先年Ｎｾ築協会が建築家 ｬ 乙向ってアンケート調査し

たと乙ろによると，現行の 31mを 50mぐらいにすべしと

いう怒見が相当数あったのに驚いた。

31mというのは. 商業地域などで 20m道路K 媛して建

てられる高さの限界であって，乙のとおり実現したとし

ても ，臼動車の密度が過大に なって，道路の方がパン ク

する乙とになるような状態である。

交通上から考えても，そのとおりであるが，日照 ・通

風 ・防災などにおよぼす悪影響も覆えない。すなわち，

今 |司提11:) され出した市街地の合理的な高度利川による

「都市の再開発」を前提に与えた場合にのみ， 50m 論も

妥当する期合があるというに過ぎないのであって司今日

の貧困な郎市況画のもとで，市街地における無定見な中

高層耐火ｾ築物の ｩ 監立は， r不燃空白集建築地帯j: J 現出の

m 1  ｊｾｬ を思わせるものがあるＯ｛Ｎおいておやである。

×  ×  ×  

ii 用 途

① 住居地域内において，民地の転用許可を得て，盛

土もし，やっと処築に着手しようとする段階に立到つて

はじめて位築のj也成制限があるととを知 l り，工。Ji: を停止

して不測の損害を招いた工場などの建築主やｾ設業者が

跡を絶たない。

宅地主j I ; 物取引業者も，設計・者 ・施工者たるul 築士も，

地域: 1mの主旨は，一般にわかっているはずであるが，公

害とか公必判断を誤らない確信が持てるまで，もっと絹i

%: な事前調査をされる必要を毎度なが ら痛感したもので

ある。

上の例は，地域jj;l Jからみて不適格の用途の辿築で，原

則的 ｬ ζ 地主主的な ｾｬｪｬｊ 限をうける場合であるが，商業地域内

で映画館を姶てようとしたのに対し，近隣の女子大学か

ら苦悩陳wがなされた例がある。

文教地区でもあればともかく，法規上は，乙の建築を

禁ずる筋合もないのに，学園個IJ は横暴であると，建築主

はいきまいていた。しかし，やはり，学闘を中心とした

地域社会の文教上の環境は維持したいという社会意識は

当然認めらるべきで，乙れは法規以前の社会的なエチケ

ットの問題でもある旨を説いたが，同 i如 ζ 父兄と学園が

別の適地を物色し，交換する ζ とによって，話は円満に

妥結した。

×  ×  ×  

iii 梢 造

① ピロティ ( Pil ot is ) 形式の建築がいまや形式的な

アクセサリーと化して無期に採用されているようである

が，ピロティは英語の Pile ( 杭) 1乙相当し，南方の水上

住宅 K I : 主む土民の乙とを Pil e- dwel l er といっていると乙

ろからも 「杭状の脚部をもっ家」の形態を総称してピロ

ティ式とでもいうのであろうか。乙のようにみれば，近

世』ζ 案出された日本の宮殿や校倉造の宝物殿などはとも

にピロティ形式であるともいえる。

しかし，乙れらの建物は，すべて上部は一周である。

また. 南方の樹上住宅 lζ しでも，その胸部は文字どおり

大地 lζ 恨を生やした樹幹である。乙れと，今 nのピロテ

ィ式のピ Jレのよ うに殊に不均質な地盤の上にあって，そ
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の上部』ζ 多庖の階数を重ねたものとを対比して考えてみ

ると，構造耐力の点で大きな相i主点が見出される。

101栓程度の建築物では，少なくとも下部は鉄骨を入れ

なければダメだという学者もあるぐらいであるが，さら

に乙れがガラス張建築ともなると，構造学者もいうどと

し大地震に際してガラスの崩格は免れないであろうか

ら，外部に対してどのような結果を招くかは想像に難く

ないし，また内部』ζ おいては火災による燃え抜けも覚悟

しなければならい。

現行の法制』ζ 定める震度は，乙のような形態の建物を

対象にしたものではないので，設計上も施工上も厳重な

検討が妥請されるゆえんであるが，乙うようなととは，

議論よりもま ず実験により，その結果を1 ft聞に P R し

て，その結果が，果して，さきの構造学者の主張と同じ

であるという乙と κ なると，そのような施工をした建設

業者は，ｾ築基準法では設計どおり施工したととによっ

て免ぶされても，なお，建築主に対しては，請負契約文

の如何κ かかわらず，民法上の 「かし担保」の立に任ず

べき場合が生ずるであろうし，建築物の所有名はまた傷

害をうけた者に対して無過失i 1 任l C . よる損害賠償を負担

しなければならぬ ζ とK もなるであろう。

① i l i X後の野手|ニ戸lζ 闘いがなくて幼児が落ちた事故が

多かったが，高周アパートの住戸の窓 f[ 囲いがなくて，

幼児が墜落死した例は全国で数十件に上るであろう。し

かも，被害者の家族は， 乙れを災難だとあきらめてい

る。

① 木造アパートが火事のとき，何十世帯が一時に燐

出されるのは何のためであろう。一流商庖街の賃金属商

すら隣家の延焼をうけて大損害を蒙った。乙れらは，い

ずれも防火区画をおろそかにした結果である。

木造の校舎が火事のとき，その渡廊下が火の渡り道と

なってつぎつぎに延焼し，数棟の校舎を一瞬にして灰に

した例は跡を絶たない。また，渡廊下で延々と建て延べ

られた旅館など見受ける乙とがあるが，公共の福祉な

どは，乙乙では棚上げの姿である。

×  

IV 建築士の立任

×  ×  

紀元前 ＲＰＰＰ 年，パビロニアの王ハムラピがｾＱｬ ＱＱ 定した二

百数十条の法典のなかに，

安P 29 条・・. . . 構造が不備のために建築物が{ l j J域して建

築主が死んだ場合 ｬζ は，その工人が斬ｾｦＮ

K 処せられる。

第 230 条 述築主の子供が同様にして死んだ場合κ

は，その工人の子供が死をもって報いら

れる。

その他，建築の事故』ζ よる建築主の損害は，その工人

の損失となってハネ返ってくるというおきてがあった。

まさか，今 1=1の法律で，乙のように他作的で恐怖的な

規定はされないにしても ，建築家( 設計者も J血工者も)

の社会的の地位が向上すればするほど，その自律的なが

任感もまた大きく妥結される乙とは必定で，さきの例の

ように，高層アパートの窓から幼児が墜死したとか，木

造アパートで全世帯が脱出されたとか，建築の不備によ

って人命や財産に損害を与えた場合は，あたかも，処置

を誤った医師iが新Il H ダネになっているように，業務上の

不法行為としての刑事立任をも負わされる乙とになるの

で= はないか。一一乙れは，社会一般の政治意識，行政感

覚の向上に伴なって， やがてそのような風潮になるもの

と思われる。

×  ×  ×  

本稿で行政の実際に触れなかったのは片手落ちの! 惑が

しないでもしないが，乙の点』ζ ついては，将来も引続き

「紙上公聴会j でも企画してほしい。
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津 波 対 策 に 関 す る 意 見 書
記

日本建築学会では，今回のチリ地震津波の災害にかんがみ，下記のよう

な「津波対策に関する意見書」を関係当局へ送られた。

今回の津波災害に際しましては，

昭和 8 年の津波被害κ 徴 し， あらか

じめ県当局のとられた措置ならびに

常時の芯難訓練により人命の損害を

前回の被害l C . 較べ催少に止め得た乙

とは不幸中のやと考えますが，建物

被害はかえって激増を示していると

の報に接し，対策を再検討しさらに
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促進する必要がある乙とを痛感致し

ます。

本会においては前固にならい，災

害調査を行なう乙とに致しましたが

当局におかれては，ひとり三陸地方

に止らず全土にわたり津波対策とし

て次の事項を実施せらる〉ょう要望

致す次第であります。

1.津波の危険が予怨される地域 lζ あ

つては，少くとも住家に関する限

り，防災構造の普及助成を談ぜら

る〉ととも 1[ ，敷地あるいは床高

さについても規定し，乙れを励行

させる乙と。

2 .津波危険地域にあっては，避難所

に適する公共建築物を鉄筋コンク

リート造等の丈夫な構造に改め，

適正に配置するとともに待避計画

ならびκ 実地訓練を徹底せ しめら

れる乙と。

.  
、..  



論拠のある他の規定にくらべて大まかで，精度をあげる

乙とが望まれる。同級の疑問は理論的に未解決な杭打公

式をはじめ，地耐力から構造体各部の規定にわたってか

なり多く見受けられると思う。

しかし迎論や技術は常に前進しているから，ある Ii;J J切

に法令の規定tζ とり入れられた暫定的理論値は，時とと

もに価値が下るので，規定当時，他項目と同程度に精度が

高かったある内容も J醤定値がいつまでも改正されない

ままであれば，すでに結論の出ている項目とか，改正さ

れた項目に比べて規制の精度が低いといえる。乙のよう

に規制の精粗の差には時間的に生ずる性質のものと，他

方理論値とその適用のし方κ 人為的な面で精粗の差があ

るものとがある。との ζ とは第 ( 2 ) 項，第 ( 3 ) :項と

もに| 渇述する ζ とであって，第 ( 3 ) 項で例をあげると

採光面必や採光材料の規定などがそれで，保つべき函秘

を規定しでも，それを維持する条件( 換算面積としての

トップライトとか採光材料) の規定がない。いわば規定

が大まかである。これに対し階段などは用途別によって

突に細かく規定されている。とりわけ避難施設にも関述

すると防火に関する規定は何メ ートル離れて何平方メー

トルの関口というように詳細に規定され( もっともそれ

につける防火戸の網入ガラスの面積K 規定がないなどと

いう片手務もあるが〕極めて精度が高いものとみなされ

る。また例えば Ｓ Ｑ ｭ の高さ制限とか，主ｾ蔽率の点など，

きわめて淡然とした決定のし方であるが，これにも 明確

な理論的裏付けを得て規定が示される乙とを望みたい。

さてつぎに実際に法令lζ 接する段階で，法令を親しみ

にくいものにしている文章のむつかしさだけは，な K よ

りさきに改めてもらいたい乙とで，もっと平明な表現で

同じ内容を示す乙とは可能であり，現在の表現法が先述

の定義のあいまいさとともに，法の執行機関との聞に不

必要な! 日iLをおとす原因と なっている乙とを，思えば，一

周乙の希望を強くするものである。

では法令を充実したものにするにはどうすればよし、か

まず現行の法令が不完全なものである乙とを認識し， 広

い公共の湯に立って各人の論をひろげることが大切であ

る。法を施行して得た貴重な実際的経験をもととして，

知識を集松し研究させて，それを卒直に公開し，理論の

分野に科学的論拠を得て，法令全体を精度の均ーを整っ

た25にする努力が必要であろう。その際は各部門での深

い知識を持ち寄るのであるが，それにおぼれず全体の法

の流れを見誤らぬ聴明さが必要な乙とはもちろんであ

る。最後に建築法規の執行にたづさわってておられる方

々にお願いしたい乙とは， EI 々多忙をきわめておられる

ζ とは十分理解しているが，さらに乙のような機会を契

機として. 現行法の執行に傾注されているのと同様の熱

窓をもって，本当の意味で建築の最低の基準としての法

のあり方を見出す努力を払っていただきたいものであ

る。
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アンケートに示された点についてはもちろんの乙と .

現行法令はいろいろ問題点を持っているが，それを是正

したいという立場で，いささか抽象的にわたるが私見を

述べてみたいと思う。

基準法および施行令の内容をつぎのように分けてみる

のも，ひとつの巧え方ではないだろうか。すなわち

(  1  ) 人為的に規定したもの。

( 2 ) 理論的IC規定したもの。

( 3 ) 理論をもととして人為的に規定したもの。

の三つの大別である。

(  1  ) は工学とは無関係. あるいは関係があっても人

為的に規定できるもので，該当するのは用語の定義など

総則的な もの，地域地区の設定，建築協定，雑則な どで

ある。 ( 2 ) は工学理論で科学的に規定できるもので構

造， 強度などに関するものである。 ( 3 ) は広義の一般

構造に関するものがすべてそうである。

以上の区分を前提とし法令についてどのようなことが

問題になっているか，アンケー トの問題点と関述させな

がら考察しよう。

例えば先述第( 1  ) 項のうち，用語の定義についてみ

ると，それらのなかには定義があいまいなものが見受け

られる。すなわち居室や地盤面の定義などがそれであ

る。一体用語の定義とは建築物な どの部分，全体に関す

る板本的な規定で，建築物な どの細部にまで直接あるい

は間接に浸透している概念、であるから，設ritlC際しても

この板本の規定に帰っ て概念を再確認 しないと，設計の

細部のみならず全設計が無意 味 になるような乙ともあ

る。 定義とはそれ以外を認めぬ厳 しい概念づけであるだ

けに，あいまいな定義の場合は当事者の解釈のし方次第

で，細郎の決定K 不合理な，ときとしては常識とは遠い

結論の生まれてくる場合もあるわけで，居室の定義など

はとくに i必然としている点で適例といえよう。

また理論的』ζ 確然、と していると恩われる第 ( 2 ) 項の

うちでも，例えば震度の規定はどうだろうか。乙の規定

の背後の理論がむつかしく，結論が11¥されるにいたっ て

いない乙とは知っている。しかし法令としては基準を示

すために規定を明文化している。したがって規H i IJ された

数値は結論が出るまでの街定的なものであり， ｊｾ 実の値

からいくらか遠いかも知れないが，法令としての強制力

を持っている。乙ういう点震度の規定は，はっきりした

• •. '
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( 傑阻は編集者が附す)



建築基準法の立法精神は

習慣性であ るべきか どう か ?

附録 :

現在の上地価格が完全に値下りする法律の提案

三回砲築設計i J I 務所

田 男

蛇足のようだが仰しあげておきたい ｅ とは一一 ζ の特集 ｉｊｉｾ 起前きれ

た方々はおそらくは人以上K 鶴築基制法応対して敏怠を払わなく てはい

けないと感じていられる人たらだと思います。 もちろん私もその中の一

人ですが，持前の佐野から敏変の情あまって， 雌iい1 I l 舌となるよう俗文

章 ｉｾ なりましたとしたら ， な ｉｾ とぞと寛容をお願いします。

さてとの一文は一一短い私の体験のなかから ・・…・その

時々の施主の方々から 「まるで私が建築基準法の立案に

賛回した者のよう 1(， .・・・ "J 1:主惣を申された数々の縦闘を

多少整理したものです。それにしても私の一様に感じて

きた乙とは 「それぞれ一業κ徹せられて今日の成功をか

ちとってとられた方々は，多少の違いはあっ てもみなさ

ん，法治国家である乙とに対する誇 りと十分の義務を感

じておられるが，一口に法律といっ ても刑法や商法のよ

うな他の法律と巡って建築2基準法は，戦前の市街旦塁塁

物法といった気分で解釈しておられ，また法の;恨木精神

は構造の問題を除けば建築物を対象とした文化的な習慣

法であろうぐらいに感じておら れた方々が多かったよう

主主主L 乙とにあたって現実の情勢とあまりにつじつま

があわない乙とがあったりした場合，どうせ法律がつく

られたときはそれ以前の過去の事柄を参考にした乙とだ

ろうから遅れてい るのは仕方のないことだとあきらめて

乙とがすめばやれやれで，後は何かと忙しいし，馬鹿げ

た法律があるものだと感じてもそれを集団の場でと りあ

げて後々の人たちのため K 改善しても らうという “しん

どい努力" もするのが民主国家での経営者のあり 方だろ

うとー11寺の情熱は燃やさ れてみても，やはり目的の仕事

の方が忙しいという乙とのようである。 なかには・…・・

「衣食の問題は与論化するが建築の問題は家賃の乙とを

のぞいてはおそらくーー少なくともわが国では与論化さ

れないであろう。おそらく今後もどこの商工会議所も基

些韮OJ 改正のための基礎研究費を学者や実際家のわれわ

れK 出資される乙とはしないだろう」という私の持論κ

苦笑される方々もある。また一面には，所詮中小企業に

は自然と法的につらくあたられな くてはならない宿命で

あっては泣きごとをいうのは男の斡持が許さないと考え

られる気慨でもあるようだ。( 四面道路の敷地に建てら

れるようになりや問題は ないんだろう ・一- と)

しかし一一。 2 0年前からのととを考えてみよう。いか

に優秀なる人材の集団であったわが軍部も … " ( 乙れ以

上身内のととは口にしたくない) 。専門分野は社会とい
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う需要家のためにある以上，社会に対して負担をかける

ζ とばかり がよ い乙とではないだろうとい う乙とは学校

教育の問題とも似たよう な乙と だと思う。家庭の負担力

のほどを考えるなれば・・ -非常に荒っぽく 理論を飛ばせ

ば，今日のわが国の↑15勢下はまだまだ鉄筋コンク リート

造の自力建設をしやすいようにえ) 1 : 門分野が努力するとい

う考えが円満な思考というものではないだろうか ?

さて，お伝えしたいという話を具体的に展開しよう。

巡法では，所有権の完全行伎を原則的に認められてい

るはずだがーーその行為に対して制約を加えるという以

上， その行為が他人に迷惑を与えるとか社会風紀上面白

くないとか，ともかくはっきりとした証拠があって乙そ

制約する乙とが許されるのではないのか ?明 らかに非を

おかした人間ですらその徴罪! と不服なれば上告の権利は

あるし，ともかく人権の尊重という乙とのためには 9 人

の兵犯人を逃がすとも Ｑ 人の無実の ｾ ｉ ｬ 人を出す な という

のが今日の法律であるとその方の専門家の公演を間いた

ものである。保全経済会が異法のものであったとして

も保全経済会の建物はあくまでも無縁ではないのか ?

( 用途地域の問題は別として)

. 建蔽率は正直に守るが一ー もし支那式に土地いっぱ

いに外壁をめぐ らして中庭をとるよう な建て方をすれば

隣家の迷惑係数 ( ?  ) は 10泊l惑ったのと巡わないはず。

( 商業地域，耐火構造の l Oi!il J OK というくだ りは基準法

中全 く大向 うのカ ッサイすると乙ろで，乙の立案者』ζ 学

会: n: を出さ ないという乙ともオカシイし， 何かの経済団

体から感謝状をもらわれたという乙とも 1mかない。すべ

てを許すという法律も存在しているのである( カンツウ

は界になら ない) もし私の親類から建設大臣が出た とす

れば， ζ の立案者に基準法の根本的大改正を命じるとと

を推めるだろうし，業直に聞いてもらえばその ζ とは

一一おそ らく他党の抵抗もほ とんどない乙とで実質的に

はどれほど大臣の政治的名声を高めるかという乙と を証

明 して納得せしめるぐらいの自信とうぬぼれは持 ってい

る。

Ｎ ｾ耳さ制限 ーー とかくナンセンスであるという乙とは

明白な事実であるようだ。刑罰1者ーにすら恩赦という乙と

がある なればメート J レ法改正の恩赦第 1 号としてはどう

だろう 。

. 軒R高耳制限一一高さ f制|白初凶1計対lリ限lκζ はドンキホ一テの気慨があ

るとすれば，乙れにいたっ てはパンチョーであろ う。 あ

る重役さんが外遊から帰られていわれた乙とに一一エン

パイヤース テート ヒ司 J レの高さが 300m とすれば， そのがj

面道路は 200m もなかったように恩いますが …・・。また

欧州の建物はほとんど屋恨がついているので日本もあの

ように屋恨をつけよという芯味からそんな制限をするの

ですか F ただし IbJ うの数階建の上の屋阪は木造で小屋

哀を利用しておりますが…… 。

.  
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- 盆皇軍塾杢 民主主義が健全に発達するためには

たしかに善意のオセッカイというビタミン殉lは必要でし

ょう。しかし乙れは大抵の脇会，法の不完全を補う意味

で普良なる良識人のオセッカイが必要なので，法自体の

なかに存在するという乙とは不思議な現象だ。事務室で

働く背広族には 1/ 10 の採光は必2 r だが，デパー ト内の

女応員や地下室で働かな くてはならない人達にはそのそ

の必妥はない という乙とだろうか ? ( だから ζ そ三池の

ように保光にめぐまれない労働者の争議がむつかしくな

るとしたら … ー採光と精神衛生学の問題を何年かさきに

察知していたという乙とになるから大した先見明があっ

たという乙とにもなるが… … )

. 階段と遜縫の問題一一盟主費量よは燃えてみたと乙

ろで乙とは知れているだろうと思われているのが一般に

人気のあるゆえんである。外国例と比較してあまり厳に

すぎると奨励したい鉄筋コンクリー卜の人気の足をひっ

ぱる乙とになりかねないとも思うが・ ・ーただし多数の不

特定他人が集まる建物というものにはしっかりした研究

によってうんと廷がつくのが当然だと思う。

またエレベーターが取締られるようになったが， エレベーター台数民

対する可I故発生率が戦前11: くらべて. すC くt曽えたとでもいうのだろう

か? それとも敗戦後はエレベーターやリフトを必要とする雄物を企画

するような施主や関係する致計者や業者の人約が戦前と〈らべてガタ務

ちにはったと判定されたという ζ となればいたし方のt" い乙とでもある

が・・・。 もちろ A.. . 後はいえない。( 欧州のエレベータ ーの着床程度

がどの科度の色のかという E とは. わざわず行ってみなくて色 少し努力

すればt I l 録できる乙となのだが……)

e ETC &  ETC &  ETC.目 ・いかに一度ならずお世話に なっ

た施主の言葉といえども己ながらうんざりしてくる。与

論化さないと明言した自分の言葉を自分の体で証明して

納得しているようなもので…・・し ょせん乙んな調子では

第一流になれっ乙ないと思う。しかし放ライト氏のグッ

ゲンハイム美術館で示されたゴーマンともいえる勇気は

己れが天才だと自認できる作家のみなし得ることであろ

う。もちろん私の本心は-…・・あくまでも美しい建物を設

計したい。それにはまず施主の当り前だと恩われる要求

は満足さしてあげたし、。また個性のある方たちが個性の

ある要求を打出されたときほど制作意欲をかきたてられ

るものだという乙とは，おそらく自由職業としての体験

生、主主主主こ方たちにはわかっていただきにくい乙とで

もあろう。また自由職業という場ほど，施主単独の人気

より社会の良識ある批判をおそろしいと恩う立場に立っ

て仕事をしているものだという乙ともおそら くわかっ て

いただきにくいことでもあろう。

ある，老練なる建築行政の現場 7 ンの方を私が心安だ

てに追いつめたとき「法は，人間の野望をふうじるた め

にあるのだ」といわれた。建築基準法が生まれたときの

公演も聞いたおぼえがあるが，乙んなにズパリといわれ

た行政マンにはまだお自にかからない。もしｾ築基準法

の根本理念、がそ乙にあるのだとしたら. 立案者の聞でソ

ッ トしておかなく てハッキリとわれわれに知らして ほし

い。それはまた建築士法を造られたかぎりの義務という

ものだと私には恩われるが・・ ・・ ・・。

それにしても私K は・…・・。

やはり市街地建築物法という言葉のもつ味の方がなつ

かしい。 i 裸で街中を歩いてはいけません」といわれる

ような法律の方がうれしいし，地方長官云身・・・ ・ー の くだ

りは態度として正しいと恩うが，あそこをm築主事の認

めるかぎりとして大 巾の権限を移す。さて，その建築主

事の選び方の問題だが・ ・. 懸11: ・設計の規定lζ なsらって

民間の一級建築士の過半数と良識ある社会人とで選挙

し，現在の建築主事の給与体勢を3倍から 5倍以上 lζ 引上

げたとしたら。 ・・・・それらに要する費用の何万倍とい う

経済材が不必要に使われなくてもすむ乙とだと私は確信

するものだが目... ..。

余談として ・ぃ。

もし現在の土地価格が不当な高値になっているか

ら万人の幸福のためには抑制しなくてはならない

と考えていられる方々があったとしたら，私が絶

対[ζ 効き目のたしかな手があ るという乙とを申し

上げてみたい。

それは・・ .. 。

土地を国営にしなくはほかに法がないというのではない

主旦立，L ( 住宅公団の方々に聞いていただきたい。)

それは・・・・( モッタイ振りましたネ一一)

まず，現在の地主はそのままで結構です。土地をもって

おられるという乙とはその方の親属の努力のたまもので

すから当然の権利です。私の考えでは… … 土地というも

のを人間の野望( そうです値上りという野望です) のた

めに買込むということは，お米の買しめと同じ乙とだと

思います。その限り lζ おいて・… ・・建物を建てる必要の生

じた人乙そ土地を買う権利があると考えてはし、けない乙

とでしょうか? 土地が売買された限りは，その貫主は

何月以内には建築 lζ 着手しなくてはならない，という法

律をつくったとすればどうなるでしょうか Y われわれ

の国土はせまいのです。乙ればかしはアメリカの法律{ 乙

右へならえでなく，大いに絶対多数の幸福のためには考

えられてよい乙とだと恩うのですが? ( いまだに独立し

た自分の住居も持てない建築家のタワ言というものでし

ょうか? )

一時のコンランを整理されるのは政治家の技術の問題

だと恩います。またわが国の税法がそれをなし得ないほ

ど. 小i l E 階級をいためつけた上に成立しているとしたら

・…・。それとも資木主義経済とはどう せ絶対価値の変ら

ないものでも. 換金価値さえ変ればそれでよいのだとい

うほど安易な経済概念の上に立っているものだとまで

ー一一私は資本主義を見下したりはしていない者ですが .. 

o  ( 1960 .4月記)
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荘、は建築法規にはヨワイ。だから一度でパスした乙と

はない。いくら法規の改正があっ ても設計との矛盾がな

くなるわけでもあるまい。しかしそのよう な矛盾がお乙

ったとき! t : . はゴマ化さずに正直lζ デザインを練る。その

ために思わぬよい結果となる乙とが度身あった。

デザインと法規との矛盾は両方が存在するかぎりなく

なるとは予想されない。問題はそれよりも法規と経済と

の両立性にある。乙と lζ 大都会の土地ブームというよう

な時代的背景一一郎市再開発や団地開発ーーをいかなる

形で法規によりよく反映して建築経済との矛盾を解消し

て行 くか，これは全く専門家以外にはうっかりした発言

もできない大問題だと思う。( 標題は編集者が付す)

×  

×  

-.  

( 左段より)

象 ILすぎるように恩います。一般に地盤や基礎杭関係の

規定はあいまいなと乙ろが多いようで，杭の許容支持カ

が旧市街地建築物法のそれに逆もどりした乙と など，堂

々めぐりをしてきた感がしないでもありません。結局，

土や基礎の学聞がまだまだ進歩の途上にあるためであり

ましょうが，それだけ IL i 法」の内容がいっそう時代的

なものになる乙とを十分警戒しなければならぬものと思

います。

市街地建築物法から建築基準法へ，建築関係法令の体

系もずいぶん巾の広いものに発展し，ま整備されてまいり

ましたが，基準法のなかにも旧市街地建築物法時代の形

骸がそのまま形を変えて残っているものがと乙ろど乙ろ

見当ります。建築界のめまぐるしい進歩につれて，その

法制化への努力は大変な乙とと恩いますが，よりよい必

築を作って私たちの生命，健康および財産を保護し，公

共の福祉を増進するために，私たち自身ももっと法律や

政令! こ関心をよせねばならぬ乙とを，乙の文を草するに

あたって痛感した次第であります。

×  

×  

自衛権論争，さては安保条約の批准をめぐる論議のか

ずかず一一 慾法や法律の条文を正確に解訳する乙とは，

大層むつかしい乙とのようです。事実われわれ建築に携

わる者にとって一番 lζ 身近なはずの建築基準法や建築士

法でさえ 1 回や 2 回通読したくらいでは，すっきりと

頭のなかで整理する乙とができません。まして，民法，

労働基準法. 学校教育法，医療法，薬事法，消防法，清

掃法，都市計画法，奥行湯法. 旅館業法，児童福祉法.

火薬類取締法，倉庫業法，屯気工作物規程一 etc さらに

建築lζ 関する通達 ・例規にいたるまで一通り自を通さな

ければ一つの建物が適法に設計されているか否かわから

ないというのには，ま乙とに閉口します。

乙れは，私自身の不勉強さを物語る感慨に過ぎないの

かもしれませんが，例えば，労働安全衛生規則 lζ 定めら

れている「安全基準J ，そのなかの通路や作業床，足

場，段落防止，崩落防止などの規程は，むしろ建築基準

法施行令の「工事現場の危害防止」のなかで示されてい

る方が妥当なように思えます。その他水洗便所の汚物処

理粕の問題など関係法令が多岐にわたっ ている乙とはい

つも頭痛の窓になります。

また，最近は建築用材料としていわゆる新材料と称す

るものが続 h とあらわれております。乙の種の材料の構

造，強度の問題，不燃性，準不燃性，難燃性の区別，耐

水性の材料としての適用の可否などにさまざまな疑問が

あります。 p s コンク リー トや軽量型鋼，軽金属構造，

プラスチックス材料などに関しても，いまのところ法や

政令tt : . は規定されておりません。

建築学会が制定している各磁の構造計算規準や施工規

準は，一応乙の極のものの標準と考えてよいのではない

かと恩われますが，とれらの規準と建築基準法のそれと

がやや変っている乙とがあります。前者といえども絶対

的なものでない以上，それは当然ですが，概して前者の

規定の方がくわしく，ために条文の理解K 誤解の伴なう

乙とが少ないようです。例えば，地盤の許容応力を荷重

試験によって決定した場合，基準法にはなんら抵触する

とζ ろはないようですが， j也f般の深郎ILi l次弱な屈があっ

たりすると，建物全体に恩わぬ障害をおとすととがあり

ます。もちろん，構造設計の原則として，そのような故

障が生じないよう定められてありますが，なんとな く抗I1

×  

×  

×  

×  

an凶は編集者が附す)
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都 市 計 画 を 促 進 す る も の に

日本住宅公団大阪支所次長

夫信阜

法 規 ア ン ケ ー

建 築 の た め の 建 築 基 準 法 か

東畑建築事 ｾｩｦｲ

諌保木々佐

1  .  技術的な細部規定が多すぎるから，公共の安全や

衛生lζ とくに必要なもの以外は，規定からはずし. 建築

士の良心と技術，建築主の良識にまかす。

2.  新築のときは設計や竣工検査がやかましいが，竣

工後の管理，模様替え，増築などについて，放任されて

いる。建築の保守を監理する乙とを制度化すべきであ

る。天井がおちたり，パラペットが乙われておちたりし

て，公衆(( ケガをさせる乙とがないように定期検査をす

る。行政官庁で手がまわら なければ，建築士( ( 仕事を委

任する乙と。

3.  ｾ主ベい率に つ い て詳細な規定がある にもかかわら

ず，建築敷地の境界確認と，建築後の敷地確保が行なわ

れていないために，乙の制度は単l乙書類上のもので，現

地では有名無実となっ ている。用地確保の制度を確立

し前記の建築の保守監理制度を建築用地について も行

なうべきだ。

4.  建築主事の身分安定をはかること。現在のように

地方吏員では，無理が通っ て 道理がへ乙むおそれもあ

る。

5.  絶対高さの特例許可がだんだん多 くなるようだ

が，乙のような重要な乙とを，地方庁でばらばらにやる

のはよくない。国として一定の規準をつくり，それによ

って行な うべきだ。その場合の一例として，道路や公園

の割合の多い都市については容積率をゆるやかにし，道

路や公園の割合の少ない都市については，容積率をきび

しくする乙とにより ，都市計画を促進するのがよいと患

っ。

今回「建築法規特集号」アンケートの原稿依頼があり

ましたから，日どろ，建築主槻について考えている乙と

を，多少とも述べさせていただきます。

まず，建築基準法第一章総則の( 目的) の項に「・・… -

lζ 関する最低の基準を定めて，国民の生命，健康および

財産の保護を図り，も って公共の福祉の増進 lζ 資する乙

とを目的とする」とあるので，少なくとも，つぎの乙と

は. 必要と思われる。

1.  建築芯準法は，実状とよくあっている乙と。

2. 古典的な規定は，削る乙と。

3. 条文の解釈の仕方( ( より，変化する乙となく，最

低線を明記する乙と。

一例をあげて示すと，今回の改正 lζ よって， ( 令) 第

87条，風圧規定の第 4 項lζ ，風力係数は，風洞試験によ

って定める場合のほか云々の文章が，追加されているが

実状はきいちいち風洞試験が行なわれるかどうか。

またもし行なわれない場合は，次 lζ 示す数値とし云々

とあるが，乙の風力係数においても

イ) 数述棟の建築では，風下には，漸減しないのか。

ロ) 風下屋根面で，鋸歯状の場合と，山形状の湯合と

で，係数が異なるのか。

ハ) 桁行方向で，建物の巾と長さの比例の限度はいか

ほどか。

等々は実状と，はなはだあってないように思われる。

要するに，総則の ( 目的) を生かし，建築物の目的を忘

れないような，すっき りした改正なれば大賛成である。

( 標題 I孟編集者が附す)

"  

99 



「

法 規 ア ン ケ ー

設 イ崩 原

松

ト11111111111111111川 川 ' " 川 川 111111111111111川 111111川 11111川

呈ム

日冊 と の

京都大学建築学教室

;甫 邦

関 イ系

男

基準法の規定のなかに疑問 tζ 恩われると乙ろのあるこ

とは，前から 指摘されている。たとえば， 関係博士はか

つて，法28条の採光に有効な窓面積と，床面積の比率に

よって，居室内の明るさを示す方法K ついて，また同時

lζ ，施行令20条第 1 項の採光lζ 有効な窓面積の算定方法

について，その不合理性を述べら れたことがある。( 建

築学会研究報告20号昭和27年 10月)

これについて少し説明すれば，前者については，窓面

積比だけでは，室の内外のある限定された条件の下でし

か，室内照度を正しく示す乙とができ ないという ζ とで

ある。後者については，採光lζ 有効な窓面積は，その窓

を有する建物の高さと ，対向壁または隣地境界線までの

距離の比率でlljlJ 限をうけるが，窓 lζ 向き合う建物の有無

その高さには無関係という規定である。すなわち: 容の前

[ 乙大きな建物その他が立ちふさがっていようが，全然な

にも ない広野原であ ろうが， 窓の有効さは関係がないわ

けである。

乙れら の規定はた しかに効果の疑わ しいものであり，

編集の方か ら指摘 された窓ガラ スの透過率の規定がない

乙とも同様である。 ζ れらはより合理的な ものに改めね

ばならない乙とはいうまでもない。乙の合理化について

もうす乙し，突込んで考えてみよう 。

はじめの窓面積比によって室内の明るさをきめるとい

う乙とについて，かりに室内のある点L乙の位置をきめる

乙とはむつかしい問題だが) の照度あ るいは昼光率を規

定するものに変えるとしよう。照度の場合，乙れは野外

照度によって変動するものであるから，まず野外の天候

状態をきめねばならない。つぎに，窓の外の状態もくわ

しく知ら ねばな らぬ( 乙 れは前述のように現行の基準法

では取扱えない部分であ る) 。乙のあと照度や昼光率の

計算があ るわけであるが，その方法は相当やっかいなも

のである。乙れらの記述のために，基準法令集はどんど

， 

100 

ん厚くなり，また難解なものになるだろう。監督官もそ

のチェ ックに大へんな労力を必要とするだろう。建築計

画κ はバランスが重要であり ，法律は簡明なほどよい。

最低の規準を定め るとい うのが基準法の目的である以

上，現行のままで十分とは決して恩わないが，法の精神

をは っき り表わしている なれば，ある程度の近似化も や

むをえないのではなかろうか。

つぎに採光に有効な窓面積の算定方法について感じた

乙とを述べると， ( ついでに乙の施行令20条第 1 :項は非

常lζ わかりにくい文章であるが) ，現行の基準法は対象

とする建物だけについて規定する ζ とを根本原則として

いるようであって，隣地境界線の向う側がどうなっ てい

ても ，なん ら関係がない ζ とになっている。窓外の状態

がわからないで，室内の明るさを知ろうとするのはそも

そも無理な話である。乙の乙とは法規の性格上あるいは

その作成技術上やむをえない乙とかもしれないが，どう

も割り切れない感じがする。 ζ れとよく似たのに日照の

問題がある。南隣りの空地lζ 大きなアパートや高い甥が

できたため日があたら な くなり ，せっかくの住居が台な

しになったというよう な話はよく聞く。一方. 法の29条

K_ は，住宅の居室には敷地の周囲の状況によっ てやむを

えない場合を除くほか，その関口部に日照を必要として

いる。乙れをも一歩すすめて， 建物が隣地の住宅の居室

の11照をさえぎる湯合について，なんらかの:I)IJ 限をつけ

る乙とはできないものであろうか。採光についても問機

の ζ とが感じられる。

さらに i法および施行令を通じて感ずる乙とは，防災

( 構造，防火) ，避難などにくらべて，環境衛生につい

ての規定の占める割合がひどく 小さい ζ とである。一方

は人命に直接関係するものである から， ウェ イ トが大き

くなるのもやむをえないが，環境衛生の方も ，もう少し

まとまった項 目として，最低基準だけは強調されてよい

と考える。

とにかく，法規はどのように合理的にまた詳細に規定

しでも，きっとおかしいと乙ろや抜 け 道 が できるだろ

う。 ζ れを適当 lζ 巡用して，最低基準以下の建築をなく

すためには，結局のと乙ろ，デザイナーの良心，監督官

の適切な処置，さらには建築 lζ 関係する人すべてに対す

る法の精神の普通化がつねに必要ではなかろうか。

( 標題は編集者が附す)
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K.  N.  生

A.  建築物を計画する場合，その敷地，構造，設備お

よび用途について建築基準法令などによるほか，多くの

他の関係法令をも合わせて考えなければな らない乙とに

なっているが. m築基準法関係だけでも復雑すぎる感が

あるうえに，他の関係法令は乙 れl乙劣らぬ内容があるの

で • m" ζ 乙れらを念頭l乙入れて仕事をしなければならな

い。そこで勝手ないい分かも知れないが，他の法令中，

ru築物lこ関する技術的な規定だけでもm築蕊準法( 乙委任

できるものをすべて乙れにまとめる乙とができないだろ

うか。というのは他の法令の乙とを失念したり，知らな

かったりする乙とがあるので基準法令をみればとのよう

なミスがなく計画ができる。一本にまとめる乙とが至難

であれば，乙れら相互間の規定中，例えば一般構造につ

いて建築器準法令と同ーのもの，絞なもの，厳なものが

あるので，同ーのものはさておき，例えば医療法胞行規

則による病院の構造設備法準や労基法の事業附属寄宿舎

規定による寄宿舎の階段，廊下などの規定については比

較してみると絞厳があるが，どちらかをとってよいかと

なる。法律はすべて厳なる方をとるといつってしまえば

それまでであるが，同じものに法律の立場から異なった

規定がある乙とは国民が迷う乙とになる。

いずれもその制定には根拠のある乙とであろうが，統

一していただきたい。また他の法令中，例えば医療法施

行規則第 16条第 10号前段の避難階段のように，その定義

が明解でないので判断lζ 苦しむものもある。以上の事項

は単にその一例にすぎないが，要は乙れらの規定を整

理，統一され，建築基準法と他の法令との間をスッキリ

していただきたい。

B. m築基準法はむつかしいものだとされているがτ

その規定中. 条文で難解なものがあ るので，いま少しわ

かりやすいように書いていただけ な いだろうか。例え

ば. 法第2条第五号ct. 構造中重要でないものは間仕切壁

のみと 解せられるが. 句人民によって悶位以下のものをも

合むように読みとられる。

法第 Ｓ 条耳ｾ 3 項の法律の適用をうけない場合の各号の

条文. とくにその基準時のl時期についての文立は難解で

ある。法第 ＶＱ 条の Ｑ Ｑ 併段が三以上 」 と，法ｾｾ 6 条第 1 :項

ｾ ｐ 号の 「 三以 上の 階段」とは同 一 意味か。令第 Ｑ ＲＹ 条

の宅内の内装に関する条文がわかりにくい。または令第

137条の 8 第 2 項の条文などである。法令などの規定は

その一つの条文を草案するκ も非常な苦心を要する乙と

と恩いますが，人々が乙れを読む湯合，その「句点」の

位置 1及びJ 1若しくは」などの言葉の続き方によっ

て，その意味が異なってくるし，不統ーな字句，不明確

な文立などにも判断に苦しむ乙とがあるので，そのよう

な箇所をで きるだけ，読みやすい，わかりやすい火誌に

していただきたい。法令の構成といいますが， 乙れにつ

いても読みやすい ，見遊し ｩ ζ くいため κ 法第 ＸＹ 条を努 ｾ Ｖ

条のつぎに，法第92条を法第 2 条の次にもって行けばよ

いと思う。

C.  法令などの規定中現状にそ くして無理と思われる

ものがあって建築の計画lζ 苦しむ。例えばつぎのよう な

事項がある。

1. 高さの市11限について

法第57条の規定による絶対高の測定基準が令第 2 条第

1  : 項第 5 号イによると道路の中心からとなっているが.

市街地建築物法では地盤面から測る規定になっていたの

で強化されたわけであるが，敷地の形状により無理な湯

合が生ずる。また第 2 条第 1 号で建築設備も建築物とみ

なされる乙とによりクーリングタワーダクトなどが建築

物の部分として高さの制限をうける乙とになったが，屋

上の巨大な広告応などに比べて規絞小であり，令穿ｾ 2 条

第 5 号ロI e 該当せず，同号ハの取扱いをうけるものでは

ないかと恩われ る。

2  採光について

高層建築物にはかなり広い各階の面積を有し，その中

央lζ 室を配置しなければな らない事情を生じてい る。し

かし ζ れらの室は外部からの直接の採光をとる ζ とが不

可能なため居室として使用できない。また銀行，事務所

などの営業室などに附属する応接室，待合室なども採光

をとれない場合があるが，乙れらの建築物で温湿度調節

を行ない，自家発電による光源があれば，地階 lζ 設ける

居室のごとく法第28条但書の適用をうけられないか。

3.  避難規定について

令第 122 条には 3 階以上の階l己居室を有する建築物で

5 階以上に通ずる直jffi 階段は避難階段にしなければなら

ない規定があるが，元来乙の規定は災害時の人の避難.

安全を主旨とした規定と思われるが. 同条但舎によると

51経以上の| 砦の床面積の合計が 100 平方メート J レを乙え

るとその郎分が居室でな く倉庫のよう な湯合，あるいは

階段室. !rl .1海機格，物置などの屋上突出部の床面積の合

計が主主主義国政の 8 分の 1 をζ え 5 階とみなされた場合

には避難附段を設けなければならないということは不合

理な感が生ずるので. 乙の床面積を居室の床面紡と改正

で き な い だ ろ う か 。 ( 領 周 は 編 集 者 が 附 す )
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建 蔽 率 を 通 し て 考

兵庫県土木建築部建築課

光 安 義 光

1  .  現在建築物を設計するときに，守らねばならぬ建

築基準法は人命 ・財産を対象に考えられている ζ とは，

第 1 !条で明瞭にされている。

いまから 取上げる建蔽率は敷地面積と建築面積( 建坪1

との比であって，乙れを住居 ・商業 ・工業の 3 地域に分

けて取決めてある。 6096，7096. 8096， etc. 乙れを逆l乙

いえば空地比で あっ て， 建物を建て ると，いくら 空地が

できるかという乙とである。さらに建物は道路による斜

線lli l
J限をうけて，空間の空隙比を形づくっ ている。乙の

発想、は建物の中l乙住む人々に十分な る太陽をという健康

管理 ( 人命保護) からでていると考えられる。

側々の建築としての姿をとらえる場合はこれでよいだ

ろう。しかし現今建築が櫛比する都市については群 lこ対

する感覚をもっ て処理しなければならぬと思う。

少なくとも 市lli!J を敷いた都市，あるいは人口調街度の

高い地域を指定して， これから述べる方向で対しなけれ

ば，つぎの都市の形勢は成立た ないであろう。

2.  容積比の考え方である。乙れは米国あたりでは始

められているし，また日本でも東京都，その他でも考え

られているととで早急な改正をすべきであると思う。

経済の進展，建築技術の向上とあいまっ て建物高層化

がなされている現在はとくに: 立を用うべきである。乙の

102 

乙とは次項IC述べる人口混在度に関連を生じてくるわけ

である。

容積比を 1，00096以下60096台でおさえる乙とは人 口混

在度，パーキ ングエリアの問題で きめなければな らない

乙とである。住みよい建物の考え方から ，住みよい建築

群へと移行されねばな らない。

容積比はわが国では，むしろ，建築延面積と敷地面積

比 lζ 切替えるべきであろう。それは，特殊な例えば，市

街地に建つ高層ガレー ジの場合は同容積でも ，人 口混在

度は増すわけであるし，逆 IL天井高の高い美術館などの

ときは逆の現象になる。

識者の唱える容積比は延面積比』ζ 置替え るべきである

とさらに書き加える。

3.  一つの建築物が都市にでき 上 ると ，例 えば事務所

建築とす ると ，その建物手中心 lζ 動く流動人口はSE 通，

その事務所員の4倍 - 5倍と考えられる。都市の建物の特

異性は乙の流動人 口であっ て， 不動人口の場合は，デ ッ

ド・ロードに等しく，部市の形態でもないゆえ，在来の

個々建築としての考え方，基準法で処現しでもよいであ

ろう。

現行の基準法のなかでいくらか流動人口的臭いをもっ

て明記しているものに，映画館の前面空地， な らびに建

物周辺空地の乙と，興行場など人の集まる建物の避難通

路の取りきめの乙となどで，避難時の混雑( 流動人口の

最欄密) を考慮している点である。乙れも 1 コの建物と

しての考慮IC過ぎないのである。

4. 以上のように太陽を，という乙とからはじまった

個々建築取締法から，さらに一歩を進めて，建物中心lζ

動く流動人 口の郎市実態の把握と，その面からの人命保

護の建築基準法改正へと移行すべきであると考える。
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建 築 物 の 敷 地 に 対 す る 割 合

! J ! 畑正E 祭 事 局 所

香 取 檀

はじめにーーの作者は建築法規の研究についてはもちろ

ん門外漢であるので，現行法規にいつもしばられる 'Sl. 場

にあっ て，いろいろと 因ったり，不満を感じることなど

も決して少なくないのであるが，木和iでは法規lζ 関して

その一部の表記の乙とについて銃者の考え方を述べてみ

fこい。

1  建築基準法第55条をど参照願いたい。乙れは建築

物の建築面積の敷地面積{ζ 対する割合を，建築物のfilj 類

と敷地の占める状況の両方から定めてあるもので，俗に

建蔽率といっ ているものを規定する条項である。

よくど承知のように. もっとも厳しい住居地域や，準

工業または工業地域内での

建築面積< 6/ 10 x (敷地面積一30m
2

)

から始まっていろいろな場合についての緩和条項があっ

てあとは商業地域内で準防火地区内の耐火建築物， I切火

地区内の耐火正ｾ築物でしかも角地にあるものは

建築面積< 9/ 10 X ( 敷地面積)

にいたっ ている。

ひるがえって最近の大阪市の都心部の状況を眺めてみ

よう。御堂筋ももう ほとんど大き な建物がな らんでしま

ったばかりでなく，乙れと直戸!なj車りも，また平行して

いる小路にも制限の限度いっぱいの大き な建物が地えて

きて，いかにもつまってきたという感じがひとしおで，

最近ではとくに建物の規模が大きくなって， 1  BL OCK を

1 つあ るいは 2 つの建物で占めるといった様子である。

街としては大度高機軒を述ねるといった壮観を呈するわ

けであるが，困った乙とが起きてくるのである。

ビジネスオフ ィスの過度の集中によっ て昼間人口の集

中現象が発生し，まず交通機関が青息吐息である。朝清

新な気持で家を出ても勤務箇所』ζ 顔を出すとろには数度

の押しあいへしあいで，服はヨレヨレ，靴は踏まれて泥

だらけ傷だらけ，一汗も二汗もかいて椅子ICすわっ て，

やっと一息といった休た らく。

駐車場ーが手近にないので天下の公道はなかば駐車場と

なって，車は文字通りの際絡を窮 々とノルマをかせぐべ

く宙定する。会、ぐなら歩いてーーというわけ。

人道へ片足あげての犬ション駐車が交通緩和の名案だ

なんて片腹痛いと思うのも祭者だけではないと信 じる。

2.  そこでちょっと逆説のようだが法定のいろいろの

緩和規定を逆lζ 版重規定にして

商業地区内では 現行の 7/ 10

かっ耐火建築物

または角地なら

さらにその両方

の場合は

1 /  

というようにしたらどうであろう。

8/ 10 

9/ 10 

を 5/ 10 

を 4/ 10 

を

そのかわり交通量，駐車能力，交通機関などを何十年

かさきを見越して都心地区の収容能力を想定し，もし建

築物の床面積をもう少し増やしても よいというなら， な

んらの科学的綴拠をもたないと考えられる現行の高度規

定の高さ ＳＱｭ の ｾｉｪｬｬ 限を撤去し， ｅｅ 築物の総合計を制限す

る容積規定にかえるべきではないだろうか。

土一升金一升の土地に 4/ 10 とか 3/ 10 しか建物が建

てられないなんて馬鹿な乙とがあるかとお叱りを乙おむ

る乙とは必然であろうが，そんな考え方や発言の圧力 lζ

負けているようでは都市計画とか，都心改造と いった乙

とはできそうも ない ζ とで，すでに時を失したともいえ

るが，いまからでも遅く ない。行政面の各位の勇気のあ

る前進を・・・ - とお願いしたい。

おわりに一一昨秋畏友大阪市大川名教授に都市改造に

ついていろいろ伺ったときから，乙んな乙とをおりおり

考えるのであるが。 ( 35 .4 .30)
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全面スティーノレサ y シの場合，ガラスを入れるのはよ

いが. スレートを入れると墜としてのあつかいになる。

そのために法規による 耐火構造としての，所定の厚さお

よび構造が必要と なり，スティー J レサッ シの構造が綾維

となるが，よくフレキシボードを 1 枚いれてすましてい

る乙とが多く，ど ζ まで守られているか，多くの問題が

生じている。コド燃性の材料ならよいというように変えら

れないか，総ガラス張りが耐震的 IL問題があり，地震時

lζ ガラスの破損での被害が大きいと思う。むしろ 2 階以

上は強化ガラスとか網入ガラスにするとかのほうが大切

ではなかろうか。その場合，東京都庁舎のどときテラス

がある場合は，従来週りでよい乙とはもちろんである。

ガラ スプロックは壁面 として. 耐火性が認められてい

ないために，ガラスブロックが単なる飾りとなっ ている

が，ガラスとして認めて，スティールサッシにはめて認

める乙とにしたらよいのではないか。耐火性も網入ガラ

スとくらべて，空気入りはダメだが，少量の空気入りは

空気の膨張にたえてよい結果が出ている点など考慮し

て， 規定を決定するとよいのではなかろうか。私は ガラ

スブロックの散光性を買っているが，以上の諸問題で考

えて しまう乙とが多い。

てみる必要がなかろうか。
ト山川

際実

中 村 正s 築 研 究 所

登

と

キサ

法 規 ア ン ケ ー

規

中

法

現実の残築を設計し監理して行く上で，法規の矛盾Iこ

出あう乙とが，あまりにありすぎる。いつも苦労させら

れている乙とをのべて，諸賢の参考と当局の善処をお願

いしたい。

'.  

][ 計画道路と建築の高さと斜線の問題

計画道路内の建築は，各種の ｦｴｾｊ 限をうけるのはよいが

前面道路としては現在道路しか認めないのは片手落でな

いか. 高さの斜線制限などは，計画道路巾で認めてほ し

い。建築の高さが現在道路により制限されるのはよい

が，将来は上lζ 増築できるように計画しているのを認め

てほしい。乙の切合』ζ 反対意見として，計画が変更した

り，廃止になるかもしれないし，そのときに困るからと

いう理由が述べら れるが，乙れは大変な問題である。音|

阿道路内であるという制限のみ建主がうけて，後日に な

って廃止と なったために，大変な金をかけて増築しなく

てはならない乙とが生じている。従って現在計画した道

路はー絶対に実施するという信念を持って，いやしくも

変更や廃止しないでほしt 、。そのために十分に計画を検

討してほしい。ど乙の都市でも . 現在の計画道路は，計

聞としての最小と恩う。増す乙そすれ減少する乙とのな

いようにのぞみたい。

居室の採光について

。. 伺々の住宅の場合はよいが，集合住宅の場合lζ 台

所の採光に苦労する乙とが多い。鉄筋アパートの場合 [ζ

は，前後しか採光がないし，場合によると片側IJ の場合も

多い。乙の場合K. 台所の換気ファンの容量とか，殺菌灯

の取付けとかによって，緩和してほしいものだ。たいて

いの場合に早自に検査をうけて. 後日にいたっ て内部改

造する乙とが多い。高層アパートの場合など， J隣地の家

が低いので，幾年たっても明るいほどに採光があるの

で， }j在主からは乙れで採光がないからでき ないとは何ど

とかといわれて，説明 に苦労することが多い。

部屋どしの場合 lζ 間仕切が障子IC . 限り二室までにな っ

ているが，廊下とかサンルームのある場合は一室だけと

いうが，乙れは矛盾してないかと思う。乙の場合に巾を

2 m以下として， 前向犠に 2 室まで認めてほしい。平面

的l乙乙のようなプランの方が多くできるのだが。実際に

は，届は間仕切をなしにして，後日間仕切しているので

は，法令の実施の意味がない。

b  事務所建築の場合，小さいオフィスビノレは， ｾ拘置 ｩ

の道路側からしか採光がないので，大概の場合ワンルー

ムになるが，実際には区切って利用するζ とが多い。乙

の際』ζ 力。 ラススク リー ンならば 2 室までよいとか，パ

ーティションならよいとか，実際に則した乙とを考えて

実胞可能なものとしたい。とくに応援聞がいつも問題と

なる。出願時には大きめのホーノレにしておいて. 後日に

間仕切をするのが通常になってしまっている。オフィス

ビノレで，応、後聞が採光上でi法規逃反でないのは無 lζ 等し

いが. 空気調節! c . 発達した今 11 の現況に合わして再考ーし

I  

104 



.  

法 規 ア ン ケ ー

ト川1111 1111111111' 1111111111111111111111111111111111111111111111111111

建 築 構 造 花 関 す る 法 と規準の間

大阪市立大学 ・建築構造研究者

日 置 興 f! s  

法の専門家ではな く，実際的技術者でもない私に原稿

を求められた乙とは，いささか特徴ある物の見方をぶめ

られたと考えるので，そのJJI を主lζ 桃造関係の法胤など

について強調してみた雑文である ζ とを諒取されたい。

法解釈は結局は世界観にもとづくものとも考え られる

が，工号制政治ではなく，民主的法治国家であるはずのわ

が国では，法は人民と国家の聞の契約と考えてよいので

はないか。

そう考えてくると一方的強制でないことは明 らかであ

る。また自然法則や ｊｾ 丑 ｅ を，人間の作った法律で規定で

きない乙とも当然である。万一法律が地震を;) < 平加速度

0 . 29 と規定しでも， 地震はけっしてそうならないよう

なものである。

また日本語のあいまいさか ら「法」という語が 「おき

てJ (L aw) と 「てだてJ ( Met had， Means) の意味をも

つために，それが混同されているととがある。設計法と

いう教科書を法律と誤解するような… … 。建築構造関係

をみると，建築学会が 「…… 構造計算規準」なるものを

出している。学会の会則に 「会員は学会の…… 規準に従

わねばならない」との条項があれば会員を ililJ 約できる

が，非会員にはなんら制約を諜しえない。従ってその適

用範囲の項はお菓子の料理方法と建物の構造計算方法を

混同しないための親切な説明と理解される。建築士が

それを使おうが使うまいが，まったく向由なのである。

乙れは Law でなく， Methad のまとめであろう。そうみ

ると実にすばらしいもので，とくにその分野にくわしく

ない者に一応のアウトラインを与えるとと，中学理科の

教科書のようなもので，学問分科のはげしい現代にたい

そう便利なものである( 簡単のため不明確な ζ とも一応

わかったよう lζ 告いであるにしても〉。ただ希望をいえ

ば，学会であるからには研究不十分のと乙ろを指摘し，

学問進歩に役立ててほしいものである。

さて法律でない学会規準をもち出したのは，建築規準

法や行政権との関係について述べたかったのである。

( 乙の辺から私の法についての無mを，発表する仁1E8を

楽しんでいると理解されたい。〉学会の出版物の内容が

法!C矛盾する点があってもさしっかえない。それは法律

が門然法則を規定できるものでなく，学問の自由はより

正しいととを発表する自由を持つと考ーえられるか らであ

る。 一 方実際のｾ築家が建築ｾ準法に従うべ き 乙とは当

然であり，行政府が現住の( 反巡法的法律との鋭いの有

無は一応おいて) 行政権』こより，学会の規継に準じて行

政処分する乙とは許されよう。乙のとき行政府が，学会

をまったく 1nt 悦して別κ 作ってもさしっかえないと与え

られるか ら，多 くの建築関係者の集合であり，民間の法

人である学会のぷ見を重視している乙とは民主的考えと

いえよう。しかし学会の続準lζ ないか らとて許可しなか

ったり，おくれたりすることは守行政府が判断力のない

乙とを棚にあげて市民の権利を反してはいないか。国家

はそのために生じる損害を市民κ 賠償すべきであろう。

( 行特訟とかむつかしい法律でii " f 可の仮処分が認められ

ないかも匁lれない現在においても)

一方構造安全性を Check する義務を国民に対して負っ

た ( ? ) 公務員の責任は過重ではあるまいか。構造計算

!C限っても完全に確認するとなると民間の計算者と同数

に近い公務員が必要であろう。また現在の人民で乙れを

処理しているとしたら，その給料はあまりにも低きにす

ぎるのではあるまいか。役人が権限をカサにして許可が

遅れるという人は，技術公務員の給料倍加も同時にいっ

てほしいものである。

より卒直にいえば，役所が構造計算をすべて C 陥ck す

るという現法律が無理なのではないか。と乙ろがもし役

所を通さないとなると，危険な建物が町にあふれ，公衆

』ζ 害を与えるからという社会法的窓味を主張されよう。

その点が実行されておれば建築主事やその下の公務員

は，現在のところ建築の安全性のK ない手として高く評

価されるべきである。しかし哀がえせば，乙れは建築屋

の恥さらしである。規正されねば危険なものを作る疑い

がある乙とを示している。

夜泣きそばや老麺の料理人のようには信用されていな

い乙とである。安全な建物を作ることは，正tt ・基 ・法20

条程度で十分であり， 細部を規定する乙とは， むしろ

「注意義務」の免安事項と なり，また確認ずみ建築の事

故は国家が補償義務を負うべきとも感じられ，それが建

築士の責任感を弱めているのが実情ではあるまいか。

ｾは建築家が組織的経験的知識の 上 Ａｌ，構造安全性や

公害について十分検討して，よい建築を自己の責任で設

計する ζ とである。
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しくない。法2 0条 1 項，令36条 1 : 項は一文もってすべて

の構造規定を含むものといえる。しかし令第3 i 立におけ

る規定の不足またはあいまいなものに対して，すべて36

条をもって処理されては設計者は迷惑そのものである。

「構造耐力上安全J という表現自 体，構造学的には不明

確なものだし，また同条 4 項K おいて不同洗下をうんぬ

んするのは当をえていない。不同洗下問題は『柏ζ 基礎

だけにかかわるものでなく，銭築全体としての耐力 K 影

響する規模のものだと認識されたい。なお条文中各所κ

「つりあいよく」といった表現がみられるが，もっと親

切な表現にならないか ? たとえば令 46 条の木造+ 申告且

の規定において，片筋違いは単独では両振りのJK平力 lζ

対して昔話芯l床であり，当然、逆方向に入れた片ilJ j逃帆組と

一組にして考える必' ! l f ーがある。乙れは原則的な乙とであ

って同条 1 項の「つりあいよく J の表現のなかでかたづ

けるべきではない ｯｾ ーするに可能なかぎり，怠図すると

とろとその限界を親切に規定すべきであると思う。

( 3  ) 規準関係法規は計算規準ではないという乙と。

構造計算の方法はいうまでもなく設計のための簡便法

κ すぎない。したがって法規で計算法まで規定するのは

面白くない。乙の意味で昭和35年改訂で令 94- 106 条の

削除された乙とは賛成である。令 3 m
B 節において荷重

と許容応力度を規定するのは，一定の尺度を与えるもの

として妥当であるが，そのうち，挫屈応力算定式および

くい打式などは計算式としての自由性をもたす窓味で除

いた方がよくはないか ? 前者は通常，学会計算規準な

どでは許容応力度のなかには入っていない。乙れらの式

を使用すべき妥当性は認めるが，それは計31規準などで

解説すべきであって場所途いの観がある。研究の発展K

より変るおそれのある計算式は除くべきであろう。

卜崎剛m川"川川"川附川"附附"川"川t

りよ
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以上のほか，令 107 条耐火規定は軽量で籾性にとむ鉄

骨格造にとっては，その特質を生かす上にきびしすぎる

おそれがあり，なんとか規定の緩和を望みない。また法

57条の建築物の高さ制限 2 0 mおよび 31mも，地価11議11の

今日，当然緩和されるべき性質のものと思う。なお地方

の監'怪官庁の一部では学会計算規準を法規なみにとりあ

っかい，拘束しようとする傾向のあるのをきくが，この

ような行きすぎのないととを望みたい。

全体として，巡反建築をとりしまるといった加圧的な

精神ではなく，主主築物の質をl新進的に向上させるべく指

導するといった精神で規定されるべきである。理想には

しって高度のｾ求をしたり，観念的な記述によってその

窓図する限界を明確にしなかったりする乙とは，設計者

と地方の取締官庁の聞にいたずらな誤解を生じさせた

り，ひいては法規を空文化し， ) 笠法精神をうしなわせる

傾向をたどるおそれのあることを附言して，今後の改訂

』ζ 望 み た い 。 ( 際 題 は 編 集 者 が 附 す )

の( 4 ) そ

建築規準関係法規についてのアンケートを求められ

た。しかし筆者は建築法規を専門とする者でもないし，

また平業法規と首っぴきで設計している立場の者でもな

い。いわば構造研究者といったI阪にいる，法規について

はもっとも系人の一人にすぎない。乙ういった立場から

の窓見がほしいとの編集のど芯見なので，あえて212をと

り多少の苦情をいってみたくなった次第である。したが

って専門外の分野lζ ついては遠慮させていただき，構造

関係 lζ ついてのみ感じたままを記してみたい。なお法規

の素人である以上，解釈の仕方の浅さがあればお許し廊l

b、Tこい。

(  1  ) 法規がかならずしも最低の基準ではないという

乙と。

法第 1 :条 iζ は，基準法の 目的が最低の線をねらったも

のである乙とが明記されている。最低線のひき方にも問

題があろう。 しかし常識上からも現実の施工上からも厳

しすぎる箇所はないだろうか ? たとえば令41条の木材

の品質は条文として現実離れと思う。令89条lζ 示された

許容応力度はすでにある程度の欠点係数を考慮された値

であり， rとくに著しく ないもの」といった程度の表現

が適当だろう。乙の程度のいかんを具体的に示すために

も，用材規格の再検討が望ましい。令43条 2 項 lζ 地上 2

階以上の柱小径として， ＱＳＮＵ 伺 以 上 という ｾｬｩｬｊ 限が加わっ

た。しかも緩和は認められていない。最低規準としては

現実に酷であり，また構造学的にも不経済な場合が多い

と思う。同項改訂の根拠が知りたい。また令77条 4 項の

主筋断面積和のコンクート柱断面高 ｾｉ ζ 対する比 Ｐ ＮＸＥ の

;規定についても，建築学会 R. C 計算規準 19条 7 項なみ

には緩和すべきであり，柱ばかりの補強は構造部材聞の

安全率の釣合いからいっても不経済だと思う。令90条の

鉄筋許容応力度の規主 1.600同/cm
2

も 55 49 などの高張

力鉄筋の使用をさまたげないだろうか ? 以上は数例に

すぎないが，最低の規準というには理想的すぎる傾向が

ないとはいえないであろう。

( 2  ) 表現は具体的かつ明確であってほしいという乙

と。

法文としては具体的である乙とが理想だと思う。実際

問題としてなかなか具体的な表現はむつかしいものだ

が，拡大解釈や誤解をまねくような綴念的な記述は望ま
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ると，建設省告示第2544号( 前述した建設大臣の指定で

ある) と併せ考えても私の解釈に誤りがなければ，いわ

ゆる壁式構造のアパートは奇妙な乙とになる。いままで

に建てられたアパートでは大部分が壁厚 12cmから 18cm

ぐらいで，同じ厚さでｾばり，耐力墜を構成していた

が，今後は壁ばりの部分だけを全郎 25聞 にしなくては

ならなくなる。困った ζ とである。
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造構

雄正回長

c .  令第 8 節構造 :; 1・21の項I e は，荷重および許容応力

度などの規定はあるが，応力算定の規定がない。

乙のためある地方では学会の計算規準の例題どおりに

細大もらさず構造計算占ーを作成するように要求される。

学生 lζ 対する例題と実務にたずさわる者の計算審では当

然ある程度の差があってしかるべく考えられる。乙の点

を考慮した応力算定の規定はぜひ必: l l i と思います。

また乙れに関連して，令買1 3  i ; ' t 構造強度の項には「構

造計算( または計算) によって構造耐力上安全な乙とを

確かめた場合は乙の限りでない」という文立が前後数個

所あるが，乙れらももっと具体的に数値を明示するか，

計算式を示さないと，わずかなと乙ろで構造設計者と担

当宮に意見のくい迷いがでるのではないでしょうか。

つぎに耐震壁の問題であるが，乙れは単に法令上の乙

とではなく，建築界全体の問題とも考えられるが，現実

』ζ は耐震壁が建物の地震力の 1/3 - 2/3 を負担している

のが実状で，いかに耐震墜を有効に配置するかは，構造

設計者の腕の見せど乙ろともいえる。と乙ろが乙の耐震

壁の水平力分担率の取扱いは各府県により実にいろいろ

あり，それによって建物の工事費が 1割近く変動する乙

ともあるので，早急に全国統一規定にしていただかない

と影響すると乙ろが大きいと考えられる。極言すれば，

国民の権利が担当官の主観K 左右されるともいえるわけ

である。もっとも先生方の聞でも地震とか，耐震壁につ

いては完全な意見の一致がないようにも聞いております

ので，行政的に安全側にと考えて，分担率をど乙まで下

げるかも難しい問題と思います。立場を逆 lζ 行政官の位

置に自分を置けば悩みがわかるような気もします。

A  法令 lζ 盟主用されている建築学会の各種規準と法令

の許容応力度の数値を一致させていただきたい。

例えば令第91条では， コンクリートのa 9 二作H付着応力皮

を実験および計算によって確かめられた場合を除き，一

般に 7kg/cm
2

I e 定めている。と乙ろが学会の鉄筋コンク

リート規準では 6 条に，使用コンクリートの強度と鉄筋

の使用個所 lζ よって許容附着応力度を定める詳細な規定

があり，一例としてコンクリートの四週圧縮強度が 180

kg/oo
2

の場合， ー基礎の鉄筋については，丸鋼の窃合 10 .8

kg/口n
2

，異形丸鋼の場合は 18kg/cm
2

となり，令第91条の

値とは大きな差がある。

もちろん実験によって確かめれば 7kg/cm
2

以上の値と

する
ζ

とができるが，学会の規準は慎重な多数の実験に

もとづくものと考えられ，いまさら個々の建物について

実験を行なわねばならぬただし書きは廃して，学会規準

lζ 数値を統一される乙とを望みます。

D.  駐車場条令なとは早急tle全国統一規定として制定

していただきたい。

E. 石造，れんが造，組f i ' i 途などの規定は，現在では

主要構造部にほとんど佼われないように考えるが，いか

が な も の で あ ろ う か 。 ( 原 題 は 編 集 者 が 附 す )

B  令第 107 条耐火構造の規定によると，柱およびは

りを耐火構造にするにはその小径または巾を 2500 以上

Ir . しなければならない。もっとも第 2 項 lζ よって，建設

大臣が指定すると 4 階以下の建物では乙の規定によら

なくてよい乙とになっている。

もちろん乙れは耐火性能の不揃いをなくすという点で

主旨には大いκ 後成であるが， 室 内 K 独立した柱，は

り，または床版から下へ突出したはりであれば，火災時

lζ 部材の二面，三面を同時に熱せられ，耐火試験と同じ

ような性能の劣化が考えられるが，鉄筋コンクリート造

の壁ぱりとか，柱の両側 ｬ 乙鉄筋コンクリート造の壁がｾ

なる場合には火災J l 寺の熱せられ方を考えるとどうであろ

うか。乙れほどまでにしなくても，例えば，かぶり厚さ

の規定のように仕上材料の厚さを含めてよいのではなか

ろうか。

もし乙の規定を字句通り解釈して壁ばりもはりだとす
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耐 火 構 造 ・内 装 制 限 ・他

T  建 設 K K 設 計 部

N.  Y.  生

建築基準法の知識に乏しい建築士が多い ζ とは事実で

あって，乙れはま乙とに遺憾のさわみであるが，私は最

近K いたって乙の界はひとえに$ 準法自体K ある乙とを

痛感させられている。

建築士は弁護士と異なり法11¥占ーをひもといて能 'J J :!lf:れ

りというわけにはし 、かないので，多方面にわたる技術的

知識を必ｾ ・ とするのであるから，法文 ［ の倍 Ｑ 明 さが 何 より

も望まれる次第である。

大方の諸賢のお気づきのことと思うが，以下例をあげ

てみる。

耐火構造 (令 107 条)

耐火構造として通常採用されているものは

( 鉄骨) 鉄筋コンク リート造

補強コ ンク リートブロッ ク造

鉄骨造ラスモルタ J レ塗

程度であるか ら，乙れらを簡潔 K 規定していただきた

法文に表われているのはコンク リー トブ ロック造の床

l坂であるとか，およそ現代の設計と縁の遠いものが多

く，需EE度の相当ある鉄骨造ラスモルタル塗は告示さら

に官報をみなければ探し出せない。( 同構造は耐火性能

が劣っているなら階数 4 までの制限をもっと下げた方が

よろしい。) 実施の可能性の少ないものは「付録」とし

て一括して整理した方がみやすいと思う。

また＿Ｑ ｮ Ｚ 須と第 Ｒ 項では床，ｾのモノレタノレ塗厚が異な

るのは一応もっともではあるが，間違いやすいから，い

ずれかに統一すべきではないか。

内装制限 ( 35条の 2 )

法文では「政令で定め るものを除く J とあり，政令で

はまた「右の者を除く」とある。[ " 右の表」で表わせる

ものをどうしてまわりくどくもって廻るのか。

鉄筋の継手および定着 (令73条〕

異形鉄筋は丸鋼より割高につくから，付着応力で断面
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が決定する箇所とか施工上フックを省略したいと乙ろに

しか用いないのが普通である。

具体的にいえば，後者は鉄骨鉄筋 コンク リート造のと

き，はりの主筋を柱の タイプレー トの聞を通す関係で，

フックのない方が望ましい場合極で，乙の際，はりの主

筋は柱の鉄骨の主材ならび IC直角方向のはりの取りつけ

用ガゼットプレートを逃げて隅角部lζ 入れる乙とになる

のであるが，第73条によれば，基礎はり以外は隅角部の

鉄筋はフックを着ける乙とを規定してい るから，実際上

異形鉄筋を使う:な味がなくなる。

乙の lili*'MJ ; 筋コンクリートの場合でも隅角部を通らな

い鉄筋の数はilli るものよりはるかに少ないから，乙れだ

けにフックを着けない乙とはあまり利用価値がなく，か

つ混乱の図となる。

法火としては

「法礎はりにおいては異形鉄筋はフックを裂しない。 」

と規定しておいて，ただし富で地上部分に使用する場合

の注怠をしておけば間違いが少ないと思う。

木造の檎造上必要な軸組 (令46条)

数表によれば必変ーな壁の長さは 2 階建の 1 階では 2

階の 1. 6 倍となっている。と乙ろが 2 階床は屋根より重

い ζ とと ，ｾ童の水平力は Ｑ J百目は 2 周目の 3 イきになる と

とよ り， 実際の水平力は 1 階では 2 階の 2 .5 倍位になっ

ているはずである。木造家屋の免震性を考慮しでも少し

危険側であるようで，数値を整理する意味で 2 倍ぐらい

にしてはいかが。( 実施の難易 lζ 関しては同程度であ

る。)

基礎杭の支持力 (令93条 3 )

基礎杭の支持カ

K  W H  

一 一
- 55 + 0. 1 

は貫入丑 S が小さ くなって くると 0. 1 の項がひびいてき

て耐力が出なくなり，旧器準によるものの 1/ 2 ぐらいに

なってしまう。

建築物の高さ ( 2 条) 他

「建築物の高さ J は基準法で規定しであるが， ["高さ

の定義」は施行令で規定しである。またこの逆の窃合も

ある。

一般に一つの乙とを調べるのに蕊準法と施行令の両方

を確めなければならぬ不便さがある。法律の生いたちか

らいえば，かく なるのであろうが，基準法はできるだけ

通則的な乙とがらの規定IC止どめ，一般技術者は施行令

までで周が足りるよう κ していただきたいものである。

{'I':i魁 は編集者が附す)

，.  

.‘ 
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床下換気口の大きさについて
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2 図

床下換気孔配凶図

法規アンケートのうち，床下換気 口の適正寸法{ζ 関し

ζ れまでにｾｐ［Ｍ￰の行なったＧＮｫ験結果の一例をど報告して

ど参与に供し，お答えにかえます。

行ないました実験は空11同コンクリートブロック迭の結

Ｑｾ ，湿潤の問 ｪ 訟を検討するためのもの で Ｎ Ｑ 図 のような約

12坪の試験家屋を作り( 悠設地，東京五反111の高台)

ζ れに遂次改造を加えなが ら，各自fS溢湿度変動の測定を

行なったものです。

試験家屋 ｬ よ平家主主で外壁外波はモＩｾ Ｎ .タJ レ・ノロ引きー

内裂はプラスタ塗，屋根は木造，セメント瓦l r:， 天井は

合板打上げ. ほはフローリング破。

，、

の寸法も小さく，かなりの流動抵抗がありますから ，す

法通りの面積が有効』ζ 働いていたとは考えられません。

拡張した換気口の大きさはー箇所当り約 32000
2

で，

同様 5m 当りにするとほぼ 830聞 になります。

改造の結果は床下の湿潤( 改造前の平均湿度80- 90

弘 改 造 湿 度70- 807ぢ) および床表面のふ合の発生を防

止する乙とができましたが，押入の湿潤を改善するに至

りませんでした( 以降の改造結果は省略します) 。

施行令， 2 m ，2 節， 22条のニの規定がどのような恨

拠 lζ 従って定められたものかは知りませんが，以上の一

例からみてもかなり不充分な場合が生ずるように思いま

す。

また，あまり細かい規定をするのはどうかともちえま

すが，換気口の一個当りの大きさ，形状に関する定めが

あってもよいと思います。

B  

床下換気口の配置および形状は 2 ならびに 3 図の.iffiり

です。

最も湿潤状態の甚だしかったのは Ｑ ｾ の ｃ 室で，春先

壁ぎわのフローリンク表面に先づふ合を生じ l順次，互

に向う K つれて，かびが室の中央部におよぶという状況

で，床下，押入などはさらにはなはだしい湿潤状態を呈

しておりました( 建設後 5 年自の状況) 。

敷地の状況，建物の構造および仕上状態などいろいろ

の原因が考えられましたが，第 1 の改造案として床下換

気口の拡張を行ないました。

当初の換気口は間仕切壁用のブ ロックを横lζ 二枚重ね

たもので，一箇所当りの換気口面積は約 216 ｯｯ ｾ ，＠ 2 図の

4 と5 の間が一寸広くほぼ 4 .5 m 位ですが，全体になら

して 5m 当り( 法令 IC壁の長さ 5m以下どとに而般 300

c m
2

以上の換気孔を設けるよう規定がありますので)

面積を求めると約 56000
2

となります。

一応，法令の線』ζ
合格しているわけですが，結果は上

述の通りです。もっとも，壁厚がほぼ 2000 で一つの孔

の

、

.  

改 逃 後
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改 造 前

換 気 4し の 形 状3 凶
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建 築 違 反 の 防 止 に つ い て

M 建 築 事 務 所

K .  M.  生

建築基準法が法律化されて 10年を過ぎ，昨年それが大

改正と なり， 乙れに伴う関係法令の改正もできて実施の

迩びと なっ た。

今回の改正内容は建築の進歩に伴い，主として郡市形

態:JJ >[ 百の変 った乙と など によるもので乙の法律の目的達

成IC即応してl時局的に改め られたものと思う。

乙の法令大改正を契機としてと くに改めたい点は，数

多い建築の違反行為についてであった。

乙れに関しての改正法律は罰則を強化している。

しかし違反行為に対して罰則の強化のみでは違反件数

の減少の期待は薄い。

乙れには建築違反騰成の素質を含んでいる法第六条を

改め非防火地域内の床面積十平方メートル以内の構築等

の場合の手続不要を改める事，すなわち過小面積の建築

逃反を認めていない乙とを取締りの面に強 く打出す方法

をつくしたい乙とである。規模の大きい建築物が椛造等

にしたがってそれぞれ常時設計を行ない，高度の設計技

術 lζ 地能した建築士が設計を行ない，工事監理は専門に

現場の責任を持つので，法規上の巡反は起る可能性がす

くないのである。したがって小規模の建築物が問題なの

で下続不要は建築の違反行為を容認するものでは ない

が，建築確認通知書を受けた建築でも違反建築となる乙

とはやむを得ない乙とで，取締りの上では乙のよう な小

規模の数多い増築等まで手がとどかない乙とは当然であ

ろうが，乙のi主反が問題であってーケ所で数固にわたっ

て増築を行ない，また 乙の件数が多いので，で き上 った

結果適法でない建築物の見本が沢山できる。乙のよう な

過小建築の違反防止の方法として認証制度を設け，認証

は一般建築士の資格において行なうとととする。乙のよ

うな方法は建築士法の目的達成と相まって，よい方法で

数多い建築士のすべてが過小建築K かぎり建築士の責任

において建築基準法を直接運営する乙とになる。 ζ のよ

うな方法を建築途反防止のため思い切っ て実施する乙と

が必ｾであると思う。

今回の改正内容の一つに建築確認手数料が糟額となっ

た乙とである。最も件数の多いと恩われる 60平方メート

J レから 80平方メ ー トJ レの床面積の建物で従前の倍額にな

った。 ζ の乙とは建築工事政に比較して何でも ない ζ と

かもしれないが，従前の最高額K くらべて改正後は七倍
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建 築 士 法 の 一 部 改 正 を 望 む

大阪府主主政課投計監理業係長

大 j章 敏 晴

本論の主旨は昨年 5 月号の 「建築行政J 託、 上 に発表

し，建設省および都道府県の建築行政事務に携っておら

れる方々に訴えたものであるが，本誌上を借り一般建設

関係者の皆さんに一読を願い，ど賛同を得たいと恩うも

のである。

ｾ築士法が ｉｉ ＯＺｬ和 ＲＵ 年 Ｕ 片 ＲＴ 日， 法 律 ＲＰＲ 号を以って公

布され，同年 7 月 1 口から施行されて以来，本年は 10周

年 lζ 当る。また建築基準法は市街地建築物法を通じて40

周年，住宅金融公庫法，住宅公団法はともに 10周年に当

るので建設省κ おいては都道府県な らびに娃築諸団体と

ともに，各種の記念行事を行なうべ く計画されているよ

うである。

建築士法も施行以来 5 回の一部改正が行なわれ，社会

的には臼を追っ て乙の法律K 盛られた主旨が認められ，

建築士の地位が次第に向上しつつある乙とは建築士の一

員と してど|司皮 f O，¥kえない。

大阪府に勤務し，日々建築士法に関する設計監理業を

担当しているので，日頃思っているままを2 f - 直 fC述べて

見たいと思う。

1  建築士の定義について

〔法第 2 条第 2 項〕 乙の法律で 「一級建築士」とは，

建設大臣の免許を受け，一級建築士の名称、を用いて，

設計，工事監理等の業務を行なう者をいう。

〔同第 3 項〕 乙の法律で「二級建築士J とは都道府県

知事の免許を受け，ニ級建築士の名称を用 いて，設計

工事監理等の業務を行なう者をいう。

とあり，昨年末でー，ニ級建築士数は 159 ，000余名，現

( 左段より)

弱K 増額されたのである。乙のi首収金は簡単K 乙れ ら建

築基準法の違反対策K 廻されるものではないと思うが，

とくに巡反防止に経費予算計上する乙とが必豆である。

建築基準法は立派に改正されたが，守られなかった ら

何にもならない。過小建築逃反はどうでもよいような現

在の考え方を改める乙とが違反建築の線を絶つこと K な

るので，乙れ等を社会問題としてとり上げ，建築士はも

とより官公署各種団体等，また直接建築工事l乙従事する

大工等 lζ 至るまで一人一人の協力を得て，建築基準法の

逃反のないようにしたいものである。



在では 17万余名に達しているが，乙れの職日1] 分類状況は

大体次のiffi りである。

建築士事務所関係
1696 

建設業関係
4096 

公務員関係
1996 

教験関係 3%  

一般会社関係

会社関係

1
096 

796 

.  
， 

その他 59ぢ

以上の通り大学教授から建築実務者，建築材料メーカ

ーの社員までがそれぞれ一級建築上またはニ級建築士の

名称、を用いているとすれば， ｷｊｾ 己法文「設計，工事監理

主事の業務を行なう者をいう J を読んだのみでは，建築設

計事務所関係の
1696および悠設業関係者のうちの何% か

の人速は，建築士の定義からはずれているとの疑義が湧

くのではなかろうか。本法の解説省ーには，ま; 住築士は「設

計および工事故: P1 に従事する技術者ばかりでなく，公務

口，教職員，9 ] 築関係者等その他の一切の職業を兼ねる

乙とを認めたJ とあるが，むしろ逆にとれらの職業の人

迷が建築士K なったのであり，今後も同様であるから，

例えば第 2 条第 2 項の「設計 2 工事数理等の業務を行な

う者をいう」を， i 設計，工事監理等の業務を行なう乙

とができる者をいう」とするか，もしくはもっと広範囲

の建築に関する業務を包括した建築士の用語の定義を要

望する次第である。

2  年次届について

〔法第 5 条第 4 項〕 一級建築士またはニ級建築士は，

毎年 12月3 1日現在において，その氏名，住所その他建

設省令で定める事項を，翌年 1 月15 日までに，一級建

築士にあっては住所地の一郎道府県知事を経由して建設

大臣1 1 : ，二級建築士にあっては，免許を受けた都道府

県知事および住所地の都道府県知事に届け出なければ

ならない。

とあり，乙の規定は建築士に課せられた義務の条文であ

るが，乙の届出を曹、る人がかなり多い。よく「今後は毎

年末現在で年次屈をだして下さいよ。」というと， i 出

さねば何か罰則がありますか。 J r  ｾ、や建築士はみな紳

士ですから: r ，j J'! lj 規定は設けなくとも実行して買えるもの

と思っています。」と笑う乙とがあるが，本年も府では

例年巡り 11月末には年次届用のハガキを印刷して，当協

会，建築士会その他の建築関係諸団体を通じ，あるいは

直接無料交付をしたり，また建築士免許証を渡すl時には

注意容をいちいち本人に交付している。

かくして本年の届出数は，大阪府で免許証を交付した

一級建築士2600名に対して 1721名，ニ級建築士5900名に

対して2892名である。大阪府のような大都市には他府県

からも相当数の建築士が職を得て活躍されているはづで

あり，建設省推定数も一級建築士は280 0名と踏んでいる

が，乙のような結果を招いている。建設省建築指導課 IC

本年2都道府県から回送した一級建築士の年次届数は，全

国平均35% という低調ぷりで，建築士調査カードの手入

れ事務にも支障をきたす程であるので，今後は伊j えJ i l 則

規定がなくともぜひ，届出義務の履行をお願いする次第

である。

府では集まった年次届をー，二級lζ 分類し，一級建築

士については挫設省に回送し，ニ級建築士については建

築士登録簿と照合して届出事項lζ 変更があれば，一々手

入れをしているが， ζ れは 10096の届出がないかぎり 中

途半尚; なものであり，半面 ζ れが有効に活用された例も

なく，また9 ] 設省ならびに都道府県の担当者は，相当手

数のかかる乙の作業を限られた少人員で，何のために今

後も 引き就きしなければな らないかに疑問を抱 くのであ

る。また年次屈の義務の有無さえど年仰向い処築士，ま

た知りながらも忘れがちな年次届，伊lえ届出がなくとも

建築士の業務に弊害が起らないとすれば，本条文を: i i l i か

に抹消してもよいのではなかろう か。

3  免許取消の申請について

〔規加 6 条第 2 項〕 一級建築士が死亡し，または失そ

う宣告を受けた場合においては，戸籍法 (1昭和22年法

律第224号) による死亡または失そうの届出義務者

は，死亡または失そう宣告の日から 30 日以内 IC，その

旨を，住所地の都道府県知事を経由して，建設大臣に

届け出なければならない。

また細則第 6 条第 2 項では，二級建築士に以上のよう

な理由が生じた時は知事に届け出なければならないとと

になっている。乙の条文は建築士の家族の 1 人に課せら

れた届け出の義務規定であるが，乙れについては郎道府

県も PRの方法がない。建築士の家族の方が建築士法を一

読して，乙の届出義務をど存知ないかぎり，絶対に履行

されるものではない。建築士法公布以来，大阪府でも未

だかつて一度も自発的な届け出のあった例がなく，死亡

については，知人または建築関係機関紙に掲載された言ト

報等によって乙れを知り，家族の方lζ 述絡して，届け出

を待つような始末であるから，未知の人達に相当亡くな

られた方がおられるものと察せられる。

もし本条文を乙のままに残しておくと，今後数十年後

には 1∞ 才以上の建築士が全国K 数万人も健在するとい

う，誠におめでたい資料ができあがる結果を招くであろ

つ。

故IC実在』ζ 近い建築士数の把握等は国勢調査に依頼

し，本条文は廃止した方がむしろ賢明ではなかろうか。

以上三点につき私見を述べ，法の改正を願うものであ

る。
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防 火 区 画 lと つ
し、

て

消 防 局 建 築 係 長

恩 田 則

建築基準法が逐次改正せられ，とくに今回は防火規定

の;I;I J限が目立 っている。文章がわかりにくいとか，条文;

が飛び飛びでまと めるのに苦労するとかの，そしりもあ

るだろうが，それはさておき，せっかく防火規定を微κ

入り細にわたり定め られた ! Cかかわ らず，それらのなか

には効果のめf わしい点が見受けられる。乙乙では紙数の

古;11合もあるので， I坊火規定中防火区画についてのみ検討

する乙とにする。

そ の I

ｾ築基準法施行令 第 ＱＱＴ 条と同令第 ＱＱＰ 条との関辿で

第 114 条で|坊火区画 しなければならない場合， 叩種防火

戸が必: 長となってくるが，第 110 条の甲種| 坊火戸には避

難の際，自由 ! C開閉できる装置の定めがないので防火区

画より 避難階段な どの防火区闘には上述の装置をつける

よう定めてあ っても，ζ れを利用するための避難口がな

い場合はとの規定も無意味K なるおそれがある。乙の乙

とについては第 114 条または第 110 条! C，はっきり定め

てお くべき が妥当 と思われる。

そ の E  

建築益準法施行令第 114 条( 建築物の界壁，間仕切墜

および隔壁〉 中 「耐火構造または防火構造とし，小屋裏

または天井裏』ζ 達せしめなければならない」と火炎遮断

のため界壁，間仕切壁の規定があるが，乙の極壁の構造

は古iJ述の主旨からみて地盤面から小屋裏までの一体のも

のと解せられるが，条文では小屋裏または天井裏に達し

ていればよ いとも解せられ，ただ単Iζ 天井] Hζ 出す，ノj、

盛衰』ζ 出す程度で頭かく して尻をだす，防火上有効とは

いえないものができる乙とになる。従 って小屋裏または

天井裏などと，いわず上下一体のものであれば途中の天

井裏などの字句は必要でな くなって くる。乙の点脱法解

釈のできないよう 明文がほしいものである。

そ の 班

姥築基準法施行令第 112 条第 8 項の防火区画で 「その

部分とその他の部分とを耐火構造… … 」との規定がある

が「その郎分とその他の部分」について，解釈のしかた

112 

によると，規定の効果が疑問となってくる。すなわち

最近中高層ビルで 1 階を庖告書 2，3  I駿を事務所， 4， 

5 階を共同{ 主宅とするシステムがあるが，この湯合， 上

記の規定を共同住宅部分と地の部分との区画を 4，5 階

の階段室のみに限定して解釈すると，災害のあった羽合

は 4，5 階は缶詰となり避難もで きない乙 とになり， も

し避難するとすれば，区画効果がな くなるとい った乙と

になり続定を定めた主旨とは相当異なった結果となる。

従ってとの場合階段室はすべて区画してはじめて所期の

目的が逮せ られるのである から，解釈の裁量をな くす意

味においてはっきりとしたものに改めたいものである。

そ の IV

建築基準法施行令第 112 条第 5 項の防火区画について

との規定はとの条の各項によって建物の水平区画K 対し

その|切火区聞に接する外壁が総ガラス強りのような場

合，火炎が隣 りの区闘に延焼す るおそれがあるため，乙

れを防ぐための，いわゆるスパンドレルの続定である。

最近住築家の方でコア ・システムと称して必物のなかに

階段，便所をまとめその周聞に墜を造り，乙れにより耐

震を考え，なるべく外側の壁は開放し，利用価値，間取

り，デザイ ンなどの利点を理由に総ガラス張りの建物が

現われているが，乙れを防火の面からみるとせっかく耐

火構造を作って，不燃材料の コンク リートを建物内にお

さめ，外はガラス 1枚といったものK なる と， 火災が起

きれば残るのは階段と便所だけという乙とになる。乙の

スタイルについてはいろいろ弁護もあると恩われるが，

利点とともに耐火の点も考え合せても らいたいと乙ろで

ある。

さて乙の種建物の火災上の欠点をあげると，火災にな

れば当然窓ガラスが割れ，ガラスの郎分は全部あいてし

まい，その部分よりの通気が盛んと なり，内部の可燃物

が多ければ多いだけ温度が上昇し窓か ら吹きだす焔も非

常に高温となり，上階のガラスを l政り引火する乙とにな

る。

また吹き 出す焔の性状は窓が縦l乙長くなる場合はある

程度些か ら離れて上昇するが，横』乙長い頃合は監にぴっ

たりくつついて上昇するので極めて危険である。乙の窓

から吹き出す焔の温度は 600度- 8 0 0 度 C であって窓の

形状にもよるが，長い焔では 3 - 4 m ! C も達するものが

ある。したが って窓から上階の窓κ 燃えうつら ない距維

は少な くと も 3mを必要とするので，規定のスバンドレ

ル 判的 程度では決して防火できるものではない。乙の

ほかサッ シそのものの変形も考えられるとと から， ζ の

規定はないよりましの程度で効果は薄いとみなさねばな

らなし、。 ( 繰閣は編集者が附す)

一..  
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建 築 基 準 法 と そ の 行 政

大阪市硲築周波方而係、長

竹 内 博 文

極々の行政目的に副うためいろいろの法1ft が制定され

施行されており，基準法に最も関係、深いものとしては都

市計画法，消防法等があげられよう。冬々法律には用語

の定義があり同じ名称とか，言葉でも窓味の異なるもの

であるので注意する必要があろう。スポーツとか，ゲイ

ムとかには必ず取り決め事項があるのと同じであろう。

市街地建築物法が建築基準法になり，今回さらに一部改

正がなされたのであるが，画期的改正点は次lζ のべるこ

事項であろう。

すなわち改正前までは，大時的( C . いえば. 木造しから

ずんば鉄筋コンクリート造と大体二種のものがあげら

れ，それに対していろいろ制約が定められたのであるが，

木造に対して制限がゆる く，鉄筋コンクリート造 lζ 対し

ては制限がきっきに過ぎるような傾向が避けられないも

のであったが，今回その中間的なものが作 られ，ある程

度合理的になったといえよう。それを専門的 (ζ いえば，

耐火建築物と木造の聞に簡易耐火建築物なるものができ

たととになろう。次は内装制限があげられ，乙れも全く新

しいものであるが，最近劇場と か映画館も段々と鉄筋コ

ンクリート造りものが木造に取って変りつつある傾向は

喜ばしいものであるが，意匠とか音響とかにがJ用がある

として燃焼しやすい仕上材料を室内にふんだんに使用す

る傾向と なり， 一旦火災のときは火の廻りも早く事故も

大に なろ うと変届まされるにいたり，それを哀書きするよ

うに東京の宝塚劇場火災の際に予想以上の事故となり，

ついに鉄筋コンクリート構造であろうともその用途とか

規模によっては部屋の天井Ｎｾ等の室内仕上げ材料も，

ある程度の難燃材料とするようにする内装制限が実施さ

れる乙とになったのであろう。

建築基準法は技術的基準であるので，文章(e表現する

乙とが非常に難かしく，一般人に苅解とのそしりをさけ

られないであろう。今後もさらに表現を一般的にしてゆ

くよう心掛けるべきであろう。次は木造とか鉄骨造とか

たんに書いであるだけでは実際にその法律を巡営して指

導するときにー穫のとまどいを感 じるので，主要構造部

が木造とか. 鉄骨造とかにすべきであろう。苦労して自

分が敷地を買い. 自分の質問でu築物を建築するのだか

ら，自分の恩うよう K させてほしいと思うのは人情であ

ろう。法n! でも十人が十人とも守り切れないようなもの

は極限すれば悪法であろう。建築基準法の法文自体が非

常に一般に対して難解であり， 一般人心の機微の点もあ

り，乙の法律を悪法とせず良法とするためには一般に

対する P R はくれぐれも必要であるし，われわれ行政指

導lζ 携わるものの義務であろう。乙の建築基準法は百点

満点の法11t ではなく，今後の努力でよ くなるものと恩わ

れる。人が法律を作り運営するものであり，法律 lζ より

人が作られるものではなく，行政目的に副って法律は速

営されるべきものであろう。正直ものは馬鹿を見るとい

うような乙とのないよう，枝葉末節にとらわれる乙とな

し ま た 感 情 lζ 走る乙 とな く迩営されるべきであろう 。

それには建築物を建築する人の立場になりいかにすれ

ばその人の気持lζ 副う建築物が合法的にできるか考え親

切に指導すべ きはもちろんであり . 無知のために巡反が

起きたようなときはすみやかに最少限の費用ですむ是正

措置をともに一諸になって考えてあげるように努むべき

であろう。逃反建築物を増やすのがわれわれの行政では

な く逃反建築物をすく な くする乙とがわれわれの行政目

的である乙とを絶えず念頭に置くべきであろう。一般に

対して行政処分をするときは有益処分のときはさほど問

題はなく，不利益処分のときはくれぐれも慎重 le検討に

つぐ検討をして誤りのないよう心掛けるべきものであろ

う。人が法律を作ったものである以上，法律は社会慣習

の上に出るものでない意味をもち世論にあったものをそ

の時代，時代 lζ 作るべきであろう。建築設備. U築技術

は日進月歩するためだんだん建築物は天に向いあるいは

地心に向い，その容積は増して建築益準法は必ず将来大

改正される運命をもっているであろう。将来の問題とし

ては容積増大に伴う車馬交通の複雑化は必至であり，駐

車場，高架道路，地下街，下水処理，不良住宅地区の改

良，公園緑地の確保，土地区画整理，土地沈下，工場公

害等の諸問題があろう。用途地域制として現在住居地域

商業地域，準工業地域，工業地域，未指定地域があり，

防火地域制として防火地域，準防火地域，法第22条区域

があり， ζ れら地域制K しでもすでに再検討の時期であ

り，それに伴う空地率lζ しでも理想と現状のギャップlζ

あえいでいるといえよう。建築物はそれ自体の問題すな

わち単体規定と，周囲の状況に則する問題すなわち集団

規定とを満足させなければならないので，建築基準法は

都市計画法に対して非常に密接しているといえよう。知

識は過去の探究と創造により豊富なものとなるのはいう

までもなく，よい知識の上によい法律ができ. よい法律

の巡営ができるものであろう。最後に建築士とともに法

律の普及と円満なる行政の巡営を闘う。

113 



るに至るという全く望みもしない事態を生じている次第

である。
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およ そ法律は判り やすく簡潔なのを良しとす るも ので

あるが，乙の建築基準法は数少い技術法の一つで，あま

り解釈が分れるような法文では困るわけである。できる

かぎ り広範囲のケー スが想定されてい るために， 用語は

複雑になり 条文も長文化し，まれに見る悪文と 評さ れる

程の難解な個所 も生まれ，また精密正確を期 したつもり

の条文があだになって反って辻援の合わぬ点ができたり

しているが，乙れらはある程度は宿命的ともいえるので

ある。

最低の基準であるならば，法文はもっと簡単明快であ

るべきであろうに 最低基準なるが故に復雑な法文にせ

ざるを得ず， しかもそれがあたかも最高の基準であるか

のような錯覚を一部に与えているというのは， 日本の建

築界の真実の姿を裏書きしたものであ り，理倍、をギ リギ

リの線で現実 [ζ 妥協さ せた ζ とが建築基準法の不安定さ

を来した因で- あると私はJ思っ ている。

宿命とはいえ，法文の解釈をめぐっ て明け暮れしてい

るのが私達行政当事者の日課であるというのは，実の所

情けないかぎりである。もとより，私達自身にむしろ自

省すべき点は多かろうし，法律自体もさらに是正すべき

点が多々あろうが，設計施工当事者の方々が，法規はあ

くまでも最低の線である ζ とを政解して積極的に建築物

実質の向上をはかられる乙とを念願するものである。乙

れが本当に実現される時に始めて，乙の民主的な法律が

皮肉でなしに活かされて くるものと信じている次第であ

る。

最後に基準法の規定のうち，細部について個人的所見

を試みてみる。

1  第 3 章の規定( 集団規定) 乙とにそのうち道路制限

用途地域制限および形態制限は，都市計画上の目的が

主である以上， 都市計画行政とさらに直接的に結ひ' つ

くと り上げ方が考えら れるべきではないか。

2.  建ベい率制限を用途地域別に設けているととの科学

的根拠が明らかでない。

3 .  建ベい率制限を，建築物容積および前面道路巾員と

の関係によっ て強化または緩和する考え方がないか。

4.  居室の有効採光面積の算定方法およびそれを用途地

域別 lζ 分けている乙との科学的根拠が明らかでない。

5 .  簡易耐火建築物の規定が非常に複雑難解であり なが

ら，その耐火性能についてはさほど自信がもてない。

( 1960年 4 月〉
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乙ういうアンケートが求められたら，今の建築法規の

矛盾欠点が次々と指摘されるであろうととを予想して，

私はあえて建築基準法のために一極の弁護を試みてみよ

うと思う。

建築基準法行改を担当する側にある者としては，基準

法の持つ不備不合理K ついてはある程度心得てい るつも

りであり，それらについて一つ一つ弁解をする ζ とも仕

事のーっかも知れないし，またそれでも法規を守って下

さいと申上げるのは立場上当り前の話であろう。だがそ

ういう窓味ではなし個々の欠陥については一般の方の

ど指摘を謙虚にいただく乙とにして，私からはそのよう

な欠陥を 内蔵する基準法の板本の性格をよくど了解いた

だくようお願いしたいだけの乙と なのである。

ある法律家が 「建築基準法ほど民主的な法律は ない。

」とおっしゃったそ うである。乙れは， li{1i 泌と いう他の

法律には見られぬ新しい制度:を言平したものであるが，厳

しい皮肉が含まれているようである。つまり，確認とは

建築物の計画についての図書を建築主事が審査して基準

法κ 規定されている最低の技術的基準に適合しているか

否かを認定する乙とをいい，土地の権利関係など民事の

ζ とには全く 無縁であるから，極端にいうと架空の敷地

に架空の建築物を申請しでも確認が下りるわけであって

，乙のあたりが先ず一般にはピンとこ ないのである。確

認制度の趣旨は，建築物ができてしまっ てから 因る乙と

のないよう事前にその計画のチェックをするという，い

わば一種のサービスであって，その計画が常識的』ζ 素直

なものであ るか，またその計画が正当に実行さ れるか否

かについては建築主側IJ の善意を期待しているわ け で あ

り，乙の意味では民主的法律の最右翼といえよう。

と乙ろが悲しいかな，日本の現状は乙の理想的仮定に

は程遠く，建築確認は建築許可と混同され，建築基準法

は建築取締規則と見誤まられる結果，確認の過大評価が

確認さえ得られたらという意識を生み，最も大切な現場

の実物をオロソカにして法規の条文の解釈に力を傾倒す
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ア ン ケ ト lζ  

大阪府建築部指導課良

恒 岡 俊

法
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て

編集子が例示せられたテ ーマを拝見すると，建築行政

の第一線を担当する者 1[. とっては，誠lζ 微妙な立場{ζ お

かれるものばかりである 。乙れに対する意見は自然の成

り行きと して，弁明的，解説的と な り勝ちである乙とを

先ず諒とせられたい。例示事項はいずれも一応の問題点

であるので，以下) 1 良を追うて私見を述べる乙とにする。

( A ) の他の法令との関係，例えば医療法との関係な

どであるが. 基準法 lζ 他の法令の建築的な郎門を乙とど

とく吸収してしまう乙とはたしかに一つの- ' Y : ，. え方である

けれども，実'防としては先ず困難である。従って病院な

どもどう しても医療法とのこ方面にまたがる。ただ相E

に矛盾しては因るので，そのような乙とのないように配

慮せられているはづである。建前として. 基準法にない

ことで. 衛生行政の見地から必要な事項が医療法で附加

せられているが，乙れはもちろん矛盾とするには当らな

( B ) の規定の精粗であるが，基準法の実体規定が.

単体規定と，広域行政的な呆団規定との二本立になる以

上は避けられない。しかし同じ単体規定のうちなどでは

例えば木造と，鉄骨造の構造規定のバランスなど一考を

裂するであろう。ただ乙れも法の効果を中心 [ζ 考 え る

と，必ずしも学術的なバランスだけで割り切れない。

( C ) の採光の規定の効果などは常に異論のあると乙

ろであるが，注意すべき乙とは，法は段低の基準を示し

ている乙とである。ともかく関口部を採る乙とを要求 し

ているのであって，何ノレックス以上といった話を してい

るのではない。乙の最低の基準があるために，たとえす

りガラス戸をはめ込もうと，窓際』乙常緑樹を繁らせよう

と，大方の秩序は保たれるものと見たい。

( D ) の法文が難解である点であるが，この点は残念な

がら全く同感の怠を表せざるを得ない。しかし乙れも強

いて弁解すれば，法文は平易であるとともに正確である

乙とが要求されると乙ろに原因がある。乙の 「正確さ 」

を追求すると表現が廻りくどく なり，難解と なる。乙れ

ではならじと平明にくだく。ピンぼけと なる。また正確

さの巻き返しにあって再び難解文 [ζ 逆戻りする。立法過

程においてはいつもこのようないたちどっ乙を繰り返

す。正確すなわち難解は法文の宿命ともいえる。 なお階

段の規定の分散の件であるが，これは施行令で，構造上

と避難計画上とに分けて規定している乙とを指摘してい

るものと思うが，法の板拠条文もととなり ，まあやむを

得なかろう。類似の ζ とは建築物の防火についてもいえ

る。

( E ) の地耐力等の規定の疑義であるが，先ずなんら

関連規定がない場合の一般への影響を考えて見たい。ま

かり間迷っても乙の程度の注意は払っ て貰いたいという

一線を引いたのであって， ζ れ以上手の混んだ検討を加

えてはいけないといっていなし、。法は約束であって学説

ではない。学説が固まるまで地耐力を野放しにしておい

たのでは困る人も多かろうという親心とも取れる。無論

学説の確立とともに規定の内容も再検討せられるべきも

のであろう。

( F ) の規定があいまいで，例えば応接室は果して居室

かという疑問であるが，法文では応接室は居室であると

いうような書き方はしていなし、。すなわち乙れは一つの

解釈である。問題は応接室とは一体何かという乙とにあ

る。乙の際ピンとくるものに，大会社，大工場の事務所

等で，スクリーン等で区画したたくさんな接見室のなら

んだのがある。応接室というにはあまりにも安直で，ど

う見ても長居は無用式のビジネスオンリ ーの施設で，使

用の廻転率も大きく，便所や，脱衣室の類とあまり変ら

ない。乙れをしも居室長というにはあるいは 抵抗 もあろ

う。要は「応接」という乙とばにあまりこだわらない乙

とであろう。

( G ) の条例の規定で，法律や政令1[. 移して統一すべ

きものがかなりありはしないかとの説であるが，乙れも

一考を裂すると乙ろであろう。ただ府県により ，行政水

準にあまりにも大きな隔りがありすぎる現在，技術的に

はむずかしい問題である。

( H) の過去の遺物が現行法! [ . 残 っていないかという

点であるが，最近とみに問題と なってきたのに高さ 絶対

限度すなわち3 1 mの抑え方がある 。これについては種 々

の角度からの論議があり，あるいは近い将来なん等かの

転機が見られるかも知れない。

最後に ( 1 ) の正直者が馬鹿を見ないかという心配で

あるが，乙れ1[. 関して充分な私見を述べるにはもはや余

白が足りない。結論だけをいえば，施主も業者も，よく

法の怨旨を了承していただきたき，人が悪事を働くから

おれもやるというのではな しに，わが家を，われわれの

| 町をよくするための手段として法を活用すべきであると

いう観念に徹していただきたいと，切に願うのみであ

る。パトロールの強化や，告発の励行も結構ではある

が，線底となるのはやはり当事者の向党と協力である。
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間 脚 d 当シ

ζ 忌孟ｾｾ

ｉ 旦竺 ｊ ｾ r会員の声J 繍にど しどしと投稿下 きい.

留ももいt f ，f ¥グーミ史、

f; 1 楽 の タ イ ル

陶 ι
=日

，A

l

 

朔l

さる 4 月 P 日会員平田作太郎氏の

あっせんで，前年度役員委員の一行

50名が快晴 lζ 恵まれて陶器の町，信

楽を訪れた。

国鉄石山駅前より地元信楽差廻し

の湖南交通ノイス (C乗車，瀬田の唐橋

を渡り . 瀬田川沿いlζ 桜花らんまん

の堤防道を下る乙と数分，やがて111

は山狭の坂道 ( C入る。緑lζ 覆われた

山聞を流れる大戸川の清流が岩をか

み，飛まつとなってi流れる風景を眺

め， うっとりとするとき，パスの急

停車に夢をI波られて，みれば下は断

ti:l絶壁， O:aとなって流れる大戸川の

水，右 lζ 対抗車， 思わずl汗を冷やす

など，約 1 時聞にして信楽の町 IC若

く。

信楽町はへ口 1. 500，陶器を主と

した町でいたると乙ろ火鉢や植木鉢

の山が築かれ，道路脇 iζ 大狸が顔を

ならべ，傾斜地には登窯の屋板が細

長く軒をつらねているさまはたしか

に陶号昇進りの町としての異彩が感じ

楽 学日己

いた。しかし数年前より生活の綴式

が変化し次第に右足・裂が減少して生

産過剰の傾向と なり ，陶器業者の組

合( 信楽陶器工業協同組合，信楽陶

然卸商業協同組合) で共販制度を設

けて生産Iljll 限を行ない，約 3 ヵ年は

もち乙たえてきたが，生産Iljll 限方法

に不備な点があって統flill も効果を失

ない，ついに昨年より共販を廃止し

た由である。

その後，業者間では火鉢 lζ かわる

新製品の研究が盛んになり，登窯を

平地 ｾＨζ 変え ， あるいは近江化学の

ように トンネノレ窯も築き， タイノレ，

ブロックなど建築用陶器の生産!こ乗

り出すものも現われ，植木鉢の需要

増加にたすけら れつつテーフツレセッ

ト， 灯炉，置物などが増加の傾向に

あるとのことであった。

われわれの訪問 (C際し，町長以下

業界の代表者多数の歓迎も製品転換

に対する，とくに建築用陶器の指導

に対する期待からであろうと思われ

た。

信楽のタイノレ，ブロックはいまだ

研究の余地は多いが，土味のある軟

かい雅味のある製品であり ，最近の

魁向からみて今後に期待できるもの

である。庭園用品としてもテープル

セ ットや灯炉にも面白いものがあ

る。 ( X生)

.... 1  

見

られた。

乙の町の陶. l *の生産額は， 3.  4年

前は年産 5 憶という乙とであったが

昨年は約 4 億ぐらいに落ちているら

しし、。

この町の陶器の歴史を地元の人! こ

聞いてみると，奈良朝時代，聖武天

皇が紫香楽の宮をど造営になったと

き，当時乙れに使用する屋板瓦を製

作したのがはじめで，当地方の地下

Iζ 埋l波された無尽蔵に近い良質の粘

土と。四聞の山林l乙生い繁 った必の

木を原材料として次第に発展し，査

TE類から，徳川11与代の茶道の煤んな

時代にはすi ¥; 器が生産せられ，乙の11寺

代lζ は多数の名器も製作せられてい

るとの乙とである。大正 ｊｾ ｉ どろより

火鉢の生産が増加し，大東亜戦時中

( Cは，兵器代用として手りゅう弾，

耐酸容認も作られたが，戦後は再び

火鉢の需要が増大し，数年聞は好況

に恵まれて全国一の火鉢王国を誇

り，火鉢生Mの増加に拍司王をかけ て

11111111111111111 1111111111 1111111111 111111111 111 11 11111 1111 11111111 111111 111111111111111 1111 11 111111 111II11111 111111111111 11111 111111 I1 11 11 11I1 11 111I1 111 111111 11 11 111 111 11 111 11 111 111111 1111 111111 111 11 111111 11 111 111111 111111 11111 111 1111111 111 11 

特許 出願前に学界な どで発表した発明の保護 る権利を承継した者) が特許出版前

にその発明を刊行物K 発表し，また

ζ の 4 月 1 日から新しい特許法が 場合は新規性がないとするのが建前 は特許庁長官が指定する学術団体が

施行される。新特許法は約40年ぶり である。したがっ て研究者が自己の 開催する研究集会において文書をも

の改正であるため多くの改正点を合 発明を研究成果として特許出願前lこ って発表する乙とにより，その発明

んでいるが，そのうちの重要なもの 刊行物に発表し，または学会で発表 を公知にした場合に，その公知 lこし

として発明の新規性についての改正 した場合 lζ おいても，前記の建前か た日から 6 月以内にその者が特許出

がある。いうまでもなく発明が新規 らいって新規性はなくなるのであ 願をしたときは，その発明は新規な

である乙とは特許をう けるための盟 る。 ものとみ なす こととしたＨ穿 ｾ Ｓ Ｐ 条第

件である。そして発明が新規である 11' 1特許法はこの建前を厳守してい 1 項) 。

かどうかはその発明 lζ ついての特許 たが. 新特許法は，研究発表の霊EE なお，以上の規定は，実用新案法

11¥臓のときを基準にして判断し，そ 性にかんがみ，つぎに述べる条件で で権問しているので，実用新案にお

れ以前に発明が刊行物 lζ 氾載され， 例外を認めるとととした。すなわち いても特許の頃合と同憾に扱われ

またはその他の手段で公知となった 発明将( また発明者から特許をうけ る。
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喧

旗

門

初代の駅合については ，三1<: 凶，立

国とも詳細は わからないが，ヲ: 真，

版 画，地図などによ って当時の面影

を1，1.1;¥ぷ乙とができる 。

位 i丘は現在の '1'央郵便}IJ の西哀あ

たりで，釈と市内との交通は4 J ら出

入焔方 向からの よ主だけにたよって

いたようで. f. t . f i 時筋は駅ができてか

ら数年後 l乙設けられたようである 0

ｾ ､ｬ 寺大阪府干附ぷ邸＿ｦｾ 3  [ぎ7 m組曽

以的村と いい，通事J; I梅j ] IT II g 地」

という 北 の必 l也であ ったのを，作工|工

場主ｾ築のため取り払われたのであ

る 。 駅の ＩＡ Ｎｪ 凶は中 Ｚｊ［ ｾｩ または ｉｊ I  rli f乙取

り凶まれて，わずかに南illl Jf C築 111 .

A' .l i送庖，旅館. ｾｽ占 など，及 ｻ￟ｬ Ｇｈ ζ ［ｴｊｬ｛

瓦造りの官舎が点在す る程度であ っ

た。 ( 第 l 図- - 1中野氏が古老lζ 聞

いて作 ったlii. J じ図一一参J I . の

駅の本屋は; t . J l i 瓦造 2 階R11 2 .fWと三F

屋 ｾ Ｒ 棟 からな っ ており Ｒ つの切

妻があ ってそれを '1':') とで結んでいる

恰好である 。 ( 知 3. 4 区l参JI.の 規

絞は 2 階建 2 糠が桁行 36尺 ・梁間27

尺で，平屋胞の ) J は桁行45. 8尺 ・梁

|尚32. 8尺 l fJ I i と，桁行57尺 ・梁間26

尺 1 i棟である 。 '1' : Y- . ! : fCJ . ム問があり ，

( 乙れはおそらく l次抜であ ったと j A

われる) その西側1]1ζ 1 . Ｒ ｾ ｲｈ 守合，

駅長 ，助役，改札 I ＧｾｇＺ Ｑ 言および郵便

係員 などの室があり ，東側には 3 等

的合 と手荷物J土庁I が 設 け ら れ て い

た。出札室は跨線怖の下 にあ って，

:会( 11 は 2 例であ った( J ぶHUの '1' 央 か

ら防総 陥のげーり 11がある ) o& Jl HL I 1  

は跨線橋げ りし! と，出札室 前とに 設

けられていた。 2 階は東側を倉庫に

西側を会議室に充当 して いた。 ちな

みに跨部品柄は IIJ 以 1. 5 米ぐらいであ

ったが， その後)j I ( 容の増))IIK.( 、ド って

ホームの束端lζ 新設し ，元の跨線柿

は 2 階f C j旦ずるように変. R ' : し . ｊｾ 改 良

川 l己改めたようである 。

建 物 概 要

.  
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第 3 図 初 代 大 阪 駅 外 観 写 真 ( 沖 野 氏 厳 )
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第 Ｔ 図下 ｾｊ ｦｾ 大阪駅 ＱＺ 日業式 Ｈｩ 中 野氏厳Ｉ
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目』.  

初 代 大 阪 駅

2.  設計・監理・施工

設日| および欧. Pli は当 11与傭間外同人

によ っ て行なわれ ，中 高級者の ｬ｛ ｬＧｉ＼ Ｑ｛ｾｊ

としては ， 鉄道 ｚｾ 配役 Ｈ ｄｩｲ ･｣ ｴｯｲ Ｉ

1  :名，技f : lliJ 乏( E ngineer- i  n- Chi ef )  

1 1"，で，技f : llil えが技術を統制: し ，そ

の卜 (C: 以: t の技f : lli がおり，その技f : lli

の命を受けて} j lfl iを分担 lするものに

技術高IJ jlZ ( Deput y E n gi n伎の が あ

った。日IJj 文その他を補佐するものに

助役 ( A ss is tant ) があ った。 大阪

"  TI' pitmILは主として技f : i ¥i [ " ジョン

・ダイア ァクJ J oh n  Di ack， ["ジ ョン

・エ Y グランドI ] ohn E n gland， ["セ

オドノレ ・ν ~ンJ Theodor e Shann， 

「グレ ーJ [ "ノノレデ ンステ γ トJ ["ロ

ージノレス」などの諸氏の名が兄られ

る。 乙のうち 「エングラ γ ド」は{ 支

術劇役として，その他は助役として

工中を分jll. したよ うであるが (LI 本

鉄道bとによる) . 測泣，線路.(Ii 設，

隊iむ，陥没など J-_ 木工事が主であ っ

て，と くに釈の工事をjll 当した芦は

わからない。 ・ Ｚｬｬ ｾＨζ は総指 ｎ｛ [" エン

グラン ドJ . 主任「 ν ヤププノレJ .

現場主任 「ワ ッ トJ の花氏という 。

施工については細かな乙とはわか

らないが，1リJ mＳ 年工事 ｉｌｾ するｾＭＪ

瓦を製約するため，堺県から堺大浜

j j J ) _の[ 弱館物12工会所数地の引 il.主しを受

け， 乙れ lζ 工場を設け ，陶Wi i ，瓦職

工を徴集して ，ｾ［ｉ｜ 外国人の指導によ

って作業を日1I ! I i i した( 1] 本鉄道火に

よる〕とあるので，多分乙れをf ! . g 川

したのではな いかと恩われる 。IYJ ii'i

5 年にできた新柄，機浜駅が木造: ri

q長りであ った ζ とと比較して， ｾｉ 叶 ｭＧ

な進歩である 。屋根はスレ ー トfj :で

あった らしく ，正 l耐と 24側の '1' 火屋

絞而IL ｬｉ ｾｦ＠ ，1 I が設けられていた。その

他本屋からつけ干 しの廊下が，東側

の手荷物宅から内側の貨物ホ ームの

T iJi i までf'l' びており ， '1' 火司王併せ部

分はとくに t! ¥'J l{ っていた。 (:;f¥3 ， 

4.  5 ， 61火|参! !' のしかし第 2[ 支Hζ

あるように ，村lilll 氾信ん) ) j lfli まで版

下がやl' びていたかどうか他の資料 lζ

1'1 51叫 初代六町駅ステ- : / ョン側'うE 民 ( 沖野氏磁)

苛ｾ 6閃 初 代 大 阪 駅 松 岡 ( i on ｩｾ＠ｊｾ＠ n，O  

は見吋らない 妻 1(li に は 紋 市 が あ

り. また窓 lζ は外1)1] き鉛戸がれいて

し>t.こ。

3. 工 期 ・ 工 費

工 ｪ 切については釈のお工 ｉｉｾｊｙｊ がは

っきりしないが，Iリj 治 3 i p ) 1大|以

とIJI
'
fi([_ 鋭、辺掛，'-H'J 長所を設け，乙れ

を| 則岡鉄道! 日j と称し ，大阪 ・IJI
'
TiJ/'d

の測 111;をf J Mhfi し，11) [1ζ 全線の ←Iーを

起した。 7 イl' 5 )  111 日大阪 " TI'} '1/¥1 

が完成し ， ＧＱ Ｇ ＱＯ司Ａ， Ｇ＾Ｇｪ￯Ｉ ａｩｪを ］ ｾＧｈＧ ， ζｺ 没け ，

IJ .x:r';;'ll 場を内引において lill 来したか

ら，乙の頃がほぼ竣工JUILI と汚 えら

れる 10千|二2 )1 5 11， 1リj 治ノミ 〈1の|山

幸の卜 IL ，京拘i ・ドI' Ti J : rJ の開業式を

i  j な った (;i¥ 41>:<J参)1.(1)

_L' /'i は 大 阪 ・神戸間 の II 設'I'i が

4，312，800 円 と い わ れ， そ の う ち

作車場およびｾｈｬｾ ｾ ，ｾ必築ＮＯｾとして

640，070 川科肢が卜ーっ ているが， こ

れには大阪， IJI') i ， 了:;，; ， ￯Ｇ ｾ［Ｚ［Ｇ［ Ｑ＠ J己

ｉｾ ，ｩＮ＠ ｻｕｩ ーなど作駅が ｻ＿ｴ ｾＨ されている

ので，大| 仮駅だけについては不lりj で

ある (1リJifi 工業もとによる)

( 波江貞夫 ，iG)
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B. ニ 代 目 大 阪 駅

1. 建 物 概 要

松山はほぼ別 (1二大阪駅の* ' 宇j Uり

CU¥8 1ヌl参! ! ので，初代からはず っ

とＮｬｬ ｻＨｃｾ っ たととになる [.'.jIl Hの状

泌は現状 IL比較すると ，問川、I，{の，，，リ

21そがず っと! 州' J l I Hζ 前進しているの

で，駅前広場が狭くな っているが，

当時としては ，人) ) 車がわずかに屯

している科伎で充分であ ったと忠わ

れる 旅千r のH¥人は駐日柿J j ， (li と仰川

新 j且J j '(l iから行なわれていた 。

駅本) ゼはイ i.ili 2 断建が主' ぶで， /ド

イ ｉ ｬｬｨｪｾ ，ｾ Ｎ ， ζ ｨ ￭ｬ じくれ造平家が Ｑ 肱 先制 ｊ

ｾしていた '1'火l E耐には' 1' : 匂がうた'

出して全体のパラ γ ス を 保 って い

た。 規伎は 2 階建主主誌が 'JK/]' ，j 34， 9  

J'¥. ， ｲｲｪｾ Ｍ ｪＧ ＵＸＮ＠ Ｙ 尺で ， 両貨の附Ｉ ，ｾ、 ＱＧ ＮＧぶ

はリKII ¥J 54尺 ，fjj 行 198尺あ って，そ

れに前記の主'不がH食込んだ恰Hであ

る。 'Ii 引は張問30尺 ，桁行43. Ｙ ｊｾ で

あ った。外 l ζ! 日，i Tとして，張 II ¥J 9  ｊｾ ，＠

t1d  j'69J'¥. がついていた。

1Ii 1寺正 '(II 'II '!.f から入ると '1'火 l乙jムII¥J

があ って，突判りが賃貸主にな って

いた。JムII' ，Jから内側には下り 1 ・2 句

作介，婦人向イT，下り 3 て!;;J年代があ

って， "r. j宅 lζ 快まれて '1 ' /]¥]1ζ F小，:;j

物以宅と ｈ｜ 札宅が配 ｬ［ｴ Ｇ ，ｾされていた

バ ｾｉ ｊＡＱ ｈζ は ｉ 付 ｾ ｊ ｜ の ｪ｜ ｴＺｉｩＢ，ＧＨ ζ トり Ｑ ・ Ｒ 匂 ，

M人，3 等科 j!J { 川、および T 小，: 川丸

山札宅が設けられていた。 l十41Jl1J1ζ は

lム間から| 刈 W.IζIrt ，i下がや l' びて ，それ

ぞれ外郎からも u'(j年 1I 出l ζH¥人でき

ζ こには符附する 。げ ¥9 関参! ! ( ¥)

2. 設計・ 監理・ 施工

IIiH1110イl' 6 ) J  ＱＰ ＱＱＱｲ ｬＨｾ攻し ＧＱＧＱＨ， 発見

された仁株似によると ，設，nr . は逓

1，0¥+及r: 1[i ，';") 1戊Ui IJ..¥:て¥ 契約主任は鉄

道約; ' R!，，) 工務g，IJ 可大1;.! .Hf t、1'.氏 ， lJ I
1
戸

保 ｲｾ 事務所長岡 村 初 ｪ 之助氏とな っ て

い る 。 ｾＡｋ ￭ '11は鉄道技 r'+:n熊治郎，

f表候彩s . 両氏 ，f>i，場1系凸i，n必M. 郎 ，

るようにな っていた 山人 ，，はぐ日1I [:":j) 1定治郎両氏とある 。Il !j の欽; u 什

アーチで椛成されていた。 1 ・2 勺 栄町長代は払｜Ｂｪ ｾ￼ 郎氏である 。 設

および 3 勺の |了卜

'118 問 、『時のj J1 1111 よ り 内 成 ( 現 本 州 と あ る のがこf UI 大|苛駅)

｣ ｪｺＡＮｪ ｾ 札， ，はそれぞ

れ作仲介宅から Ｚｾ ｕ

人り するようにな

っており ， また :H

札 l ' も!日1.t; [<1ζ?付与

イ Ｂ￬ ｾｾζ 設けられて

いた。 この{i ，;i) H>i，

化とは大いに見な

っている 駅! 対係

諸室がさら ｬ ζＱｉｉ ｉｪ ｊ ｾＮｾ

l ζ111' びているが，

住l l l X晃駅 {政阪大

-.  

4・.  
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同からの輸入 ＱＷ Ｑ で 、当 ｉｉ ＭＡｩとしては ｾｉ Ｂ ， Ｚｩ｜

な俊秀品であ った。 1 tf 3， 200 例と

して， 62万立方伴で合計約20万例は

そのままでも当時の凶盛ん'， 1ζ 匹敵す

るので 1 個 1 銭 5 )'[( ないし l 銭 9

ｽＧ ｉＨ てゾじられ，新総 築 ｬζｾ われるとあ

る( 大引i 5  n  29 1-1 記。 J i) 。 その後六

|奴 ・事1

'

戸 ・京都lζ 5 つの高等技芸女

学校を持つ神戸市封代区}!I I*flI Il J 2 ノ

2 庖原民二氏が東京小石川区大塚 IC.

ＱＱＲ 等技芸女学校をｾてるに当り ， 1日

大阪駅の威容，スタイノレに興味をそ

そられ，前記取'¥"):'1 'の木下氏と譲受

商談をなし ，譲受料 7，000 円，取汲

料，運搬料合せて約 2 万円で 7 )J 下

旬解体完了後煉瓦の部分を鉄筋 コン

クリ ート に代えて，ア ーチ型玄関，

外r . ; r ; の石材を取りつけ， ; 窓の形など

似せて再現させるとある( 大旬 6 刀

12日記事〉が，その後の乙とは不明

である 。 ( 波江貞夫記)

の後者が現布，) ，央コンコ ースl己保存

されている 。

3. 

工JUIは， r砂別リ別Jt治f台i3初Oイ作|ド司::)皮良』に乙λ刈|阪坂4十れιi戸j

の4改先築lにζ .(行守丁一し ，駅本I-Jは!日J i'( ，-32イ1・

;ι .i" iコー， If ;)34年 7 )  )  1  11 1ζ'::f; ｾ 従 Ｉｽｉｉ ｉｴ ｻ￬

しているので，竣工 11 と) 5 えていい

と忠われる( 日本鉄道火その他によ

るＩ 。 工 Ｇｬｾ は当 ＱＱ 寺の金で ＱＱ Ｔ ， ＹＲＴ ＱＧｊ

といわれている 。

工 期 ・ 工 費

取設し・移転

ついでに取殺しおよび移転につい

て一言する 。 IlTi和10:[1二の新聞記事に

よれば，同年 5 月28日 8 名の指名

入札κ よって京都市下京区西じ条*

型f1l 1J 37，木下松之助氏が 1，300 円で

r ML， 6 rJ 1  EI から 70日間の工期で

8刀10日終了の予定で-rl 工，その 11J.

m 6，000 円， 石材は全部パラスとし

てrJちくだいてしまうが， ｾｊｬ ｩ 瓦はＧＪ

;; ). r，. ，'0) 戊日'1氏は ，反貯金7干氏より

ｪｬＴｊｾｊ 後輩 ＨＱ リ ｪ 治 Ｑ Ｖ 千 ＱＺ 京大ＢｩＧＭＺＩである

と忠われるが，経l荏の許制はわから

ない。}i U! 二l二についても委詳不明であ

るが) ｲｴｌｊ［ｾ の杉 Ｉｈｬｬ ( 代表ぷ杉)) :u

J 「氏) がJt'f ｲ ｾ っ たようで ， 、 竹 ｬｉ ［ｪ イｦＩ ｊ

な鉄 Ｎ ｴ 口 ｊ ， Ｇ ￬ ｲ ｾ Ｚ たおであ っ たが，後 ｬ ζＱｭ

くな った111である 。

ｾＦ件、はｾｊｬ ｭＺ 造で ， 外部［ｲ ｩ ｾ 長 り ， 度

以ｾ，ｾ｜スレートＨＧｪＧ，取得 ， ) ぶ間，廊下

なとの床はｾｊｬＡ瓦赦きモノレタノレ塗で ，

3 てす i主代宅のはは: t ! l i瓦張り，天jl ・は

絡天 )1で， UJ 札宝は床似張りであ っ

たと Ｎｭ 、われる 。 ＧＱ Ｇ 火 ｊｬｾ 聞は Ｒ ｾ持活Ｚ部

分K 当るが，吹抜で小屋組は木造で

あ った。，) ，火百ー rfl iの屋根而には時計

が設lii' l:されて いた 。余談であるが車

寄の両側 lζl 噴水ノl、(!Y/があって，向 っ

てti のは網の ν γ ツをおてf . r : ，をj采る

ｾ司を持ち ， メーのは金ｬｉＡｦｊ ｬ 友掛をして主 ￟

の来で? をの水を受けていた。 その '1'

-e  

買19図 二 代 日 大 阪 駅 平 rm閃( 大阪駅政)

丈 阪 停 車 蝿 本 軍 事 面 図
ft 
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大阪梅田駅構内通称 「三菱倉庫」

または 「運輸倉庫」

! 司鉄大阪駅の西 lζ 梅日 i の貨物駅が

続くが ， その「日通［ｦｾ 9 号門」を人

っ た と ζ ろにある 。 士ｾＨ瓦造 Ｒ 附Ｙｊｬ

(現 (E 2 階の床を失なう) ， ｊＮＡｾ側 ｬζ

3  rml C 1 /1-¥]の車寄をつける 。およそ

30 mX  1 6 m付.の規伎で， IYJ 治 16{ 1ムtfi

ユ Ｎ ｾ 長 ｦｲ ｊ Ｇ ｐ Ｚ としてｾ造 ， のち山陽鉄，［Ｐ

会村 ，鉄む院へと次々買収され， r大

阪荷倣所」として約20年間使JTJ ，ーlI if

日本郵船合J i T < ともなっていた 助役

122 

市 10関 大 阪 悔 rn 駅 構 内 三 連 合 同f 外 観

洞) I京一氏の調査によると、町時 1 Ill'i 

は小 I l j 及 ・貸切j及 ・分任 III 納 係 ・税

関の諸宝， 2  ｾ寺は大小会議室 ・ ＩＮＱ Ｑ 務

課 ・fl H" . 助役室 ・調査統，: 1 ' 宅など

があ ったらし し'0 II f1和20年以の笠} お

まで荒廃しながらも 111形を保 ってい

たが，戦災 ICより屋以と JAミを焼失し

た( 雇板や小屋Hl1立後トili) もとは ，

V ヤンデリヤや立派な師寺段もあ った

という 。 Ｑ 比 一ｻｩ Ｚ は内部も ｬｾ Ｉｩｻ μ メｩｦＮ ｊＱｩ がひ

どく ，ヰヨなる flH1として依われてい

るが，燥がの彼も断上附ともに絞 っ

ていて ，もとは純f r J . Fでなく，] ( { 去を

主とする9 J l 築であ ったようである 。

近

代

建

築

調

査

委

員 |
[  [  [  [  

‘ .  

士4E〉E• 

報

主Etコ

6  

J kfWJ の車寄は火災の痕がはなは だ し

いが ， 花 ｬ 出 ｩｾ Ｇ Ｚ と煉瓦とを ｩ Ｑｴ川した本

絡的なもので，階 仁アーチの下には

三去をの紋7k人りの鉄刻下問も絞 って

いる

( 近藤登記)

年代については

①IIJJ治 1611' 11 JJ ， 三袋介" ' < ｉ ｃ おいて ｾ策

l ，その後，鉄道IC n収( 11' 次不IVJ ) し

た上で J(>船会判に l m。

@II !J if. 42i l'  3  )] l311 ，大阪( C;r 倣i 9illl ↓J I と1，;1

時IC大阪 m l A 所となる( l 則瑚 1，;Ij，' D 。

③梅 In貨物駅竣1 とIdl 時 IC (IIJJifo ｉ ､ｾ Ｑ また

は大主初 ｉｾ ｊＩ ， もっぱら税関 ＱＱＱ［［ 民所となる 。
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建 築 物 の 台 風 災 害 防 止 に 関 す る 意 見 書

日本建築学会では，昨年秋伊勢湾台風災害の発生後ただちに「伊勢湾台風災害調任特別

委員会J を設位して，各方面において行なわれた建築物関係被害状況調査と同時に今後の

乙の種災害の予防対策等につき考究を重ねて乙られたが，乙 のたび下d己のどとき; 立見を l以

りまとめ，関係官庁その他へ送られた。以下にその怠見蓄を参考のためにかかげる。

建築物の台風災害防止に関する意見書

中 央 行 政 官 庁 宛

1  .  被害の特色と要因

(  1  ) 昨年秋の伊勢湾台風において，伊勢湾沿岸一帯は

わが国の台足以ミ害史上未曽有といわれるほどの被害を

受け，多数の人命と財産とが瞬時にして失われた乙と

は，今後の臨海地帯の開発とその防災対策とに対し，

多くの解決しなければならない課題を提起するもので

ある。

( 2 ) 今回の台風災害の級相は，従来の風水告と乙とな

り異常な高r:9j が大都市工業地41J- を合む臨海低地域に侵

入し， かつ多量の貯木材がi流出し，また 長期間にわた

ってたん o苗) 水したため被害は著しく拡大し，災害

後の復旧を困難K した。とくに，物的被害においては

住宅 ・工場などの愁築物被害は甚大であり，乙のため

人命のほか，とE活 ・生 j剖 ζ 直接 ・間接大きなm告をも

たらした。

( 3  ) 乙のように被害が激甚であった乙とは，多くの悪

条件がE なったためであるが，乙乙で建設関係省にと

って十分認識されなければならないことは，被害地に

おいて生活や活動の湯所を与え，これを守る諸施設が

十分1(. 防災を考慮して計画されm設されていなかった

乙と，すなわち海面より低い干桁地が，堤防のみにた

よっ て十分な土地造成やJ)I ソk施設などの整備が行われ

ず，無秩序1(. 住宅やその他のm築物が建築され，無防

備に近い状態で市街化した ζ とである。

2.  都市防災計画の必要

(  1  ) 毎年のよう K 風水害をはじめとし，種々の災害が

発生するわが国では，常』ζ 災害対策を忘れてはならな

いが，とくに経済文化の中心である都市においては，

人口 ，産業のjfl 大に比例して，より大きな災害を受け

る可能性があるので，今後の郎市開発もし くは再開発

にあたっては! 日J 災に重点を置いて，建築物をはじめ他

の諸施設の31・聞や建設を行なう必要がある。乙の場合

風水害 .m災 ・火災のみならず地盤沈下という新しい

災害についても考慮を払 う乙とが必22である。

( 2 ) 低地域における水害対策について考えた羽合，堤

防の強化が第Ｍｾ件であるが，次善の策として道路。

鉄道などの交通施設，排水などの公共施設，住宅をは

じめ各種の建築物など，都市を構成する施設のすべて

にわたって水害対策を考え，乙れらを総合的に計画

し，最大の効果をあけ. る乙とが製まれる。乙のI J ，J 合，

最小限の条件として，人命の安全は絶対 IL確保するよ

うな計画としなければならない。

3  都市計画および建築行政上の災害対策

(  1  Ｉ低地域における土地利用［計画の樹立と用途地域ｾ｜ｩｬ Ｑ

の再検討

工場地帯と住宅地帯とでは，おのずから災害対策を

ｾにするものであるから，低地岐における防災計画を

考える場合にはまず土地利用汁簡を立案し，さらに用

途地域の専用化をはかる乙とが望ま れる 。たとえば，

当分の間，来日トj発状態で残される区域には緑地地域の

よう な地域を指定して建築規制を行なうほか，工業地

帯は工業専用地区に，住宅地41?は住居専用地区lζ 指定

し工場と住宅との混合化を避け ，工場従業員の住宅地

を適地lζ 配置するよう指導することが必裂である。

( 2 ) 災害危険区域の指定

今回の高槻による災害結果から考え，高槻l山JKのお

それがある区滅は，建築基準法貨¥39条に規定する災害

￭ ￺Ｚ険区域の折定を早急、 ｬζ 行ない，災害防止 上 必ｾな ｭ

築制限を行なうことが2 t 望される。乙の場令，災害』ζ

対する科学的調査に基づき，災害危険区域の純凶を定

め，また災害の性質や危険の程度に応じて制限内容を

きめる乙とが必32ーである 。

建築制限内科としては， 1) 敷地地盤面の地上げ

2) 建築椛造の強化 3) 床上波JKをしない} . . _ ; 室の設

置などがy - ，えられるが，名古屋市を対象とした湯合に

は，次の方法がi血当であると与えられる。

( イ) 臨海部の草n立地や河川沿j いでは，十分K 敷地地

盤面を地 上 げし，かっ木造ｾ築物や居住用姶築 物 を
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全面的に禁止する。

( ロ) 臨海部の背後にある低地域で，土地区画整理事

業や地区改良事業などの都市開発もしくは再開発事

業が行なわれる区域では地上げを含めた宅地造成を

1t なう。

ＨハＩ地 上 げの 困 難 な 区域においては ， 抗 ｾＱ Ｙ￮ ・ 排 水施

設の整備をはかるほか，建築物については基礎その

他構造部の強化，建築物の高居化，避難室の設置 な

どを図る。

( 3 ) 防災を考慮した都市計画事業の推進

部市の開発 ・再開発事業の中心となる土地区画整理

事業は，公共施設の整備と宅地利用の地進を図る乙と

を目的とするものであるが，実悩は道路公闘などの公

共用地の確保と宅地の形状整理にとどまっている。

低地域の災害危険区域内において土地区画整理事業

を行なう場合には，水害防水のため全而的地 上げの

実施，掛7 ] < 施設の整備，遊水池の設置など，卒業内容

の拡大を図る乙とが必要であり， また乙のため土地

収用，ヨ工業自に対する援助など諸制度の改 善 がｾ望さ

れる。

(  4  ) 住宅団地の防災対策

低地域の災害危険区域内においては，なるべ く住宅

団地の建設を避ける乙とが望ましい。とくに臨海部の

工業地帯内では，住宅団地の建設を原則として禁止す

る乙と が適当である。やむをえず，災害危険区境内κ

住宅団地を建設する場合には，敷地地盤而の地上げを

行ない，または建築物の基礎を高くし，建築構造を強

化する乙とが必変であり，また木造住宅を建てる場合

lζ はその団地内 lζ 2 階建以上の耐火造共同住宅をあわ

せて配置する乙とが必EEである。

( 5 ) 公共建築物の適正配置と構造の強化

小 学校 ・ 中学校 ， その他大規模な公共ｾ築物は ， 災

告発生ｬｉ Ａｪ の緊急避難施設として ， また災 ｾ ｉ Ａ［Ｇ 後の収容避

難施設として役割を果すため，災害危険区域内1 ( . おい

ては人口 ・区域 ・地形 ・市街地の状況などに応じて適

正に配置し，さらに敷地の地上げを行ない，かならず

Ｒ 階建以上の耐火椛造とする乙とが必ｾである。

(  6  ) 災害時における応急住宅対策の樹立

住宅不足にもかかわ らず，毎年災害により多目;の住

宅が滅失するので，平; 干:;1時よりそれの対策として，迩

搬 ・ijl 設 ・除却が?寺弘な応急、住宅資材を部i{l lll しておく

乙とが必ｾである。また，同 ｬ 時に応忽住宅が恒久住宅

となら ないよう ，災害地IC対しては住宅建設の似進が

よりいっそう図られなければならなし、。

(  7 ) 施設被害状況の認定方法の雌立

五l ! : 築物をはじめ各干TI の施設の被台程度をl則的( 1こする

乙とはその後の復 IIJ 対策上必裂な事項であるが，現状

はその認定方法が主観的であり不統ーである。建築物
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については，全壊の定義を明純化し，被害似の算定方

法K っき統一ある方式の確立を図ることが望まれる。

( 8 ) 災害対策，防災計画を促進するための財政的措置

の必安

災害危険区域を指定して，敷地の地上げ，構造の強

化などの建築規制を完全に行ない，災害対策を促進さ

せるためには民間個人κ 対し，国もしくは地方公共団

体の財政的mWJ が必要であり，乙の場合には長JVJ低利

資金の融資が適当と考えられる。なお最近は建築物の

老朽化が被害を治大させているので，建築物の補修 lζ

対しても融資される乙とが望まれる。

また，七地区画整理事業においても，地上げなどを

十分に行なうためκ ，保留地処分金などのみで 'F;/t 7!i

を満たす乙とは減歩率が大となって困難であるので，

乙れに対しても補助金 ・融資 ・起- s ' j ーなどの鉱大がJSえ

られる必要がある。

さらに，災害防止上，災害時における避難上からみ

て公共性があると認められる耐火造共同住宅，また』

小学校その他の公共建築物K 対しては補助金の交付 ま

たは地似が妥望さ れる。

( 9 )  m築物などに対する災害保険制度の確立

平常11寺の建築物などの火災害K 対しては火災保険の

制度があるが，各種の災害11寺K おいても保険によって

復興を終易にするため，国が援助する災害保険制度の

確立がｾ望さ れ る。

( 10) 防災;: 1ー圃，災害対策を実施する強力な機構の整備

現行の諸f]il J度で問題となる一つの点は，防火l乙関す

る諸施策が各機関どとに統ーなく行なわれ，その総合

的効果が十分現われない乙とである。都市防災κ 関係

のある土地利用計画，河川 ・道路 ・港湾，その他の公

共施設E汁画あるいは往築物 lζ 関する諸; 十画な どを19] 災

の観点から総合的にかっ強力に行なうためには，防災

さらに国上の保全を目的とした機械と現行法の挫{ l 1 / i が

2 t 盟される。

( 11 ) 防災技術の普及倣広

従来も防火技術K 関して種々の調査研究がなされて

きたが，今回の経験からえられた新しい防災技術を加

えて，広く活用されることが望まれる。乙のためには

防災技術の指導蓄を作成し，また常時建設関係者のみ

ならず一般市民K 対して，防災知識を啓袋し，防災建

築技術の普及をはかることが必裂である。

4.  防災に関する調査研究の必要

(  1  ) 災害危険区域の指定，その他都市| りJ 災計画の立

案，建築物の災害対策の樹立のためには，その基礎と

して常時継続的 lζ 調作研究を行なう必裂がある。この

ためには，関係 研究 機関に対して所去の 研 究Ｇｻｾの ＺＺ Ｑ 上

または研究柿助金の交付が望ましい。

( 2 ) 現在，調査研究しなければならないと汚えられる

.  .  
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主要な課題は次のとおりである。

i  ) 都市における風水害危険度の調査研究

ii ) 地盤構造ならびに地盤沈下状況の初任研究

iii ) 耐風 ・耐水構造ならびに軟弱地盤における建築構

造の研究

iv ) 宅地造成とその安全性に関する研究

v  )  IV"J災;:1ー聞の総合的経済効果に関する研究

建築物の台風災害防止に関する意見書

一一一一一一一 地 方 公 共 団 体 宛

1. 都市計画上の対策

1  Ｉ談片 ｾＺｴ 足ｼり ｩ 掛 ｊｋ 施設などの強化とともに ，低湿地 にお

ける地銚而の地上げを推進し，住民地域 ・工業地域な

ど用途地域の指定または指定変更にあたっ ては，乙れ

ら防災施設の状況を総合的に判断のうえ決定するよう

につとめる。

2  ) 学校 ・庁今 ・公会堂なと・の公共建築物は災'&1昨の避

知施設として使用されるので，竪ろうな正t築物とする

とともに，災害時の緊急避難と災害後の収作避難など

を考慮して配置するようにつとめる。

2.  建築物の制限

護岸 ｾ ｉ 釣 ・ 排水施設などが整備された場合におい て

も，高抑91による直接被害，河川lj'!)7]<によるいっ7 ] < ，また

は集中豪雨による浸水などによる往築物の災害はさけら

れないので，建築物に対する規則は必要であり ，建築基

準法対" 139条』ζ 法づいて，災害危険区一域の指定を行ない，

災害防止 上 必ｾな建築ｬｊｪ ｬ ｬ 限を 行なう乙とが翌望される。

1  ) 災害危険区成の指定にあたっては，過去の水害事例

と今後の予想，防禦施設の現況と今後の日| 困IJ など，十

分検討のうえ行なう。

2  )  fl;I Il IN内界としては，敷地地鰍而の地上げ， m築構造

の強化，床上浸水のない居室の設置，公共m築物の構

造規fl;11などが考えられるが，臨海部の埋立地や河川沿

岸でとくに危険の著しい区域については，木造建築物

や居住周辺築物を禁止する乙とも考えられる。

3  ) 建築物のfl;l] 限にあたっては，財政 ((:J な援助を必EEと

する場合も考えられるので，乙れに対して極力資金の

準備K つとめる。

3.  公営住宅など

1  ) 公営住宅 ・公庫融資住宅など，地方公共団体が建設

する住宅団地lζ ついては，純カ鉄筋コンク リー卜造な

どの堅ろうな建築物とし，既存の木造住宅問地につい

ても，すくなくともその一郎を堅ろうな正II 築物とする

ようにつとめる。

2  ) 不良住宅 ・過小宅地などが密集する区域については

t'l駆的 lζ 地区改良事業を行ない，中高周の共同住宅な

どを建設するようにつとめる。

4 行 政 指 導

1  ) 風ノ' l <i JHζ 関する災害危険予想図を作製し，敷地の安

全に関して，一般住民 f( 対して周知させるようにつと

める。

2  ) 維持保全が不完全なために，災害により危険のおそ

れのある敷地ならび f ( m物lζ ついては，安全上支障の

ないように折若干ーする。

3  ) 鉄筋コンクリート造 ・コンクリートプロ y ク造 ・鉄

fl' 造および木造の防災工法などについて，スライド ・

パンフレットを作製し，または講習会を聞くなどK よ

り一般住民 ｬζ 対して，住宅 ・ 工場その他Ａｩｬｬ築 物のｾろ

う化の千年及f幼虫を図る。

4  )  1出村:!. IS i符などでは，長小限の避難施設として利用で

きるような共同作業場 ・集合Iあなどを設けるように桁

導する。

伊勢湾台風災害に鑑みた

建 築 物 の 風 水 害 防 止 の た め 技 術 上

注 意 を 要 す る 事 項

， 木造建築物における防災上の監督指導上の強化

木造建物は従来他の精進11 : 比べて構造強度上の監野指導がt" おずり

11: ｾれている状況 ｋ あったが ， 今岡の災害においても風ｾＮ 水 省をう

けたm物が多くみられた。 ζ れについては m築地相法の励行をはかる

と共R 筋かい. m手. I上口等の榊造調n部については， 日本: 砲築学会ru

築工事際司自仕線型ｾ (J A S S  11)  K よって施工を行なうようにしたい。

地m等が闘雛で浸水のおそれのある低地械の木造泌物では床高を 4よ

るべく高〈し， 布コンヲリート滋磁を実施し， 柱 ・土台0 ・扱際問の強

固な緊結等K とくに注: i i . ( を払う必要がある。

2  風害をうけやすい屋根部分の施工の改善

従来の風lli l 1 : ! ，みられたが， 今聞も木造， コンヲリートプロツ空迭

の木造属製ゃ， 鉄1' t造の屋艇に多くの被筈をうけ ， とくに! i l 1l H: f 材の

剥距l I l ' 1倒は軒先， 棟，け らば部分1C1: ' ; しかった。 ζ れらの部分1 1 : 対し

ては特11 : 細工方法の改善をはかり， 昆』日1 f 材，下地柑および合隼材等

の相互の緊結を強悶にしてその飛散を防止し. 向家のみならず， 周辺

建物へも飛散による風留を及 lまきないよう留，むする必必がある。

3  壁体，関口部の構法の改善

木造i I ! 物11 : おける従来の小舞告書喰' l l l は今問の強風雨ゃ以水に対して

脆弱であった。 ζ れらははるべく悶結j ) のあるプラス: ! I - t 1<. . モルタ

J レ塗等にする ζ とが盟まれる。

プロツヲ逃の外! ! . 1 l l i . ζ れを防水モノレタル塗とするかまたは防水処

訟を施す ようにしたい。

鉄骨造では盟体の構造が脆弱なものに破mした例がみられた。 一般

に関口部の破111厳密が事かったが， ζ れを防止するためには訟只の止

めつけを強固にし， 必要11 : 応じ建具の術強防護摘訟をとりうるよう K

しておく E とが盟ましい。 また雨戸を設ける E とは風害防止上極めて

有効である。

4.  維持管理の励行

各組災省を柑力小きくとどめるため 11 : は常時i I ! 物の状悦を検' i ' Eし，

その保守につとめる必要がある。 即ち木造< J l 物1 1 : ついてはそのl誼書銭

告の有無を澗託し， 主要 ｾｾｩｬｬｩ 部の被告側所はとれを紛修しておく ζ と

が肝要である。

また海水 Ｑ ＱＺ￯Ｑ ｭ した ｲｵ 物ならびに初設備は 鉄 物の ｗｴ ， Ｇｉｉ ＱＺ留ｴ［Ｎｾする必

要がある。 例えば鉄骨造i I ! 物ではその主要h司法部を点検して邸分を洗

い滋し防 Ｑｮｾ 料の塗り直しを行ない ， 補強コン世リートプロ Y ヲ造住

物ではプロツ合中11 : 極分が侵入したおそれのあるものは， 後日鉄筋の

発制を点検する必要がある。 また， 建物に附随した: l llffi 気設備は送fu

前1ζ 点検し，漏ffi 等の憂いなきょう留 iむすべきである。
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玄 幸E

i理 事 会 |

13日 11 時一一121時 半 於 会館会議室

t I ¥席者 尾崎，東畑正副会長外 7 理事

田辺，伊東両監事

議 事 ( 1  ) 理事会務分掌の件

( 2 ) 常設委員会委員委嘱の件

( 3 ) 前年度理事会より申し送り事項の件

( 4 ) 講習会開催の件

( イ) 空気調和設備講習会

ＨロＩ地方における鉄骨格造 ｾｮ ｴ［ｬ ｾｾ ｩｙ ｩ 習 会

( 5) 事務局職員停年延長の件

( 6 ) 理事会開催定例口の件

( 7 ) その他

( イ) 会計監査に関する件

( ロ) A IA 会員来朝歓迎に関する件

( ハ〕海外視線団の募集斡旋に関する件

( 8 ) 入退会名承認の件

( 9 ) 報告事項

閉会後退任役員も 11 ' ，席の上会食懇談した。

編集理事会

26日 3  n寺一一 4 J l 寺於会館会議室

/H席 者 青 木 氏 外 3 新旧編集理事

編集委員長， 副委員長の推せん並に編集方針 lζ 関する

件について筏議

主計理事会

28目 121時一一 1 時 於 会 館 会 議 室

11"¥席者 根本，金光両主計理事

11日和34年度決算案について潟議

| 表 彰 候 補 者 推 薦 委 員 会 1

26日 11 1時一一 1 J l 寺於会f !ii 会議室

/111席者 中沢委員長外 3 委員

7 月の国土建設週間 lζ 建設大臣から表彩を受け る候 補

者の推せんl乙関 して椋議

|三 レ ピ 放 送 委 員 会 |

委 員 会

14 日 五時半一一- 8 1口戸ド於会館会議室

WI 席者 足立委員長外 5 委員

毎日放送及電通関係者 3 氏

n

h

u

-
-

内

γ

L

'

d

E

・
・
・

.

(  4 月 分 〉

議 事 ( 1  ) 経過報告

( 2 ) 今後の工程lζ 関する打合せ

( 3  ) 製作v ( 1ζ 関する件

( 4 ) 放送rji 題の検討

関係者打合会

23日 11 時一一12時 半 於 電 通

出席者ー 協会足立委員長，手烏， ｾｉＧ 回

スポンサ ー 3 社担当者

製 作 者 毎 日 放 送 及 電 通 担 当 者

放送企画 K 関す る報告並に説明 および C. M K 関する

打合せ

委 員 会

23日 1  ｬｉ ｾｦ 半一一 五 時於会館談話宰

In席者 足立委員長外 S 委員

鰐 口Jj j ( 送今回プロデユサ一

議 事 ( 1  ) 関係者打合会K 関する報告

( 2 ) 全体企聞の再検討

( 3 )  5 月 6 月!j l i . 送内特の決定

| 近 代 建 築 調 査 委副

25日 3 時半一一 5 時於会釘{ " ! j . S会吉宗

出 席 者 滝 沢 委 員 長 外13委員

議 事 ( 1  ) 調査物件 lζ 関する報告

Ｈ Ｒ Ｉ 調査報告の発表方法 ｋ 関し ｾｴ 見交換

(  3  ) 大阪駅の調j I t !e関する報告

Ｈ Ｔ ＩｾＱｾ 奇 資料台帳の件

幹 事 会

11 日 1211守一一 2 1時 半 於 会 館 会 議 室

出席者森，上材、両編集理事

編集委員会の運営について審議

委 員 会

26日 4 時一一 7 時 於会館会議室

;1'，席者 若草委員長外 17委員

議 事 ( 1  ) 委日長，副委員長選任の件

( 2)  5月号- 7月号経過報告

( 3 ) 編集方針 lζ 関する件

( 4 )  iii J委員会よりの申し送り事項の件

( 5 )  8 月号以降の特集テーマの件



-.  

、.  

( 6 )  8 月号 9 月号企画 lこ関する件

(  7 ) 委員追加1委嘱の件

l教 育 委 員 長 l

空調講習会講師打合会

16日 12時一一 1 11寺 於 会 館 会 議 室

，'1' ，席者中原主査外諮問 5 氏

空調談習会の実施について打合せ

| 住 宅 委 員 会 |

18日 3 時一- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者海上， Jt 山正副委員長外 10委員

議 事 ( 1  ) 委員長，副委員長選任の件

( 2 ) 前委員会よりの申し送り事項の件

( 3  ) 委員会運営に関する件

終了後大阪瓦斯宮脇工務課長外数氏の 11¥席を得て住宅

における出tr 引込工事に関して懇談した。

| 事 業 委 員 会 |

19日 5 時半一一 7 時 於 会 館 集 会 室

I'H席1' i 粁術委員長外 19委口

j長 引 ( 1  ) 委口長，副委員長，怜mの選任

( 2  ) 前年度委口会よ りの 111 しiきり事項につい

て

( 3 )  5 月， 6 ) : j の事業会聞について

( 4 ) 委員の小委員会分担の決定

| 講 習 会 |

空気調和設備講習会

口 H寺 4 月21 日22 n 9  時一一1711与

1  会 以 大 阪 建 設 会 飢

1  科目及訪問i

空気調和の基礎科学

京大教授工博 前 田 敏 男 氏

建 築 材 料 の 選 び 方 使 い 方 の 専 門 誌

建 築 技 術 者 と 材 料 業 者 の 必 読 誓

襲警 材 料 と 設 計

建設文化社

毎月 1 日発 行

B 5 ￥150〒共

全国替庖で発売

本 社 東京都文京区小石川町 1 - 1 電 話 ⑧2739

支社 大阪市西区西長掘1ー 5 四ツ栂ピル電話@92∞

暖冷房の熱負荷

須賀工業設立|部長 三村 ｍ ｾ 氏

理E 民 同 氏

空気調和

大阪暖房商会暖房部長 吉川 照夫氏

高砂熱学工業設計課長 岡 本 栄 一 氏

送排気及び除庖

建 材 社 企 画 部 長 浜 田 栄 一 氏

建築設備室

大 林 組 建 築 部 次 長 高 橋 被 義 氏

fl !f9Jfll ll御

山武ハネウエ J レ計? *

主 任 問 辺 実 氏

騒音と振動

神戸大学助教 授 がI川 純一氏

聴前才;

鉄骨構造計算講習会

( イ) 米子市講習会

120名

1  共 催 鳥 取 県 ， 鳥 根 県 両 建 築 士 会 本 会

口 l時 4 月25日 10時一一ー16時

1  会 場 米 子 商 工会議所 3 階

1  科目及講師

宮入什構造の設計方法

大 阪 大 学 教 授 工 博 奥 山 正 一 氏

鉄行・構造の実例解説

大 阪 市 大 教 授 工 博 鬼 武 信 夫 氏

経品型 ｾｬ 鱗造の使用実伊 ＧＱ

富士製鉄調子主役宇井 允文氏

1  聴読者 150名

( ロ) 徳山市講習会

1  共 催 山 口 県 建 築 士 会 同 徳 山 支 郎 木 会

n  時 4 月27 日 10時一一1611守

1  会 場 徳山市民航 1 ｉｾ ，ｴＮ＠

1  科目及諮師

米子市講習会に同じ

聴講者 140名
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陸屋根防水に関する説明会

日 11寺 4月7日 2 時半一一 4 時半

1  会 場 産 経 会 館 4 階 405号室

1  演題及講師

陵屋板防水について

東京大学教授工| 専浜回 稔氏

フジシ ーノレ防水工法について

H召和化工 K .K 技 術 課 小 池 磁 夫 氏

1  聴講手ｾＮ 150;('， 

| 座 談 会 |

法規座談会

28日 2 時一一- 5 時

出席者 塚本部] 編集委員長

計 画 関 係 司 会 玉 置 教 授 外 4 氏

構造関係、 司会鷲尾教授外 7 氏

設 備 関 係 司 会 問 中教授外 3 氏

会誌 6 月号企画として開f!K

| 午 餐 会 |

宮脇前大阪府建築部長送別会

1  共 {桜 木会，大阪府建築士弘、

日 本建築学会 近 縫支 ｭｾ ，日本建築

家協会関西支部，大阪建設業協

会，口 木正t材協会

日 時 21 日 1211寺一一 1 時半

1  会 場 阪 神 百貨応食堂日IJ 索

出席者
701う

| 見 学 会 |

関電 ピル見学会

施 計 施 工 竹 中 工 務 応

5 8  3 1昨- 5 時 参 加 者 180名

大阪府建築士会と共催

特終防災シヤーνター金般

信楽町製陶見学会

9 日 1 時半 - 8 時 参 加 者 ぬ れ

34年度役員，委日懇親の会として開催。石山駅より

提供のパスにて信楽町若，近江化学の工脇，観光会

館，窯業試験場を見学し楽焼を楽しむ。タ五IJ 公民館に

おける信楽町主催の歓迎会lζ 臨み， IIIT長，町会議長外

関係者多数の歓待を受 けて帰途についた。

新阪急 ピル竹中式深礎工法見学会

設計施工 竹中工務庖

19日 3 時一一 4 時 参 加 者 100名

| 展 示 会 |

明るい生活と建築展

1  共 催 兵 庫 県 建 設 業 協 会. 兵庫県建築士

会，兵庫県建築会，木会 日本建

材協会

日 時 4 月 7 日一一 4 月 13 n

1  会 場 神 戸市王子体育航

1  展示品建築材料，建設綴械2器具事務用品

参考資料，モデルハウス，モデノレ

J レーム

11111111111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 1111111111111111111 

編 集 後 記

本号は ，昨年暮IC . u ! 築基箪法その他が大巾 IC改正されたので ， ζ の

級会IC. その改正のml 阻点位らびに， 日C ろ正tt 築法規について悩まきれ

ている ι とがらなど ICついて ， 当局側の立場と ， 取締られる側の立場の

と: ; ; t 兄とをのせてい E うという乙とで企画されたものである。

改正の勉旨について ， 事事悶局長より玉摘をいた fごいた。また ， ζ んど

の改正の大きな注目点である定期報告 ・定期検査の E とについて， 京阪

神のそれぞれの硲築深良 ICお願いした( 京都は稗退) 。そのほか，駐車場

の問題 ， 消防法との関係，行政上からの構造設計のJ I l l姐などをのせた。

I . t <規臨談会は ， あえて官庁側の方はと遠慮ねがって ，計悶 ，締法，投

仰の関係者でD tl骨11した。はじめ ， 計画と精進とを分開tし て 行 な う 予 定

であったが ， 日時もなかったのでー絡に行伝ったもの。法規アンケート

は各界の26名の:l.'tlEなc :C;: 見をのせる ζ とができた ζ とは幸いである。

以上， 企画その他 ｉｃｃ 協力下さマた恒岡大阪府指導ｾ良，越国大阪市

u! 築怨l良， 司会 I C C協) ) い f二だいた諸先生，執: [ i されたかたがた K 厚く

お礼申しあげます。

電 動 式 ~ 箱 型 ・

- Hl f f i ・
(@)) ::1)1俣製作所大阪支庖
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社団法人 日 本 建 材 協

会 合 と 事 業

岡山建築講演 と建材説明会

8 日 12時- 5 時 於 岡 山 ffi 業会館

午後 0 11年10 分八嶋メタノレフオーム K.K 提供の「メタ

ルフオーム J ＱＶ Ｂ Ｇｩ ｾＱ 映写に始まり Ｐ ＱＱ 与 ＵＰ 分間 山 県建築

諜ぬi係長司会の下lζ 岡山県建築士会原因副会長閉会の

言葉と ｌｊ ｊＡ ｾｭ 材協会田村Ｚｊｩｬｬ Ｇｪｩ ， 協会の ｐ R と当 U の次

第な らひ1乙講師の紹介をかね挟修後恒和化学「防JK塗

料J の説明， Ｎｴｾ 田博士「建材とデザイン ｊ の講演 ， 田

島応用 「三星新製品」のスライドl決写，永大産業 「プ

リント代板」を説明 ， LJ J!..: H.R.協会山田専務理 '1]: r新

しい時代の人のI及い方」の講演，東洋リノリューム「

i ' I 社製品」についてスライドf J Hi A説明，最後に大倉時

士 rl 吹洲の新建築」と j也し諮演とスライド| 決写を以っ

て終講，後岡山県三宅建築課長の閉会の辞を以って 5

時15分俗会却に終了した。来場者およそ 100名。

.  
， 

広島建築講演 と建材説明会

9 日 1211寺- 5 !時 於 広 島 労 働 会 館

前 11 と同じく O時 10分より「メタルフオーム J ＱＶ ｾ ｊ［［， Ｑ 決

写 lζ 始まり 0 11寺50分広1;;;; 県営繕諜武藤係長司会 IJ

ｾ 建築協会古林支部長の開会後拶 ， 日本協材協会田村

理 札 協 会 の P R，当口の次第，対inl liの紹介をかね挨

拶 の後岡山と同順序で ｮｈｾ 持最後に広 ｬ 込大学教綬佐藤工

i. ，rJ . の閉会の言葉で終了した。およそ80名米協。

記念事業委員会 14 日 4時一71時 於 11 J! ..:m材会官1' ¥4 階

金Ｉ｜ＧＺｬＺｬｬ Ｇ ｆ 長，室谷委員長外 Ｗ 名出席。モ Ｑ｛ｾＩＧｬｩ バレード

講演会，喪主;L モテ・ J レハウスの件外を協議した。

大阪展示場委員会 16日3/l寺- 51侍 於近級建築会館 3 階

高田委員長外 9 名出席。北浜展示場，福岡展示場 HJ ，品

交替ならびに P R の件等につき協議。

理事会 22日 4 時 - 6 1時 於 日 本 建 材 会 館 4 階

金光，村石正直IJ 理事長外 12名出席。諸報告後， 35年度

収支予知，福岡j必示湯今後の述営，新旧型事会，35年

度総会準備の件等に関し協議。

評議員会 30日 Ｒ 時一 Ｔ Ｑ 待於日本建材会館 Ｔ Ｑｾ 去

営議長外出席。諸報告後35年度収支予算，役員改選等

に関しt/Jb議した。

建物保全部会 80日 5 11与一 8 11与於i ' IHli

7l <&; J 商! 苫当番外 7 名出席。貿易臼由化 に関連してわが

ゐ
一
品

4

2

 

月 報3  

国ワックス業界の対策，さん木会員砧立金の使途なら

びに今後の述営等につき協議検討後，懇親会を催した

日
日
』-一=ロ

7日 京自 Ｑ Ｑ 府建築士会 ｎ ｴ， ｾ ｩ ｝ 山 支部三木役員外 Ｓ 名来会 ，

4 ) J 10 LJ より 35日| 間開催の建築展に後彼方依頼。

8日 田中，吉見職日は 9 日より開催の岡山 ・広ぬ建築

講演と建材説明会のため凶下， 11 日早朝帰阪。

14 臼 K.K エービーシー商会大阪出張所長中品久雄氏転

任，新所長大| 勾 j J 夫氏就任挨拶のため来会。

21 日 大阪国際貿易センター落成披露パーティーに金光

理事長出席。

22日 IJ 本建材会館K て職員会開催，大和事務局反以下

全員 lH席。

24日 味の京K.K 大阪支庖| 沫放課長鈴木忠雄氏新任挨拶

のため来会。

28白 日本建材協会顧問，双星社竹腰建築事務所々長竹

! 民俗造氏f白l令室の葬儀，金光理事長外参: 7 i J o

30日 京総府税務課小凶吉雄直税係長外45Z'，W二展示場

?i;Qn後，同氏の希望により建材メーカー数社のスライ

ドを|映写。

4
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員 動 勢

電話 番 号 変 更

淡陶K .K 大阪支出は大阪¥' B I 代表8523fζ 変更。

電 話 増 設

森村金属K.K は大阪@ 3867を増設。

事 務 所 移 転

日本油賄K.K 大阪支庖塗料課は堂ビソレよ り三国工場内

κ 移転。電話@ 0 3 2 5 - 9番。

人 事 移 動

K.K. エービーシーi副会大阪出張所々長 中島久雄氏は本

社へ，後任として大内力夫氏が就任された。

そ の 他

昭和化工K.K. 大阪出張所は大阪営業所に昇格住所，電

話は従来通り。

大mウオー J レボードK.K. では FダイケンボードJ の|決

闘が完成されたので 3 )J 23 IJ 関係者を A8C ホールに

招待，盛大に披露された。
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社団法人 目 本 建 材 協

会 合 と 事 業

理事会 8 日2 - 4 11寺於日本建材会館

< i : ' 光理事長ほか 13:y， /l¥席 委任状 6 通

34(' 1皮収支決算な らびに剰余金炉型の件3京総，総会，

入退会詮衡その他協議

評議員会 Ｘ 日 Ｔｾ Ｕ 時於 Ｑ ｌ ，ｪ 、ｾ 材 会館

柏原副議長ほか出 席 委任状27通

34年度収支決算ならびに剰余金処主1 ¥の件承認

高松建材展示場開設準備協議会 13日 王手半ビ J レ

本部sIIJ 田村， 室谷，初級 3 辺' j J および回! 込j昆示場係

長

地元 ｾ ｉ ｉｊ 南海プライ ウッドほか 13社

開設に関する基本的意見の交換と準備委員長に南海プ

ライウッド丸山社長，副委員長に東洋繊維化学工業所

塚田社長を推し，実現に前進する乙とを申合せた。

定時 総 会 Ｑ Ｘ 日 ＴｾＶ ＱＱ 寺於 ｕ ＴＺｾ材会館

中村会長以下 174名委任状とも出席

諸報告後，監事 1 名，評議員20名選挙 34年度事業な

らびに決算， 35年度予r . r な らびにお業企画を承認後懇

親会を催した。

評議員会 ＲＲ 日 Ｔ ｾ Ｕ ＱＱ 寺於 ｕ ＴＺ建材会館

ＳＵ 年度正 副 議長互選，主ｉＡ ｾｊ￯ 半数改選後，新 ｉｕ 評議員引

継会を催した。

新旧理 事 会 ＲＸ 日 Ｔ ｾ Ｘ Ｑ 時於太問国

理事職{ E 分担定め，退任者 lζ 感謝の芯を表した。

日
コ
」--

=
ロ

7日 Aλ 11 より 13 11 まで llI 1j -
i
i lu ( {本脊飴で " I!fJ るい

ｾｩ［Ｕ とｾ築版 Ｂ IJfJ 他。 本会々 . t l 多数 ;_U，'

A

S

A
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幸良4  月

8日 若井監事 34年度決算報告も!j 検 閲

10日 間島展示場係長 13日の高絵展示脇準備協議会

開催打合せのため高松へ出張。

14 日 大阪不燃郎市池設促進協議会幹IF会

回 ｉｾ｝ 庶 務係長山 ｪ 市 決釘1: ，予算，大会な どにつき 協

議。

25日 大ｼ荻不燃郎 市 ｾ設促進協議会 ｊＧＡＡＮ 'J( 会<IUt )'I ' 'J i  長

出席，諸般協議。つづいて 1 1時より総会開催。

4
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員 動 勢

電話局番番号変更

昭和化工KK大阪営業所は大阪 ( 312) 22301fi 

万邦ポリエステル KK は大阪 ( 691) 代 1081悉にそれぞ

れ変更した。

事務所移転

日東石膏KK大阪営業所は福&: ; 区福品J ヒ2 丁目 831fi地 lこ

移 転 電 話 ( 45) ＱＴＴ Ｓ ｾＴ 番

KK明正社 は東区高血橋詰町21番地に干上) 五新築ー 移 転

した。電話 ( 94) 代8125悉

工場新設

大阪生コンクリー卜 KK は大阪市大. t l . 区下/ ; ，jI Il J 259の下

品工場が竣工 4 )j 27 11 関係者多数招 き銭大 lζ 主主J パー

ティがHt された。

事務所一時移転

田 島 応用化工 ｋｋ 大 阪 出張所 は京ｼ町ぬ ｩ 上過のＧｊｾ務所を

新築する ｉｌｉ ｈ 反Ｊ務所を ｾｲ� 市Ｍｷｩ江 ＳＵ へ Ｍ ＱＱ 与移転 。

活話 ( 39) 0977， 1109， 1463， 1475 

なお新社h!. は10) J  31ミ完成の予定。

.  
、

⑨ 

本 部 所 在

第 1 会 場

日本建材会館

第 2 会 場

福 岡 分 室

大阪市東区北浜 3丁目 近後建築 会 館 電 話⑧9908

同 上 会館内 電話@7172

大 阪 市 西 区 京 町 橋 電 停 前 電話@5590

向 上 会 館 内 電 話@5092

博 多 駅 前 通 松 下 ビ ル 横 入 電話①1259
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装 飾 と 実 用 性 を 跨 る …

株 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所

大 阪 市 城 東 区野 江 東 3 (京阪野江駅前

T E L 代 表 @1151......" ・3638

京 ・広 島 ・和 歌 山

88c mX I21 cm...  900円

88c mX  152cm…1000円

121 c mX 152cm…1400円

152c mX  152cm.. . 1700円

182cm X  152cm... 21 00同

別註 寸 法 の 場 合 は

一 ~ 二 割 高 で す

田中式
ヌカイライト・ベンチレーター

ヌチー J I，サ・ν シュ・ドアー

スチールシャ・ソター・オペレーター

何回中工業禄式会事t大阪出張所

本 社 東 京第 一 エ渇 東 京 郷 ・ 困 区 錦 糸 町 1 - 25 

男事第二工地 東 京 都 ・m区醤婦町J l [ 4 - 122 

小 倉 エ 地 福 岡 県 小 倉 市 赤 坂 上 の 宿37

川 崎 工 喝 神 索 川 県 川 崎 市 東 波 回 3 - 43 

札 幌ー出 張 所 北 海 道 札 幌 市 北上 通 東 4 - 4  

盛 岡 代 理 窟 岩 手 県 盛 岡 市 木 伏49 ・東 北 緯 訟 ( 株}

名 古 座 代 理 臨 愛 知 県名 冶 慶 市 西 区 西菊 井 町2- 12 ・岡 図 盛 材 K K

米 干 代 o : 底 鳥 取 県 米 干 市 祇 園 町 2 - 93 ・吉 田 工 務 底

島 崎 代 理 庖 長 崎 県 長 崎 市 要 町11 ・関 西 工 業 ( 有)

T E L 大阪泊。1)6341 (代 表) ・“ 0)63 4 2

下 E L 東 京 (623) 代 表01随 一 0108 ・(622) 0790

T E L  東 京 (611 ) 2118 - 9  

T E L 小 歯 0653 ・2833

T E L 川 崎 ② 4540

T E L キL. . @  6762 

T E.L 盛 岡 7642 

T E L 名 古 屋 畠3 ) 0121 ・2057

T E L 米 子 4683 

T E L 長 崎 ② 6046

続 式

会 i i 商 庖

大阪市北区真砂町 5番地 電話大阪 (34)207--8・4836--7



本 社

出張所

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 一 六 @7031⑧6793

東京都中央区宝町二 ・六( 村幸ピル2階)( 561)5441

名古屋市中区新栄町二丁目 ー ⑨1820 

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松 江 市 東 本 町 四 丁 目 一四九 5098 

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 二 @ 1158

一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

株式会社

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 錦 上 通 1 丁 目 7

電 @ ( 代表) 2  6  1  3 ・( 代表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 悶 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

電 @ 1  7 . 7  8 ・4 3  8  6  

名古屋市中区悔ケ枝町 2 の 3 電 ⑨ 1 7 6 5

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の10 電 (911) 2346

広 島 市 西 魚 屋 町 3 1 電 ② 1 3 7 5

営業所

所張

H

M

出

ム

玄

A
一
品

株式

会社

設 計 施 工

盟 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

‘ .  

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸坦南通一丁目三七番地

屯 話ー 大 阪 @ 大 代 表 8 2 3 1 審

東 京 ・名 古 屋

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・福岡

熊本 ・札幌・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑤4945(代表)

神戸市生 田区下山手通六ノー ・電話神戸④5892

庸口城代表取締役

庖

所

支

出張

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

斎 藤 省 三 商 唐

東 京 駅 前 丸ピノレ 6 階 6 7 6 区

包 話 東 京 ( 201) 3761 ・3762・3763・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 婦 通 大 同 ピ ノ レ714号

電 話 大 阪 @15 6 8 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ③ 4 6 6 1

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁 目 千 代

田ど J レ522号 電 話 中 局 @1  7  6  6  

創 業

大正二年

庖

株 式

会社

東 京

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其{也管工事

設 計 並 施 工

特 許Y M式ノレーフドレイ ン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区)1限度町通一丁目四四番地

電話大阪｀代表 ＴＴＹＶｾＸ ・ ＴＹＹＳｾＴ 番

東 京 都 そ 代 田 豆 丸 ノ 内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電話 Ｈ ＲＸＱ Ｉ 局 ＶＵＰＵｾＸ 番

金 沢 市 高 岡 町 三 五 電 話 金 沢 ②2074

福井市城之橋下町一O 包 話 福 井 2436

高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 ②5195

広

庖

阪

幌

大

キL

庖本

金沢営業所

福井出張所

高松出張所

名 古 屋 広

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 設 備

百宣 言十 施 工

暖冷房 ・環境衛生 ・水道 ・沼気 ・厨房 ・築炉

鋼 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

鋼 . 管 ・荷 役 綴 械 ・製 造 販 売

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐堀通 1 丁目 14番地

電 話 @ 代 表 5 1  7  1 番

東京都港区芝田村町 6 丁目電話て431) 代表 7121

名古屋市中区材木町 1 丁目 電話@ 代表 7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989・2255

神戸市生田区北長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表 5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 @ 代 表 4731

社須

東 京 支 底

名古屋支庖

京 都 支 庖

事11 戸 支 庖

福 岡 支 庖

支 庖

大阪市東区高麗橋 三 丁番壱番地 ・ 電話代表 ＲＶ 局 ｦ ｾｾｾｾ
l 3076 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 壱 丁 目 十 番 地

支 底 ・出張所 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・広 島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

阪業 大工機

空 気 調 和 装 置 ・ 設 計 施 工
給水 ・羽1' 7]( ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市l発物処理装i夜

社材建

株式

会社

r.5 大

大 阪 市 北 区中ノ島 二丁目( 新朝日ピノレ 5 階)

電話大阪@6041 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目 -

支阪

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通 2 丁目51 電話大阪@3415

東京事務所 東京都港区西芝浦3の1電話東京(451) 5281

広島出張所 広 品 市 空 鞘 町 99のl 電話広島③7544

福岡出張所 福岡市下呉服町2の9 電話福岡②5389

祐徳 ピノレ

株 式

会 社

本社及東京支庖

営 業 所

2  



一一特 命 又 は 指名 の場 合 は 本欄 を ど利 用 の 程 お願 い 致します一一

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷 房 ・空気温湿度調整装置

工施計設

大阪市北区堂島船大工町五三番地 ( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5  6  ( 代表)

東京 都中 央区日本橋兜町三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東京都足立区下沼田町 ＳＶＰ ｾ 寄地

社

庖

場

本

支

工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ 烏 3 丁目 3 番地 ( 朝日 ピノレ8 階)

m 語 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代)

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

株 式 会 社 朝 日 工 業

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6 671- 5

東 京 支 庖 東京都港区芝浜松町 2ー 7 電 (431) 7  3  4  1  - 5  

北海道出張所 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電 ②2203・③5374'5969

仙 台 出 張 所 仙台市元寺小路( 五城 ピル〕 電 ② 8061・③ 9261

名古屋出張所 名古庭市中区東陽町 6- 5 電 @1270 ・1484

広 島 出 税 所 広 島 市 大 手 町 8 ー155 電 ③ 7 9  4  9  

福 岡 出 張 所 福 岡 市 薬 研 町 3 電 @0788・⑤ 0296

本

生

置

暖

温

社

4 合』

ココE
株式会社

1苫

本

支

.  
一‘

神戸出強所

京都出彊所

三沢出強所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生段備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 曜 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 田 町 30 電話大阪@jjSE;ぉ。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

電 話 (281) 2  6  3  1  - 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代表取締役 市 川 進 男

⑥ 

京都市中京区両替町通 リ匝li小路上ノレ

包話@ ( 代表)7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37(天満橋北詰)

電 話 ③ 8 8  2  9  

四日市市浜田西末広町包話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

社本

大 阪 営 業 所
仙 台 支 広

四日市営業所

湾 営 業 所

名古屋出張所

和

気

調

工

気

ι
電

施

気

生

暖 冷 房 ・ 換

給 排 水 ・ 衛

設 計

社

京

大

東

本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 1 0  

電 話 大 阪 @(代) 5 1 7 1 - 3 ・3 6 4 3

東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1

電 話 東 京 (866)7683 ・7716 ・2594

下 関 市 大 和 町 33 大 和 ピル 23号室

電 話 ② 7 3  0  6  

日

e  

.  

本

東 京 支 庖

西宮事告t . 所

.  
4ト

出B所

時

占

け

悉

3

番

八

ノ

審

岡

置

一

一

;

U

H

の

ハ
U

一
山

層

装

ラ

バ

会

伏

叩

川

畑

山

十

気

一

ヤ

1

)

の

り

(

)

E

換

y

シ

工

降
、

町

“

一3

制

組

問

則

前

3

・

4

F

H

(

℃

の

C

速

置

・

門

施

:

是

代

谷

代

別

代

装

一

・

.

止

市

宗

阪

神

京

聞

京

』

e

E

ン

作

事

・

句

ヘ

ム

整

タ

ツ

;

区

大

区

東

日

V

東

.

調

〔

サ

製

農

北

北

部

仙

度

-

-

-

出

V

電

電

区

電

・

副

ヒ

は

計

市

都

糟

屋

z

-

m

鋼

阪

京

瑚

古

・

'

'

レ

設

大

東

東

名

房

:

U

1

暖

ァ

ヂ

冷

フ

ス

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 輿 商

取締役社長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁目 一番地

電 話 大 阪 ⑬ 3 3 9 1 - 5 君子

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電ー 話 ¥351l 2  1  7  7  - 8  番

神戸市生田区下函幸通八丁目三三 電 話 元 町 @;I035番

京 都，市中京1 K 高倉通三条下ル 電 話 上 ③勾69番

青 森 県 三 沢 市 上 久 保 三 一 電 話 大 三 沢36番

媛房・冷房・温湿度調整・衛生設備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町四 三 浪 速 ビノレ六階

話 大 阪 ⑧ 直 通 2 0  8  5 ・5 7 2 5  

(代) 9951- 9 ・的61- 9

東 京 都 千 代 田 区 西 神 岡 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  0  0. 2 - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

理 研

大阪営業所

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

本社・工場

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 3 丁目 46 番 地

語 大 阪 @ ( 代表) 3  8  1  8  

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 17 番 地

電 話 (921) ( 代表) 6  2 9 4  

支庖出彊所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

社本

本社・分室

3  

所• 世t



一一特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す一一

社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

A= -

ヌL

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 @ 5 2 7 3 - 5 ・5451 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電話 (481) l 316・2_536 ・4715 ・3573

名 古 屋 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

4 与

ｾ＠株 式電浅 海

電 気 工 事 設 計 施 工

本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

包 諮 ・大 阪 ⑧ 2 8  9  1- 5 番

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目 十二

電 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

..o. 

コヨE式株気電藤エ

東京支社

営 業 所業 所営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

社
..o. 

コヨE

電 気 工 事 設 計 施 工

式株業エ原栗

.  
.  中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

本 社 大 阪 市北区梅ケ枝町二五番地

電 話 大 阪 @8131代表- 4 @7263 

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・新 宮 ・御 坊

村

A 恥

i  
取締役社長

英

大阪市北区永楽町 8 番地 ( 日産生命館)

電 話 大 阪 @ 伐 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東京都港区芝浜松町( 大門ピノレ)

出強所 名古屋 ・舞 鶴 ・広 島 ・八 幡

福 岡 ・富 山

信原粟取締役社長

電 動 機 自 動 操 作 用 配 電 盤 ・分 電 盤・ 受 電 盤

自 動 遠 方 操 作 盤 ・電 動 機 単 逆 相 運 転 防 止 装 笹

温 湿 度 自 動 装 置 監 視 盤 ・遠 方 監 視 自 動 装 置

各 種 フロ シトスイッ チ・ス ペースヒ ーター及 び

クォータヒータ ー・ 其の他特殊m気機器設計製作

森 井 電 業 株 式 会 社

東 京 本 社 東 京 都 港 区 芝 三 回 綱 田I 一 番 地

電 話 東 京 (451) "9 6  1  1  - 5 番

工 場 疎京都港区麻布新広尾町一丁目一三四番地

電 話 東 京 (451) 0  5  3  5  ｾ昏

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 十 六 番 地

電 話 大 阪 (44)9516-8帯夜間専用 (44) 閃2番

名古屋出張所 名古屋市中村区長戸井町三丁 自四十一番地

電 話 笹 Q ( 54)  68 65 ・94 9  5 番

福 岡 出 張 所 福 岡 市 東 職 人 町 二 七 番 地

電 話 (4) 7  8  1  3 番 (5) 3  5  1  6 寄

..o. 

:z:s;'  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商
-==-
ヌL電トマヤ株式会社

太

大 阪 市 北 区 西 掘 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 @ 代 3 0  5  6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館607号室電話東京( 541) 7464

北海道 ・名古屋 ・四日市 ・福 山 ・福 岡

龍本止l取締役社長

社

東京営業所

所張

本

出

-==- ｾふＱＭ _  . A. .  

ヌ1. ｾ＠ ェ、 云云

山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 品 三 丁 目 三 朝 日 ピ ル 7 階

電 話 メ; 阪 局 ③ 9 5  3  1  ( 大代表)

営耳障所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 阻 丁 目 十 一 番 地

電 話 大 阪 局 @ 5  2  0  1 番( 代表) - 3  

出強所 京 都 市 中 京 区 壬 生 桧 町 2 0  

包 括 京 都 局 @ 3  4  8  1 番

社

事

エ

工.

施

ヌL

計 ・

電

設

電陽朝

社

-.  

取 締 役 社 長

電 気 工 事 設 設 施 工

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50 ( 堂ピル 3 階)

電 話 ⑧ 7 0 7 7 - 9

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電 話 @ 5  1  4  8 ・6 6 4 6  

庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 凋 4 丁目10番地

O$<関ピノレ3 階) 電話 (551) 5 5 9 0 - 2  

営 業 所 名 古 屋 市 中 林 区 泥 江 町 2 ノ 1

電 話 @ 7  1  4  6  

庫

本

倉

支

電 気 設 備 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

A

一
品式株

A= -

x1.  電本中
社

..o. 

:z:s;'  式株
-==-
ヌL電東;工

明

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 @5 1 4 3 ・5 3 7 3 ・9 5 9 4 ・21 3 4  

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町三丁目一一三

電 話 @ 2  1  9  3  

正本中取締役社長

社本

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁目 72

電 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

包 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

社

本

支

後器工場

資材倉庫

出張所

4  



負

装 庖

CONT RACT OR 

詰

塗

善玉工

PAI NTI NG 

装

林

塗

株式

会社

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

包 括 大 阪 (94) 6531 ( 代) - 5  

支 后 名 古 ，屋

出張所 東 京 ・岡
TEL. 大 阪 @1756- 7・東 京 ⑧ 1335

司山・門

梅若・練'1-t :;.-!/t

べ ｾｦｴＭ＿ ー ＮＱＮ 見寸し

曾

τ

れ

商

時

引

い

幸

呪

一

一

一

畑

間

⑩.  だ い わ

大 和 洋 瓦

雨風 lζ 強く 緩勾配 lζ 最適

超軽量荷重( 坪当 37貫)

和型より安い

組 大仏瓦，各種和洋瓦

工 司E 繍 負 一 式

京都市東山区今熊野池同町九 ⑥ 3555 

大 阪 市東区内淡路町一丁 目 @  975 

-x

仏

Z

先

住

発

大

本

鳩

‘-

止
防

苧
洛

量

奈

風

軽

入

耐

定

漫

臓

安

扇

ナニワ緩勾 ｾＲ 買

ナ

ニ

ワ

瓦

妹

式

会

散

文

阪

南

浪

謹

一

奇

一

T

目

七

回

ニ

霊

堂

宍

五

衛生陶器

販 売 と 施 工

奉 仕 感 謝 の 1苫

: 金川 j 掌袋詰与

瞬、 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 赴

大阪市浪速区西円子町一0 一七醤地浅町駅貨物入警門前

電 話 (53) 4  8  9 0  ( 54)  ＰＸＰＸｾＹ＠

傷

。

同

肋

u

u

時

(

種

売

広

明

例

制

町

内
ρ

亀

戸

F
、
瞳
刀

お

紘

一

吟

掴

出

資

瓦

，

町

四

存

1

1

阪

包

思

表

制

制

大

5  

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪 神 国 道 野 星 電 停 前

製 造 元 東 京 サ シ ヒッ ト商会 電 大 阪@0417・4091

.  
，、

; 書霞

Sta 



| ーとこヱヱム二三」

大 阪 出 張 所

商 会

会 社

タ

ゆ

鈴 木 シ ヤ

ヤi /  木鈴

ア
株 式 会 社

電 話 @ ∞98 ・5837 ・8729

四申句哲三FR貫ーや
- ・・・ -

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

，t  

大阪ガス会社指定

大 国速舟 風 呂 猿 低 成

一速区元町1丁目742 但 ν 阪府電停前 電話⑧5313 ・8128

4

J

 

シヤν9・
社

( 64)  5750 ・s“4

(741)01ω. 1733 

A .  

: a;  式

大阪 市 浪速区河原町 2 丁目

東 京都 太 田区椛谷町 4 丁 目

株業エ和
官
「

・」

置ヨヨ ｾｈＭ］ ミ ｊ ・

J l ヨシ
脱 臭 器

. 1: = 

ヌL電

ンコJ !， メ

熱 海

株式会社製 造 元

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特 約 販 売 庖

プ ロ ッ ク

セ ン トラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 庖

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

リグノイド床・床材料

製造 ・販売 ・施工

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 桜橋電停曽根崎新地西入) 電話大阪 ｾ ＱＲＷＴＭＶ

支 后 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

福 屋 工 業 株 式 会 社

大阪市西区南姻江上通一丁目 三一

包 話 大 阪 1 @ 3426' : " " 7

庖本

6  



吸

音

テ

ッ

ク

ス

神戸市生田区長狭通四ノ一地産ピノレ

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

大阪市北区絢笠町五O 堂ピル 5 階

T E L大阪⑧2021 ・3486 ・1141

ヰ土本

庖支

燃えない建築資枝一
‘E  ‘ 守泊位，.・ ， 

…  

腿亙' %f ，l j }

タイガー印

同-

a  

Eaι 置遣置昌

モデ、ルル ームへ どうそ

ド

シ

捌

一

一

銭

需

m

恥
・

十
川

Y

A

-

附

~

7

ガ

山
町

官

晴

月

f

w

后

M

R

U
裂亀絡

ずで色時線、営lこ校Lょうど紡 t 'U ' ます

担;112鴎 姐
電話新白TI53l

22 01 - 3: .  

剛 院 続 協 温

キーンヌセメント

各 種 焼 石 膏

告野厄膏太阪支庖

.  

. ー

本

大 阪市東住吉区桑津町 3 T自59

電 話 大 阪 ⑮ 1 2 9 6 - 7

和 歌 山 市 新 堀 6 T 目 13

電 話 和 歌 山 ②O却 8 ・9435

社ヨド

‘  ， 

補 同 営業 所

出ｾｾ野東邦商会

圃圏 I f T  - Ｉｾ・

戸 材 料 株 式 会 社

神 戸 市 長 田 区 西 代 通 り 四 丁 目 一 八

電 話 神 戸 ⑦ 3 8 7  1  

東 京 都 文 京 区 表 町 五 八

電 話 東 京 (921) 6 8  2  4  

八 幡 市 前 田 町 二 丁 目 一 七

定 話 八 幡 (66) 0 9  4 5  

神戸市兵庫区明治通り 二丁目五

電 話 神 戸 ⑤ 4 1  9  5  

セメン卜分散剤

神

軽 量 鉄 骨

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

東 京 営 業 所

7  

九 州 営 業 所

所究研

社

取締役社長 吉 国 債 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5

電 話 @ 7 4 1 8 ・6 0 9 ・6 5 7 5  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町 53

電 話 神 戸 ⑥ 6 1  6  

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 9 6 8 向 島 酋 1 9  

=・

本

工



昭和アルミの押出型材

ア ル ミ ニ ウ ム の押 出 型 材 は 傾 雑 屯 型 状のものが容易に作れ、 製 品

コ ス ト を 下 げ 、 美 し 〈 、 錫 び ず 、 合 金 に よ って 鉄 鋼 に 匹 敵 す る 強

度 を 持 ち ま す 。 倍 近 は 、 建 鏡 、 船 舶 、 航空 機 、 そ の他 軽工 業 平 家

庭 器 具 符 極 的 て 広 範 翻 に 使 用 さ れ て い ま す 。 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業 に

於 て 伝 統 を 符 る 当社 は 、 燈 新 式 押 出 機 に より、管、 棟 、 線 、 そ の

他 各 種 の 型 材 を 生 産 し 、 急 激 に 地 大 し て き た 新 し い 需 要 に 応 じ て

います。

党け液型煤号ス

咳笠霊賞品

製造元大日本硝子工業雲霊

ポ Pエステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

大阪市北区玉江町 2- 4 ( 三菱倉庫ピノレ) 電話大阪 @3389 ・1389

従 来 京 都 中 央 区 京 織 3- -6 電 話 (281) 6 9  2  6  - .8  

ミ冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレ ト防水工事襲

撃 士 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスブァ川タイノレ工事 ミ

議耐酸モノレタノレ工事 各 種 床 工 事 譲

大 阪 耐 自 発 乏 業 P J { .・

大阪市北区浮田町82番地 電 話 大 阪@1333番

l

 

，

 

、

I I . G. C式

N.  G. イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M3 8 番 責 任 施 工

米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外Z 業株式会社

脇 山 静 夫

本社大阪市阿倍野区旭町一ノ五一 電話@3434- 6

工 場 大阪市阿倍野区旭町ニノ六六

N.  G . イ ンシュラ イ ト 断熱 材 創 造 発売 元

8  
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部て初めての年限仕様

(A) 

地区| 組 合 員 名 住 所 電 結

( 株 ) 久 保 商 庖 大阪市北区真砂町5 大阪 ｾ ＰＲＰＷＭＸ ・ ＴＸＳＶ Ｍ Ｗ

( 妹 〉 木 下 謹 三 商 庖 大阪市西区江戸沼南通5ノ35 大 阪@5408・5486

近 ( 妹) 明 正 ネ土 大阪市北区樋ノ 上町45 大阪 ｾ ＸＱＵＷＭＹ

( 株 ) 井 上 浄 夫 荷 底 大阪市西区江戸期下通1ノ7 大 阪 @お31 - 5

( 株) 大 和 高 会 大阪市南区高涼町4 - f 耳丁73 大 阪@ 1588・1905・飴87

( 株 ) 石 田 勉 材 庖 大阪市東淀川区元今里北通 り1 ノ31 大 阪 @ お40・ぉ05

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍野区畑町l ノ51 大 阪@3434- 6

司邑 旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大阪市北区茶屋町38 大 阪@6555- 7

順不

日本源背工業( 株) 大阪支庖 大阪市北区富田町40 大 阪@5496- 8

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵庫区荒田町1丁目 神 戸 ⑤2140・2697

〉同
( 株) 中 出 商 会 神戸市兵庫区上沢通6ノ9 神 戸 ⑤4630

タ テ バ ヤ V 商r . s 京郎市下京区四条大宮南入学校前 京 都@4468

岡島応用 化 工 ( 抹) 大阪出張所 大阪市西区京町姻上通l ノ14 大 阪@5951(代)

東 岡 田 建 材 妹 式 会 社 名古屋市西区西菊井町2ノ12 名古屋@2057・0121

( 株) 名 建 ，商 会 名古屋市中区宮出町41ノ2 名古屋@1329・2817・2106

海 高 橋 建 材 庖 名古屋市中区材木田IJ l ノ12 名古屋@3295

ｾｴ＠ 北 川 工 業 株 式 会 社 金沢市西側町8 金 沢@4552- 3

北 川 工 業 ( 妹) 富山営業所 富山市奥田新町28 日 山 ②2218 ③1014

島 エ 務 庖 . 高岡市大坪旭町2丁目32ノ3 高 岡 2463

睡 小 島 工 務 庖 富 山 営 業 所
富山市神通町3区l∞3 富 山 8221

中 背 盛 建 材 株 式 会 社 広品市鉄砲町108 広 島 ②2281- 4

T f 盛主主材( 株) 岡山営業所 岡山市東田町3 岡 山 ②7911・8169

国 ( 有) 小 野 甚 商 底 岡山市内山下30ノ10 岡 山 ②4272

( 株 ) 浜 原 主 主 商 信 尾道市若宮町 尾 道 27ω

四 ( 株) 浜 原 盤 商 庖 防 府 支 庖 防府市大林寺 防 府 1ω7

古 市 断 熱 工 業 妹 式 会 社 高必市宮脇町%。 高 松 ③印43

国 正 和 商 事 株 式 会 社 経山市1帯町21
松 山 ②8161- 5

九 行 盛 建 材 ( 抹 ) 根 間 営 業 所 福岡市万行寺前町14 根 岡 ③1225- 6

暁 主 主 材 工 業 株 式 会 社 福岡市薬院町65 福 岡0 4326

州 高 稲 工 業 株 式 会 社 長崎市大泉町45 長 崎 ②9228

建設省阪建 22 号 認 可

出資金 600 万円

主 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 町 姻 上 通 ー の 一 四

東京連絡所東京都足立区小台町六三三( 田島応用内〕

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中 国 ・四国 ・九 州

T E L ⑬ 代 表 5951

T  E  L( 911) 代表 1 1 8 1

9  
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( カタ ロ グ 進 呈 )

角 形 鋼 管

「 鋼 管 を 紫 管 と し た

継 目 無 角 形 鋼 管 」

形鋼を組合わせて溶接した角形鋼管と比べると

均質 で、車重量 で、経済的 な( 高級) 継自無角形鋼管

。

位友金属工業株式会社

本 社大阪市東 ｉｾ 瓦町 Ｔ 丁目 ＳＱ 電 話 ｻ 大代表 ｽ 大匝凹 Ｉ ＲＲＰ Ｑ

i  II.  !I(，: /II r.代I l II i ¥えノ内 1丁目 8 / 6 (鰯住宜ピル} 電飴{大代表) 東京飢1)2211

指 定 問 屋

! I . b" 繭・ 機 式 会 社 大 臨 .1，!Ii ｉ ｾ＠ ｾｴ 供 Ｕ T  112 2 電 品 大 匝 @ 6 7 8 1  

牟ゲタ 圃智検 式会 社 λ 阪市西 ｉ ｾ 鮪町通 Ｑ rt l 1  • ' " 地電品 大阪 @ 6 3 3 1  

山 本 掴 薬 は 式 会 社 太 融 市 州 民 安 童三年続通 1T U10需111 1電 話 大 臣 @ 2 8 3 1  

合名会社泌辺 厳 吉本ｾＡ ［ 悩岡市 l  丙 町 1  6  ¥1 1 . 1 樋岡⑤ 2 2 3 5

超硬骨材に顔料、薬品等を配合した粉末剤でその健水練り、金銭仕上げの為特に技術を要せず 、

色ムラ、ノ口汚れ等の鉄点がない耐磨粍性特に強大、表面滑らかで美 しく清潔、耐水性に富み

価格低廉であります。 (土手当り材料代￥ 950) 仕上り厚さ約2 哨程度

学校、工場、病院、事務所、商底、ガレーヂ、ガソリンスタンド、住宅の玄関、流し、浴室等

に 最 適 で あ り ま す 。 ( 求 代 理 庖)

ケ イ セ イ ー

慧炉工業株ｾ ふ 社 大 阪 市 此 花 区 四 貫 島 旭 町 1 - 3  

::Ii: ，..J. T  E  L  大阪 ( 46) 3  5  9 4  

住宅や家具につく自アりや害虫を退治します、その上 「アリノン」は

協議

くされ・かびにも特効があります。

ｾ＠ ￥ＷｬＩｲｾ＠ ｬＧ ・ ｊ Ｎ￟ｾ
ｾでｾ山宗化学株式会社 ＲＲｦＴＲｅｊｊｚ 竺諸問ピル 路Ｈ大

‘.  

.  ， 



l  ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は I  

( アイクエオ順〉

(37) 償 却2 ・857

( 66)  8861- 2 

(97)  4460 ・8288

( 44) 代5951

( 47)  3131- 2 

八尾 ( 029) 2308 ・3039

(39)  0924- 5 ・2045

( 53)  5281- 3 

大 阪 市 東 淀 川 区 回 川 通 5 丁目 91

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 丁 目 14

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 1 6 9 0

八 尾 市 竜 華 町 字 太 子 堂 6 2 9

大 阪 市 東 淀 川 区 堀 上 通 3 丁 目 3 9

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 4 0

k. k.  

社

社

大阪出強所

割II k. k.  

策 k. k.

大阪営署員所

阪 支 庖

事院

英

盛

k

工

k

材

ヱ

エ

エ

エ *

k. k.  

4 製 造 鍵 社

箇 和 建

k. k. 工

k. k. 工

田 島 応 用 化

大 恵

東 亜

日 遷 化 学

日 新 工 業

( 23)  1731代 ・2931代

(44) 代 お81- 5

(23)  1345 ・1346 ・3381

( 36)  7474- 6・8弱3・7406

( 39)  2080 ・2207 ・0238

Ｈ ＳＶ Ｉ 弱 ＵＸｾＹ ・目別

( 53)  4520 ・8401

(79)  4427 

(36)  0774 

(34)  4305 

(44)  5195- 6 

(23)  2771- 2 

(44)  5224 

(73)  2514 

(44)  0255代 ・5392代

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 (三 和 ピル)

大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 2 丁 目 4

大阪市東区i W修町 1丁 目11(加藤 ビル)

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7  

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南 通 1 丁目 28

大阪市 北 区道本町 ｾ 1  

大 阪 市 西 区 南 掘 江 一 番 町 1 4

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 田 住 道 町 9 1 3

大 阪 市 北 区 絹 笠 町5O ( 堂 ピル二階)

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 西 区 京 町 編 上 通 3 了目 4 0

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 北 通 5 丁 目 3 6

大 阪 市 生 野 区 生 野 田 島 町 94

大 阪 市 西 区 土 佐 掲 通 1 丁 目 13

K

大

k

 

庖

K

K

会

K

会

k

k

z

m

所

信

K

広

所

k

k

k

k

k

h

世帯

k

k

支

世

帯

営

ト

阪

E

材

事

油

膏

営

大

世

帯

事

防

L

商

難

大

商

商

J

阪

K

商

会

運

K

興

ヲ

大

k

工

商

石

業

E

商

k

日

フ

K

野

股

:

K

産

産

国

松

朝

ス

産

膏

建

国

社

物

上

国

本

ア

物

湿

長

井

文

集

野

阪

友

崎

西

本

日

浅

井

池

内

梅

枝

大

三

川

中

M

目

前

村

山

4
『

( 37)  6555- 7  

(44)  3520 ・4564 ・1∞5

(37)  3340 ・3505

( 37)  1333 

( 33)  3679 ・4481 ・8471

( 35) お45

(35)  2922 

(94)  5561- 2 

(44)  5408 ・5486

(34)  0207- 8 ・必36- 7

( 34)  1105 ・ぉ40

(37)  0251- 3 

( 26)  7195代

( 63)  6221 ・- 4

(35)  4779 ・ω9 7

(64)  3434- 6 

( 54)  3785- 6 

(34)  1804 

(45) ω8 9  

(37)  3375 

( 35)  9231 

(45)  2360 ・2030

( 94)  8125- 8 

( 75)  7271 ・0871

神戸 ( 5 ) 2697

神戸 ( 5 ) 4630 

神戸 ( 4 ) 6930 

神戸 ( 4 ) 5腿4

神 戸 川 ) 0505 

岡山 ( 2 ) 4272 

尾道 2760

広島 ( 2 ) 2881- 2  

高 松 (3) 5034 

松山 0525 ・1159 ・2159

松山 2717

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 下 通 1 丁 目 7

大阪市東淀川区元今里 北 通 1 丁目 31

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2  

大 阪 市 城 東 区 野江 東 之町 4 丁目 104

大 阪 市 北 区 間 心 町 1了 自 3 3

大 阪 市 北 区 空 心 町 1丁 目 3 0

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 南 通 5 丁 目 3 5

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

大 阪 市 北 区 木 幡 町 18

大 阪 市 北 区 鏡 野 町 3 4  

大 阪 市 南 区 温 町 2 丁 目 1 3  

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 丁 7 3  

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁目 4 1

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目 5 1

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 5 2

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 4 丁 目 2 4

大阪市東淀川区 木 川 西 ノ 町 2 丁目 6

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 40

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 南 通 1 丁目 152

大 阪 市 東 区 高 麗 祷 詰 肺J 2  1  

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 4 3

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 了 白

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 神繊共栄ピル

神 戸 市 兵 庫 区 水 木 町 8 丁 目 5

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 宮 脇 町 9 6 0

松 山 市 一 番 町

松 山 市 登 町 2 丁 目 9 5.  

4 工 事 業

勉 化 建 工 業 k. k.

k. k. 弁 」 こ 浄 夫 商 庖

k. k. 石 田 建 材 広

大 阪 耐 磁 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

大 野 産 耳障 k. k.

k. k. カ ナ ヱ 商 会

共 業 遷 膏 工 業 k. k.

k. k. 木 下 値 三 商 后

k. k. 久 保 商 庖

窓 口 興 業 k. k.

清 水 興 業 k. k.

k. k. 新 光 商 広

k. k. 大 和 商 会

友 田 工 業 株 式 会 社

内 外 工 業 k. k.

日 新 工 材 k. k.

日 本 渥 膏 工 . k. k. 大 阪 支 庖

フ タ パ 興 難 所

k. k. 双 葉 商 会

松 本 湿 膏 工 業 k .k. 大 阪 支 庖

マ ル ヱ ス 工 業 k. k.

k .k. 明 正 社

米 国 工 業 所

石 井 建 材 有 限 会 社

k. k. 中 出 荷 会

三 情 工 業 所

中 村 湿 膏 工 雛 椋 式 会 社

日 建 渥 膏 工 業 k. k.

有 限 会 社 小 野 甚 商 后

k. k. 浜 原 盤 商 庖

膏 盛 建 材 k. k.

古 市 断 熱 工 業 k . k.

正 和 商 事 k 占.

k. k. 山 本 商 会

. 許

a

r

 

、

砂 費 助 会 員

丸 善 (27)  1251 ( 代)

社 団 法 人 ア ス フ ア ル ト 同 業 会 関 西 支 部 ｊ 川 Ｇｅ｛＼ｉＧｾＢｊｾｾＧ ｩＧ Ｖ ｾＺｬ＠ ':'. "r， (97 )  4刷 8湖 1  

11 

大 阪 市 南 区 長 編 橋 筋 3 了 閉k.k.  油右
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。不ニサッシエ純増私

取 締 役 社 長 佐 野 友 二

本 社 及 工 場 川 崎 市 中 丸 子 1 3 5 番 地

電信 721- 4261 ( 代)

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 銀 座 西 6 - 5 番地

電話 5π ー5526 ( 代)

大阪支底及工繍 大阪市西淀 川区御幣町中 3 - 4 番地

電 信 電 話 47- 1  4  5  4  

営 業 所 福 岡 ・ 名 古 屋 ・金沢・ 仙 台 ・ 札 幌

戸ヰ

4・ベ.  

， 

、べ

.  



.‘  

J  

、

'‘  

広
.a:.. 

Eコ 目

ア アスフアルト同業会… … …… 11

浅海電気kk …・……・…・……… 4

kk 朝日工業社. ........ ...・ H ・... .. 3  

伊奈製陶kk …・・・…… … … 巾挟

井田商事kk …. . .・ H ・. . …- ……・ 5

kk 岩住鉄工所・・ H ・H ・.......・ H ・..15

岩元工業kk . ・・・・ H ・H ・H ・H ・... .14

kk 栄興商会…・…. . ...・ H ・... .…・ 3

篠原製作所… … .. . . . ………表4

オリエンタノレメタノレ製造kk 巾挟

大阪建材工業kk …・…. . . ・ H ・...・20

kk 大阪城口研究所… '"・ H ・..… 2

kk 大阪電気暖房商会. . . . ・ H ・.... 2  

大阪耐酸工業所・・ ・…. ..・ H ・.... 8  

kk 奥村重兵衛商庖 ....・ H ・- …木文

奥山化工業kk ・H ・H ・.....・ H ・. . ・・ 19

絵本建築事務所 ....・ H ・. .. . …… 17

カ 樫野石灰工業kk ・・ ・・H ・H ・....… 6

kk 川岸窯業… ...・ H ・-…. . . ・ H ・. 5  

川口ゴム工業kk …… ...・ H ・. . 前付

関西ペイン トkk .. .. . …- …前付・

関西三星タイル会 … ・… …・ ・前付

工藤電気kk …・………. . . …. . 4  

神戸材料kk ... ... . .・ … ・… ...・ H ・7

kk 久保商底……、…. . .・H ・..... 1  

栗原工業kk ・H ・H ・......・......・ H ・4

懇精工業kk …… ・・… H ・H ・.......10

kk 建材社.. ..・ H ・......リ H ・H ・-… 2

kk 工英社・…・……・…… - 表2

江東電気kk …… H ・H ・. . . …… … 4

1宣和化学工業kk ・・ H ・H ・... ・H ・中挟

kk 小俣製作所・ H ・H ・......・ H ・‘本文

kk 金剛商会...・ H ・…・ … - … … 5

サ 斎久工業kk ・H ・H ・- …・……・・…・ 2

kk 斎藤省三商庖・ …...・ H ・..… ・・ 2

「材料と設計J .. .・ H ・....・ H ・本文

三機工業kk ・・ H ・H ・-…. . . . ・H ・-… 2

kk 三幸商会. . ..・ H ・. . . . …- … … 5

kk 三晃商会. . . . ・ H ・- … - … ... 2  
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k k 目立製作所・…. . . . ・ H ・. . …前付

kk 平川鉄工所… ...・ H ・...…・・前付

平田タイノレ・ H ・H ・.....・ H ・. . …… 15

フタパ黒板……. . . ・ H ・.. . ・… .. 5  

福屋工業kk ・H ・H ・.. .・H ・. . . …… 6

E長森建材k k ・・ H ・H ・..・・ H ・H ・. . 前付

不ニサッ V 工業kk ・・ H ・H ・-…… 12

「プラスチックス ・エージ」…本文

平和工業kk ・H ・H ・...…・・ ・・… ・6

豊国セメント k k …・・…. . .・ V ・.. 14

北陸軽金属工業kk ....... ……・・18

マ 水谷ペイシ トkk … … … …… 本文

k k 三高製作所・・…- ・・ H ・H ・.....17

kk 美索工業所・…… - … … 前 付

kk 室谷商庖 ・…・ …... .・ H ・... .... 7  

k k メノレ コン・ ……. . . ・H ・...・ H ・・ 6

森井電業kk …. . .. ....... ・H ・-…・・ 4

ヤ 山田工業kk … ... ・H ・.. ...・ H ・..... 2  

山宗化学k k … … … … … … … 10

kk ヤマト電気商会…. . . . ・ H ・-… 4

八千代電設工業kk ….....・ H ・... 5  

k k 山本建材社…. . . ・H ・...・ H ・.... 20

kk 油脂化エネ土…… H ・H ・-… ・表3

kk 吉田芳雄商庖・H ・H ・・・ H ・H ・... 5  

吉野石膏k k … ... .・ H ・... ..... ・H ・・7

kk 寄木商庖. . ，・H ・.. ，・H ・- …・… .15

ラ kk ライト製作所....・ H ・....・ H ・.. 1  

理研鋼機k k ・H ・H ・... ・H ・，...・ H ・.. 3  

k k 竹中工務広・"." .… .... .. .. 11 敷島金物k k ...... .. ....... ... ...... 18 旭硝子k k ・H ・H ・H ・..…... .・H ・-…22 鹿島建設k k .... ・H ・- ・ＮＮ・ ･ ・ Ｇ Ｒｾ
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近織電気工事k k ・H ・H ・.. . …・ ー14 k k 淀川製鋼所
e  ・・20 k k 関城化掌工業所，・ ・・22 k k大阪電気商会大阪暖房商会 21
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13 



東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 (891) 8  1  3  1  - 7  

大阪市 北 区絹笠町 ＱＸ 番地Ｈｾ幡 ピ ノレ Ｓ 階Ｉ

電 話 @ 9 1 5 4 - 7  

名古屋市中区大池町24 ( 丸菱 ピノレ) @3ω8 ・4593

福岡市橋口町15番地の1 ( ナシ ビノレ 3 階) 0 8825 

本社及工場

大 阪 支 庖

ァu
I
 

、ンジサ

ム

ス

ウ

レ

己

ン

ル

テ

ア

ス

タツス チ ー ル シ ヤ

名古屋支庖

福岡出張所

‘  

トスカイライ卜並開ベンチレチ|
岩 元 式

サッシュ、ドアー、シャッター

伸縮扉、オベレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

社会

ω
引

式

引

い

株

既

引

業

献

@

.

.

司

話

E

阪

-

-

大

電

一

冗

柑

山
石

@  

社
d. .  

':;Z:I; 式株トンメセ国
呈邑

王室.

町

京

苅 田

阪 ・ 東

岡 県

倉 ・ 大

福本 祉

事 務 所

A  

L  ， 

ベ

。O WCHE MI CAL 似 品

セメラン

家庭用に建築資材に

見 ホ 説 明 書 墨 主

Cemel an 

発 売 元

前・1酸イむ学工業株式会オ土

大 阪 市 並 区 高 t亘圃J 8 0  

L . 文 険 (36)0178・4161

セメントの性質が素晴しく夏くなります

セメントに混合して

御 使 用 下 さ い



.圃.

李田タイル

建築基準法にフリーパスのガラス屋根

工場 ・プラッ トホーム ・

体育館 ・アーケー ドに最;iri

ベ ン チ レ ー タ ー ( 筒

パーチカルベンチレーター ( 電動式)

波 型 硝 子 屋 根 完 全 養

タ ー ピ ヤ 舗 装 工 事 ・設 計 施 工

3  

.  

E
R
ι

レ

・
4

ピ

M

•. 

工

の

土

商

1

•. 

阪

町

.

大

田

升

川

妊

ーー

町

区

大

‘

船

東

|

堀

城

佐

市

社

土

阪

会

区

大

式

西

株

市阪

場

大

工

銭ぴむい

暑 憶 の

銃 器 怯 銭 Z 成

本 社 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 二 丁 目 三 一 番 地

.  
畠』

付

.0. .  

' %s;  

負請

取

大 阪 市 東 区 横 掘 6- 49

電 話 @3  7  3  1・3 9 6 0

大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1

工

作

商

Y ま2

:lS. 

施

木

寄 木 貼 床 板

フ ロ ー リ y グ

プ ロ ッ ク

ベニヤブラ ッV ュド アー

グ ラ イ シ ダ ー 床 削

寄

営 業 所

6 主主

場

4・、

'‘  

15 

エ



ｱｾ 亨最高のロ - 新 ι ι1建 築 資 材

16 

創 業 明 治 24年

貿易・木材・建材

， 
〆 〆

'" 

d  
It' 

V  

._...-

.-. '  

-、 “.

冷可 Ｚ ［ ＺＺ Ｎｾｾ ， λ ， Ｚ Ｚ Ａ，， ＿ ｾＺ［ＮｾＮ Ｚ ＺＺＧ ｾＮＺＮｻｉ ｾｾ ｾＺ ｾ Ｚ ｾ Ｚ Ｚ Ｚ

ｾ＠

田村式〆タルシーリング

田 村 式 金 属 タ イ ル

田 村 式 ジ ョ イ ナ

モリソン式ffi- ドサッシュ

ノンスリーップ・白地棒
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カ タ ロ グJ ! 主呈
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民ｾ 陸孟孟玉置冨調

本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9

電 話 大 阪 37- 1 7  5  4  ( 代表〉

ス チ Jレ サ ツ ン ユ

伝 統 に ス チ ル シャツタ

輝 く ス チ J レ ド ア

優 秀 な
新 規 製 品

製 品
完 全 密 閉 片 引 き 窓

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・堅 牢 ・ 低 価

株 式 会 社

汎 建 製 作 所

大 阪 市 此 花 区 J恩 貴 島 北 之 町 1 1  電 話 此 花 ⑬ 2 9  0  3 ・4 4  6  1  

ｾ当
綜合建築設計への道

設計部 1. 各種鉄骨 ・鉄筋コンクリート造建築

の設計監理

株式会社

2. ダイヤ モ ン ドト ラス・ ジグザグ トラ

ス ・平行トラス等

各種大張間鉄骨造の設計監痩

耐震耐風木材接合金具の製造販売

P AT . O式( 織本式) ヂベル及グランプ 《

、、!別委誠心

地 質 部 ポー リング ・建築物基礎工 ¥1  V  

事 の為の土質調査

織 本 建 築 事 務 所 所 長 織 本 道 三 郎

( 旧織本建築設計 t々 1 事務所 ・織本特殊構造研究所 ・合体)

東京都中央区日本稿かきがら町 3 の 2 l U話 (671) 6443 ・7∞7 ・7062
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浪速建枚Z業株式会誌

浪建式

アJLミ"'t "J シュ・ドアー

スチールザ・ＮｾシＮＺＱ，Ｍド ｪＧﾭ

シャ.，ヲー・ it ベレーター

lトカライジ〉タ調理I場鵡

一製造販売ー

聞 捌 |

全回線代理屈 I  

本社・ 工場 ・大 阪 市 蝶 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 番 地 電 話 大 阪 ⑧1171- 3番

第 二 工 場 ・大 阪 市 城 東 区 茨 悶 横 堤 町 四 一 番 地 電話大阪@; 153 ・ω24番

東京営業所・東京郡中央区銀座東六丁目木挽館ピル六号館 607号 室 電 話 東 京 (541) 4611番

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サ ンピル内 ) 電 話 福 岡 ③ 8462番

出 張 所 ・ 大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

アルミ= ウムの新しい瓦/ よ

アルマイト鎗色仕上色瓦

金. 膏. 赤. 緑色あり

発明賞に

輝く・…・

直長R.. 鍵倫相i. その他アル i 建材も販売数 L てお 1) i す.
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北 陸 軽 金 属 工 業 株 式 会 社

本 社 富 山県 高 岡 市 金 庫 町 168 電 話

東 京 出 護 所 東 京 術 中 央 区 錨 地 4 の 4

電 路 ( 541) 40 0 5 - 7 ・
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- 御 申 書 事 次 第

カ タ ロ グ 贈 呈

/ 似 (JJ.，替

ｾｩ ｴＺＺ白 Ｒ 白壁
( カタ ログのお申込みは全国有名建材底へ) * 純和壁の最高級… ・・

E ヨ喝支皇室

* 日本座敷に優美な… …

株式会社新興建材工業所 盆寵. . J : . 雪量

* 近代文化建築の塗壁材・. ....

1山 山富 山E F E(品目私立 ω 可 Y 壇婁

- 貧 富E 褒 章 受 賞

特 許 奥 山 式 熱 工 法 ・ 冷 工 法 綜 合 防 水 層

曲、，ミー陪京事

コ ー パ ー タ イ ト

! 娘道元| 奥山化工業株式曾枇

東 京 都 中 央 区 銀 座 西8の3 ・T E L 銀 座 (571) 2 7 0 3 - 4 ・2 3 7 0 ・4 0 6 4 ・0 2 6 4
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30メーカイそ理広

阪・四 橋
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ツ大

- ス ロ ー ル 天 井 板

・ 吸 音 ボ ー ド

. スロール断熱板

- メラミン樹脂製品

. ボード特殊合板

・プラスチック製品

- アルマイト吸音板

・ ス ギ メ ラ ス

・ 木 毛 セ メ ン ト

特 殊 板
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ド F 三

シヤ''19- 三

方句ｾＭ，Ｍ重
重

重

重

重

重

A

A
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に

一
住 友 軽 金 属 工 業株 式 会 社 と提 携

⑧大阪建材エ業株式総

0836- 0839番

71 27 ・ 7047番

3323- 3327接

o  8 ， 3  0 番

o  2  2  3 需

T E L  @  

T E L ③ 

T E L 堺②

T E L ⑮ 

T E L ⑧ 

大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 二 十 一 接 地

会 所

堺 市 松 屋 一 丁 目 六 番 地

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 7 番 地

大 阪 市 大 工E 区 北 村 町 三 丁 目 十 二 番 地

名 古 屋 ・ 金 沢

営 割 陣 所

工 事 務

本 社 工 場

経 理 節 分 室

泉 属 工 場

出 張 所

20 



日本建築協会優震謹明 セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

ヲ方-f J ィ1- 8雪

¥株式会社社日:帝京rECK防!11剤FF9毒概
小I1

u  

H ，'・

同l

r-

- 一・ ~
三人. hf J . t入

］ Ｈｾ思ｾＮ｜_ l  _1__ 

ー一
ー一
一一一一一

紫 綬

褒 章

Ｍ・・ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱ •••••••••Ｎ ，Ｎ・

J I S 合 格 モ ル タ ル コ ン ク リ ー ト 用

ｅｾｾ 翠廻
ES吉 富 ヨ 園 事 』 珂 ｅｓ 忌書置固 ｬｾｾ 蓮華ヨ ｅ責 任 ・ 施 工 ・請 負

八幡メタルホーム K K 推 奨 品 -

253由 脂 化 工 社本 社… … 束 刺M山京畑渦m札 tい山川川川…1川l

取締役社長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 営 業 所 大阪恥州Iバfj峨湘点蜘 l成戊削I似ズ内今宅引凹町f 2 一4必8 "屯泣話 ⑧ 476“5.叶00附6臼35

.・・・・・..... .1111111111111111111111111111111111111111111111111".- 圃 圃 圃 園 田 ー ー ー 一 一 ←

、

圃・・・・・・・・・・・・・a 司

電 動 式 ・ 手 動 式 ・ パ ラ ン ス

保

-
m

，

•... 
9

・
m

e州

e
山

a

w

a
耐

a

a
，

伽

品

1

悶

6

5

M

5

M

η

S

2

H

3

0

6

3

刷

l

2

5

U

R

9

a

・I

M

-

-

6

4

6

U

U

5

0

4

2

0

同

れ

'

m

N

4

7

5

2

3

0

i

2

z

，謁

I

5

2

8

“

3

6

U

し

u

n

4

M

2

3

8

8

1

u

m

シ

2

1

6

2

9

U

岨

布

日

2

i
n

U

2

3

6

i

n

;

2

t

2

医

A

A

品

代

A

3

0

，m

A

A

代

A

3

H同

A

M

-

-

M

A

A

i

u

i

‘

‘

ι

・

唱

槽

明

暗

電

略

需

旬

旬

繍

唱

稽

暗

唱

止

地

恥

川

8

4

仙

川

5

A

附

1

9

h

地

0

2

川

刊

払

川

町

2

・

rい

川

，

z

a

-

m

3

4

H

!

3

H

a

H

E

r

2

7

1

7

 

け

い

ム

『

a

円

高

け

J

V

川

町

!

釦

2

5

1

，

I

H

倫

明

品

川

川

、

川

ト

川

口

川

比

一

町

町

川

内

凶

削

メ

羽

Z

FR

幅

削

j

一

市

，

P

V

A
園

式

対

縫

ほ

肌

叫

，

!

山

舟

h

叫

ト

刈

U

i
n

制

u

l

iド

坤

-

h

i
巾

小

巾

巾

巾

?

o

u
m

，

H

ん山

川

州

'

?

川

叶

山

口

吻

バ

間

合

崎

樋

W

4

-

m

札

ι

r

b

m

角

的

a

vい

以

川

崎

A
a

ル

ハ

a
w

偽

t

"

n

u

n

川

崎

村

u
n

川

柏

村

川

竹

内

山

M

H

u

q

仏

H

S

企

1

1

ι

、

h

u

t

士

A

W

A

W

土

全

え

.
b

a

v、

点

火

t

，

A

t

t

M

u

t

t

t

l

z

~

リ

J

閣

は

J

J

L

i

t

・
9

;

a
h

z

t

H

い

わ

'

H

M
刊

策

M
H

M

H

拘

崎

H

H

4

H

F

J

F

裏

付

S

村

岨

幅

H

町

小

品

笈

拘

肱

1

岬

問

y

t圃

令

旧

民

f

交

H

G

H

P

H

同

協

肝

h

H

M

e
引

e

e

'

・
hγ

中

理

詰

M

竹

h

川

川

越

上

川

人

中

川

小

斯

1

1

;品

川

』

圃

園

時

間

4

8

0

1

4

5

1

5

広

6

2

0

2

3

6

Z

1

訂

4

い

4

7

7

2

A

Z

Z

S

0

2

 

v

p

B
電

F

t

，
ω

2

h

r

2

2

2

2

‘，占且

'

R

例

1

w--a
『

γ

、

肱

-

J

中

H

M

M

」

u

t

，

‘

句

電

電

電

旬

昭

電

『

d

F

.
地

地

地

地

州

地

附

u

H

刊

J

・4

崎

川

品

品

川

品

品

村

山引

川

J

m

山

口

口

升

o

川

.

'

ぺ
1

l

t

，

一山
山

2

川

胤

0

町

山

ロ

ト

1

川

T

1

八

一

品

3

F

I

9

'

'

川

喫

間

山

川

川

れ

川

H

Z
戸

川

山

川

削

川

岬

山

内

州

1

.

.

 

東

訓

巾

卜

4

金

巾

市

げ

j

h

h

l

h

h

 

4

d司

附

附

岡

市

加

山

知

川

-

E

L

!

大

川

袖

仇

高

岡

高

神

F

』

【

回

唱

唱

唱

広

所

所

所

所

工

工

工

支

揖

機

嫌

斬

式

社

社

:

江

川

日

明

株

膏

:

九

名

高

岡

高

栴

代 行 販 売 底



号6  第

建 築 と 社 会第 4 1 輯

昭

和

二

十

四

年

三

月

十

九

日

第

三

種

郵

便

物

認

可

昭

和

三

十

五

年

六

月

二

十

日

H

リ

昭

和

三

十

五

年

六

月

廿

五

日

新

開

(
毎

月

廿

五

日

発

行

)

エハラ.mシヌ

安ーボ; 令; 東桜

所作

様 式 害

原J 製
荏

売

価

部

.，"今免

三室＿うえ Ｑ ＱＧ Ｏｾｦ 今 ｾＯｾ

窪 P φ イル

窪マＮＴＭｾタ ￞ｦＯｾ

窪、 ｉ＿ ト今ィ ｉｾ

タイrp

，
e

A

F

 

'
e

，

 

. ，令い海救

g  

各製品毎のカタ ログ見本御請求下さい

'
'
e
 

世r

金

百

八

十

円

(
送

料

共

e

e

a

 

田 昌 応 用 化 工 株 式 会 結

電 話 北 浜 ⑮ 9648 ・9649 ・9640

娠 笹 口 座 大 阪 3 9  9 7 5 番

御 入 会 の 御 申 込 は ・・・ ・・・

「建 築 と社 会」 発 行所 社 団 法人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東区 北浜 3 - 37


